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日本建築協会

会告

定時総会
議決のお知らせ

令和元年 6月20日開催の令和元年度
定時総会において、下記の議案が原
案どおり承認されました。
・第 1号議案
　平成30年度事業報告の件
　（詳細P 2）
・第 2号議案
　平成30年度決算報告の件
　（詳細P 5）
・第 3号議案
　令和元年度事業計画の件
　（詳細P 8）
・第 4号議案
　令和元年度収支予算の件
　（詳細P 9）

・第 5号議案
　役員選任の件
　（詳細P10役員会務分掌参照）

●今回退任された理事、顧問
理事
　淺沼　健一氏　㈱淺沼組
　金井　隆夫氏　大成建設㈱
　杉本　　浩氏　 （公財）建築技術教育

普及センター
　立野　純三氏　㈱ユニオン
　光用　　薫氏　戸田建設㈱
顧問
　塩野　孝行氏　（独）都市再生機構

退任された理事、顧問の方には、長
年にわたり会務遂行にご尽力いただ
きありがとうございました。
再任、新任の理事、監事、顧問はP10
の会務分掌の表のとおりです。

通常理事会
議決のお知らせ

令和元年 6月 4日開催の令和元年度
第 1回通常理事会において、右記の
議案が原案どおり承認されました。

・第 1号議案
　平成30年度事業報告の件
　（詳細P 2）
・第 2号議案
　平成30年度決算報告の件
　（詳細P 5）
・第 3号議案
　令和元年度事業計画の件
　（詳細P 8）

・第 4号議案
　令和元年度収支予算の件
　（詳細P 9）
・第 5号議案
　役員選任の件
　（詳細P10役員会務分掌参照）

臨時理事会
議決のお知らせ

令和元年 6月20日開催の令和元年度
第 1回臨時理事会において、右記の
議案が原案どおり承認されました。

・第 1号議案
　会長選任の件
・第 2号議案
　役付役員選任の件
・第 3号議案
　常任理事、常設委員長委嘱の件

・第 4号議案
　理事の会務分掌の件
　 いずれもP10の会務分掌の表のと
おりです。

定時評議員会
議決のお知らせ

令和元年 6月 4日開催の令和元年度
定時評議員会において、右記の議案
が原案どおり承認されました。

・第 1号議案
　評議員会副議長互選の件

・第 2号議案
　役員候補者推薦の件
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平成30年度事業報告
平成30年4月1日～平成31年3月31日

　平成30年度は、100周年記念事業のテーマ「新し
い地平へ」の目玉事業である「未来創生プロジェク
ト」と初代会長片岡安の名を冠した「片岡安賞」日
本建築協会論考コンクールをはじめ、他団体や協会
以外の活動との連携も積極的に行い活動のリンケー
ジを広げるとともに、従来から実施している「建築
と社会」誌の発行、講演会の開催、見学会や顕彰事
業の実施、刊行物の発行などに取り組んだ。
　平成30年度収支は、会費収入が予算額を上回った。
　事業収支は契約約款収支や出版委員会収支が大き
な増収増益となった反面、会誌収入が大幅に落ち込
んだことから、それ以上の赤字となり予算額を大き
く下回った。
　管理費は退職給付引当資産から支払った退職給付
費用を除き、予算額を下回った。
　記念事業収支は、平成30年度に執行予定であった
「建築と社会」誌アーカイブ公開システム構築費用、
新会員証作成費用、新リーフレット作成費用等が令
和元年度の執行となったため、記念事業積立金は令
和元年度に取り崩すこととした。
全体では、会誌収支の大きな赤字はその他の事業収
益と管理費の削減により大幅に縮小した。

Ⅰ　本　　　　　　　部

◎役員会等の開催状況
1．総会、理事会、評議員会、常任理事会
　定時総会　平成30年 6月21日（木）
　　①平成29年度事業報告・収支決算報告
　　②常設委員会新設
　　③平成30年度事業計画・収支予算計画
　　④役員改選
　第1回　通常理事会　平成30年 6月 5日（火）
　　①平成29年度事業報告・収支決算報告
　　②常設委員会新設
　　③平成30年度事業計画・収支予算計画
　　④役員改選
　第2回　通常理事会　平成30年11月28日（水）
　　①平成30年度上半期事業執行状況
　第1回　臨時理事会　平成30年 6月21日（木）
　　①役付役員選任
　　②常任理事ならびに常設委員長の委嘱
　　③理事の会務分掌
　定時評議員会　平成30年 6月 5日（火）
　　①議長改選
　　②役員推薦
　常任理事会　 8回開催
　　①理事会提出議案の作成、理事会議決事項の処理
　　②協会の会務執行　など
　会長、副会長、常任理事、支部長会議
　平成30年11月28日（水）
　　①平成30年度上半期事業執行状況
　　②意見交換
2．常設委員会
　協会の事業を円滑に遂行するため、常設委員会を
設置している。今年度は100周年記念事業のテーマ
である「新しい地平へ」を実現するため、次世代を
担う若手が積極的に参加する場「未来創生プロジェ
クト」を新たに立ち上げた。
（1）編集委員会
　 　協会の会誌「建築と社会」の企画・編集のた
め、編集委員会を設置している。
　 　編集委員会は特集小委員会、作品作風小委員
会、広告企画小委員会の 3つの小委員会で構成し
ている。
　 　更に特集小委員会は計画分科会（計画系、建築
計画系、インテリア・住宅系）と構造分科会、設
備分科会、施工材料分科会、法令分科会の 5つの
分科会に分かれている。編集委員会を12回、特集
小委員会を48回、作品作風小委員会を 9回、広告
企画小委員会を12回開催した。

（2）事業委員会
　 　見学会や講演会、研修会などを企画する情報見
学小委員会を 8回開催し見学会を 4回、講演会を
1回実施した。今年度は昨年度に引き続き「イケ
フェス大阪」との連携事業を10月27日（土）に実
施した。

（3）出版委員会
　 　建築に関する図書の企画・編集・刊行を行うた
め、11回開催した。今年度はシリーズものに加え
新たに中国語版を刊行した。

（4）教育委員会
　 　建築工事実務講習会の実施のため講習会小委員
会、工高生のデザインコンクールを開くための工

高生教育小委員会、100周年関連事業委員会の解
消に伴い教育委員会に移行した史料研究会を運営
している。工高生教育小委員会、講習会小委員会
を 3回開催した。
　 　史料研究会を 6回開催し、過去に「建築と社会」
誌に掲載した「再読　関西の近代建築」及び「再
読関西近代建築－論考・記事編」で扱えなかった
建築や再発見が待たれる建築などを紹介する「再
読　関西の建築」の連載を5月から再開した。
　 　また、大阪府や建築 4団体で構成する「大阪府
住まい・まちづくり普及協議会」に協力した。

（5）未来創生プロジェクト
　 　様々な活動を通じて、建築と社会の未来を探
り、創り、育てるとともに人材の発掘・育成を目
的に、「建築次世代委員会」、「2040委員会」、「U-35
委員会」の 3つの委員会で構成している。
　 　建築次世代委員会は、10年委員会の「学生のた
めの現場見学会」を継承し、建築と社会を担う人
材育成に資する活動を創造するため委員会を発足
させ、12回開催した。学生のための現場見学会を
1回実施した。

　 　2040委員会は、日本建築協会が100年にわ
たり築いてきた歴史の上に、「次世代（Next 
Generation）」の想いを集結させ、「次代（Next 
Era）」が創造的で魅力的なものとなるべく、こ
れからの「建築と社会」のあるべき姿を思考（志
向、試行）することを目的に11回開催し、大学教
授や建築ITジャーナリストなど様々な分野の方と
の意見交換会を 7回実施した。
　 　U-35委員会は、若手会員の増強と協会活動の活
性化を目指し16回実施するとともに、U－35世代
の交流の場になる公開型イベントaction「建築と
未来」を 1回、委員相互の勉強会としてトークバ
トンを 2回開催した。
3．特別委員会
　協会の顕彰事業を円滑に遂行するため、 4つの特
別委員会を設置している。
（1）青年技術者選考委員会
　 　設計・計画、構造、設備、施工など建築に関連
する分野から満35歳以下の青年技術者を顕彰する
ため、選考委員会を 4月16日（月）に開催した。

（2）工高生デザインコンクール審査委員会
　 　工高生デザインコンクールは、工高生の設計技
能向上のため、昭和30年創立以来毎年実施してき
た。10月13日（土）に審査委員会を開催し11月10
日（土）に表彰式を実施した。

（3）「建築と社会」賞選考委員会
　 　「建築と社会」に掲載された前年の作品、記事
の中から社会性、環境などに配慮した建築作品や
建築にかかわる論文や記事などを顕彰するため、
選考委員会を 5月21日（月）に開催した。

（4） 「片岡安賞」日本建築協会論考コンクール審査
委員会

　 　平成30年度は100周年記念事業のテーマである
「新しい地平へ」を実現するため、論考の発表の
場を提供する「片岡安賞」日本建築協会論考コン
クール審査委員会を 3回開催した。

◎事業の執行状況
1．「建築と社会」誌の発行
　「建築と社会」は、大正 6年の創立以来協会活動
の中核として、会員相互あるいは会員と社会を結ぶ役
割を果たしている。毎月発行し会員の手元に届けてい
る。平成31年 3月号で通巻1164号を数えるに至った。

発行月 特　集　内　容 特集以外の
主な内容

4月号 働き方と価値：社会に繋がる
多様なワークスタイル

●作品作風
●gallery
●法令コー
ナー
●構造・設
備の頁
●再読　関
西の建築
●メンバーズ
フォーラム
●新製品レ
ヴュー
●インフォメー
ション
など

5月号 スポーツイベントを支える設備技術

6月号
第 1回片岡安賞（日本建築協会論
考コンクール）募集テーマ：これか
らの建築と社会－その関係を問う

7月号 第65回青年技術者
8月号 平成と建築

9月号 安全安心な木造建築物の利用促
進への取り組みと今後の可能性

10月号 山と建築－そこに山がある
から登るのだ！－

11月号 重さと関わる
12月号 こだわりの空間料理人
1月号 共生社会のまちづくり

2月号
第25回会員作品“私の空間作法”
京都支部創設70周年記念特集景観
とまちづくり　－保全・再生・創造－

3月号 東海支部特集

2．講演会の開催
　話題の建築物や構造物、都市問題など様々なジャ
ンルを対象にエピソードや苦労話、ノウハウなどを
聞く講演会を毎年開催している。平成30年度は6回
開催した。
・出版委員会企画　平成30年 5月16日（水）　32名
　 第 1回建築セミナー「暮らしから考える住まいの
寸法入門講座」
　一級建築士事務所スマイリズム　堀野和人
・U-35委員会企画5th action
　平成30年 6月 2日（土）　57名
　建築と未来「20年後、幸せに“すまう”」
　同志社女子大学　特任教授　上田信行
　京都大学大学院　講師　前田昌弘
・定時総会記念講演　平成30年 6月21日（木）　60名
　「大大阪モダニズムと都市の文化」
　大阪くらしの今昔館館長　谷　直樹
・出版委員会企画　平成30年 8月22日（水）　30名
　第 2 回建築セミナー「雨漏り調査の対策とポイント」
　一級建築士事務所「ドクター住まい」主宰　玉水新吾
　雨漏り110番G　代表　唐鎌謙二
・情報見学小委員会主催　平成30年11月14日（水）　83名
　 JR西日本事業戦略「駅からはじまる魅力あるまち
づくり」
　JR西日本　創造本部副本部長　春名幸一
・出版委員会企画　平成30年11月21日（水）　35名
　 第 3回建築セミナー「直感で理解する！構造力学の
基本」
　安井建築設計事務所構造部長　山浦晋弘
3．見学会の実施
　著名建築物や近代建築などの見学会を毎年実施し
ている。平成30年度は 5回実施した。
・ 「奈良県農業研究開発センター及びなら食と農の
魅力創造国際大学校」見学会 
　平成30年 5月16日（水）　31名
・第 1回学生のための現場見学会
　「国立循環器病研究センター移転建替整備事業」
　平成30年 7月 9日（月）　25名
・「（仮称）デサントR&Dセンター」見学会
　平成30年 7月24日（火）　35名
・「大光電機株式会社技術研究所」見学会
　平成30年 9月19日（水）　29名
・第35回茶室見学会
　「飛雲閣と茶室憶昔席の修理工事現場」
　平成30年 9月29日（土）　32名
4．建築工事実務講習会の開催
　昭和32年以降、毎年主として中堅以下の建築技術
者を対象に標記講習会を実施している。平成30年度
は 1回実施した。
　 1月17日（木）　参加者　57名
　① 施工計画
　　講師： 川井　裕基（鹿島建設㈱関西支店パナソ

ニック草津W15棟工事事務所所長）
　　講師： 北野　祥児（清水建設㈱関西支店生産計

画部受注支援グループ長）
　②仮設見積
　　講師： 山口　紀宏（㈱大林組大阪本店建築事業

部生産技術部計画第三課長）
5．顕彰事業の実施
（1）青年技術者の顕彰
　 　昭和29年度から毎年実施している。今回は33名
を顕彰した。顕彰者を称え激励するため、総会後
に表彰式を行った。
・設計・計画部門　14名
　 太田匠哉、太田裕人、岡　隆裕、金子公亮、久家
一哲、芝井健一、下田康晴、伊達　翔、鶴見博
之、鳥海宏太、中島慎一、西山尚希、松下拓真、
山﨑篤史
・構造部門　 7名
　 赤澤資貴、朝日智生、西槇　毅、野口浩平、花房
広哉、宮脇正尚、渡邊　祥
・設備部門　 8名
　 小林佑輔、高根澤武、田中祐輔、中尾善弘、中山
和樹、貫名篤郎、横山輝明、吉成正彦
・施工部門　 4名
　大川光雄、熊給哲哉、巽祐太朗、杉井　毅
（2）「建築と社会」賞の顕彰
　 　作品部門 4点、論考部門 1点、審査員特別賞 1
点を選び、総会後に表彰式を行った。
・作品部門
①ヤマウチ メディアイノベーションセンター
　建　築　主　ヤマウチ㈱
　設計・監理　㈱竹中工務店
　施　　　工　㈱竹中工務店
②阿南市新庁舎
　建　築　主　阿南市
　設計・監理　㈱日建設計
　施　　　工　 大成建設㈱・東光電気工事㈱
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・㈱朝日工業社・㈱四電工
③コイズミ緑橋ビル
　建　築　主　小泉産業㈱
　設計・監理　㈱竹中工務店
　施　　　工　㈱竹中工務店
④神戸海星女子学院マリア幼稚園 
　建　築　主　学校法人　海星女子学院
　設計・監理　㈱竹中工務店
　施　　　工　㈱竹中工務店
・論考部門
　建築時間論－1000年の視野から建築を考える－
　東京大学大学院工学系研究科建築学専攻・教授
　加藤耕一
・審査員特別賞
　特集　社会と繋がるディテール
　企画　編集委員会　特別編集委員
（3）優秀卒業生の表彰
　 　優秀な建築系学科の卒業生を表彰することによ
り、研鑽意欲の向上を促し、激励するため昭和27
年から実施している。平成30年度は工業高校や専
門学校など31校56名を表彰した。
6．コンクールの実施
（1）工高生デザインコンクールの実施
　 　平成30年度で64回を数える。平成30年度はみ
んなの「こども食堂」を設計課題に募集したとこ
ろ、26校123点の応募があり10作品11名を表彰し
た。
・最優秀賞
　山崎創羽・市薗祐也
・優秀賞
　植田理子、日紫喜華乃
・入選
　 赤堀さくら、田中琴美、文淵勝哉、細川虹太、細
川悠人、前川悠希、松本明莉

（2）「片岡安賞」日本建築協会論考コンクールの実施
　 　創立100周年を迎えたのを機に、本会の歴史を
見つめ直し、「建築と社会」誌がさらに優れた論
考の受け皿となり、建築界全体にとって有益な媒
体となることを目的に立ち上げた「片岡安賞」日
本建築協会論考コンクールは、今回「建築をつく
るひとーこれからの姿を問う」をテーマに募集し
たところ、 5点の応募があり昨年11月に第 1次審
査を行い、 3月 2 日（土）には公開プレゼンテー
ションと最終審査を実施した。
・片岡安賞
　集団意識と建築～1910年からの問いかけ～
　 東京大学大学院工学系研究科建築学専攻（修士課程）
　吉野良祐
・奨励賞
　「ポスト建築家」時代の建築家たち
　㈱エクスナレッジ　吉田和弘
・奨励賞
　DIYとギフトエコノミー
　横浜国立大学　産学連携研究員　山口　純
7．出版物の刊行
　時代のニーズに即した新しい著書の発掘を第一と
し、建築に関する図書の企画・編集・刊行を行って
おり、昭和24年以来多くの図書を出版してきた。「建
築技術選書」と「プロのノウハウ」シリーズはその
代表である。平成30年度は、「図解　雨漏り事件簿」
と同じく『図解　建築と設備の接点トラブル予防の
ツボ』及び「直感で理解する！　構造力学の基本」
を出版した。平成29年度に出版した『図解　住まい
の寸法』の中国語版を上梓するなど、海外でも注目
を集めるようになった。
8．共催、後援、協賛事業
　協会の事業主旨に合致する事業に共催、後援、協
賛した。
（1）共催
・大阪都市景観建築賞
　 大阪府、大阪市、（公社）大阪府建築士会、（一社）
大阪府建築士事務所協会、（公社）日本建築家協
会近畿支部、（一社）日本建築協会
・World Café 建築を学ぶ学生と先輩の対話
　（一社）日本建築学会近畿支部
（2）後援
・日本福祉のまちづくり学会第21回全国大会
　日本福祉のまちづくり学会
・これだけでわかる建築基準法
　（公社）大阪府建築士会
・集合住宅の騒音防止設計入門
　（公社）大阪府建築士会
・LIVING＆DESIGN2018　（一社）L&D
・建設工事の安全・健康確保講習会
　（公社）大阪府建築士会
・ 講習会「モデル建物法入力シート作成～機械設備
編～」と「申請・検査のポイント」
　（公社）大阪府建築士会

・JIA市民大学講座「2018まちづくりセミナー」
　（公社）日本建築家協会近畿支部
・なにわ建築フェスタ2018年児童画展
　（一社）大阪府建築士事務所協会
・ 講習会「医療施設における避難安全のバリアフ
リーデザインの手引き」　（一社）日本建築学会
・ “think GLOBAL, think HONG KONG”～国際化
へのパートナー：香港　香港貿易発展局
・卒業展2019　修正建設専門学校
・ 開設者・管理建築士のための建築士事務所の管理
研修会　（一社）大阪府建築士事務所協会
・建築物省エネ法 実務講習会+環境建築見学会
　（公社）大阪府建築士会
・建築材料・住宅設備総合展　KENTEN2019
　（一社）日本建築材料協会
・第 6回福祉住環境サミット
　（一社）福祉住環境アソシエーション
・講習会
　①建築紛争における法的措置とその対応策2019
　②総合図作成ガイドライン解説
　③ 木造ホテルの耐震改修講習会　－志摩観光ホテ
ルと奈良ホテル－

　④ 大江一夫の設計術を学ぶ　－夙川から六麓荘の
実作を巡りながら－

　（公社）大阪府建築士会
・講習会「木質系大スパン建築物の可能性」
　（公社）大阪府建築士会
・建築学生ワークショップ出雲2019
　（NPO）アートアンドアーキテクトフェスタ
・ 講習会「災害時における事業継続が可能な建築物
の対策」　（公社）大阪府建築士会
・ぶらり大阪“景観”ウオーク浪速区編
　（一社）大阪府建築士事務所協会
・「暑中コン工事対策マニュアル2018」改定報告会
　（一社）日本建築学会近畿支部
・講習会「これだけでわかる建築基準法」
　（公社）大阪府建築士会
・ シンポジウム「銅スラブ細骨材を使用したコンク
リートの動向と研究の現状」
　（一社）日本建築学会近畿支部
（3）協賛
・平成30年度「住生活月間」
　住生活月間実行委員会
・ 平成30年度（第28回）大阪府公共建築設計コン
クール「あすなろ夢建築」
　 大阪府、（公社）大阪府建築士会、大阪府住宅供
給公社
・「Japan Home ＆ Building Show2018」
　（一社）日本能率協会
・建築・建材展2019　㈱日本経済新聞社
・ 市民公開講座「地震被害低減に向けた役割と責任
を考える～ブロック塀倒壊による悲劇を繰り返さ
ないために～　（一社）日本建築学会近畿支部
・地盤工学会関西支部60周年記念事業
　（公社）地盤工学会関西支部
・セミナー「建築物の瑕疵をめぐる法的問題について
　（公社）ロングライフビル推進協会
・Japan Home ＆ Building Show2019
　（一社）日本能率協会
9 ．「建築と社会」誌創刊号からのアーカイブ化
　「建築と社会」誌に掲載された貴重な資料の容易
な閲覧を目的として、創刊号に遡って電子化し、全
文を本会会員に向けて無料公開するアーカイブ化に
ついては、課題の整理やサービス範囲など具体化に
向けての検討を行った。
10．建築関係団体等との交流、連携
（1）在阪建築 4団体との連携
　 　在阪建築 4団体（大阪府建築士会、大阪府建築
士事務所協会、日本建築家協会近畿支部、日本建
築協会）は、一致協力して大阪を元気にする文化
活動「ARCHITECTURE CITY」を行ってきた。
その一環として大阪から関西を発展させるための
提言を議論、策定する委員会を立ち上げ、日本建
築協会からは 4人の委員を派遣し策定に取り組ん
だ。
　 　他に在阪建築 4団体インターンシップに引き続
き協力、参加した。また、「大規模災害発生時に
おける被災建築物応急危険度判定・被災住宅危険
度判定活動に必要な判定士の派遣協力に関する協
定」に基づき、 6月18日の大阪府北部を震源と
する地震に対し応急危険度判定士を派遣するとと
もに、 4団体協力事業として当該地震でブロック
塀が倒壊し死亡事故が発生したことから、要請の
あった「学校及びその周辺の安全チェック・ボラ
ンティア」の募集に協力した。

（2）イケフェス大阪等との連携
　 　まちなみや通りをめぐり、個々の建築や都市の
成り立ち、歴史を感じ取る生きた建築ミュージア

ムフェスティバル大阪2018連携事業スペシャルツ
アー「日本建築協会Presents!船場・堺筋を歩く」
を10月27日（土）に開催した。
　 　 7月21日（土）から9月 2日（日）まで大阪市
立住まいのミュージアム（大阪くらしの今昔館）
で開催された大阪市中央公会堂開館100周年記念
特別展「大大阪モダニズムー片岡安の仕事と都市
の文化－」に協力した。
11．工事請負契約約款事業
　民間（旧四会）連合協定工事請負契約約款委員会
に委員を派遣するとともに、引き続き「民間（旧四
会）連合協定工事請負契約約款契約書関係書式」及
び「民間（旧四会）連合協定小規模建築物・設計施
工一括用工事請負等契約書類（書式・約款）」、「民
間（旧四会）連合協定リフォーム工事請負契約書類
（書式・約款）」、「民間（旧四会）連合協定マンショ
ン修繕工事請負契約約款　契約書関係書式」を販売
した。
　現在販売している 4つの約款・書式の説明用パン
フレットが約款委員会から発行され、販売窓口等で
配布し、約款の周知、啓発に努めた。
12．役員派遣
　大阪商工会議所に 2号議員として役員 1名を派遣
した。
　（一財）大阪建築防災センターに監事として役員
1名を派遣した。

Ⅱ　支　　　　　　　部

〔中国支部〕
◎役員会等の開催状況
1．総会、常議員会、幹事会の開催
　定時総会　平成30年 5月14日（月）
　　①平成29年度事業報告
　　②平成29年度収支決算報告及び監査報告
　　③平成30年度事業計画（案）
　　④平成30年度収支予算（案）
　　⑤役員改選（案）
　　⑥建築施工技術研究委員会活動報告
　第1回　常議員会　平成30年 4月23日（月）
　　①平成29年度事業報告
　　②平成29年度収支決算報告及び監査報告
　　③平成30年度事業計画（案）
　　④平成30年度収支予算計画（案）
　　⑤役員改選（案）
　　⑥建築施工技術研究委員会活動報告
　　⑦平成30年度支部総会開催（案）
　第1回　幹事会　平成30年 7月17日（火）
　　①平成30年度中国支部総会報告
　　② 本部平成30年度通常理事会・総会・臨時理事

会報告
　　③若手・新入社員技術講習会報告
　　④中堅社員技術講習会
　第2回　幹事会　平成30年12月 5日（水）
　　①本部通常理事会支部長会議報告
　　②平成30年度中堅社員技術講習会報告
　　③実務講習会
　　④平成31年度施工技術研究委員会活動報告
　　　（研修スケジュール等）
　　⑤中国支部設立70周年
　　⑥新規入会促進
　第3回　幹事会　平成31年 3月19日（火）
　　①平成30年度建築工事実務講習会報告
　　②平成31年度総会・常議委員会
　　③平成30年度決算（案）・31年度予算（案）
　　④平成31年度施工技術研究委員会活動
　　　（研修スケジュール・研修内容等）
　　⑤70周年記念事業

◎事業の執行状況
1．若手・新入社員技術講習会の開催
　 6月 6日（水）実施。参加者は32名。
　①若手・新入社員の心構え
　　講師：尾野本　悟（広島工業大学教授）
　②型枠支保工の構造計算入門
　　講師：川上　善嗣（広島工業大学准教授）
　③初歩の積算
　　講師：八道　憲一（鹿島建設㈱中国支店次長）
　④準備・仮設工事の工事管理
　　 講師：前島　暘志（㈱大林組広島支店建築工事
部技術課副課長）

　⑤交流会
2．中堅社員技術講習会の開催
　10月 3日（水）実施。参加者は48名。
　①鉄骨工事の品質管理
　　講師：山西　央朗（広島工業大学助教授）
　②建設業法を遵守するために
　　講師：尾野本　悟（広島工業大学教授）
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　③建設現場の法令違反
　　 講師：藤田　伸介（藤田労働安全コンサルタン
ト事務所所長）

　④内装工事のトラブル予防
　　 講師：佐藤　岩夫（全国表具経師内装組合連合
会会長）

　⑤交流会
3．建築工事実務講習会の開催
　 2月14日（木）実施。参加者は39名。
　①施工計画
　　 講師：井上　昇（清水建設㈱広島支店グループ
長）

　②仮設見積
　　講師：尾野本　悟（広島工業大学教授）
　③積算業務
　　講師：八道　憲一（鹿島建設㈱中国支店次長）
　④交流会
4．工事請負契約約款事業
　「民間（旧四会）連合協定工事請負契約約款契約
書関係書式」及び「民間（旧四会）連合協定小規
模建築物・設計施工一括用工事請負等契約書類（書
式・約款）」、「民間（旧四会）連合協定リフォーム
工事請負契約書類（書式・約款）」、「民間（旧四会）
連合協定マンション修繕工事請負契約約款　契約書
関係書式」を販売した。

〔東海支部〕
◎役員会等の開催状況
1．総会、常議員会、幹事会の開催
　定時総会　平成30年 6月 8日（金）
　　①平成29年度事業報告・収支決算報告
　　②平成30年度事業計画・収支予算計画
　　③役員改選
　　④支部総会
　第1回　常議員会　幹事会　平成30年4月16日（月）
　　①平成29年度事業報告・収支決算報告
　　②平成30年度事業計画・収支予算計画
　　③平成30年度次期役員会構成
　　④総会当日の段取り
　　⑤各常置委員会活動報告
　第2回　常議員会　幹事会　平成30年5月22日（火）
　　①平成29年度事業報告・収支決算報告
　　②平成30年度事業計画・収支予算計画
　　③平成30年度次期役員会構成
　　④総会当日の段取り
　　⑤各常置委員会活動報告
　第3回　常議員会　幹事会　平成30年6月8日（金）
　　①平成30年度支部総会
　　②平成29年度事業報告・収入支出決算
　　③平成30年度事業計画
　　④当日の段取り
　第4回　常議員会　幹事会　平成30年7月4日（水）
　　①平成30年度定時総会収支
　　②平成30年度常置委員会構成
　　③各常置委員会活動報告
　第5回　常議員会　幹事会　平成30年8月20日（月）
　　①平成30年度常置委員会構成
　　②各常置委員会活動報告
　第6回　常議員会　幹事会　平成30年9月20日（木）
　　①2018年度会員名簿前段資料
　　②平成30年度常置委員会構成
　　③支部復活60周年記念事業
　　④上半期事業報告
　　⑤各常置委員会活動報告
　第7回　常議員会　幹事会　平成30年10月24日（水）
　　①建築と社会2019年 3月東海特集号
　　②支部復活60周年記念事業及び記念誌
　　③各常置委員会活動報告
　第8回　常議員会　幹事会　平成30年11月15日（木）
　　①建築と社会2019年 3月東海特集号
　　②支部復活60周年記念事業及び記念誌
　　③ 各常置委員会活動報告（青年技術者交流会報

告他）
　第9回　常議員会　幹事会　平成30年12月5日（水）
　　①建築と社会2019年 3月東海特集号
　　②支部復活60周年記念事業及び記念誌
　　③各常置委員会活動報告
　第10回　常議員会　幹事会　平成31年1月24日（木）
　　①建築と社会2019年 3月東海特集号
　　②平成31年度事業計画
　　③平成30年度決算見込み、平成31年度予算
　　④支部復活60周年記念事業及び記念誌
　　⑤各常置委員会活動報告
　第11回　常議員会　幹事会　平成31年2月5日（火）
　　①建築と社会2019年 3月東海特集号
　　②平成30年度決算見込み、平成31年度予算
　　③支部復活60周年記念事業及び記念誌
　　④各常置委員会活動報告

　第12回　常議員会　幹事会　平成31年3月6日（水）
　　①平成31年度事業計画
　　②平成30年度決算見込、平成31年度予算審議
　　③内部監査
　　④平成31年度支部役員・委員会人事
　　⑤平成31年度支部総会案内
　　⑥支部復活60周年記念事業及び記念誌
　　⑦各常置委員会活動報告
2．常置委員会の開催
　総務、編集、会員、事業、研修、青年の 6つの委
員会を設置して支部運営を行っている。
（1）総務委員会
　 　平成30年度総会準備、年度決算及び次年度予算
作成並びに支部復活60周年記念事業実施に向けた
事前検討等で 6回開催した。

（2）編集委員会
　 　「東海の建築」第86号構成・手配及び「建築と
社会」東海特集号編集内容打合せのため 2回開催
した。

（3）会員委員会
　 　会員名簿、協賛会社名簿手配、確認のため 4回
開催した。

（4）事業委員会
　 　研修旅行、来期海外研修旅行、現地集合見学会
の打ち合わせを 3回開催した。

（5）研修委員会
　 　建築工事実務講習会日時、講師検討・手配準
備、講師打合会、講習会開催後の反省会の準備の
ため 4回開催した。

（6）青年委員会
　 　30代の若手設計者の意見交換会「納マリ倶楽
部」を 4回開催。若手による支部活動の活性化を
図っている。

◎事業の執行状況
1．支部機関紙「東海の建築」の発行事業
　「東海の建築」第86号執筆。12月 1日（土）発行。
　「建築と社会」東海特集号の執筆。
2．見学会の実施
　11月22日（木）～25日（日）上海・杭州研修旅行
を実施。
　参加者は21名。
3．講演会の開催
　 6月8日（金）の定時総会後に開催。参加者は40名
　講師：尾形一郎氏　尾形優氏（建築家・写真家）
　演題：「『UNMANNED』映像と建築」
4．建築工事実務講習会の開催
　 1月23日（水）名古屋商工会議所にて開催。参加
者は40名。
　①施工計画
　　講師：日吉智紀（清水建設名古屋支店）
　②仮設見積
　　講師：相原仁史（大林組名古屋支店）
　③積算業務
　　講師：木原　陽（竹中工務店名古屋支店）
5．支部会員名簿の発行
　11月30日（金）に東海支部会員名簿2018年度版を
発行した。
6．会員交流会の実施
　青年技術者表彰者を招いての交流会及び団体会員
による最新技術の紹介を行った。
7．「建築と社会」3月号　東海特集の編集事業
　平成31年 3月号の企画、編集を担当。
　タイトルは「『社会と建築』という流れ」とした。
　特集Ⅰでは、「建築がつなぐ都市、地域、まちの
記憶（第 2回）」として三重県大台町・「大杉谷自然
学校」をベースに、廃校活用の実態と地域の記憶を
未来へ刻むと題してまとめた。また特集Ⅱでは、若
手設計者の意見交換会「納マリ倶楽部」の活動記録
を紹介した。
　作品作風：東海 4県下などの建築作品 9点
　スケッチブック：支部会員作品 8点
　東海の建築：屋根　 4点
　東海支部だよりとして、「上海・杭州建築の旅」
を紹介した。
8．建築関係団体との交流、連携
・ 建築八団体（愛知建築士会、愛知県建築士事務所
協会、日本建築家協会東海支部愛知地域会、日本
建築学会東海支部、日本建築構造技術者協会中部
支部、日本積算協会東海北陸支部、愛知県設備設
計監理協会、日本建築協会東海支部）連絡協議会
に 6回出席した。
・ 1月11日（金）に八団体共催の新年互礼会を「名
古屋国際ホテル」で開催。
・中部建築賞協議会に協力し中部建築賞を運営。

［京都支部］
◎役員会等の開催状況
1．総会、役員会、常議員会の開催
　定時総会　平成30年 7月25日（水）
　　①平成29年度事業報告・収支決算報告
　　②平成30年度事業計画・収支予算計画
　第1回　常議員会　平成30年 4月 5日（木）
　　① 新年度事業計画（隔月実施のセミナー）の

テーマと担当者
　　②支部設立70周年記念誌の編集テーマ・担当者
　第2回　常議員会　平成30年 5月11日（金）
　　① 新年度事業計画（隔月実施のセミナー）の

テーマと担当者
　　②支部設立70周年記念誌の編集テーマ・担当者
　第3回　常議員会　平成30年 6月15日（金）
　　① 新年度事業計画（隔月実施のセミナー）の

テーマと担当者
　　②支部設立70周年記念誌の編集テーマ・担当者
　第4回　常議員会　平成30年 9月19日（水）
　　① 新年度事業計画（隔月実施のセミナー）の

テーマと担当者
　　②支部設立70周年記念誌の編集テーマ・担当者
　第5回　常議員会　平成30年10月30日（火）
　　① 新年度事業計画（隔月実施のセミナー）の

テーマと担当者
　　②支部設立70周年記念誌の編集テーマ・担当者
　第6回　常議員会　平成30年11月19日（月）
　　① 平成30年度事業計画（隔月実施のセミナー）

のテーマと担当者
　　②支部設立70周年記念誌協賛広告依頼・原稿依頼
　第7回　常議員会　平成30年12月21日（金）
　　① 平成30年度事業計画（隔月実施のセミナー）

のテーマと担当者
　　②平成31年度隔月セミナーの企画
　　③支部設立70周年記念誌広告・原稿の状況
　第8回　常議員会　平成31年 1月22日（火）
　　①平成31年度隔月セミナーの企画
　　②支部設立70周年記念誌の報告
　第9回　常議員会　平成31年 2月19日（火）
　　①平成31年度隔月セミナーの企画
　　②本隆寺修理現場見学研修会
　　③都市の緑の育成管理勉強会
　第10回　常議員会　平成31年 3月19日（火）
　　①平成31年度隔月セミナーの企画
　　②会員増強
　　③70周年特集号と今後の特集

◎事業の執行状況
1．講演会、見学会、勉強会の実施
　① 「木造の架構とディテール」勉強会を 5月18日
（金）に実施。参加者　 8名。

　② 「渡辺安人氏（カラープランナー）講演会」を
7月20日（金）に実施。参加者16名。

　③ 「海外に広がる日本の庭園文化」勉強会を 8月
31日（金）に実施。参加者　 6名。

　④ 「歴史的建造物の修理について－伝統工法の理
解と応用－」勉強会を11月16日（金）に実施。
参加者　14名。

　⑤ 「京都のまちの色について－景観を色で考える－」
勉強会を1月18日（金）に実施。参加者　7名。

　⑥ 「本隆寺本堂保存修理工事現場」見学会を 2月
21日（木）に実施。参加者15名。

　⑦ 「都市の緑の育成管理」勉強会を3月15日（金）
に実施。参加者 7名。

2． 2級建築士受験講習会の開催
　京都府建築士会共催「製図（基本・応用）」 7月
8日（日）～ 9月 2日（日）
　受講者：20名
　① 2級受験講習会　製図（基本）　 2日間
　　講　師：福井基文／福井一級建築士事務所
　　　　　　京都府建築士会事業委員会委員
　②製図 （応用）　延べ 6日間
　　講　師：福井基文／福井一級建築士事務所
　　　　　　京都府建築士会事業委員会委員
3．工事請負契約約款事業
　「民間（旧四会）連合協定工事請負契約約款契約
書関係書式」及び「民間（旧四会）連合協定小規
模建築物・設計施工一括用工事請負等契約書類（書
式・約款）」、「民間（旧四会）連合協定リフォーム
工事請負契約書類（書式・約款）」を販売した。
4．建築関係団体との交流
　① 日本建築家協会近畿支部主催のJIA近畿支部大
会2018滋賀大会への後援、及び交流パーティへ
出席。

　② 隔月実施のセミナーを「JIA京都地域会」と共催。
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平成30年度決算報告

貸借対照表
平成31年 3月31日現在 （単位：円）

科　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　資産の部
　 1．流動資産
　　　　　現金・預金 26,642,900 28,811,120 -2,168,220
　　　　　貯蔵品 69,408 62,190 7,218
　　　　　未収入金 1,058,700 968,517 90,183
　　　　　前払費用 0 657,780 -657,780
　　　　　仮払金 60,080 64,970 -4,890
　　　　流動資産合計 27,831,088 30,564,577 -2,733,489
　 2．固定資産
　 （1）基本財産
　　　　基本財産合計 0 0 0
　 （2）特定資産
　　　　　記念事業積立預金 12,850,000 12,850,000 0
　　　　　事業基金積立預金 29,000,000 29,000,000 0
　　　　　退職給付引当資産 752,000 9,088,348 -8,336,348
　　　　特定資産合計 42,602,000 50,938,348 -8,336,348
　 （3）その他固定資産
　　　　　什器備品 111,260 111,260 0
　　　　　長期預け金 447,963 447,963 0
　　　　　保証金 3,527,250 3,527,250 0
　　　　　長期前払費用 818,748 0 818,748
　　　　その他固定資産合計 4,905,221 4,086,473 818,748
　　　　固定資産合計 47,507,221 55,024,821 -7,517,600
　　　　資産合計 75,338,309 85,589,398 -10,251,089
Ⅱ　負債の部
　 1．流動負債
　　　　　未払金 524,372 627,602 -103,230
　　　　　前受金 4,358,898 5,427,614 -1,068,716
　　　　　預り金 31,663 153,623 -121,960
　　　　流動負債合計 4,914,933 6,208,839 -1,293,906
　 2．固定負債
　　　　　退職給付引当金 752,000 8,992,415 -8,240,415
　　　　固定負債合計 752,000 8,992,415 -8,240,415
　　　　負債合計 5,666,933 15,201,254 -9,534,321
Ⅲ　正味財産の部
　 1．指定正味財産
　　　　指定正味財産合計 0 0 0
　 2．一般正味財産 69,671,376 70,388,144 -716,768
　　　（うち基本財産への充当額） （0） （0） （0）
　　　（うち特定資産への充当額 ） （41,850,000）（41,945,933） (-95,933)
　　　　正味財産合計 69,671,376 70,388,144 -716,768
　　　　負債及び正味財産合計 75,338,309 85,589,398 -10,251,089

正味財産増減計算書
平成30年 4月 1日から平成31年 3月31日まで （単位：円）

科　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　 1．経常増減の部
　 （1）経常収益
　　　　受取会費 33,103,999 33,399,867 -295,868
　　　　　個人正会員受取会費 8,527,200 8,688,300 -161,100
　　　　　個人正会員（地方）受取会費 980,700 907,200 73,500
　　　　　団体正会員受取会費 23,562,499 23,779,167 -216,668
　　　　　準会員受取会費 33,600 25,200 8,400
　　　　事業収益 28,302,520 27,139,404 1,163,116
　　　　　事業収益 27,616,320 26,478,544 1,137,776
　　　　　事業雑収益 686,200 660,860 25,340
　　　　雑収益 219,651 222,271 -2,620
　　　　経常収益計 61,626,170 60,761,542 864,628
　 （2）経常費用
　　　　事業費 43,364,245 42,377,007 987,238
　　　　　給料・手当 13,171,947 13,843,503 -671,556
　　　　　法定福利費 2,512,562 2,405,073 107,489
　　　　　事業費 27,293,116 25,871,139 1,421,977
　　　　　事業雑費 386,620 257,292 129,328
　　　　管理費 18,978,693 19,249,625 -270,932
　　　　　給料・手当 4,390,649 4,614,501 -223,852
　　　　　退職給付費用 366,147 436,913 -70,766
　　　　　法定福利費 837,521 801,691 35,830
　　　　　福利厚生費 18,000 21,000 -3,000

科　目 当年度 前年度 増　減
　　　　　助成費 0 0 0
　　　　　会議費 1,855,126 1,758,586 96,540
　　　　　旅費交通費 242,550 308,190 -65,640
　　　　　通信運搬費 445,443 372,327 73,116
　　　　　集金費 417,706 432,490 -14,784
　　　　　消耗品費 1,903,871 1,862,877 40,994
　　　　　備品購入費 0 0 0
　　　　　修繕費 0 0 0
　　　　　印刷製本費 0 0 0
　　　　　光熱費 208,256 220,242 -11,986
　　　　　火災保険料 19,610 19,610 0
　　　　　租税公課 904,700 907,800 -3,100
　　　　　建物管理費 4,461,990 4,439,343 22,647
　　　　　事務委託費 1,370,736 1,370,736 0
　　　　　雑費 1,536,388 1,683,319 -146,931
　　　　経常費用計 62,342,938 61,626,632 716,306
　　　　　当期経常増減額 -716,768 -865,090 148,322
　 2．経常外増減の部
　 （1）経常外収益
　　　　退職給付引当金戻入 0 0 0
　　　　経常外収益計 0 0 0
　 （2）経常外費用
　　　　経常外費用計 0 0 0
　　　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　　　当期一般正味財産増減額 -716,768 -865,090 148,322
　　　　　一般正味財産期首残高 70,388,144 71,253,234 -865,090
　　　　　一般正味財産期末残高 69,671,376 70,388,144 -716,768
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 69,671,376 70,388,144 -716,768

財務諸表に対する注記
1．重要な会計方針
　（1）固定資産の減価償却の方法
　　　什器備品‥‥定額法によっている。
　　　長期前払費用‥‥均等償却によっている。
　（2）引当金の計上基準
　　　退職給付引当金‥‥期末退職給与の要支給額を引当てている。
　（3）消費税等の会計処理
　　　消費税等の会計処理は税込み方式によっている。

2．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。
 （単位：円）

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産

小　　　計 0 0 0 0
特定資産
　記念事業積立預金 12,850,000 0 0 12,850,000
　事業基金積立預金 29,000,000 0 0 29,000,000
　退職給付引当資産 9,088,348 0 8,336,348 752,000

小　　　計 50,938,348 0 8,336,348 42,602,000
合　　　計 50,938,348 0 8,336,348 42,602,000

3．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。
 （単位：円）

科　　目 当期末残高 （うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に
対応する額）

基本財産
小　　　計 0 － － －

特定資産
　記念事業積立預金 12,850,000 － （12,850,000） －
　事業基金積立預金 29,000,000 － （29,000,000） －
　退職給付引当資産 752,000 － （0） （752,000）

小　　　計 42,602,000 － （41,850,000） （752,000）
合　　　計 42,602,000 － （41,850,000） （752,000）
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4．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
　　（直接法により減価償却を行っている場合）
　　 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。
 （単位：円）

科　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高
什器備品 1,112,560 1,001,300 111,260
合　　　計 1,112,560 1,001,300 111,260

付属明細書
1．基本財産及び特定資産の明細
　　財務諸表に対する注記2に記載しているので、内容の記載を省略している。

2．引当金の明細 （単位：円）

科　　目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
目的使用 その他

退職給付引当金 8,992,415 366,147 8,606,562 0 752,000

財産目録
平成31年 3月31日現在 （単位：円）

科　目 金　額
Ⅰ　資産の部
　 1．流動資産
　　　　現金預金 26,642,900

　　　　　現金手許有高 36,463

　　　　　普通預金 三井住友銀行大阪中央支店 1,113,455

　　　　　普通預金 三菱UFJ銀行瓦町支店 3,656,972

　　　　　普通預金 りそな銀行北浜支店 2,311,166

　　　　　定期預金 りそな銀行北浜支店 150,000

　　　　　郵便振替口座 マーチャンダイズビル内支店 2,198,383

　　　　　普通預金 郵貯銀行マーチャンダイズビル内支店 38,046

　　　　　定期預金 三井住友銀行大阪中央支店 1,000,000

　　　　　定期預金 三菱UFJ銀行瓦町支店 10,729,786

　　　　　普通預金 広島銀行本川支店 1,258,407

　　　　　普通預金 三菱UFJ銀行栄町支店 1,088,078

　　　　　普通預金 三菱UFJ銀行栄町支店 1,008,691

　　　　　定期預金 三菱UFJ銀行栄町支店 1,505,907

　　　　　普通預金 みずほ銀行京都中央支店 281,162

　　　　　普通預金 郵貯銀行御池柳馬場支店 250,638

　　　　　郵便振替口座 御池柳馬場支店 15,746

　　　　貯蔵品 69,408

　　　　　切手・はがき 69,408

　　　　未収入金 1,058,700

　　　　　会誌収入 337,500

　　　　　個人正会員会費収入 637,200

　　　　　個人地方会員会費収入 75,600

　　　　　団体正会員会費収入 0

　　　　　準会員会費収入 8,400

　　　　前払費用 0

　　　　仮払金 60,080

　　　　　見学会・会議保険料 60,080

　　　　流動資産合計 27,831,088

　 2．固定資産
　 （1）基本財産
　　　　基本財産合計 0

　 （2）特定資産
　　　　　記念事業積立預金 12,850,000

　　　　　　定期預金　りそな銀行北浜支店 12,850,000

　　　　　　普通預金　りそな銀行北浜支店 0

　　　　　事業基金積立預金 29,000,000

　　　　　　定期預金　三菱UFJ銀行瓦町支店 9,000,000

　　　　　　定期預金　りそな銀行北浜支店 20,000,000

科　目 金　額
　　　　　退職給付引当資産 752,000

　　　　　　定期預金　三菱UFJ銀行瓦町支店 752,000

　　　　特定資産合計 42,602,000

　 （3）その他固定資産
　　　　　什器備品 111,260

　　　　　　書棚 1式 111,260

　　　　　長期預け金 447,963

　　　　　　預け金　三菱UFJモルガン・スタンレー証券 447,963

　　　　　保証金・敷金 3,527,250

　　　　　　本部事務所賃貸契約による保証金 3,436,650

　　　　　　京都支部事務所貸借敷金 90,600

　　　　　長期前払費用 818,748

　　　　　　PCA公益法人会計クラウドサービス 818,748

　　　　その他固定資産合計 4,905,221

　　　　固定資産合計 47,507,221

　　　　資産合計 75,338,309

Ⅱ　負債の部
　 1．流動負債
　　　　未払金 524,372

　　　　　会誌発行費 86,416

　　　　　会議保険料 11,696

　　　　　租税公課 416,000

　　　　　消耗品 10,260

　　　　前受金 4,358,898

　　　　　個人正会員会費収入 1,396,800

　　　　　個人地方会員会費収入 88,200

　　　　　団体正会員会費収入 2,637,498

　　　　　準会員会費収入 8,400

　　　　　会誌収入 228,000

　　　　預り金 31,663

　　　　　給与源泉税預り 18,290

　　　　　報酬源泉税預り 13,373

　　　　　誤振込み預かり 0

　　　　流動負債合計 4,914,933

　 2．固定負債
　　　　退職給付引当金 752,000

　　　　固定負債合計 752,000

　　　　負債合計 5,666,933

　　　　正味財産 69,671,376

収支計算書
平成30年 4月 1日から平成31年 3月31日まで （単位：円）

科　目 予算額 決算額 内部取引
消 去 額

連 結
決 算 額 差　異

Ⅰ　事業活動収支の部
　 1．事業活動収入
　　　　会費収入 32,005,201 33,103,999 0 33,103,999 -1,098,798

　　　　　個人正会員 8,320,000 8,527,200 0 8,527,200 -207,200

　　　　　個人正会員（地方） 860,000 980,700 0 980,700 -120,700

　　　　　団体正会員 22,800,000 23,562,499 0 23,562,499 -762,499

　　　　　準会員 25,200 33,600 0 33,600 -8,400

　　　　支部活動収入 1,397,200 1,397,200 -1,397,200 0 1,397,200

　　　　事業収入 31,903,800 30,478,896 -2,176,376 28,302,520 3,601,280

　　　　　事業収入 31,063,800 29,792,696 -2,176,376 27,616,320 3,447,480

　　　　　事業雑収入 840,000 686,200 0 686,200 153,800

　　　　雑収入 213,800 219,651 0 219,651 -5,851

　　　　雑収入（支部正味財産繰入収入） 518,659 0 0 0 518,659

　　　　前受金収入 0 4,356,815 0 4,356,815 -4,356,815

　　　　前払費用収入 0 657,780 0 657,780 -657,780

　　　　仮払金収入 0 1,529,329 0 1,529,329 -1,529,329

　　　　預り金収入 0 3,951,161 0 3,951,161 -3,951,161
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科　目 予算額 決算額 内部取引
消 去 額

連 結
決 算 額 差　異

　　　　貯蔵品収入 0 0 0 0 0

　　　　　事業活動収入計 66,038,660 75,694,831 -3,573,576 72,121,255 -6,082,595

　 2．事業活動支出
　　　　事業費支出 44,078,212 45,538,484 -2,176,376 43,362,108 716,104

　　　　　事業関係人件費支出 16,429,212 15,684,509 0 15,684,509 744,703

　　　　　事業費支出 27,349,000 29,467,355 -2,176,376 27,290,979 58,021

　　　　　事業雑支出 300,000 386,620 0 386,620 -86,620

　　　　管理費支出 21,163,140 28,616,308 -1,397,200 27,219,108 -6,055,968

　　　　　管理関係人件費支出 5,476,404 5,228,170 0 5,228,170 248,234

　　　　　退職給付支出 0 8,606,562 0 8,606,562 -8,606,562

　　　　　福利厚生費支出 23,000 18,000 0 18,000 5,000

　　　　　助成費支出 1,417,200 1,397,200 -1,397,200 0 1,417,200

　　　　　会議費支出 1,985,000 1,855,126 0 1,855,126 129,874

　　　　　旅費交通費支出 250,000 242,550 0 242,550 7,450

　　　　　通信運搬費支出 445,000 445,443 0 445,443 -443

　　　　　集金費支出 450,000 417,706 0 417,706 32,294

　　　　　消耗品支出 1,855,000 1,903,871 0 1,903,871 -48,871

　　　　　備品購入費支出 250,000 0 0 0 250,000

　　　　　修繕費支出 30,000 0 0 0 30,000

　　　　　印刷製本費支出 100,000 0 0 0 100,000

　　　　　光熱費支出 220,000 208,256 0 208,256 11,744

　　　　　火災保険料支出 20,000 19,610 0 19,610 390

　　　　　租税公課支出 1,000,000 904,700 0 904,700 95,300

　　　　　建物管理費支出 4,468,800 4,461,990 0 4,461,990 6,810

　　　　　事務委託費支出 1,370,736 1,370,736 0 1,370,736 0

　　　　　雑支出 1,802,000 1,536,388 0 1,536,388 265,612

　　　　記念事業費支出 2,154,699 2,137 0 2,137 2,152,562

　　　　前受金支出 0 5,425,531 0 5,425,531 -5,425,531

　　　　預り金支出 0 4,073,121 0 4,073,121 -4,073,121

　　　　前払費用支出 0 0 0 0 0

　　　　仮払金支出 0 1,524,439 0 1,524,439 -1,524,439

　　　　貯蔵品支出 0 7,218 0 7,218 -7,218

　　　　　事業活動支出計 67,396,051 85,187,238 -3,573,576 81,613,662 -14,217,611

　　　　　事業活動収支差額 -1,357,391 -9,492,407 0 -9,492,407 8,135,016

Ⅱ　投資活動収支の部
　 1．投資活動収入
　　　　特定資産取崩収入
　　　　　退職給付引当資産取崩収入 0 8,606,562 0 8,606,562 -8,606,562

　　　　　記念事業積立預金取崩収入 1,850,000 0 0 0 1,850,000

　　　　　投資活動収入計 1,850,000 8,606,562 0 8,606,562 -6,756,562

　 2．投資活動支出
　　　　特定資産取得支出 366,147 270,214 0 270,214 95,933

　　　　　退職給付引当資産取得支出 366,147 270,214 0 270,214 95,933

　　　　　記念事業積立預金支出 0 0 0 0 0

　　　　　事業基金積立預金支出 0 0 0 0 0

　　　　固定資産取得支出 0 818,748 0 818,748 -818,748

　　　　　長期前払費用支出 0 818,748 0 818,748 -818,748

　　　　投資活動支出計 366,147 1,088,962 0 1,088,962 -722,815

　　　　投資活動収支差額 1,483,853 7,517,600 0 7,517,600 -6,033,747

Ⅲ　財務活動収支の部
　 1．財務活動収入
　　　　財務活動収入計 0 0 0 0 0

　 2．財務活動支出
　　　　財務活動支出計 0 0 0 0 0

　　　　財務活動収支差額 0 0 0 0 0

Ⅳ  予備費支出 0 0 0 0 0

　　　　当期収支差額 126,461 -1,974,807 0 -1,974,807 2,101,268

　　　　前期繰越収支差額 29,152,035 29,152,035 0 29,152,035 0

　　　　次期繰越収支差額 29,278,496 27,177,228 0 27,177,228 2,101,268

1．資金の範囲
　　資金の範囲には、現金・預金・未収入金及び未払金を含めている。
　　なお、前期末及び当期末残高は、下記2に記載するとおりである。

2．次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳
 （単位：円）

科　　　　　目 前期末残高 当期末残高

現　金　預　金 28,811,120 26,642,900

未　収　入　金 968,517 1,058,700

合　　　　　計 29,779,637 27,701,600

未　　払　　金 627,602 524,372

合　　　　　計 627,602 524,372

次期繰越収支差額 29,152,035 27,177,228
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令和元年度事業計画
平成31年 4月 1日～令和2年 3月31日

1．令和元年度の活動方針
　令和元年度日本建築協会は、100周年記念事業の
テーマである「新しい地平へ」を実現するため新た
に二つの事業に取り組む。
　「建築と社会」創刊号から現在までデータ化した
バックナンバーを公開するアーカイブ化と東京で行
うはじめての企画「会員の集いIN TOKYO」である。
アーカイブ化については、できるだけ早い時期に公
開を目指す。「会員の集いIN TOKYO」は著名建築家
と近代建築史の専門家をゲストにトークイベント等
を 4月に開催した。他に構想段階だが、60歳以上の
シニア層の活躍の場の検討も始めた。
　「新しい地平へ」を実現するため、 2年前にス
タートさせた「未来創生プロジェクト」と「片岡安
賞」日本建築協会論考コンクールを引き続き実施す
る。協会の中心事業である「建築と社会」誌につい
ては、記事、内容をより一層充実するとともに、時
代に応じたテーマによる催しや近代建築物の見学会、
講演会、講習会、出版物の企画・発行、建築関係団
体等との交流・連携など、数々の活動に引き続き取
り組む。
　令和元年度予算については、前年度予算額を基本
に決算額及び事業計画を加味し、さらに消費税増税
等の影響を考慮して作成した。
　100周年記念事業では、今年度の執行となった「建
築と社会」アーカイブ公開システム構築費用、新会
員証作成費用、新リーフレット作成費用に充てるた
め、記念事業積立預金の繰越額から185万円を取り崩
す。中国支部創立70周年、東海支部復活60周年に向
けた予算を計上した。
　安定した事業運営のためには会員の確保による会
費収入の維持が最大の課題である。個人や企業に対
し協会の役割を積極的にアピールするとともに、魅
力あるプログラムを提供し会員の増強を図らねばな
らない。
　個々の事業についても増収、増益を図るための工
夫が必要である。
　協会事業の中心である「建築と社会」誌について
は、特に今年度は叡智を結集して重点的に取り組み
収支好転に努力する。
　会誌以外の事業についても経費抑制に努め、事業
費の削減を図るとともに管理費についても経費削減
に努める。
　令和元年度も収入の増、支出の削減を目標に財務
体質の強化に努め、事業の活性化を図る。

2．令和元年度活動計画
（1）編集委員会
　 　協会の会誌「建築と社会」誌の企画・編集のほ
か青年技術者及び「建築と社会賞」並びに「片岡
安賞」論考コンクールの顕彰事業を実施する。
　①会誌「建築と社会」の発行
　・ 大正 6年の創立以来、協会活動の中核として会
員相互あるいは会員と社会を結ぶ役割を果たし
てきた会誌「建築と社会」は、令和元年度もタ
イムリーな内容を特集として毎号掲載する。

　・ 「作品作風」、「再読関西の建築」、法令コーナー、
構造・設備の頁など連載にも引き続き取り組む
とともにしばらく休載していた「建築と社会を
考える」を今年度再開した。

　・ 会員の建築作品や論考、活動報告などについて
も随時掲載していく。

　・ 作品作風頁の充実、広告企画特集の実施等によ
り広告収入の増を図るとともに、きめ細やかな
経費削減を行い、収支改善に努める。

　②青年技術者の顕彰
　・ 満35歳以下の青年技術者を対象とする青年技術
者顕彰制度は、平成30年度で65回に達し、建築
界の優秀な人材を顕彰してきた。平成17年度か
らその意義をより一層深めるため、表彰式及び
受賞者も出席しての懇親会をあわせて実施して
いる。

　・ 令和元年度も引続き実施するとともに、「建築と
社会」誌に掲載する。表彰式を総会後の懇親会
時に行う。

③「建築と社会賞」の顕彰

　・ 「建築と社会」誌にふさわしい建築作品や論文、
記事などを顕彰している。

　・ この賞は昨年度で17回を数え、他の賞との差別
化やすみ分けなど位置づけや特徴が課題となっ
てきている。このことから今年度は、よりクオ
リティの高い賞とするためいったん休止し、来
年度に2年分まとめて実施する。

④「片岡安賞」日本建築協会論考コンクールの顕彰
　・ 日本建築協会は、大正 6年に片岡安らによって
設立されて以来、会誌『建築と社会』に多くの
優れた論考を掲載し、建築界をリードする役割
を担ってきた。

　・ 創立100周年を迎えたのを機に、本会が歩んでき
た歴史を見つめ直し、会誌「建築と社会」がさ
らに優れた論考の受け皿となり、建築界全体に
とって有益な媒体になることを目指して「片岡
安賞」日本建築協会論考コンクールを昨年度に
引き続き実施する。

　・ この賞は100周年記念事業のテーマである「新し
い地平へ」を実現するため発足したものであり、
様々な世代やいろいろの立場の方が広く参加い
ただける言論のプラットフォームの一翼を担う
イベントになることを期待し、今年度も優れた
論考を顕彰する。表彰者を会誌「建築と社会」
に掲載し、総会後の懇親会時に表彰式を行う。

　・ 令和元年度は企画・運営する実行委員会を新た
に立ち上げる。

（2）事業委員会
　 　著名建築物や茶室、近代建築などの見学会、話
題建築を紹介する講演会、研修会などを引き続き
実施する。
　①情報見学小委員会
　・ 新建築や古建築などの見学会や時代に応じた
テーマによる講演会などの催しを毎年度実施し
ている。話題建築については、設計者・施工者
等から話を聞く場を設けている。

　・ 令和元年度は 4回程度の見学会を実施するとと
もに、講演会を1回程度実施する。

　②「イケフェス大阪」との連携、協力
　・ 昨年度と同じく10月に実施される「イケフェス
大阪」と連携、協力したイベントを実施する。

（3）出版委員会
　 　時代のニーズに即した新しい著書の発掘や建築
に関する図書の企画・編集・発行を行っている。
　 　令和元年度も引き続き建築に関する図書の企
画・編集・刊行を計画しており、意匠系・構造
系・設備系の作品を提供する。昨年から始めた
「建築セミナー」も引き続き実施する。
（4）教育委員会
　 　建築工事実務講習会や工高生を対象とした建築
に関するデザインコンクール、優秀な建築系学科
卒業生の表彰などを引き続き実施する。また、大
阪府住まい・まちづくり教育普及協議会が実施す
る諸行事に協力していく。
　①建築工事実務講習会の実施
　・ 昭和32年以降、毎年主として初・中堅クラスの
建築技術者を対象に標記講習会を実施している。

　・ 令和元年度も本部、中国・東海支部でそれぞれ
実施する。

　②工高生デザインコンクールの実施
　・ 工高生の設計技能向上と奨励のため、昭和30年
創設以来毎年テーマを変えて実施しており、平
成30年度で64回を数えた。令和元年度も引き続
き実施する。

　③建築系学科優秀卒業生の表彰
　・ 研鑚意欲の向上を促し、激励することを目的に
建築系学科優秀卒業生を表彰する。令和元年度
も引き続き会員校及び会誌購読校を対象に実施
する。

　④ 大阪府住まい・まちづくり教育普及協議会への
参画

　・ 令和元年度も引き続き協議会が実施する諸行事
に協力する。

　⑤史料研究会の運営
　・ 「再読関西の建築」を「建築と社会」誌に連載
するための企画、編集を行う。

（5）未来創生プロジェクト
　 　100周年記念事業のテーマである「新しい地平
へ」を実現するため発足した「未来創生プロジェ
クト」に引き続き取り組む。
　①建築次世代委員会の活動
　 　建築協会の理念である「建築を通じ社会に貢献

する」活動として2008年から2017年に実施してき
た、10年委員会の「学生のための現場見学会」の
継承を主軸に、建築と社会を担う人材育成に資す
る活動を創造する。
　・ 「学生のための現場見学会」年 2回以上を予定
（春・秋）

　　 大学生以上の学生を対象に工事段階の現場見学
を実施

　　現状までの大学生限定から高専生へ拡大
　・ 「（仮称）学生のための建設関係メーカー見学
会」の試行

　　ものづくりに関わる仕事についての見学会
　　 協会員各社と学生を繋ぐ活動とし、学生への建
設業界への意識付けと協会員各社と学生のパイ
プ作りを提供

　・ ワークショップやイベントについての情報収
集・ヒアリング

　　 見学会以外で次世代を建設と繋ぐ活動のための
情報収集

　②2040委員会の活動
　 　2040年の社会の在り様についての知見を得るた
め、建築にとどまらず、議論の場を広く求める。
メンバーが携わっている建築を「議題」ではなく、
社会を語るための「ツール」として扱い、他業種
の人たちと「2040年の社会」をターゲットに議論
を行う。
　・ STEP 1：2018年度に行なった意見交換会およ
び、メンバー内の議論を経たうえで、メンバー
が今思い描く2040年を表現する冊子を作成し、
「建築と社会」の別冊として発行する（10月発行
予定）。

　・ STEP 2：まとめた冊子をフライヤー代わりに
様々な展開を試みる。

　・ 様々な分野にわたる同世代（中堅）のプラット
フォームづくり

　・まちインタビューなどのフィールドワーク
　・引き続き先進者へのヒアリング　　　　等
　③U－35委員会の活動
　・ 委員相互の勉強会「トークバトン」を引き続き
開催する。

　・ 各年度の活動を総括し、U－35委員会からの
アウトプットを広く公開する公開型イベント
「action」に引き続き取り組む。令和元年度は愛
される大阪の未来に目を向け「建築とOSAKA」
をテーマにフューチャーセッションを実施する。

（6）「建築と社会」創刊号からのアーカイブ化
　 　協会のホームページから会員番号とパスワード
を入力するだけでバックナンバーを無料で自由に
閲覧でき、会員の皆様の研究や活動に役立つもの
と期待している。早い時期に会員番号とパスワー
ドを通知する。

（7）「会員の集いIN TOKYO」
　 　大阪中之島美術館を設計された遠藤克彦氏と近
代建築史を専門に研究されておられる大阪市立大
学准教授倉方俊輔氏のトークセッションと懇親の
夕べを 4月 2日（火）に開催した。今後、主に東
京在住の会員を対象に趣向を凝らしたイベントを
企画し恒例行事にしたいと考えている。そのため、
令和元年度は企画・運営する実行委員会を新たに
立ち上げる。

（8）エルダー委員会（仮称）
　 　体力、気力、知力、そして経験豊富で社会と関
わり続けている60歳以上のシニア層が活躍できる
場を検討する。具体案がまとまり次第呼びかけを
行う。

（9）工事請負契約約款事業
　・ 引き続き民間（旧四会）連合協定工事請負契約
約款委員会に委員を派遣する。

　・ 引き続き「民間（旧四会）連合協定工事請負契
約約款契約書関係書式」をはじめ、「小規模建
築物・設計施工一括用工事請負等契約書類（書
式・約款）」、「民間（旧四会）連合協定リフォー
ム工事請負契約書類（書式・約款）」、「マンショ
ン修繕工事請負契約約款契約書関係書式」の販
売を行う。

（10）建築関係団体等との交流、連携
　①在阪建築4団体との連携
　・ 建築関係をはじめとする各団体と交流・連携事
業を行う。特に、平成21年度から進めてきた関
西建築4団体（大阪府建築士会、大阪府建築士事
務所協会、日本建築家協会近畿支部、日本建築
協会）会長・支部長意見交換会での連携活動を
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引き続き推進する。
　・ 昨年度 4団体から委員を選抜し議論と作業をは
じめ、2025万博を視野にさらに世界へ、未来へ
と発展させるためのまちづくり提言「ARCH－
4 KANSAI提言書」を 4月に発表した。その活
動のきっかけとしてのシンポジウムを 6月 4日
（火）に開催する。

　・ 提言書の実現に向けて 4会協力して行うととも
に、当協会でもその一翼を担う事業を協会活動
の中で検討していく。

　②イケフェス大阪等との連携
　・ 「イケフェス大阪」など建築関係団体以外の団
体との連携事業も引き続き取り組む。

（11）役員派遣
　 　令和元年度も引き続き大阪商工会議所に 2号議
員として役員 1名を（一財）大阪建築防災セン
ターにも監事として役員1名をそれぞれ派遣する。

（12）支部活動
〔中国支部〕
　①指導、宣伝、技術向上事業
　・ 「若手・新入社員技術講習会」「中堅社員技術講
習会」「建築工事実務講習会」を実施する。

　②協力事業
　・ 行政や団体が実施する講演会、フォーラム、建
築展などの事業に共催、協力を行う。

　③他団体との連絡、連携

　・ 官公庁との連絡会や新年互礼会など建築 6団体
と連携する。

　④工事請負契約約款の販売
　・ 「民間（旧四会）連合協定工事請負契約約款契
約書関係書式」をはじめ「小規模建築物・設計
施工一括用工事請負等契約書類（書式・約款）」
及び「民間（旧四会）連合協定リフォーム工事
請負契約書類（書式・約款）」、「マンション修繕
工事請負契約約款契約書関係書式」を販売する。

　⑤支部創立70周年記念事業を行う。
〔東海支部〕
　①指導、宣伝、技術向上事業
　・ 「講演会・見学会」や「建築工事実務講習会」、
「『建築と社会』東海特集号の企画・編集」を行
う。

　・ 支部活性化事業として、機関誌「東海の建築」
の刊行やホームページの更新、会員名簿を発行
する。

　・ 座談会など支部の活動をPRできるイベントを企
画する。

　・若手会員の交流会「納マリ倶楽部」の継続開催
　②支部復活60周年記念に向けた事業準備を行う。
　③会議、会合への参加
　・ 愛知県建築開発等行政推進団体協議会、中部建
築賞協議会など各種団体の会議や会合などに参
加する。

　④協力事業
　・ 行政や団体が実施する講演会、フォーラム、建
築展などの事業に共催、協力を行う。

　⑤他団体との連絡、連携
　・ 官公庁との連絡会や新年互礼会など建築八団体
と連携する。

〔京都支部〕
　①指導、宣伝、技術向上事業
　・ 教育、研究者、建築、造園、各種デザインや文
化財関係者等による講師で若い世代も参加しや
すい事業企画を行う。（隔月シリーズ企画「木、
色、庭」を考える　年6回）

　・文化財や現代建築の見学・研修会を行う。
　②協力事業
　・ 支部開催事業をJIA京都地域会と共催する。京都
府建築士会や古材文化の会など他の関係団体か
らも後援・協賛を得ていく。

　・ 行政や団体が実施する「講演会」や「 2級建築
士受験講習会」などの事業に共催、協力を行う。

　③工事請負契約約款の販売
　・ 「民間（旧四会）連合協定工事請負契約約款契
約書関係書式」をはじめ「小規模建築物・設計
施工一括用工事請負等契約書類（書式・約款）」
及び「民間（旧四会）連合協定リフォーム工事
請負契約書類（書式・約款）」を販売する。

科　目 予算額 前年度
予算額 増減 備　考

Ⅰ　事業活動収支の部

1．事業活動収入

　　①会費収入

　　　　個人正会費 8,370 8,320 50 14,400円／ 1名

　　　　個人正会費（地方） 900 860 40 12,600円／ 1名

　　　　団体正会費 23,000 22,800 200 25,000円／ 1口

　　　　準会費 34 25 8 8,400円／ 1名

　　　会費収入計 32,304 32,005 298

　　②支部活動収入 1,371 1,417 -46 本部から支部への活動収入

　　　支部活動収入計 1,371 1,417 -46

　　③事業収入

　　　　事業収入 27,796 30,964 -3,167 本部及び支部の事業収入

　　　　事業雑収入 830 840 -10 会員交流会、事業協力金外

　　　事業収入計 28,626 31,804 -3,177

　　④雑収入 232 214 19 利息、雑損処理後の過年度会費外

　　⑤記念事業収入 50 100 -50 記念誌の販売収入

　　⑥支部正味財産増加分繰入 1,104 519

　　　事業活動収入計 63,688 66,059 -2,371

2 ．事業活動支出

　　①事業費支出

　　　　事業関係人件費支出 15,965 16,429 -465 法定福利費含む

　　　　事業費支出 25,103 27,349 -2,246 本部及び支部の事業費

　　　　事業雑支出 780 300 480 イケフェス、KENTEN、会員交流会費外

　　　事業費支出計 41,848 44,078 -2,231

　　②管理費支出

　　　　管理関係人件費支出 5,322 5,476 -155 法定福利費含む

　　　　退職給付支出 0 0 0

　　　　福利厚生費支出 21 23 -2 職員福利厚生費

　　　　助成費支出 1,391 1,417 -26 本部から支部への活動費

　　　　会議費支出 2,050 1,985 65 本部・支部総会外会議費

　　　　旅費交通費支出 260 250 10 旅費、交通費

　　　　通信運搬費支出 480 445 35 電話、ＦＡＸ、メール、郵送等通信費

　　　　集金費支出 440 450 -10 会費、グループ会費、広告料集金手数料等

　　　　消耗品費支出 2,175 1,855 320 ＨＰ維持費，ＰＣソフト、トナー、文房具外消耗品

　　　　備品購入費支出 200 250 -50 事務所内備品購入

　　　　修繕費支出 30 30 0 事務所内修繕

　　　　印刷製本費支出 100 100 0 印刷製本費

科　目 予算額 前年度
予算額 増減 備　考

　　　　光熱費支出 220 220 0 電気代

　　　　火災保険料支出 20 20 0 火災保険料

　　　　租税公課支出 950 1,000 -50 消費税、法人府市民税

　　　　建物管理費支出 4,667 4,469 198 事務所賃借料等

　　　　事務委託費支出 1,375 1,371 4 支部事務局委託費

　　　　雑支出 1,902 2,107 -205 監査、保守、協賛、購読、未収金償却外

　　　管理費支出計 21,603 21,468 135

　　③記念事業費支出

　　　　記念事業費支出 1,850 1,850 0 アーカイブ公開、入会パンフ・会員証作成外

　　　事業活動支出計 65,300 67,396 -2,096

　　　　事業活動収支差額 -1,613 -1,337 -275

Ⅱ　投資活動収支の部

1．投資活動収入

　　①特定資産取崩収入

　　　　退職給付引当資産取崩収入 0 0 0

　　　　記念事業積立預金取崩収入 1,850 1,850 0 記念事業費に充当

　　　投資活動収入計 1,850 1,850 0

2 ．投資活動支出

　　①特定資産取得支出

　　　　退職給付引当資産取得支出 188 366 -178 R元年度末要支給額引当て

　　　　記念事業積立預金支出 0 0 0

　　　特定資産取得支出計 188 366 -178

　　　投資活動支出計 188 366 -178

　　　　投資活動収支差額 1,662 1,484 178

Ⅲ　財務活動収支の部

1．財務活動収入

　　　財務活動収入計 0 0 0

2 ．財務活動支出

　　　財務活動支出計 0 0 0

　　　　財務活動収支差額 0 0 0

Ⅳ　予備費支出 0 0 0

　　　　当期収支差額 49 146 -97

　　　　前期繰越収支差額 26,073 28,633 -2,560

　　　　次期繰越収支差額 26,123 28,780 -2,657

令和元年度収支予算書　平成31年 4月1日から令和 2 年 3月31日まで
（単位：千円）

（注） 前期繰越収支差額には、平成30年度決算額（支部正味財産増加分繰入額を除く）
を充当している。

（注）令和元年度については、借入限度額を30,000,000円とする。
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令和元年度

日本建築協会役員会務分掌
令和元年6月20日現在・順不同・敬称略

役付役員

会　長　　設楽　貞樹　㈱安井建築設計事務所
副会長　　米井　　寛　㈱東畑建築事務所　会長職務代行　総務・財務担当
副会長　　田中日出男　㈱きんでん　　会勢担当
副会長　　天野　直樹　㈱竹中工務店　編集担当
副会長　　川口　　晋　㈱大林組　　　事業担当
副会長　　田坂　隆之　大阪ガス㈱　　研修担当

理事　◎印は常任理事　○印は委員長

（総務） 4名
　　大林　剛郎　㈱大林組

　　栗原　信英　栗原工業㈱

　　佐野　吉彦　㈱安井建築設計事務所

◎○山形　政昭　大阪芸術大学

（財務） 3名
　　奥村太加典　㈱奥村組

　　今西　邦夫　㈱今西組

　　中野　健生　東リ㈱

（編集・出版） 8名
◎○西　　博康　清水建設㈱

　　松崎　公一　鹿島建設㈱

　　佐藤　榮一　（一社）日本建築材料協会

　　竹中　統一　㈱竹中工務店

＊　門田　江平　（公財）建築技術教育普及センター

　　船越　淳久　関西電力㈱

◎　吉村　英祐　大阪工業大学

◎○勝山　太郎　㈱日建設計

（会勢）10名
＊　浅沼　　誠　㈱淺沼組

　　告野　満彦　野里電気工業㈱

　　蔦田　守弘　㈱鴻池組

　　池田　耕二　清水建設㈱

　　近藤　　徹　不二熱学工業㈱

＊　三宅　正人　戸田建設㈱

　　寺田　　靖　（一社）大阪建設業協会

　　篠原　佳則　㈱安井建築設計事務所

　　髙松　隆夫　広島工業大学

　　中井　　進　日建設計コンストラクション・マネジメント㈱

（事業） 6名
◎○中尾　勝悦　中尾綜合建築設計事務所

　　児玉　　謙　㈱日建設計

　　城口　俊雄　㈱大阪城口研究所

　　酒井　祥三　西松建設㈱

　　中嶋　　功　㈱熊谷組

◎○中村　文紀　㈱東畑建築事務所

（研修） 6名
　　冨永　昌雄　八千代電設工業㈱

　　長瀬　博一　㈲長瀬建築研究所

＊　加賀田健司　大成建設㈱

　　梶山　卓二　㈱昭和設計

　　永原　　穣　王建工業㈱

　　本多　友常　本多環境・建築設計事務所

常務理事 　森本　　勉 役付役員含む理事合計44名

監事
　三木　　徹　㈱安井建築設計事務所

　前田　隆司　㈱前田商会 2 名

顧問 ＊塚本　貴昭　（独）都市再生機構 1 名

＊印は新任

令和元年度

日本建築協会評議員名簿
議　長：赤松　千州　　　副議長：嘉納　秀一

令和元年6月 4日現在・順不同・敬称略

技術
1
　赤松　千州　㈱東畑建築事務所

総合
11

　薮内　昭男　㈱淺沼組

　寺内　　伸　㈱安藤・間

＊枝常　　茂　㈱大林組

　林　　伸昭　戸田建設㈱

　中道　正伸　㈱中道組

　原　　眞一　コーナン建設㈱

　渡津　弘己　㈱鴻池組

＊前場　知之　㈱奥村組

＊安達　紳児　三井住友建設㈱

　田中顕三郎　田中建設㈱

　藤井謙太郎　藤井建設㈱

電気
4
　北村　康一　㈱きんでん

　森　　博明　三和電気土木工事㈱

　嘉納　秀一　三宝電機㈱

　嶋田　雅景　㈱クリハラント

空調
3
　辻　　武寿　㈱精研 　若林　尚史　若林設備工業㈱

　金子　達哉　㈱三冷社

建材
3
　森村　泰明　森村金属㈱ 　深江　隆司　アスワン㈱

＊恩庄　康之　オーケーレックス㈱

中国支部
2
　尾野本　悟　広島工業大学 　村重　保則　現代設計㈱

東海支部
6
　福田　泰造　福田泰造建築事務所

　河田　克博　名古屋工業大学

　佐伯　　博　ひろ建築企画

　加藤　武範　㈱メックステクノ東海

＊中井　孝幸　愛知工業大学

＊冨田　昌志　㈱伊藤建築設計事務所

京都支部
3
　髙田　光雄　京都美術工芸大学

　菅澤　　茂　環境文化保存計画菅澤1級建築士事務所

　伊熊　昌治　伊熊昌治建築設計事務所

33名　＊は新任

令和元年度

日本建築協会支部長（順不同・敬称略）

中　国　　髙松　隆夫　広島工業大学

東　海　　篠原　佳則　㈱安井建築設計事務所

京　都　　長瀬　博一　㈲長瀬建築研究所
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令和元年度

日本建築協会委員
下記のとおり各委員会委員を委嘱しました。
◎委員長　○副委員長　▲小委員会委員長　△幹事　☆顧問　＊令和元年度新委員

（所属名は略称　順不同・敬称略）

■編集委員会（81名）
会誌「建築と社会」の企画、編集。
◎　勝山　太郎／日建設計

○　戸川 　勝之／安井建築設計事務所

●特集小委員会
計画分科会
〈計画系分科会〉
　　飯田　　匡／大阪大学大学院

　　鈴木　克彦／京都工芸繊維大学名誉教授

△　田中　直人／島根大学大学院

　　松田奈緒子／大阪産業大学

　　守井　　辰／日建設計

　　吉村　英祐／大阪工業大学

〈建築計画系分科会〉
　　桑原　悠樹／竹中工務店

　　下坂　浩和／日建設計

　　中辻　浩介／ジェイアール西日本コンサルタンツ

　　東　　拓郎／東畑建築事務所

　　樋口　展寛／鴻池組

△　松岡　英緯／大建設計

　　三谷　帯介／鹿島建設

　　米山　剛史／UR設計

　　渡部　　剛／安井建築設計事務所

〈インテリア・住宅系分科会〉
　　赤川貴世友／安井建築設計事務所

＊　東　奈生子／竹中工務店

　　今井　充彦／日建スペースデザイン

　　岩田　圭司／UR都市機構

　　川合　隆之／積水ハウス

　　河西　孝平／大林組

△　黒栁　　亮／竹中工務店

　　塚口　洋之／塚口洋之設計事務所

　　ペリー史子／大阪産業大学

構造分科会
△　宇野　綾真／北條建築構造研究所

　　岡田　　健／日建設計

　　岸本　光平／竹中工務店

＊　古島　正博／大林組

　　瀧野　敦夫／奈良女子大学

　　蘒原　　学／ZEN建築構造事務所

　　松本　裕之／安井建築設計事務所

　　宮久保秀樹／鴻池組

　　向井　洋一／神戸大学大学院

設備分科会
　　有尾清二郎／竹中工務店

　　木谷　晃之／コイズミ照明

　　北野　勝也／きんでん

　　佐々木章二／総合設備コンサルタント

　　寺井　千佳／安井建築設計事務所

　　夏井　重行／元・富士ネオ工業

△　橋本　直樹／日建設計コンストラクション・マネジメント

　　桝井　貴廣／総合設備コンサルタント

　　宮﨑ひろ志／関西大学

　　森山　正和／摂南大学前教授

　　山本　雅洋／大林組

施工材料分科会
　　門野　　陽／鴻池組

　　桜井　和男／竹中工務店

　　髙橋　秀一／大和ハウス工業

　　藤丸　啓一／清水建設

　　山口　紀宏／大林組

＊　河合　智寛／淺沼組

　　吉田　正友／大阪工業大学

△　吉居　　哲／鹿島建設

法令分科会
　　岡田　耕介／京都市

　　垣内　　明／堺市

　　河野　　学／京都市住宅供給公社

　　高田　大輔／奈良県

△　福岡　誉顕／神戸市

●作品作風小委員会
▲　東井　嘉信／大林組

　　居内　章夫／徳岡設計

　　池上　　明／エーアイアーキテクトスタジオ

　　稲垣　和江／イナガキケンチクケンキュウショ

　　太田　栄治／髙松建設

　　加嶋　章博／摂南大学

　　菊池　浩輔／安井建築設計事務所

　　倉渕奈千子／田中啓文総合建築研究所

　　澤田　純一／兵庫県県土整備部

　　髙木　秀晃／昭和設計

　　鞆野　淳司／竹中工務店

　　西田　佳代／日建設計

　　芳谷　晴彦／清水建設

　　平野　尉仁／東畑建築事務所

　　増田　敬彦／増田敬彦一級建築士事務所

●広告企画小委員会
　　小川　雄介／竹中工務店

　　小山　　昭／東畑建築事務所

　　金築　　雄／清水建設

　　野山　将男／大林組

　　藤田　昌宏／安井建築設計事務所

▲　前田　　衛／日建設計

　　山辻　直樹／大成建設

■事業委員会（18名）
見学・講演・説明・展示・懇親会など
の企画、実施。
◎　中尾　勝悦／中尾綜合建築設計事務所

●情報見学小委員会
　　大平　卓磨／竹中工務店

　　大森　雅人／清水建設

　　奥村　朋孝／鴻池組

○　小平　弥史／昭和設計

　　小林　正和／大林組

　　阪口　浩平／きんでん

＊　下田　剛士／髙松建設

　　田﨑　祐生／武庫川女子大学

＊　田村　　大／日建設計

　　槌田　　豊／ジェイアール西日本コンサルタンツ

　　寺西　興一／大阪府登録文化財所有者の会

▲　中尾　勝悦／中尾綜合建築設計事務所

　　夏井　重行／元・冨士ネオ工業

　　沼田　典久／久米設計

　　樋上　新治／ラシンプラニング

　　宮本　克己／鹿島建設

　　森　　雅章／安井建築設計事務所

　　脇田　隆史／東畑建築事務所

■出版委員会（11名）
建築に関する図書の企画・編集・刊
行、ならびに講座の企画、実施。
◎　西　　博康／清水建設

＊　宮澤　　博／きんでん

　　上原　正行／U建築工房

　　菅原　敏晃／竹中工務店

　　玉水　新吾／ドクター住まい

　　仲本　尚志／atelier UNI-SUPPORT

　　西尾　　徹／きんでん

　　藤山　　宏／造景空間研究所

　　堀野　和人／スマイリズム

　　山浦　晋弘／安井建築設計事務所

　　弓崎　幸治／東畑建築事務所

■教育委員会（27名）
建築教育についての調査・研究・講習
会の企画・実施ならびに工高生デザイ
ンコンクールの企画、実施。「再読関
西の建築」を「建築と社会」誌に連載
するための企画、編集。
◎　山形　政昭／大阪芸術大学

●講習会小委員会
　　東　　　琢／鴻池組

　　川井　裕基／鹿島建設

　　北野　祥児／清水建設

　　谷本　達哉／淺沼組

＊　永野　浩一／竹中工務店

　　福島　祥司／戸田建設

＊　山口　紀宏／大林組

●工高生教育小委員会
　　岡田　依子／大阪市立工芸高等学校

　　門脇　裕之／大阪市立都島工業高等学校

　　白川　陽子／今宮工科高等学校

　　田中おと吉／修成建設専門学校

▲　谷口　幸雄／日建設計コンストラクション・マネジメント

　　中村　眞二／東畑建築事務所

　　永島　敏郎／安井建築設計事務所

　　成田　雄大／中央工学校OSAKA

　　宗林　　功／大阪工業技術専門学校

　　矢倉　鉄也／大阪市立都島工業高等学校

　　吉田　裕彦／大阪工業技術専門学校

大阪府住まいづくり教育普及協議会

●史料研究会
▲　橋寺　知子／関西大学

　　石田潤一郎／武庫川女子大学

　　桐浴　邦夫／京都建築専門学校

　　山形　政昭／大阪芸術大学

　　福原　和則／大阪工業大学

　　三宅　拓也／京都工芸繊維大学

＊　玉田　浩之／大手前大学

＊　安田　徹也／竹中大工道具館

☆　坂本勝比古／神戸芸術工科大学名誉教授

■未来創生プロジェクト（40名）
100周年記念事業のテーマである「新
しい地平へ」を実現するため、体験型
ワークショップや他業種同世代との交
流会、公開型イベントの企画、実施。
◎　中村　文紀／東畑建築事務所

●建築次世代委員会
▲　菅原　幸也／日建設計コンストラクション・マネジメント

　　大村　泰正／清水建設

　　門野　　陽／鴻池組

　　川上比奈子／摂南大学

　　朽木　順綱／大阪工業大学

＊　永野　浩一／竹中工務店

　　松村　　明／安井建築設計事務所

＊　山口　紀宏／大林組

●2040委員会
　　清原　健史／安井建築設計事務所

　　國本　暁彦／竹中工務店

　　黒川　祐樹／日建設計

△　駒井　陽次／Style-A/PARK Lab.

＊　中島　慎一／徳岡設計

　　中村　祐記／大林組

　　平野　尉仁／東畑建築事務所

　　吉永　規夫／Offi  ce for Environment Architecture

●U-35委員会
　　石井衣利子／梓設計

＊　大畑　正彦／大畑正彦建築設計事務所

　　興津　俊宏／竹中工務店

＊　加藤　大樹／西松建設

＊　河﨑　菜摘／竹中工務店

　　鬼頭　朋宏／大成建設

＊　粉川壮一郎／安井建築設計事務所

　　小原　信哉／山下設計

　　駒井　陽次／Style-A/PARK Lab. 

　　下田　康晴／東畑建築事務所

＊　鈴木　里美／大成建設

△　髙畑貴良志／日建設計

　　立松　裕規／東畑建築事務所

　　出来　佑也／昭和設計

　　平岡　翔太／大建設計

　　廣富　　純／佐藤総合計画

　　広瀬　和也／東畑建築事務所

　　三谷　帯介／鹿島建設

　　箕浦　浩樹／大林組

　　宮武　慎一／安井建築設計事務所

　　森下　大右／昭和設計

＊　山本　和宏／昭和設計

　　吉田　悠佑／大林組 

　　若江　直生／日建設計

全177名
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　「人類の進歩と調和」をテーマにかか
げ、かつて大阪の地に「お祭り広場」が
ありました。
　1970年、大阪万博の「お祭り広場」
は日本国中の人々が集まり、海外からの
観光客で溢れかえりました。その中心で
は岡本太郎の「太陽の塔」が圧倒的な存
在感で人々を魅了し、「ハンパク（反博）」の声も巻き込
み、新しい時代の先駆けを感じさせたといいます。
　おりしも2025年には大阪で万国博覧会が開催される
ことが決定しました。今後さまざまな問題点を解決し

ながら、未来につながる建築的空間が
創られていきますが、その際、将来を
見据えた計画性はさらに重要なものと
なります。
　建物をつくって壊して完結するのでは
なく、さまざまな建築要素のうち、場
所・材料・コミュニティなど少しでも多

くのものがイベントの後にも永く受け継がれていく広場を
提案してください。2025年という未来におけるお祭りとは
何か、広場とは何かを考え、大阪に限らず、自分たちのま
ちに「お祭り広場」を創ってあたたかくお迎えしましょう。

課題の趣旨

主催　日本建築協会

2019年度　第65回工高生デザインコンクール
設計課題 2025年のお祭り広場

設 計 条 件
1．敷　　　地： 敷地の大きさ形状とも自由とし、具体的な敷地を

設定する。
2 ．規　　　模：延べ面積、構造、階数は自由とする。
3 ．所　要　室： 使用方法を想定し、必要と思われるスペースを適宜

設ける。

所 要 図 等
1．設 計 説 明：設計意図を表すサブタイトルを必ずつけること。
　　　　　　　　 設計趣旨（使い方、立地、周囲の状況等について

の説明を含む）を記入すること。
2 ．建 築 概 要： 必要に応じて敷地面積、建築物の構造、階数、各階

床面積および建築面積、延べ床面積などを示す。
3 ．敷地周辺図：敷地周辺の環境や状況を示す。縮尺を明示する。
4 ．配　置　図：敷地における建物の位置、方位、縮尺を明示する。
5 ．平　面　図：室名、寸法を記入する。縮尺を明示する。
6 ．立　面　図：必要に応じて作成する。縮尺を明示する。
7 ．断　面　図： 必要に応じて作成する。室名、寸法を記入する。

縮尺を明示する。（ 1面以上）
8 ．透 視 図 等： 設計意図が最も反映するところを表現する。透視図

は手書きによる作図を原則とするが、コンピュータ
グラフィックス、模型写真に代えてもよい。 その他
必要とされる手書きの図面は加えてもよい。

9 ．そ　の　他： 応募図面には、氏名や学校名、マークなど応募者を
特定あるいは類推できる内容は記載しないこと。

応 募 条 件
1．用　　　紙： 用紙はケント紙などの厚手の製図用紙A1判 （594mm

×841mm）1枚を使用し、直接描くこと。トレーシ
ングペーパーと裏打ち用紙の重ね使用や図面のパ
ネル化は認めない。

2 ．仕　上　げ：所要図等は手書きによる鉛筆仕上げとする。
　　　　　　　　 ただし、色鉛筆による着彩は可。また、所要図等の

うち、透視図（コンピュータグラフィックスも含む）、
模型写真のほか、設計説明を補完する図や写真など
は用紙に貼り付けてもよい。なお、製図用紙への図
表等の印刷出力など上記以外の仕上げは禁止する。

3 ．応 募 資 格： 2019年 4月現在、高等学校在籍もしくは高専、専修
学校の高等課程の生徒で、個人または共同（ 3人
まで）で制作したものとする。

応 募 方 法
1． 応募書類に、学校名・所在地・学年・氏名を記入の上、封筒に入れ
密封し、製図用紙の裏に貼りつけること。（応募書類が足りない場
合は協会ホームページ（http://www.aaj.or.jp）からダウンロードし
てください。また封筒の貼り付けは、封筒がはがれない程度で、
簡易にテープ止め等で結構です。図面を破損する恐れがあります
ので、糊のベタ塗りはしないでください。）

2 ．応募作品は学校を通じて提出すること。

締 切 期 日
2019年 9月30日（月）の消印、あるいは受付印のあるものをもって
締め切る。

送 　 付 　 先
〒540-6591 大阪市中央区大手前 1丁目 7番31号 OMM 7階
一般社団法人 日本建築協会 第65回工高生デザインコンクール係
TEL：06-6946-6981　FAX：06-6946-6984
E-mail：jigyoka@aaj.or.jp　URL：http://www.aaj.or.jp

入選作品の数および賞
1．入選作品は10点とする。
2 ．入選作品のうちから最優秀賞 1点、優秀賞 2点を選ぶ。
3 ． 最優秀賞・優秀賞作品には、賞状および表彰盾を贈り、その他
の入選作品には、賞状を贈る。

4 ．応募者全員に参加賞を贈る。
※入選作品の版権は本会に属する。

入選者発表および表彰式
審査の結果は、各学校ならびに本人に通知するほか、本会の会誌
「建築と社会」11月号に発表し、入選作品は翌年 1月号に掲載する。
表彰式は、2019年11月 9日（土）に行う。

（作図、文字）

審　査　員（50音順・敬称略）
審査員長　矢田　朝士／ATELIER-ASH主宰
審 査 員　一階　聡之／㈱日建設計設計部門設計部長
　　　　　小笠原絵理／間工作舎一級建築士事務所主宰
　　　　　神谷　浩司／㈱大林組大阪本店建築事業部プロジェクト設計部副部長
 河崎　昌之／和歌山大学システム工学部システム工学科准教授

　　　　　近藤　良彦／㈱安井建築設計事務所設計部設計主幹
　　　　　平岡健太郎／㈱竹中工務店大阪本店設計部グループ長
　　　　　前田　茂樹／ジオグラフィック・デザイン・ラボ代表
　　　　　松下　典央／㈱昭和設計ソリューション部部長
　　　　　宮本　雅弘／㈱東畑建築事務所設計室部長

このコンクールは、高校生の設計技能の向上を目的とし、昭和30（1955）年より毎年テーマを変えて開催しています。
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一般社団法人 日本建築協会

片岡安賞
（日本建築協会論考コンクール）

第 3回 募集要項

■募集テーマ：「建築におけるダイバーシティとは」
　 　昨今、ダイバーシティという言葉を耳にする機会が増えました。ダイ
バーシティは日本語で多様性と訳され、一般的には「大多数の意見と
は異なった意見や思想、個性といった多様な存在を排除せず、その存在
意義を認め、これらを共存させていこうとする考え方」と説明されます
が、その意味は多様かつ流動的であり一様な解釈がなされているもので
はありません。
　 　一方、現在の社会に目を向ければ、少子高齢化による働き手不足か
ら、外国人雇用が増加する傾向にあるほか、国籍や人種の違いだけでな
く、社会的な少数者にも配慮する視点が重視されるなど、多様な存在を
ポジティブに受け入れ、協働していくことが必要な時代を迎えようとし
ていますが、そのような社会の実現には、いまだ多くの課題が山積して
います。
　 　また、建築の世界に目を転じてみれば、建築の創造活動は、建築家が
主体的に芸術的、文化的価値を創造するものであるという側面は残しつ
つも、建築の社会的役割の変化、価値観の多様化、弱者への配慮、地域
貢献、安全・安心な社会、ひっ迫する地球環境問題や持続可能性など、
多様な視点を織り込む活動へと変遷してきました。
　 　日本建築協会では、このような建築をとりまく状況の変化を踏まえ、
今回の論考コンクールの募集テーマとして「建築におけるダイバーシ
ティとは」といたしました。建築という視点からダイバーシティをどの
ようにとらえるのかについてお考えいただき、多くの方々から論考を応
募いただけることを期待しております。

■審査委員会
　審査委員長：舟橋國男（大阪大学名誉教授）
　審 査 委 員：岩前　篤（近畿大学教授）
　　　　　　　花田佳明（神戸芸術工科大学教授）
　　　　　　　弘本由香里（大阪ガス エネルギー・文化研究所）
　　　　　　　山浦晋弘（安井建築設計事務所）
　　　　　　　勝山太郎（本会編集委員長）

■審査方法
　・全審査委員による査読の上、一次審査を行う。
　・ 一次審査により選出されたものを対象とし、公開プレゼンテ―ション
を開催する。その後最終審査を行い、受賞論考を決定する。

■応募条件
　・投稿料は無料とする。なお選考に伴う旅費は応募者の負担とする。
　・応募者の国籍、年齢、所属は問わない。
　・応募論考は単著、共著を問わない。

　・ 応募論考は未発表のものに限る。ただし、会誌『建築と社会』に掲載
された記事の改稿による論考は可とする。

　・使用言語は日本語に限る。
　・質問は受け付けない。
　・受賞者は本会会員になることとする。

■著作権・版権
　・著作権は応募者に帰属する。
　・ ただし本会にかかわる出版・印刷においては、一般社団法人日本建築
協会が自由に使用することができるものとする。

■執筆要領
　・頁数は、会誌『建築と社会』掲載時 4頁（12,000文字程度）。
　・ 必要事項を記入した応募用紙とともに担当窓口へメール送付もしくは
A4サイズに印刷したものを郵送する。

　　なお、応募用紙は本会ホームページからダウンロードする。
　・ 電子データにて提出する場合、文書作成ソフトWord（Microsoft社）
もしくはそれに類するもので原稿を作成する。添付画像は解像度
300dpi以上とし、合計10MB以上になる場合は分割して送信すること。

■スケジュール
　2019年 6 月 募集要項公開
　　10月31日 応募締切（消印有効、電子投稿の場合23時50分）
　　11月～ 1月31日 一次審査
　2020年 3 月上旬 一次審査通過論考の公開プレゼンテーション
 及び最終審査会開催（詳細は『建築と社会』に掲載）
　　 5月 受賞論考・著者名発表（『建築と社会』2020年 5月号）
　　 6月 論考本文を会誌『建築と社会』2020年 6 月号に掲載
　　 6月 表彰式（一般社団法人日本建築協会定時総会）
　※なお後日受賞論考に基づく講演会・討論会を開催することがある。

■発表と表彰
　・ 受賞論考の論題と著者名を会誌『建築と社会』2020年 5 月号にて発表
し、全文を 6月号に掲載する。

　・同 6月の本会総会にて表彰し、受賞論考著者には賞状及び副賞を贈る。

■提出先
　一般社団法人　日本建築協会
　〒540-6591 大阪市中央区大手前1-7-31 OMM7F 
　電話 06-6946-6981　FAX 06-6946-6984
　メールアドレス＜hensyu2@aaj.or.jp＞

　日本建築協会創立100周年を機にスタートした論考コンクールも 3年目を迎えました。いままでの 2回とも力のこもった多数の論考を
応募いただきました。今年度も第 3回目の論考の募集を開始します。ふるってご応募ください。

主催：一般社団法人 日本建築協会　URL http://www.aaj.or.jp
後援：（公社）大阪府建築士会、（一社）大阪府建築士事務所協会、（公社）日本建築家協会近畿支部、（一社）日本建築学会近畿支部
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■掲載内容

1． 写　真：外観、内観、ディテール、
模型写真等。（プリントの場合、サイ
ズはキャビネ判程度。電子データの
場合、解像度300dpi以上）

　　CGやパース、コンセプト図等でも可。
2． 説明文：①ページタイトル（作品固
有の名称とは別に、作風を伝えるタ
イトルをご検討ください）、②作品に
ついての解説文（300字程度）

3． 概　要：作品名称、所在地、設計者、
施工者、建築面積、延床面積、構造
規模、工期など。

※ イラストレーターで原稿作成用の
フォーマットをご準備しています。
　 必要であれば、担当までご一報
ください

■掲載に際しての補足

1． 応募できる人は、本会会員に限ります。
　　 入会は日本建築協会ホームページ
（http://www.aaj .or . jp/）の入会
フォームからお願いします。

2． 写真の撮影者名は必ず付記願います。
写真に著作権等が生じる場合は、応
募者にて処理願います。

3． 掲載ページ数は、原則として 1社
（ 1人） 1頁とします。また、竣工予
定の作品を掲載希望の場合、写真等
の原稿期日は配慮いたしますので、
ご連絡ください。

4． 建物の特徴や特殊な事柄については、
簡単な補足説明をお願いする場合が
あります。

5． 作品の掲載順および誌面レイアウト
の修正を含む特集全体の構成は、作
品作風小委員会にて担当いたします。

6． カラー掲載をご希望の場合は、応募
時にご一報の上、30,000円をご負担く
ださい。

■掲載申込締切日および原稿送付先

1．掲載申込締切日：
　　2019年10月17日（木）

2 ．送付先：（一社）日本建築協会
　　「会員作品特集号」係
　　〒540-6591
　　大阪市中央区大手前1-7-31
　　OMMビル 7階
　　TEL.06-6946-6981
　　FAX.06-6946-6984
　　E-mail：hensyu＠aaj.or.jp
　　担当：井筒

会員のみなさまの
個性あふれる作品のご応募を
お待ちしております

『建築と社会』2020年2月号

「第26回 会員作品特集号“私の空間作法”」

作　品　募　集
『建築と社会』2月号では、会員

作品発表の場として、「第26回

会員作品特集号“私の空間作法”」

を企画しています。

対象は、建築・ランドスケープ

デザイン・インテリアデザイン・

まちづくり・アート等、空間に

関わるすべてとし、完成作品、

計画案を問いません。また表現

方法は、写真、CG等の別を

問いません。

モノクロ

掲載無料
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主催：大阪府・大阪市・（公社）
大阪府建築士会・（一社）大阪
府建築士事務所協会・（公社）
日本建築家協会近畿支部大阪
地域会・（一社）日本建築協会

第39回大阪都市
景観建築賞
（大阪まちなみ賞）
募集要項
あなたの身近にある景観上優
れたすてきな建物やまちなみ
をご推薦ください！

■趣旨
美しく、個性と風格のあるまちの景観
づくりを進めていくために、周辺景観
の向上に資し、かつ、景観上優れた建
物やまちなみを表彰します。
みなさまから推薦いただいた建物やま
ちなみについて審査し、本賞にふさわ
しいものに、以下の賞が与えられます。

・大阪府知事賞
・大阪市長賞
・審査員特別賞
・緑化賞
・建築サイン・アート賞
・奨励賞

■推薦方法
大阪まちなみ賞ホームページ（http://
osaka-machinami.jp/）から電子推薦
してください。
自薦の方は、自薦専用書式を上記ホー
ムページよりダウンロードし、必要事
項を記載の上、応募してください。
なお、郵送による推薦も受け付けてい
ます。大阪府庁、大阪市役所、大阪市
の区役所等で配布していますチラシに
添付のはがきに必要事項を記入の上、
応募してください。
どなたでも、一人何点でも推薦できま
す。
※ 募集用チラシの配布は、大阪府庁・
大阪市役所・各区役所等で行います。

■受付期間
令和元年 7 月 1日（月）～

7月31日（水）
■表彰発表
令和元年12月頃予定　入賞作品関係者
への通知をもって入賞発表とします。

■対象
大阪府域内の「建物」および「建物を
中心としたまちなみ」を推薦してくだ
さい。
　建物： 平成26年 8月 1日から平成30

年 7月31日までに完成したもの
　　　　 （上記期間に改修した物件も

含みます）
　建物を 中心としたまちなみ：咋年 7

月31日までに完成したもの
※ 建築基準法に基づく建築確認申請が
必要な物件については、検査済証が
発行されていない場合、対象外とな
ります。

規模の大きい小さいにかかわらず、次
のようなものをご推薦ください
〔建物〕
1． 将来のまちの景観をリードしてい
くようなもの

　ア． 敷地内に、広場などのオープン
スベースを適切に配置したもの

　イ． 敷地を共同化してできた建物で
優れた景観を作りあげているもの

　ウ． 地域のシンポルとなるようなもの
　エ．その他
2． 周辺の建築物等と調和し、美しい
まちなみの形成に役立っているもの

3． 伝統的なまちなみの維持・向上に
役立っているもの

4． 自然の景観（河川、山並みなど）
と調和しているもの

5． 敷地内や壁面、屋上を緑化するこ
とにより、魅力ある景観に寄与し
ているもの

6． 敷地内や壁画等に、デザイン性や
アート性に優れたサイン・壁画・
彫刻・モニュメント等を配置する
ことにより、魅力ある景観に寄与
しているもの

7． その他、この賞の趣旨に沿ったもの
〔建物を中心としたまちなみ〕
1． 総合的な計画、良好な維持管理に
より優れた景観を作り上げている
もの

2． 伝統的なまちなみの維持・向上を
図っているもの

3． 適切な緑化により、魅力あるまち
なみを形成しているもの

4． その他、この賞の趣旨に沿ったもの

■審査委員
審査委員※50音順
上村　晋（建築）
　 （公社）日本建築家協会近畿支部
大阪地域会副会長
指田孝太郎（建築）
　（公社）大阪府建築士会相談役
下村泰彦（造園）
　 大阪府立大学大学院
人間社会システム科学研究科教授
中嶋節子（建築）
　 京都大学大学院
人間・環境学研究科教授
夏原晃子（デザイン）
　美術造形デザイナー
羽根和人（報道）
　朝日新聞大阪本社社会部長
久　隆浩（都市計画）
　 近畿大学総合社会学部
環境・まちづくり系専攻教授
藤本英子（芸術）
　 京都市立芸術大学
美術学部デザイン科教授

■問い合わせ先
〇大阪都市景観建築賞運営委員会
〒540-0012
大阪府大阪市中央区谷町3-1-17
高田屋大手前ビル5F
（公社）大阪府建築士会内
TEL：06-6947-1961
FAX：06-6943-7103
E-mail：info@aba-osakafu.or.jp
〇 大阪府住宅まちづくり部
　建築指導室 建築企画課 調整グループ
〒559-8555
大阪市住之江区南港北1丁目14-16
大阪府咲洲庁舎27階
TEL：06-6210-9718
FAX：06-6210-9714
〇 大阪市　都市計画局　計画部　都市
計画課（都市景観）
〒530-8201
大阪市北区中之島1-3-20 大阪市役所7階
TEL：06-6208-7887
FAX：06-6231-3753

日本建築協会

会告
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日本建築協会

会告

主催：（一社）日本建築協会
京都支部
共催：（公社）日本建築家協会
近畿支部京都地域会

令和元年セミ
ナー第1回
「河川工学から
みた日本の洪水
災害と課題」

昨年 6月の大阪北部地震、 7月の豪
雨、 9月の台風21号と近年地震の活性
期及び異常気象も重なり、各地で大き
な災害が次々発生しました。わが国日
本列島の 7割は山地であり、従って多
くの河川を持ち川筋、谷筋に沿った街
や集落も北から南まで数多くありま
す。今回は国土というマクロな視点に
立ち、河川工学の権威 元京大防災研
究所所長の井上博士に日本の国土の特
徴と国土の安全化、強靭化の為の対策
を教示願います。
（文責　日本建築協会京都支部長　長
瀬 博一）

■概要
近年、都市において集中的な豪雨に
よる内水的氾濫や、流域規模の大雨
による中小河川の破堤氾濫がしばしば
発生しています。このように、いく
つかの時間・空間規模で生ずるわが
国の洪水災害について、河川工学の
立場から、現状や特徴をまとめると
ともに、対策を考えることにします

■講師プロフィール
井上和也（いのうえ　かずや）
1941年京都市生まれ。京都大学工学
部土木工学科卒、同大学院修士課程
修了。京都大学工学部助手などを経
て、1992年京都大学防災研究所教授、
2003年同研究所長、2005年退職。名誉
教授。工学博士。
専門は、水理学、河川工学、都市水
害論。

■日　　時
　2019年 7 月12日（金）
　18：30～20:00
　（質疑含む）
■定　　員　25名（先着順）
■講　　師　 井上和也京都大学名誉教

授（元京大防災研究所
所長）

■参 加 費　 会員1,000円（主催、共
催者共）、一般1,500円、
学生500円

■会　　場　 京都建設会館　別館 4階
会議室（京都市中京区押
小路通柳馬場東入橘町
641）

■最 寄 駅　 地下鉄東西線「市役所前」
駅より徒歩 7分、地下鉄
烏丸線「烏丸御池」駅よ
り徒歩10分

■申込方法　① 講演会名「7/12セミ
ナー」

　　　　　　②氏名
　　　　　　③勤務先または学校名
　　　　　　④当日連絡先
　　　　　　⑤ E-mailアドレスまたは

FAX番号
　　　　　　⑥会員・一般・学生の別
　　　　　　 上記項目を明記しFAX

で下記へお申し込みく
ださい。

　　　　　　※ 受付後連絡のため、
FAX又はMailを必ずご
記入ください。

■申 込 先　（一社）日本建築協会
　　　　　　京都支部事務局
　　　　　　FAX 075-255-6077

【出典：国土交通省HP】

2018年 倉敷市真備町水害

2000年 東海水害

（建設省）

（建設省）

淀

宇治川 小
田
川

高梁
川

向

島 観 月 橋

巨椋池干拓地

1953年 宇治川の破堤
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■特集予告
●8月号／ 建築の仮設性と恒久性
●9月号／ 災害。逃げる

2019  07
Vol.100 No.1168

建築と社会
Architecture and Society
Journal of the Architectural Association of Japan

日 本 建 築 協 会

「建築と社会」vol.20　1937年3月号口絵写真「大阪
を中心とする交通に関する建物　電氣科學館」より
『外観（西南ヨリ望ム）』

会誌の建築計画の概要によると、電氣科學館は昭和
8年（1933年）、電灯市営10周年記念事業として
計画された、と記載されている。
昭和 9年（1934年） 5月起工、昭和12年（1937
年） 1月竣工。
プラネタリウムは日本で初めての施設であり、装置
が高額なことなどから、計画発表以来、非常に注目
を集めたようである。
会誌では、写真と断面図・平面図のほか、プラネタ
リウムを含めた概要と設計についての記事をあわせて
23頁紹介している。
戦災を乗り越え営業していたが、平成元年（1989
年）老朽化により閉館、その後取り壊された。

今月の表紙

阪
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長堀通
四ツ橋駅

電気科学館
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至心斎橋→
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長堀通
四ツ橋駅

電気科学館
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橋
筋

至心斎橋→

特集　 第66回　青年技術者
■設計・計画部門
石黒　紘介●常葉大学静岡草薙キャンパス、ATグループ本社 北館・南館、竹中工務店名古屋支店 ― 24
菊地　健作● 学校法人 関西大学 千里山東体育館、公益財団法人 浅香山病院一般科、

社会医療法人 愛仁会　レジリエンスだいもつ ――――――――――――――― 25
岸上　和樹● ザ・パークハウス グラン 千鳥ヶ淵、麻布学園創立120周年記念体育館建築計画、

新JA熊本県会館建設計画、大妻女子大学H棟新築工事 ――――――――――― 26
鬼頭　朋宏● 近畿産業信用組合本店【都市型高層ZEBの実現／伝統×革新】、アース環境サービス㈱

彩都総合研究所T-CUBE【研究者と来訪者の交流を最大化するTWIN-CUBE】、
ツムラ㈱静岡工場食堂棟【一つ屋根の下　大きな家のような食堂】、
シミックファーマサイエンス㈱バイオリサーチセンター【森の中の研究所】 ―――― 27

佐賀　淳一●ダイビル本館、新ダイビル ――――――――――――――――――――――― 28
柴﨑　雅也● ベジフルスタジアム（福岡市中央卸売市場青果卸売市場卸売場西棟）、

唐津港湾合同庁舎 ―――――――――――――――――――――――――― 29
白井尚太郎● 関西外国語大学御殿山キャンパス、松山大学樋又キャンパス、

関西外国語大学インターナショナルコミュニケーションセンター ―――――――― 30
末重　隼人●春日部市立医療センター、光市立光総合病院 ――――――――――――――― 31
滝澤　創也● 広島修道大学付属鈴峯女子中学校・高等学校、履正社学園豊中中学校・履正社高校 ― 32
中村　篤史●株式会社池戸製作所本社工場、悠旅（ホテル）、静鉄ホテルプレジオ京都烏丸御池 ― 33
野中　広斗● アリオ倉敷、大阪ビジネスパーク 道路空間活用社会実験、元立誠小学校跡地活用事業、

讀賣テレビ新社屋新築計画､ 鈴蘭台駅前市街地再開発事業 ―――――――――― 34
花村　和也● 土岐市新庁舎～次世代へのメッセージとなる庁舎づくり～、亀山駅周辺 2ブロック

地区第一種市街地再開発事業～にぎわいを創出するまちづくり～、静岡県警察学校
本館～警察学校の顔としてふさわしい本館～ ―――――――――――――――― 35

広瀬　和也● 武庫川女子大学　学校教育館、宝塚市立文化芸術施設・庭園整備事業、
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和泉市立総合医療センター
建　　築　　主　和泉市
基本設計・監理　内藤建築事務所
実　施　設　計　清水建設関西支店一級建築士事務所
施　　　　　工　清水建設

昭和38年に開院した和泉市立総合医療センター（旧病院名：和泉市立病院）は、
施設の老朽化や耐震性の問題、手狭な敷地での機能の増強が困難となり、近隣の市が
所有する槇尾川公園敷地内へ移転をした。
コンセプトは「HOSPITAL PARK」そして「和泉市らしい空間づくり」である。
敷地の半分以上を公園として残し再整備しながら、病院との連続性を意識した外構
計画とすることで緑があふれ自然に癒される療養環境づくりを目指した。さらに
市民に愛される病院として「和泉市らしさ」にこだわり、市産材の「いずもく」、
天然織物の「和泉木綿」、美しい人造真珠の「和泉真珠」の地場産材を院内の構成要素
として盛り込み、ぬくもりと癒しの環境を提供した。
外観は健康のシンボルとして安心・安全・安定をイメージし、白いフレームとバル
コニー・庇に対して、和泉木綿の日本的な濃藍色の外壁のコントラストにて、品格と
重厚感を感じさせ、市立病院らしい病院としての姿を意図した。
診療機能としては大阪府がん診療拠点病院として、がん医療中心に高度専門医療の
更なる向上と緩和ケアの充実を図り、さらに市民が24時間安心して医療提供を受け
られるよう救急医療や小児科医療の強化も行った。
また東南海・南海地震の起こりうる地域性を鑑み、基礎免震構造、高圧 2回線受電、
非常用発電機、緊急排水槽、井水の利用等、インフラ途絶時でも一定の病院機能の
継続が可能とし、被災者の受入れや円滑な災害救護活動を行うために公園や建物に
トリアージスペース、保管物資の備蓄・供給スペース、災害対策本部設置等、災害
拠点病院になりうる機能を持たせた。
 （椿祥一／内藤建築事務所、小原博之／清水建設）
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病棟スタッフステーション※

緩和ケア病室※

所 在 地　大阪府和泉市和気町4-5-1
敷地面積　21,476.15㎡
建築面積　 6,822.64㎡
延床面積　32,396.68㎡

構造規模　RC造一部S造、Hy-Ecos（基礎免震構造）
　　　　　地上 8階・塔屋 1階
工　　期　2016年 4 月～2018年 3 月
最 寄 駅　JR阪和線　和泉府中駅
撮　　影　近代建築社（清水向山）
　　　　　※印撮影　㈱エスエス　大阪支店



所 在 地　大阪府豊中市蛍池東町
敷地面積　1,039.84㎡
建築面積　 433.15㎡
延床面積　1,063.12㎡
構造規模　鉄筋コンクリート組積造　地上 3階
工　　期　2018年 5 月～2019年 3 月
最 寄 駅　阪急電鉄宝塚線　蛍池駅
撮　　影　母倉知樹

西面外観

中庭を見る



アサヒファシリティズ蛍池寮 楓
建　築　主　株式会社 アサヒ ファシリティズ
設計・監理　竹中工務店 大阪一級建築士事務所
施　　　工　竹中工務店 大阪本店

建物の維持管理を担う企業「アサヒファシリティズ」の独身寮。これからの会社を
担う若手社員同士がひとつ屋根の下で暮らし、互いの顔が見えて自然に会話の生ま
れるような、風通しのよい独身寮を目指して計画をおこなった。
敷地は大阪府豊中市。阪急蛍池駅から徒歩10分ほどの利便性のよい古くからの住宅街
に位置している。建物ボリュームは緑に囲まれ、周辺住宅のスケール感に馴染む
ように高さを抑えた 3層構成とし、平面的にも 6つに分割することで全体ボリューム
の低減を図っている。また建物配置は、求心性のある中庭を中心にボリュームを
つなぐ通路と階段を配置し、 6つのボリューム間には「コモンスポット」と呼ぶ外部
に開放された空間を設けている。パブリックスペースに光と風を届けるとともに、
風通しのよい交流の場を生み出して、住まい手がすまいの一体感を感じられるよう
計画している。
また、プライベート空間である寮室は一般的なワンルーム型にあるような均質で
閉じられた居住空間ではなく、パブリックスペースに開かれた構成となるよう機能を
再構築し、 2室の「寮室」と 2室で共有する「シェアキッチン」を組み合わせた、
2戸 1ユニットとしている。
パブリックスペースとプライベート空間の中間領域である「シェアキッチン」が交流
の起点となり、緩やかでありながら親密な社員同士の関係性が築かれていくことを
願っている。

（河合哲夫・合田靖・大松俊祐／竹中工務店）
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会話が生まれるパブリックスペース

シェアキッチンからコモンスポットを見る

2階平面図
パブリックスペースに滲み出すシェアキッチンの営み



企画編集：倉渕奈千子（作品作風小委員会）

日本の染織およびテキスタイルデザインやスーパー繊維の開発による新しい繊維造形は、その独特な美意識によって世界から注
目されています。その原点にある美術織物の綴織は、テーマ、構成、色彩、素材、染色技術、織技術が融合した芸術の醍醐味と
して、フランスや日本において最高芸術品とされてきました。繊維には、柔軟性があり軽く温もりがあるといった特質に加えて、
微粒子の染料が繊維に染み込み発色することで現れる豊かな光彩があります。私は日本の伝統的な染めと織りの技術を基に新素
材による繊維と染色について研究し、デザイン、染色、製織、作品設置までを一貫して行った染織造形を制作しています。そし
て、日本で製作されている素材と特殊な織技術と光を融合させ、染織造形の新しい展開として、「まなざしに共鳴する芸術－見る
人と光と場を予測して－」を探究しています。

京都府生まれ。京都、広島、フランス
にて創作活動を行う。京都市立芸術
大学美術学部、大学院美術研究科を
修了し、博士（美術）取得。文化庁
新進芸術家海外派遣研修員に推挙さ
れフランスに 1年間派遣。フランス
ではÉcoleNationale Supérieure des 
Beaux-ArtsdeParis（パリ国立美術高
等学校）とParisAteliers‒Tapisserie 
de hautelice（パリ市立工房竪機タピ
スリー）において、創作と作品発表を
行う。
近年は「京都の染織1960年代から今日
まで」（京都国立近代美術館）「第18回
DOMANI・明日」（国立新美術館/東京）
DIGITAL WORLD FESTIVAL「FUTUR 
ENSEINE」（Le CENTQUATRE-
PARIS/フランス）江陵芸術祭国際招待
展（江陵市美術館/韓国）等の展覧会で
作品が紹介された。伊丹市立工芸セン
ター（兵庫）やアートライフみつはし
（京都）で企画展、タキイ種苗株式会
社（京都本社・福岡支店）、医療法人恕
泉会リハビリテーション病院すこやか
な杜（高知）等で恒久設置となってい
る。受賞、展覧会、タピスリや緞帳の
デザイン及び監修など多数。広島市立
大学・大学院芸術学研究科准教授

『常寂光土』h.250㎝×w.360㎝×d.15㎝　新匠工芸会展・稲垣賞受賞
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まなざしに共鳴する芸術

染 織造形

野田  睦 美

『月遊び』h.107㎝×w.145㎝×d.16㎝
社会福祉法人向日春秋会特別養護老人ホーム

サンフラワーガーデン所蔵

『慈照寺　銀閣の月』h.270㎝×w.290㎝×d.25㎝　新匠工芸会展・会友賞受賞

『南無不可思議光如来』h.195㎝×w.275㎝×d.28㎝
医療法人恕泉会リハビリテーション病院すこやかな杜所蔵

『導管』h.231㎝×w.635㎝×d.26㎝
色彩織、コイリング／特殊組紐、特殊ポリエステル糸、木

タキイ種苗株式会社所蔵



特集●第66回  青 年 技 術 者
青年技術者選考委員会
講評

選考委員長　勝山太郎

昭和すだ年Īじだ「せ年īȥɣ始ɘɤĂ
今回Ɂ第そそ回目ɂɄɥ青年技術者
表彰ɉĂ若い技術者Ɉ仕事Ɉ成果
ɞ取ɤ組ə姿勢ɬ審査・表彰ȱĂ
建築ɬ通ȱɀ社会Ʌ貢献ȳɥ人材
ɬ励ɘȱ育ɀɥȭɂɬ目的ɂȱȹĂ
他Ɉ表彰制度ɅɉɄいʂ˂ʐʢ˂
ʞɻɂ社会的意義ɬ持Ⱦ顕彰制度
ɂȱɀĂ長い歴史ɬ刻ɭɁȧɘȱ
ȹă今年ɉ昨年ɢɤɜ ず名多いせ「
名Ɉ応募ɬ頂ȧɘȱȹăȭȭ数年Ă
毎年応募者数Ȧ増えɀいɘȱɀĂ
協会ɂȱɀɜĂ選考Ʌ関わɥʹン
ʨーɅɂȽɀɜ大変嬉ȱȩĂ有ɤ
難ȩ思ȽɀȤɤɘȳă忙ȱい中Ă
資料ɬ纏ɛ上Ȭɀ頂いȹ応募者Ɉ
方々ĂȷȱɀĂ推薦ɞ応募ɒɈ働
ȧȥȫɬȱɀ頂いȹ方々ɄɃĂ当
顕彰制度Ɉ意義ɅȮ賛同頂ȧĂȮ
協力頂いȹ皆様Ʌ厚ȩ御礼申ȱ上
ȬɘȳăȭɈȹɍ入念Ʉ審査Ʌɢ
ɤずだ名Ȧ選出ȯɦɘȱȹă講評ɉ
分野ȮɂɈ審査委員Ɉʋʹンʠɬ
Ȯ覧ȩȺȯいăȭɈ顕彰制度Ɉ特徴
ɉ応募者Ɉ関わɣɦȹʯ˅ʐɿʇ
ʠȷɈɜɈɬ評価ȳɥɈɁɉɄȩĂ
応募者ȦȷɈ仕事Ɂ果ȹȱȹ本当
Ɉ役割ĂȷɈ役割Ɉ中Ɂ達成ȱȹ
具体的Ʉ成果ɂȷɈ˄ʱ˃Ă技術
Ɉ先進性・独自性Ăȷȱɀ将来Ʌ
対ȳɥʫʐʿンɬ確認ȱȹ上ɁĂ
総合的ɅĶ人ķɬ表彰ȱɢうɂい
うɜɈɁȳă応募資料ɉɃɦɜ力
作揃いɁȱȹȦĂ昨年ɘɁɈ講評
Ɂɜ当落ʵɼンʠɂȱɀ明確Ʌ記
述ȯɦɀいȹĂ応募者Ɉʯ˅ʐɿ
ʇʠɒɈĶ関与度ķɂĶ取ɤ組ə
姿勢ķ等Ɉ記述Ɉ量・表現力Ɉ差
Ȧ評価ɬ分ȫɘȱȹă残念ɄȦɣ
今回選外ɂɄȽȹ方ɉĂ実績ɉ申
ȱ分ɄいɜɈɈʯ˅ʐɿʇʠ紹介
Ʌ偏ɤĂ応募者個人Ɉ果ȹȱȹ役
割ɞ想いȦ見えɅȩいɂいう惜ȱ
い方々Ȧ多ȩいɣȽȱɝいɘȱȹă
可能Ʉ方ɉ是非ɘȹ再応募ȱɀ頂
ȧȹいɂ思いɘȳȱĂ来年Ȯ応募
頂ȩ方々Ʌɜ審査Ɂ重視ȱɀいɥ
ʵɼンʠɉ是非Ȯ理解頂ȧȹいɂ
思いɘȳă今年ɉ再ʙʻ˄ンʐɬ
ȱɀ頂ȧĂ見事入選ȯɦȹ方ɜい
ɣȽȱɝいɘȱȹă審査ȳɥ側Ʌ
ɂȽɀɜĂɂɀɜ嬉ȱいȭɂɁȱ
ȹăɘȹĂ今年ɉɼンʞ˂ɺ設計
ȥɣɜȮ応募ɬ頂ȧɘȱȹȦĂ建
築Ɉ職能ɜ多様化ȳɥ中ɁĂ従来
Ɉ枠組əɅɂɣわɦɄい高度Ɂ専
門的Ʉ取ɤ組əɬȯɦɀいɥ方々
ɜ応募ȱɞȳい仕組əȿȩɤȦ必
要ɂ感Ȳɘȱȹă今回Ă応募資料
ɬ拝見ȱĂ皆様ȦȷɦȸɦɈ立場
Ɂʯ˅ʐɿʇʠɬ通ȱɀ社会Ʌ貢
献ȱɢうɂ真摯ɅȥȾ情熱的Ʌ取
ɤ組ɭɁいɥ姿ɬ読ə取ɥȭɂȦ
ɁȧĂ大いɅ刺激ɬ受ȫɘȱȹă
応募ȱɀ頂いȹ方々ȦĂ今後ɘȳ
ɘȳȮ活躍ȯɦɥȭɂɬ期待いȹ
ȱɘȳă

■設計・計画部門
今年ɉ過去最多Ɉすせ名Ɉ応募Ȧあ
ɤĂɼンʞ˂ɺ設計Ɂɜ じ名Ɉ応
募Ȧあɤɘȱȹă一方Ɂ計画分野
ɁɈ応募Ȧ じ名ɈəɅ留ɘɤɘȱ
ȹă都市再開発ɞ公共空間Ɉ利活
用Ăʀ˂ɺʶʥʐʹンʠ等ɘȻȿ
ȩɤɒɈ関心ɉ益々高ɘȽɀȤɤĂ
計画分野Ɂɜ一層Ɉ応募Ȧ期待ȯ
ɦɘȳă
今年Ɉ応募案ɅɉĂ多様Ʉʑʞー
ʇʳ˃ʘーɂɈ丁寧ɄĶ対話ķɬ
大切Ʌȱȹ堅実Ɂ安定感Ɉあɥ設
計実務Ȧ多ȩəɣɦɘȱȹăいȴ
ɦɜ大変ȳɊɣȱい成果ɁȳȦĂ
ȷɈ一方ɁĂぺにのsɞ環境共生Ă木
質建築等Ɉ先進的ɄʞーʶɅ挑戦
ȱȹ取ɤ組əȦ少ɄȥȽȹɢうɅ
思いɘȳăʯ˅ʐɿʇʠɈ川上段階
ȥɣ関わɥȭɂȦ多い設計・計画系
Ɉ技術者ɅɉĂ複雑Ʉ社会ʣーʒ
Ɉ理解Ă高度Ɂ多様化ȱȹ専門性
ɒɈ対応等Ȧ求ɛɣɦɘȳă常Ʌ
視野ɬ広ȩ持ȻĂ未来志向ɁɈ環
境・社会ɂ建築ɂɈ関わɤɒĂ深
い思索ɂ造詣ɬ期待ȱɀいɘȳă
今年ɉすじ名Ɉ方ɬ入選ɂȱɘȱȹă
残念ɄȦɣ選ȥɣɜɦȹ ず 名ɉĂ
Ȯ自身ȦɃɈɢうɄ立場ɁȷɈʯ
˅ʐɿʇʠɅ関与ȱȹɈȥĂɃɈ
ɢうɄ想いɁ取ɤ組ɭȺɈȥ等Ȧ
十分Ʌ読ə取ɥȭɂȦɁȧɘȵɭ
Ɂȱȹă今年ɉ過去Ɉ落選者Ȧ再
挑戦ȯɦĂ入選ȱɀいɘȳă再度
Ɉ挑戦ɬ期待ȱɀいɘȳăɘȹĂ
今後ɂɜɺʠ˂ʀ系事務所ɞ大学Ă
官庁等Ɉ幅広い分野ȥɣɈȮ応募
ɬ期待ȱɀいɘȳă
 Ī岸田文夫ī

■構造部門
本年Ɉ構造部門Ɉ応募数ɉ そ件Ɂ
ȱȹă審査Ɉ結果Ăȳɓɀ入選ɂ
ȱɘȱȹă青年技術者顕彰・構造
部門ɅȤいɀɜ と：業績資料Īとず
版 「枚以内īɁ説明ȯɦɥʯ˅
ʐɿʇʠ概要ɂĂ ど：青年技術者
Ɉ思いĪとせ版 す枚以内īɁ示ȯɦ
ȹĶと資料・ʯ˅ʐɿʇʠɒɈ貢献
ɂ自身Ɉ活躍内容ķĶ建築・都市・
環境Ʌ対ȳɥ考え方・取ɤ組ɚ姿
勢・将来展望ķɅȾいɀ審査基準
ɅɈȽɂɤ審査いȹȱɘȱȹă
と資料ȥɣɉĂʯ˅ʐɿʇʠɅ対
ȳɥ構造設計者ɂȱɀɈ計画的思
考ɞ課題解決法ĂȷȱɀȷɈ結果
Ȧ読ə取ɦɘȱȹăʯ˅ʐɿʇʠ
ɉ大ȧɄɜɈȥɣ比較的小ȯɄɜ
ɈɘɁ様々ɁȳȦĂ技術者Ɉ立Ȼ
位置ɬ明確Ʌȱȹ上ɁĂʞーʶɞ
目的ɬ持Ƚɀ取ɤ組ɭɁいɥ様子
Ȧ伝わȽɀȧɘȱȹă ど資料ȥɣ
ɉĂ次ɈʅーワーʡȦあɤɘȱȹă
Ķ最適設計解ɒɈ探求・強い防災意
識・事業主Ɉ思いɂȷɈ答えɘɁ
Ɉ道Ɉɤ・兵庫県南部地震Ɉ経験
ɂ記憶・建築ɬ楽ȱɚ姿勢・失敗
例ȥɣ学ɐ勉強会・問いȥȫɈ継
続・ʙーʸɒɈ貢献・ʀンʐʣɺ
ɂȱɀɈ取組姿勢・安全性vs経済
性＋ʞーʶ・建築Ɉ質向上・喜ɍ
Ɉあɥ建築・ʋンʬʽーʗȥɣɉ
Ȳȧ出ȯɦɥ数値ɂ技術者判断ķ
ȭɦɣʅーワーʡɅɉĂ未来あɥ

若ȧ創造者Ɉ建築構造設計ɒɈ真
摯Ʉ気持ȻɂȤɜいɞɤɅ溢ɦɀ
いɘȳă青年技術者Ɉ皆様Ɉ今後
益々ɈȮ活躍ɬ心ɢɤ期待いȹȱ
ɘȳă Ī北尾聡子ī

■設備部門
本年ɉĂ設計系 「名Ă施工系 す名
Ɉ計 ぞ名Ɉ応募ɁĂ ぞ名全員ɬ入
選ɂȱȹă
選考Ʌ際ȱɀĂĶ本人Ɉ役割Ȧ明確
ȥķĶ力量Ȧ活ȥȯɦȹ部分Ɉ詳細
Ʉ説明ȦあɤĂ創意工夫Ȧ感Ȳɣ
ɦɥȥķĶ取組姿勢ɞ将来展望Ȧ表
現ȯɦɀいɥȥķɬ評価ȱȹă
応募内容ɉĂ省ʀʥ・低炭素・
めEどɅ向ȫȹ取ɤ組əɂȱɀʀʥ
˃ʆー実態調査・運用改善・要素
技術提案・竣工後Ɉ性能検証Ɉ事
例ĂどなPɒɈ取ɤ組əɞどばMɅɢɥ
施工性Ɉ向上Ăʭ˄ʅʏʫ˂ʞɻ
Ɉ追及Ă維持管理ɁɈ改善等Ɉ取
ɤ組əȦあɤĂ幅広い審査ɂɄȽ
ȹă入選ȱȹ ぞ名ɂɜĂ本人Ȧ直
接携わȽȹʯ˅ʐɿʇʠɁĂ取ɤ
組ɭȺ事例ɬ明確Ʌ表現ɁȧɀȤ
ɤĂȷɈ中ɁɈ創意工夫Ȧ感Ȳɣ
ɦȹă今回Ɉ応募ɉ省ʀʥ・低炭
素化手法ɬʏʷʽ˄ーʏʿンĂ計
画Ă性能検証ɬ行Ƚɀいɥ事例Ȧ
多ȩĂ応募資料ɂȱɀ取ɤ組əɞ
ɺʬー˃ʵɼンʠȦ明確Ɂわȥɤ
ɞȳȩ力作揃いȺȽȹăɘȹ新築
Ɉ計画・設計ȺȫɁɄȩ改修ɒɈ
取ɤ組əɜあɤĂ青年技術者ɂȱ
ɀ業務領域ɬ拡ȬɀȤɤĂ今後Ɉ
活躍Ȧ期待ȯɦɥă
 く小倉良友ぐ

■施工部門
今年度Ɉ施工部門ɁɉĂ た件Ɉ応
募ȦあȽȹă応募内容ɬəɥɂĂ
働ȧ方改革ɬʅーワーʡɂȳɥɜ
ɈȦ多ȩɬ占ɛĂ施工合理化・改
善活動Ʌɢɥ生産性向上ĂどばMɈ
活用ɄɃȦ報告ȯɦɀいȹăɘȹĂ
各種条件Ɉ厳ȱい制約Ȧあɥ中Ɂ
ɈĂ技術検討・技術開発ɬ行Ƚȹ
事例ɜ報告ȯɦɀいȹă
建設ʯ˅ʐɿʇʠɁɉĂ多ȩɈ技
術者等ȦĂ協同ȱ議論ȱ切磋琢磨
ȱɀ完成ȯȵĂ建物利用ɂ維持管
理Ʌ繋Ȭɥă施工Ⱥȫɬ考えɀɜ
多ȩɈ技術者Ȧ携わȽɀいɥăȷ
Ɉ中ɁĂ本人Ɉ貢献度ɞĂ力量Ȧ
活ȥȯɦɀいɥȥɬ重点的Ʌ確認
ȱȹăɘȹĂ試行錯誤ɞ検討・検
証Ɉʯ˅ʓʑɬĂいȥɅ本人Ɉ言
葉Ɂ表現ȯɦɀいɥȥ等ȥɣĂ取
ɤ組ə姿勢ɬ評価ȱȹă
選考Ɉ結果Ă「件ɬ入選ɂȱȹă
惜ȱȩɜ選外ɂɄɣɦȹ方ɉĂ応
募書面ɅĂ本人Ɉ取ɤ組ə姿勢ɞ
将来展望ɄɃĂ技術者ɂȱɀɈ姿
Ȧ伝わɥɢうɅ表現ȯɦɀいɥɂ
入選ȱȹɂ思わɦɥăɘȹĂどばMɅ
ȾいɀɉĂɜう採用ɉ当ȹɤ前Ɉ
段階ɁあɤĂ更Ʌ一歩二歩踏込ɭ
Ⱥ活用ɬ推進願うă
皆様ɈĂ青年技術者ɂȱɀɈĂ
益々ɈȮ活躍ɂĂ良ȧ先輩ɂȱɀ
後輩Ɉ目標ɂɄɥ姿ɬ示ȯɦɥȭ
ɂɬ期待ȳɥă
 Ī青木康造ī

■設計ノ計画部門─

石黒ā紘介　竹中工務店

菊地ā健作　東畑建築事務所

岸上ā和樹　三菱地所設計

鬼頭ā朋宏　大成建設

佐賀ā淳一　日建設計

柴﨑ā雅也　東畑建築事務所

白井尚太郎　日建設計

末重ā隼人　昭和設計

滝澤ā創也　日建設計

中村ā篤史　髙松建設

野中ā広斗　竹中工務店

花村ā和也　東畑建築事務所

広瀬ā和也　東畑建築事務所

広瀬ā良太　鹿島建設

村田ā真悟　大林組

柳澤āā隆　竹中工務店

山口ā佳孝　安井建築設計事務所

吉田ā悠佑　大林組

吉本ā一規　竹中工務店

余田ā尚紀　大林組

渡邊ā有祐　東畑建築事務所

■構造部門─

河井翔太郎　鴻池組

佐々木淳一　竹中工務店

正野ā和司　安井建築設計事務所

中嶋āā拓　大林組

堀本ā明伸　日建設計

三谷āā淳　大林組

■設備部門─

今吉āā健　竹中工務店

古我ā卓真　竹中工務店

迫田ā裕之　日建設計

永吉ā敬行　大成建設

宮崎亜由美　日建設計

吉田āā淳　竹中工務店

吉田ā裕紀　大林組

■施工部門─

赤尾ā悟史　竹中工務店

荒木ā秀樹　鹿島建設

熊田ā健太　西松建設

櫻井ā勇輔　大林組

橋本ā真彰　大成建設
部門別「し音順

応募状況と結果
部門 応募数 入選数

設計ノ計画 すせ すじ

構造 そ そ

設備 ぞ ぞ

施工 た 「

合計 せ「 ずだ

第66回青年技術者選考委員
勝山　太郎／ ㈱日建設計設計部門

グループマネージャー

岸田　文夫／ ㈱竹中工務店開発計画本部長
（西日本担当）

長尾　　健／長尾健建築研究所代表 
橋本　　修／ ㈱昭和設計執行役員プロジェクト

推進室室長

松原　茂樹／ 大阪大学大学院工学研究科
地球総合工学専攻准教授

北尾　聡子／ 大阪電気通信大学工学部
建築学科准教授

桝田　洋子／㈲桃李舎代表取締役
井村　　隆／清水建設㈱関西支店設備設計部設計長
小倉　良友／ ㈱日建設計エンジニアリング部門設備

設計グループシニアダイレクター 

山口　善史／ ㈱大林組大阪本店建築事業部
生産技術部長

青木　康造／ 大成建設㈱関西支店建築部
品質管理室長
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設計・計画部門

石
いし

黒
ぐろ

紘
こう

介
すけ

生 年 月　1984年 9月愛知県生まれ
最終学歴　 2009年京都大学大学院
　　　　　 工学科研究科建築学専攻

修了
業務経歴　2009年㈱竹中工務店入社
　　　　　現在、名古屋支店設計部
●担当した主なプロジェクト
2011年　松坂屋久屋南パークテラス
2012年　 竹中工務店名古屋支店

（名古屋センタービル改修）
2014年　ATグループ本社 北館
2016年　ATグループ本社 南館
2018年　常葉大学静岡草薙キャンパス

■青年技術者のことば

ȭɦɘɁĂ商業施設Ă事務所Ă自

動車ʏʿー˃ーʸĂ学校ɄɃ様々

Ʉ用途Ɉʯ˅ʐɿʇʠɅ携わɥȭ

ɂȦ出来ɘȱȹă建築主Ɉ要望Ă

法的Ʉ制約Ăʋʑʠ条件ɄɃ前提

条件ɉʯ˅ʐɿʇʠȮɂɅ変わɤ

ɘȳȦĂ振ɤ返ȽɀəɥɂĂɃɈ

ʯ˅ʐɿʇʠɅȤいɀɜȷɈ建築

ɈĶ空間Ɉ豊ȥȯķɬいȥɅ最大

化Ɂȧɥȥɬ常Ʌ考えɄȦɣ設計

Ʌ取ɤ組ɭɁȧɘȱȹă

Ķ空間Ɉ豊ȥȯķɬ構成ȳɥ要素

ɉĂ外部空間ɂɈȾɄȦɤざ自然

光Ɉ取ɤ込əざ気積Ɉ大ȧɄ空間ざ

余白Ɉ空間ざ人々Ɉ居場所ɂɄɥ

ȭɂざ緑Ɉ風景ɄɃ様々ɁȳȦĂ

Ƀɦɜ建築空間Ʌ潜在ȳɥȹɛ図

式化ȯɦɥȭɂȦɄȩ法規Ăʋʑ

ʠĂʑʉʐʽー˃ɄɃ様々Ʉ制約

Ʌ縛ɣɦɥʯ˅ʐɿʇʠ進行ɬ通

Ȳɀ様々Ʉ場面ɁȷɈ価値ɬ問わ

ɦɥȭɂɅɄɤɘȳăȱȥȱɄȦ

ɣĂȷɈ豊ȥȯɬ創出ȳɥȭɂȦ

建築ɬȾȩɥ大ȧɄ意義ɁあɤĂ

ȷɦɉ人々Ɉ豊ȥɄ活動Ă経験ɬ

支えɥɜɈɂɄɤɘȳă

今後ɉĂ生産性向上Ăʋʑʠ合理

化Ɉ必要性Ȧ高ɘɥȭɂɅ対ȱ

ɀĂ進化ȳɥʋンʬʽʞーʏʿʢ

˃ʟʎɼンɞどばMɬ効果的Ʌ導入

ȱɄȦɣ設計Ʌ向ȧ合いĂ人々Ɉ豊

ȥɄ活動Ă経験ɬ支えɥĶ空間Ɉ

豊ȥȯķɬ探求ȱ続ȫɀいȧɘȳă

■すいせん者

市川健二

㈱竹中工務店ā名古屋支店

設計部ā設計部長

自然・地域・交流の接点となる「地方中核都市型キャンパス」

常葉大学静岡草薙キャンパス

自然環境を届ける媒体となる「キャンパスリビング」 学生の居場所を屋外へ拡張する「ステップテラス」

大通りの交差点に面する外観は「街を彩る木の器」となる 表しの木による空間に街路樹の緑の風景を取り込む

大通りに面した間口140ｍのカーモール

ATグループ本社 北館・南館

来客ロビー：木と左官の「伝統」の表現と光とアートの「革新」

竹中工務店名古屋支店

周囲の雑多な風景から柔らかい光を抽出するスクリーン
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設計・計画部門

菊
きく

地
ち

健
けん

作
さく

生 年 月　1983年 9月山口県生まれ
最終学歴　 2008年立命館大学大学院

理工学研究科創造理工学
専攻　修士課程修了

業務経歴　 2008年㈱東畑建築事務所
入社、現在　同社設計室
主任技師

●担当した主なプロジェクト
2008年　西予市新庁舎
2009年　浅香山病院　一般科
2011年　関西大学北陽高中体育館
2012年　千船病院 移転新築
2014年　さくらの杜 千代田
2015年　 関西大学カイザースベース

ボールフィールド
2015年　レジリエンスだいもつ
2016年　京阪病院 新病棟
2016年　関西大学千里山東体育館

■青年技術者のことば

建築設計ɂɉĶʇˁɼɺンʠɈ思

いķĶ敷地Ɉʵʞンʏʻ˃ɂ周辺

環境ķĶ施設Ɉ社会的背景ɞ公共

性ķɬ読ə解ȧʃʗʙɅȱɀいȩ

ȭɂɁあɥɂ考えɀいɘȳă

ȭɦɘɁɈ設計監理業務ɬ振ɤ返

ɤネ設計者ɂȱɀ重要Ɂあɥɂ考

えɥȭɂɉ以下ɈずȾɁȳă

じī 協働Ʌɢɥ付加価値Ɉ創出

ʇˁɼɺンʠɬ始ɛネ様々Ʉ関係

者ɂɈ対話ɬ積ə重ɇネ協働ȱネ

ĶȷɈ建築物固有Ɉ付加価値ķɬ

見Ⱦȫ出ȱネ創出ȳɥă

すī使いȭɄȵɥ空間ȿȩɤ

建物ʾーʎー目線Ʌ立Ƚȹ設計ɬ

行いネʾーʎーȦȷɈ場所ɬ使い

ȭɄȵɥ空間ȿȩɤɬ行うă

ずī公共財産ɂȱɀɈ建築

設計者ɂȱɀネ地域ɞ都市ネ社会Ʌ

対ȱɀネĶ何ȥɬ寄与ȳɥ建築物ķ

Ɉ実現Ʌ貢献ȳɥă

建築物ɉʇˁɼɺンʠ固有Ɉ財産

Ɂあɥ一方Ă公共的ȥȾ社会的Ʉ

財産ɂȱɀɈ側面ɜ持Ƚɀいɘȳă

ʇˁɼɺンʠɂ共Ʌ地域社会Ɉ中

ɁɈ建築Ɉ在ɤ方ɬ考えネʀンʡ

ʾーʎーɞ地域住民Ʌ愛ȯɦɥ建

築物Ɉ実現Ʌ貢献Ɂȧɥ設計者ɬ

目指ȱȹいɂ考えɀȤɤɘȳă

加えɀĂ建物ɬȾȩɤあȬɥʯ˅

ʓʑɈ中ɁĂ関係者全員Ɂ協力ȱ

合いĂ楽ȱəɄȦɣĂ日々Ɉ設計

Ʌ取ɤ組ɭɁいȧȹいɂ考えɀȤ

ɤɘȳă

■すいせん者

笹村欽也

㈱東畑建築事務所

執行役員 本社ʂʭɻʑ大阪副代表

学校法人 関西大学 千里山東体育館

公益財団法人 浅香山病院一般科

社会医療法人 愛仁会　レジリエンスだいもつ
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設計・計画部門

岸
きし

上
うえ

和
かず

樹
き

生 年 月　1986年10月香川県生まれ
最終学歴　2011年明治大学大学院
　　　　　 理工学研究科建築学専攻

修了
業務経歴　2011年㈱三菱地所設計入社
　　　　　現在　関西支店
●担当した主なプロジェクト
2011年　 ザ・パークハウス グラン 

千鳥ヶ淵
2013年　 麻布学園創立120周年記念

体育館建築計画
2013年　新JA熊本県会館建設計画
2014年　大妻女子大学H棟新築工事
 他

■青年技術者のことば

建築ɬ設計ȳɥ際ĂĶ環境ķɂĶ人ķ

ɈȾɄȦɤɬ大切Ʌȱȹ設計ɬȱ

ɀいɘȳă

建築ɉȷɦȸɦ違ȽȹĂȷɈ土地

独自ɈĶ環境ķɅ建ȾɜɈɁȳă

歴史ɞ気候Ă周辺ɂɈȾɄȦɤɬ

含ɛȹȷɈ土地独自ɈĶ環境ķɬ

大事Ʌ設計ȱɀいɘȳă

建物ɬ新ȱȩ作ɥȭɂɉ周辺Ʌ大

ȧɄ影響ɬ与えɥ事ɅɄɤɘȳă

Ķ環境ķɬ大切Ʌȱȹ建築ɂȳɥ

ȭɂɅɢɤĂ影響ɬ小ȯȩȳɥɈ

əɁɉɄȩĂȷɈ土地Ɉ魅力ɞ価

値ɬ最大限Ʌ高ɛɥ建築ɂɄɥ設

計ɬ目指ȱɀいȧȹいɂ考えɀい

ɘȳă

ɘȹĂ建築ɉĶ人ķɂɈȾɄȦɤȦ

不可欠Ɂȳă施主Ɉ思いɬ建築Ʌ

ȱɀいȩȭɂɉɜȻɧɭɈȭɂĂ

利用者Ʌ愛着ɬɜȽɀ使わɦɥ

価値あɥ建築ɂȱɀいȧĂȯɣɅɉ

地域Ɉ人Ʌɜ歓迎ȯɦɥĂ様々Ʉ

Ķ人ķɂȾɄȦɥ建築Ʌȱȹいɂ

考えɀいɘȳă

Ķ環境ķɂĶ人ķɅ結ɍȾいȹ建

築ɂȳɥȭɂɁȷɈ土地ɞ人々Ă

ȷȱɀ地域Ʌ貢献ɁȧɥĂ愛ȯɦ

価値あɥ建築Ɉ設計ɬ行いȹいɂ

考えɀȤɤɘȳăȭɦȥɣɜ設計

者ɂȱɀĂĶ環境ķɂĶ人ķɬ建築

Ʌ強ȩ結ɍȾȫɣɦɥɢうĂ広ȩ

知識ɬ深ɛɀいȧ未来Ʌ貢献Ɂȧ

ɥ価値あɥ建築ɬ作ɦɥɢうĂ努

力ɬ続ȫɀいȧȹいɂ思いɘȳă

■すいせん者

山田俊紀

㈱三菱地所設計

関西支店ā副支店長

ザ・パークハウス グラン 千鳥ヶ淵

麻布学園創立120周年記念体育館建築計画 

新JA熊本県会館建設計画 

大妻女子大学H棟新築工事 
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設計・計画部門

鬼
き

頭
とう

朋
とも

宏
ひろ

生 年 月　1987年 9月三重県生まれ
最終学歴　 2012年名古屋工業大学大

学院工学研究科社会工学
専攻修了

業務経歴　2012年大成建設㈱入社
　　　　　現在、関西支店設計部
●担当した主なプロジェクト
2013年　ツムラ㈱静岡工場食堂棟
2015年　アース環境サービス㈱
　　　　彩都総合研究所T-CUBE
2016年　 シミックファーマサイエン

スバイオリサーチセンター
2017年　 大成建設㈱関西支店リニュー

アル
2019年　近畿産業信用組合本店

■青年技術者のことば

ĶふとべなはばほEなほぼべEā－本質的Ʉ価

値Ɉあɥ建築ɬɛȰȱɀ－ķ

ふとべなはばほEなほぼべEĪʥɼʅʞʇ

ʙʻーīɂɉĶふ と ほ ぼ べ Eķɂ

ĶとべなはばほEなほぼべEķɬ掛ȫ合わȵɀ

私Ȧ考案ȱȹ造語ɁȳăふとほぼべEɈ

語源ɅɉĶ自然Ă環境ķɂいȽȹ

意味Ɉ他ɅĶ本質的Ă本来あɥɓ

ȧ姿ķɂいȽȹ意味ɜ含ɘɦɀい

ɘȳă私ɉ建築ĪとべなはばほEなほぼべEī

ɬ単Ʉɥ建物ɂ捉えɥɈɁɉɄ

ȩĂ本質的Ʉ価値ɬ含ɭȺ環境・

空間Ⱥɂ捉えɀȤɤȷɈ実現ɬ目

指ȱɀいɘȳă

じた世紀ʡɼʜɬ代表ȳɥ作家ʊー

ʞɉĶ市民Ɉ要求ɬȥɄえɥ第二

Ɉ自然ȭȷȦ良い建築Ⱥăķɂ記

ȱɀいɘȳăȭȭɁ言う自然ɂ

ɉĂ緑ɞ生態系ȺȫɁɉɄȩĂ自

然界ɬ形成ȳɥ原理ȷɈɜɈȺɂ

考えɘȳă人間Ȧ本質的Ʌ求ɛɥ

環境ɬ建築Ʌ求ɛɀいɘȳă

とべなはばほEなほぼべEɂいうʑʲ˃Ɉ中

ɅɉふとほぼべEɈʑʲ˃ɈうȻĶふķ

以外Ɉ全ɀȦ既Ʌ含ɘɦɀいɘ

ȳă私ɉ設計ɅȤいɀʯ˅ʐɿ

ʇʠȮɂɅȤȫɥ独自Ɉɺɼʟ

ɺɁあɥĶふķɬȷȽɂ添えɀ

あȬɥȭɂɁĂとべなはばほEなほぼべEɬ

ふとべなはばほEなほぼべEɒɂ昇華ȱĂĶ本

質的Ʉ価値Ɉあɥ建築ķɈ創造ɬ

目指ȱɀ日々取ɤ組ɭɁいɘȳă

■すいせん者

平井浩之

大成建設㈱ā関西支店ā設計部

設計部長

近畿産業信用組合本店
【都市型高層ZEBの実現／伝統×革新】
本計画は、様々な省エネ技術を導入することでこれまで難しいとされてきた都市型高層建築におけるZEBを実現した最
先端の環境建築です。金融機関が密集し大阪のウォール街と呼ばれる北浜には、石張りの重厚なデザインの建物が多く
見られます。それらの伝統を引継ぎながらも革新的なイメージを重ね合わせることで全く新しいデザインを目指しまし
た。外装は、石のグリッドフレームにガラススキンを纏わせたダブルスキンとして環境性能も高めています。

アース環境サービス㈱　彩都総合研究所T-CUBE
【研究者と来訪者の交流を最大化するTWIN-CUBE】
本計画は、高度化・グローバル化する医薬品業界で様々な分野の研究者が交流し、そこで得られた知見を蓄積・応用さ
せ新たなビジネスへと発展させる最先端の研究者交流拠点として位置づけることができます。研究者が利用する「ワー
キングキューブ」と来訪者を迎える「ウェルカムキューブ」から構成されます。 2つのキューブが交わる空間で両者の
イノベーティブな交流を最大化することを目指した建築です。

ツムラ㈱静岡工場食堂棟
【一つ屋根の下　大きな家のような食堂】
無機質な工場敷地内で働く従業員の皆様のためにあたた
かい食事を提供するアットホームな食堂を計画しまし
た。一枚屋根の下では様々な居場所を発見できます。

シミックファーマサイエンス㈱
バイオリサーチセンター
【森の中の研究所】
小淵沢に位置する森の中の研究所です。八ヶ岳南陵の緩や
かな傾斜地になじむように、高さを抑え水平ラインを強調
した伸びやかなで端正な佇まいとしました。

伝統×革新

TWIN-CUBE
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設計・計画部門

佐
さ

賀
が

淳
じゅん

一
いち

生 年 月　1983年 6月富山県生まれ
最終学歴　2008年京都大学大学院
　　　　　修了
業務経歴　2008年日建設計入社
　　　　　 現在、エンジニアリング部門

監理グループ監理部
●担当した主なプロジェクト
2013年　ダイビル本館
2015年　新ダイビル
2020年　（予定）京阪神虎ノ門ビル
2024年　（予定）京都市新庁舎整備

■青年技術者のことば

建築物Ȧ立Ȼ上ȦɥȭɂȦȷɈ周

辺Ʌ与えɥɼンʩʇʠɉ計ɤ知ɦ

ɄいɕɃ大ȧȩĂȷɈȭɂɉ設計

者ɅɂȽɀ大ȧɄʯ˄ʛʏʻーɂ

Ʉɤɘȳă一体ĂȭɈ場所ɅȤい

ɀȭɈ建築Ɉあɥɓȧ姿ɉいȥɄ

ɥɜɈȥĂ悩ə始ɛȹɣȧɤȦɄ

ȩĂȱɊȱɊ検討Ɉ手ɬ縛ɣɦĂ

立ȻȳȩɭɁȱɘいɘȳă

歴史あɥ建物Ɉ再生・ɜȱȩɉ建

ɀ替えɁあȽȹɤĂ改修ɁあȽȹ

ɤɂĂȭɦɘɁ非常Ʌ強いʋンʞ

ʇʑʠɈ下ɁɈʯ˅ʐɿʇʠɅ携

わɥ機会ɬ多ȩ頂ȧɘȱȹă

ȷɦɣɈ経験Ɂ共通ȱɀいȹɈ

ɉĂ当ȹɤ前ɁɉあɤɘȳȦĂĶあ

ɥɓȧɜɈȦĂあɥɓȧ姿ɁĂあ

ɥɓȧ場所Ʌķあɥ状態ɬ慎重Ʌ

模索ȳɥ作業ɁあȽȹɂ思いɘ

ȳă結果Ă出来上ȦɥɜɈȦ設計

者Ɉ作為ɬ超えɀĂɘɥɁ当ȹɤ

前ɈɢうɅȷɈ場所ɅあɥĂȷう

いȽȹ状態ȭȷɬ目指ȱɀ設計ɬ

続ȫɀいȫɦɊɂ思いɘȳăȷう

ȱɀ立Ȼ上ȦȽȹ建築ɉĂɘȻɈ

良ȧ資産ɂɄɤĂ人々Ɉ記憶Ʌ根

付いɀĂ原風景ɂɄȽɀいȩɜɈ

Ⱥɂ信Ȳɀいɘȳă

■すいせん者

髙山ā眞

㈱日建設計ā監理部

ʘɼ˄ʇʗー

ダイビル本館

新ダイビル
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設計・計画部門

柴
しば

﨑
さき

雅
まさ

也
や

生 年 月　1984年11月山口県生まれ
最終学歴　 京都工芸繊維大学大学院

工芸科学研究科建築設計
学専攻修了

業務経歴　 2009年㈱東畑建築事務所
入社

　　　　　 現在、同社九州オフィス
設計室主任技師

●担当した主なプロジェクト
2009年　横須賀地方合同庁舎
2010年　警視庁大塚警察署
2012年　ベジフルスタジアム
2015年　唐津港湾合同庁舎
●受賞
第1回すかまち景観デザイン賞
（市長特別賞）
第6回福岡県屋外広告景観賞
（屋外広告景観賞）

■青年技術者のことば

ȭɦɘɁ公共施設ɬ中心Ʌ多ȩɈ

ʯ˅ʐɿʇʠɅ携わȽɀȧɘȱ

ȹȦĂ建築ȦɘȻɞ人Ă社会Ʌ対

ȱɀいȥɅ貢献Ɂȧɥȥɂいうȭ

ɂɬ常Ʌ意識ȱɀ設計ɬ行Ƚɀȧ

ɘȱȹă建築Ɉʯ˅ʐɿʇʠɅ関

わɥ人々Ɉ様々Ʉ思いȦあɤɘ

ȳă私ɉĂȷɈ思いɬ受ȫɀ関係

者ɂ対話ɬ重ɇĂȷɈ対話Ɉ中ȥ

ɣ新ȱい発想ɬ生ə出ȳȭɂĂȷ

ȱɀȷȭȥɣ設計者Ȧ具体的Ʉ空

間Ă建築Ʌȳɥɂいう一連Ɉ過程

Ȧ大切Ⱥɂ感Ȳɀいɘȳă人々Ɉ

思い・新ȱい発想ȥɣȾȩɣɦȹ

建築ɉĂȷɈ場所Ʌɏȯわȱい佇

ɘいɂ個性ɬ得ɥɂ考えɘȳăȷ

Ɉ場Ʌɏȯわȱい佇ɘいɉĂ長ȩ

人々Ʌ愛ȯɦɥ建築ɂȱɀĂ親ȱ

əɞĂɘȻɂ人ɂ建築ɂɈ繋Ȧɤ

ɬ生ə出ȱĂȷɈ場Ʌɏȯわȱい

個性ɉĂ新ȱい価値感ɞ空間Ɉ魅

力ɬȾȩɤȺȱɘȳăȷɈ両者Ȧ

ɂɜɅあɥĂɘȻɂ人ɂȾɄȦ

ɤĂ豊ȥɄ関係性ɬ育ɚ建築Ɉ可

能性ɬ信Ȳɀȭɦȥɣɜ設計ɬ続

ȫɀいȧȹいɂ思いɘȳă

■すいせん者

三迫靖史

㈱東畑建築事務所

九州事務所ā常務執行役員所長

ベジフルスタジアム（福岡市中央卸売市場青果卸売市場卸売場西棟）
福岡市内にあった旧青果部 3市場を移転・統合し、アジアを視野に入れた九州の青果物流拠点として整備するプロジェ
クトである。明解で効率的な物流動線と高い品質管理のできる快適な作業環境を実現するとともに、卸売場の大半を定
温卸売場として整備し、コールドチェーンの充実を図っている。

唐津港湾合同庁舎
唐津の海の玄関口に建つ、海の安全を見守る港湾合同庁舎の建て替えプロジェクトである。外観は唐津に残る歴史的な
建物に倣い、レンガや縦長の窓など素材や形態の要素を取り入れ、唐津の歴史や文化を継承しながら町並みとの調和を
図っている。またエントランスホールや軒下空間は地域のイベントなどに活用できるつくりとしている。
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関西外国語大学御殿山キャンパス

松山大学樋又キャンパス

関西外国語大学インターナショナルコミュニケーションセンター

白
しら

井
い

尚 太
た

郎
ろう

生 年 月　1983年 8月静岡県生まれ
最終学歴　2009年東京藝術大学大学
　　　　　 院美術研究科建築専攻修

了
業務経歴　2009年㈱日建設計入社
　　　　　 現在、設計部門アソシエ

イト
●担当した主なプロジェクト
2012年　 関西外国語大学インターナ

ショナルコミュニケーショ
ンセンター

2013年　関西外国語大学7号館
2016年　松山大学樋又キャンパス
2018年　 関西外国語大学御殿山キャ

ンパス

■青年技術者のことば

今ɘɁ担当ȱȹʯ˅ʐɿʇʠɬ通

ȱɀĂ設計者ɂȱɀ大切Ʌȱɀȧ

ȹ思いɉすȾあɤɘȳă

じȾ目ɉ関係者Ɉ存在Ɂȳăあɤ

ȦȹいȭɂɅ入社ȱɀ以来Ă社

内外Ɉ皆様Ʌ恵ɘɦɀ現在Ʌ至ɤ

ɘȳă設計ʙーʸɈ皆様Ʌɉ技術

的・精神的Ʌ多ȩɬ教えɀいȹȺ

ȧĂ助ȫɣɦɄȦɣ前Ʌ進ɭɁɘ

いɤɘȱȹă今後ɜĂ出会う皆様

Ɉ関係ɬ大切ɅȱĂ共Ʌ設計ɬ続

ȫɀ行ȧȹいɁȳă

すȾ目ɉĂɼンʯʛʠɂĂɺɾʠ

ʯʛʠȱȾȩȳȭɂɁȳă建築設

計ɬ続ȫɀ行ȩ上ɁĂ必要ɂȯɦ

ɥ知識量ɉ無限ɅあɤĂいɘȺɅ

理解ȱɀいɄいȭɂɈ多ȯɬ自覚

ȱɀȤɤɘȳăȭɦȥɣɜ継続ȱ

ɀ知識ɬ吸収ȱĂ基礎ɬ固ɛɀい

ȧȹいɁȳă

建物ɉ求ɛɣɦȹ用途ɬ超えɀ

様々Ʉ社会ɂɈ接点ɂȱɀ役割ɬ

ɜȾĂȭɦɉ私Ȧ設計ɬ通ȱɀ実

感ȱȹȭɂɁȳăɁあɥɄɣɊĂ

建築・空間Ɉ設計者ɂȱɀȭɦȥ

ɣ携わȵɀいȹȺȩ建物ȦĂĶɘ

ȻķɂĶɌɂķĂĶʺʦķɂĶʋ

ʠķĂ建築ɂ社会ɂɬȾɄȪ接点

ɂȱɀ機能ȱĂʇˁɼɺンʠĂ利

用者Ă周辺社会Ȧ少ȱɁɜ良い方

向Ʌ向ȥえɥɜɈɅɄɥɢうɅĂ

一Ⱦ一Ⱦ大切Ʌ日々自己研鑽ɬ続

ȫɀいȩ所存Ɂȳă

■すいせん者

小谷陽次郎

㈱日建設計設計部門ʘɼ˄ʇʗー

しょう
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設計・計画部門

末
すえ

重
しげ

隼
はや

人
と

生 年 月　1985年11月大阪府生まれ
最終学歴　 2011年大阪大学大学院工

学研究科地球総合工学専
攻建築工学科目修了

業務経歴　2011年㈱昭和設計入社
　　　　　現在、建築設計部主査
●担当した主なプロジェクト
2012年　春日部市立医療センター
2015年　光市立光総合病院
2017年　順心神戸病院

■青年技術者のことば

私ɉ建築ɬ考えɥ時Ķ最高Ɉʑʗ

ンʘーʡķɬȾȩɥɂいう感覚ɬ

大切Ʌȱɀいɥă

各ʯ˅ʐɿʇʠɅȤいɀ建築Ɉ解

ɉ無限ɅあɥăȷɈ無限Ɉ可能

性Ɉ中ȥɣ紡Ȩ出ȱȹ解Ȧ普遍性

ɬɂɜɄȽȹ唯一Ɉ解ɂɄɤĂ使

う人及ɍȷɈ地域ɅʱʑʠɄ解ɂ

ȱɀ調和ȱɀいȩȭɂɬ願うăȷ

ɈȹɛɅ大切ɄɈȦ対話Ⱥɂ考え

ɥă建築主ȺȫɁɄȩĂȳɓɀɈ

関係者ɂɈʋʷʽʣʉーʏʿンɞ

ȷɈ土地Ɉ調査ɜ自然ɂɈ対話ɂ

ȱɀ重要Ⱥɂ思Ƚɀいɥă対話Ɉ

ɌɂȾɌɂȾɬ大切ɅȱĂ可能性

Ɉ幅ɬ極限Ʌ広ȬȹうえɁ建築化

ȳɥ時Ʌɉʏンʯ˃Ʌ丁寧ɅȾȩ

ɥăȭɦȦĶ最高Ɉʑʗンʘー

ʡķɈȹɛɅ心掛ȫɀいɥȭɂɁ

あɥăʏンʯ˃ɬ極ɛȹ先Ɉ普遍

的ɄɜɈȭȷ建築ɬ使う人Ă見ɥ

人Ʌ最ɜ馴染əɈいいɜɈɅɄȽ

ɀいȩă私ɉ人Ʌ寄ɤ添うȷɭɄ

建築ɬȾȩɤȹいă

ȭɦȥɣ設計者ɂȱɀĂ知識ɞ技

術ȺȫɁɄȩ人ɂȱɀɈ総合力ɬ

高ɛȹいăȷɈȹɛɅ日々学ɐȭ

ɂɬ怠ɣȴ何事Ʌɜ素直Ʌ向ȧ合

い考えȹいă

建築Ȧ持Ⱦ時間ɬ意識ȱĂ長ȧɅ

わȹɤȷɈ価値ɬ発揮Ɂȧɥ最高

ɬ追い求ɛɀいȧȹいăȷȭɅɉ

設計者ɂȱɀ未来ɒɈ責任ɜ感Ȳ

ɀいɥăȭɈ魅力的ɁɞɤȦいɈ

あɥ仕事Ʌ程ɢい緊張感ɬ持ȻĂ

自分Ɉ建築Ʌ誇ɤɂ責任ɬ持ɀɥ

ɢう日々向ȧ合Ƚɀいȧȹいă

■すいせん者

森ā茂紀

㈱昭和設計ā建築設計部ā部長

春日部市立医療センター

光市立光総合病院
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設計・計画部門

滝
たき

澤
ざわ

創
そう

也
や

生 年 月　1983年 9月新潟県生まれ
最終学歴　東京藝術大学大学院修了
業務経歴　2009年㈱日建設計入社
　　　　　現在設計部門設計部
●担当した主なプロジェクト
2013年　 大阪歯科大学創立100周年

記念館
2017年　履正社学園豊中中学校・
　　　　履正社高校
2019年　 広島修道大学付属鈴峯女子

中学校・高等学校

■青年技術者のことば

私Ȧ設計者ɂȱɀ大切Ʌȱɀいɥ

ȭɂɉĂ人ɂ空間ɂ向ȧ合いĶ対

話ķȳɥȭɂɁȳăȭɦɘɁɅ幾

度ɂɄȩ実際Ʌ空間ɬ使うʾー

ʎーɂʪɺ˂ンʈɬ重ɇɘȱȹă

ʇˁɼɺンʠざʾーʎーɈ想いɬ

最大限Ʌ引ȧ出ȱĂȷȭȥɣ展開

ȯɦɥɁあɧうɺʇʞɻʫʞɻɬ

想像ȱĂ図面Ʌ込ɛɀȷɦɬ空間

Ʌȱɘȳă試行錯誤Ɉ末Ʌ実現出

来ȹ喜ɍɉ設計者名利Ʌ尽ȧɥ一

方ɁĂ対価ɂȱɀʾーʎーɈ経験

ɬ豊ȥɄɜɈɅȳɥɜɈɁɄȩɀ

ɉɣɄいĂɂ心Ʌ強ȩ感Ȳɘȱ

ȹăĶ空間ɂʾーʎーɈɺʇʞɻ

ʫʞɻɬ手掛ȥɤɂȱĂ人Ɉ経験

ɬ豊ȥɅȳɥ建築ķɬ社会Ʌ生ə

出ȳȭɂĂȷɦȦ今ɘɁɈ経験ɬ

通ȱɀ得ȹ私Ɉ想いɁȳă

ɘȹĂ技術ɞ知識ɬ追求ȳɥȭɂ

Ɉ大切ȯɜ数々Ɉ失敗ɬ通ȱɀ

痛感ȱɘȱȹă設計者ɉʀンʐʣ

ɺɁɜあɤĂ新ȱい空間ɬ生ə出

ȳɅɜĂʇˁɼɺンʠɬ納得ȯȵ

ɥ説明ɬȳɥɅɜĂ安全Ɂ機能的

Ʉ建物ɬ設計ȳɥɅɜ徹底ȱȹ技

術ɞ知識Ȧ必要Ɂȳă建築Ɉ技術

ɞ知識ɉ学ɍ尽ȩȵɥɜɈɁɉɄ

ȩĂ生涯ɬȥȫɀ取ɤ組ɚ設計者

Ɉ使命Ⱥɂ思Ƚɀいɘȳă 線ɬ引

いȹɜɈȦ実社会Ɉ中Ʌ姿形ɬ現

ȱĂ自分ȦいɄȩɄȽȹ後ɜ残ɤ

続ȫɥ建築ɬ設計ȳɥȭɂɉĂ非

常Ʌ責任Ɉ重い行為Ⱥɂ思う一方

ɁĂ社会Ʌ対ȱɀ自身Ɉ生ȧȹ証

ɂɜɄɤɘȳăȭɦɣɈ想いɬ胸

ɅĂ常Ʌ目Ɉ前Ɉ設計Ʌ専心ȱĂ

Ķ社会Ʌ貢献Ɂȧɥ自立ȱȹ設計

者ķɬ目指ȱɀ精進ȱɀいȧȹい

ɂ思いɘȳă

■すいせん者

勝山太郎

㈱日建設計

設計部門ʈ˃ーʯʶʥーʐʻー

広島修道大学付属鈴峯女子中学校・高等学校 撮影：プライズ　山崎浩治

履正社学園豊中中学校・履正社高校 撮影：プライズ　山崎浩治
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設計・計画部門

中
なか

村
むら

篤
あつ

史
し

生 年 月　1985年 2月兵庫県生まれ
最終学歴　2007年関西大学工学部
　　　　　建築学科卒業
業務経歴　2007年髙松建設㈱入社
　　　　　 現在、大阪本店設計本部

課長代理
●担当した主なプロジェクト
2016年　グランジュテビュー岩園
2017年　㈱池戸製作所本社工場
2017年　悠旅（ホテル）
2019年　静鉄ホテルプレジオ
　　　　京都烏丸御池

■青年技術者のことば

設計ɬȳɥ人間ɂȱɀĂいȾɜ念

頭Ʌ置いɀいɥ事ɉĂいȥɅ建物

Ȧ親ȱɘɦɄȦɣ年月ɬ重ɇɣɦ

ɥȥɂいう事Ⱥă

一過的Ʉʟʎɼンɞ計画ɁɉɄ

ȩĂ人間Ȧ本能的Ʌ心地良いɂ感

Ȳɥ空間ȿȩɤɬȳɥ事Ȧ出来Ʉ

いɜɈȥɂ考えɀいɥă

例えɊじしし年以上前Ɉ茶室ɞ寺社

仏閣Ɉ縁側ɄɃĂ当時丁寧Ʌ作ɤ

込ɘɦȹɁあɧう空間ɉĂ自然ɂ

Ɉ関わɤ方ɬ丁寧Ʌ読ə解ȧĂ現

在Ɂɜ非常Ʌ居心地Ȧ良ȩʏンʯ

˃Ɂ美ȱいă

私ɉĂ各所ɅȤいɀĂ環境ɂɈ共

生ɬ考えĂ過度ɁɉɄい小ȯɄ居

心地Ɉ良ȯɬ積ə重ɇĂ一ȾɈ形

ɅȳɥȭɂȦ基本ɁɉɄいȥɂ思

うă

ɘȹĂ時Ʌ建築ɂいう行為ɉ料理

Ʌ近いɈɁɉɄいȥɂ感Ȳɥȭɂ

ȦあɥăʇˁɼɺンʠɈ要望ɞĂ

敷地条件ĂʋʑʠɄɃɈ材料・条

件ɬいȥɅ整理ȱĂ手ɬ加えɥ事

Ɂ美味ȱȩ豊ȥɁ健康的Ʉ料理Ʌ

ȳɥȭɂȦɁȧɥȥă空腹ɬ満ȹ

ȳȺȫɈ食事ɜあɦɊĂ一口Ă口

Ʌ入ɦȹȺȫɁ幸ȵɄ気持ȻɅȯ

ȵɀȩɦɥɢうɄɜɈɜあɥă

同Ȳ食事ɁɉあɥȦĂ作ɤ手Ɉ知

恵ɞ技能ɅɢȽɀĂ違ȽȹɜɈȦ

生ə出ȯɦɥăいȥɅ後者Ɉ食事

ɬ作ɥȭɂȦɁȧɥȥȦĂ我々設

計者Ʌ託ȯɦȹ使命Ⱥɂ思いĂ今

後ɜ設計活動Ʌあȹɤȹいă

■すいせん者

嶋村邦彦

髙松建設㈱ā大阪本店

執行役員ā設計本部長

株式会社池戸製作所本社工場

悠旅（ホテル）

静鉄ホテルプレジオ京都烏丸御池
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設計・計画部門

野
の

中
なか

広
ひろ

斗
と

生 年 月　1983年 6月岩手県生まれ
最終学歴　 2008年東北大学大学院工

学研究科都市・建築学専
攻修了

業務経歴　2008年㈱竹中工務店入社
　　　　　 現在、竹中工務店開発計

画本部主任、夢洲開発本
部MICE/IR推進室兼務

●担当した主なプロジェクト
2009年～　アリオ倉敷
2011年～　 鈴蘭台駅前市街地再開発

事業
2014年～　 大阪ビジネスパーク

エリアリノベーション
計画

2015年～　読売テレビ新社屋新築計画
2016年～　 （仮称）四条西洞院開発

計画（計画中）
2017年～　 元立誠小学校跡地活用事

業（計画中）

■青年技術者のことば

私Ɉ所属ȳɥ開発計画本部ɉĂ都

市計画ɞ事業計画Ă用途企画等Ɉ

専門性ɬ活ȥȱĂ大規模ʯ˅ʐɿ

ʇʠɈ構想段階ȥɣ事業ɬ構築・

推進ȳɥ役割ɬ担ȽɀいɥăȭɈ

構想段階ɅȤいɀɉĂ建築主Ⱥȫ

ɁɄȩĂ幅広いʑʞーʇʳ˃ʘー

ɒɈ働ȧȥȫɅɢɤĂʯ˅ʐɿʇ

ʠɈʵʞンʏʻ˃ɬ高ɛɥȭɂȦ

重要ɄʷʛʏʿンɁあɥăȷɈ中

Ɂ私ɉĂ各ʯ˅ʐɿʇʠɂ地域Ɉ

連携ɬ促ȱĂ不動産価値ɂ社会的

価値Ɉ両面ɁɈʏʢʐー効果Ɉ最

大化ɬ図ɥȭɂɬ特Ʌ心掛ȫɀ

ȧȹă各ʯ˅ʐɿʇʠɅ対ȱɀ

ɉĂ敷地固有Ɉʵʞンʏʻ˃Ɉ活

用ɬ提案ȳɥȭɂɁ競合施設ɂɈ

差別化ɂ地域ɒɈ波及効果Ɉ創出

ɬ促ȱĂ地域Ɉʑʞーʇʳ˃ʘー

Ʌ対ȱɀɉĂʯ˅ʐɿʇʠɒɈ参

画・連携ɬ提案ȳɥȭɂɁ地域Ɉ

ʹ˂ʛʠ創出ɞʯ˅ʐɿʇʠɈ価

値創出・事業推進力Ɉ強化ɬ促ȳ

ɢう努ɛɀȧȹă今後ɜ大型ʯ˅

ʐɿʇʠɂ地域Ɉ良ȧ仲介役ɂɄ

ɦɥ都市開発技術者ɬ目指ȱĂɢ

ɤ良いɘȻȿȩɤɅ貢献Ɂȧɥɢ

う努力ȱɀいȧȹいă

■すいせん者

橋岡佳令

㈱竹中工務店ā開発計画本部

西日本 ずʈ˃ーʯʈ˃ーʯ˂ーʘー

アリオ倉敷

大阪ビジネスパーク 道路空間活用社会実験

元立誠小学校跡地活用事業

讀賣テレビ新社屋新築計画 鈴蘭台駅前市街地再開発事業
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設計・計画部門

花
はな

村
むら

和
かず

也
や

生 年 月　1983年 9月愛知県生まれ
最終学歴　2009年東北大学大学院
　　　　　 工学研究科都市建築学専

攻修了
業務経歴　 2009年㈱東畑建築事務所

入社
　　　　　 現在、名古屋オフィス設

計室
●担当した主なプロジェクト
2012年　静岡県警察学校本館
2012年　 東北大学（青葉山 2）総合

研究棟（数学棟）改修
2013年　 東北大学（川内 1）附属図

書館1号館改修
2014年　 東北大学（片平）総合研究

棟（多元物質系）改修
現在　　土岐市新庁舎
現在　　 亀山駅周辺 2ブロック地区

第一種市街地再開発事業

■青年技術者のことば
ĶɜɈķĶɌɂķĶȭɂķĶɘȻķɈ四

ʃ˃ʞʛʠ

重奏

ɜɈȿȩɤɉȤɜȱɧいă建築Ɉ
設計ɅɉĂ単ɄɥĶɜɈķȿȩɤɅ
ɂɃɘɣɄいȤɜȱɧȯȦあɥă
立場Ɉ異Ʉɥ様々Ʉ人ɂ関わɤĂ
対話・協働ȳɥĶɌɂķȿȩɤĂ
建築Ʌ込ɛɣɦɥ機能Īʕʭʠī
ɞ価値ɬ新ȹɅ生ə出ȳĶȭɂķ
ȿȩɤĂ建築ɬ介ȱɀ都市Ʌ寄ɤ
添うĶɘȻķȿȩɤɂいうɢうɅĂ

ĶɜɈķĶɌɂķĶȭɂķĶɘȻķȦ
建築ɬȾȩɤ上Ȭɀいȩʯ˅ʓʑ
Ɉ中ɁĂ重層的Ʌ関係ȱあいĂ最
終的Ʌ空間ɂȱɀ具現化ȱɀいȩ
ȤɜȱɧȯɁあɥă
公共建築ɉĂ発注者ɂɈ対話ɬ通
ȱɀĂ設計Ȧ進ɛɣɦɥȭɂȦɕ
ɂɭɃɁあɥă設計者ɉĂ利用者
Ɉ想いɬɃɦȺȫȩə取ɦɥȺɧ
うȥăȹɂえ公共建築ɁあȽȹɂ
ȱɀɜワーʇʏʿʛʯɄɃɬ通Ȳ
ɀĂ利用者Ɉ生Ɉ声ɬ聞ȧɂɤĂ
ɃɭɄ活動ȦɁȧɥɈȥ利用者ɂ
ɂɜɅ考えɀいȩȭɂȦ大切Ɂあ
ɥăȷȭɁ出ȹ将来像ɬ設計者
ɉĂ具体的ɄʧーʡɅ落ɂȱ込ɭ
Ɂいȩă
ɘȹĂ公共建築ɉɘȻɒɈ影響力
Ȧ大ȧいă地域材ɞ地域Ɉ技術ɬ
集結ȯȵɀ地元Ɉ方々ɂȾȩɤあ
ȬɥăȷȭɁȱȥɁȧɄい地域ɂ
密接ȱȹ建築Ɉ実現ă
今後ɜ常Ʌ挑戦ȱɀいȧȹいă

■すいせん者
瓦田信幸
㈱東畑建築事務所
常務執行役員名古屋ʂʭɻʑ代表

【北側外観】

土岐市新庁舎
～次世代へのメッセージとなる庁舎づくり～
今後の土岐市のまちづくりの先導的役割を果たし未来へと受け継がれていくべき
永続性のある質実の風景を創出することを追求した計画。

～地元の材で地元の英知をつかい地元の汗で築きあげた庁舎～
土岐市は、美濃焼の産地である。地域にゆかりのある材料や工場で製作・加工し
地域の方々と共に長年培われてきた地場技術を駆使しながら建設した。

～柔軟性・融通性のあるフレキシブルな庁舎～
ユニバーサルレイアウトの採用や木製格子戸による間仕切やユニット化した
カウンターなど機構改革や将来の人口・職員の減少、窓口のあり方の多様化を
見据えてフレキシブルな計画を追求した。

【議場】

【窓口カウンター廻り】

亀山駅周辺2ブロック地区第一種市街地再開発事業
～にぎわいを創出するまちづくり～
市立図書館、共同住宅及び商業施設の複合建築物の計画。

【図書館一般開架廻り】

【東側外観・交流プラザ】

静岡県警察学校本館
～警察学校の顔としてふさわしい本館～
警察官として必要な能力を効果的・効率的に習得できる施設の計画。

【窓口廻り】

【南側外観・おもてなしプラザ】

【北側外観】

【講堂】

【玄関ホール】
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設計・計画部門

広
ひろ

瀬
せ

和
かず

也
や

生 年 月　1983年10月兵庫県生まれ
最終学歴　 2009年大阪市立大学大学

院工学研究科都市系専攻
修了

業務経歴　 2009年㈱東畑建築事務所
入社

　　　　　現在、本社オフィス設計室
●担当した主なプロジェクト
2009年　 京都大学宇治地区先端イノ

ベーション拠点施設
2010年　大阪市立大学理系学舎
2012年　 愛媛県総合運動公園陸上競

技場
2014年　武庫川女子大学学校教育館
2015年　帝塚山学園学園前6号館
2017年　宝塚市立文化芸術施設・庭園
2019年　関東学院横浜都心キャンパス
2019年　多田院の家（個人活動）
●受賞
「第7回日韓中若手建築家ワークショッ
プ」優秀賞

■青年技術者のことば

Ķ何度Ɂɜ来ȹȩɄɥ風景ķ

建築Ȧ人々Ɉ生活Ɉ背景ɂɄɤĂ

人々Ɉ生活Ʌ長ȩ寄ɤ添う風景ɬ

Ⱦȩɤȹいɂ思Ƚɀいɘȳă

ʋーʪーɬ買Ƚɀ公園Ʌ訪ɦȹ

際Ă景色Ɉいい場所Ʌ座ɧうȥ芝

生Ɂ座ɧうȥɂワʇワʇȯȵɣɦ

ɥȭɂȦあɤɘȳă公園ɈɢうɄ

何度Ɂɜ来ȹȩɄɥɢうɄ取捨選

択性Ɉあɥ風景Ɉ連続ȦĂ豊ȥɁ

居心地Ɉ良い空間ɬ提供ȳɥɜɈ

ȿȩɤɁあɥɂ信Ȳɀいɘȳă

模型ɞずにɅɢɥ検証ɜ大切Ɂȳ

ȦĂȭɈ空間ɉ面白いɂ思Ƚɀɜ

ɣえɥɢうɅ関係者ɂ共有Ɂȧɥ

ȥĂɘȹ対話Ʌɢɥ最適解ɬ導ȧ

出ȱɀいȩȭɂȦ重要Ʉʵɼンʠ

ɁȳăȭɦɘɁɜ事業主等関係者

ɂɈɜɈȿȩɤɉɜȻɧɭɈȭ

ɂĂ参加型ワーʇʏʿʛʯɄɃɜ

行Ƚɀȧɘȱȹă皆Ȧ全ȩ同Ȳ

ʌー˃ɬ目指ȳȭɂɉ大変Ʌ難ȱ

いɁȳȦĂ皆Ɂ悩ɭɁ実現ȱɀい

ȩ建築ʯ˅ʓʑɕɃɜɈȿȩɤ冥

利Ʌ尽ȧɥɜɈɉあɤɘȵɭă

人々Ɉいȧいȧɂȱȹ日常生活Ă

ȷɈ背景Ʌ佇ɚ建築ɬ私ȹȻɉい

ȥɅ提供ɁȧɥȥĂȭɦȥɣɜ一

Ⱦ一Ⱦɬ大切ɅɜɈȿȩɤɬ勤ȱ

ɭɁいȧȹいɁȳă

■すいせん者

笹村欽也

㈱東畑建築事務所

執行役員ā本社ʂʭɻʑ大阪副代表

武庫川女子大学　学校教育館

宝塚市立文化芸術施設・庭園整備事業

（仮称）関東学院横浜都心キャンパスプロジェクト
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設計・計画部門

広
ひろ

瀬
せ

良
りょう

太
た

生 年 月　1983年10月埼玉県生まれ
最終学歴　 2009年横浜国立大学大

学院建築都市スクール 
Y-GSA修了

業務経歴　2009年鹿島建設㈱入社
　　　　　 現在、関西支店建築設計部
●担当した主なプロジェクト
2010年　京橋創生館増築工事
2016年　大塚製薬工場鳴門工場守衛所
2019年　K地域 地方創生プロジェクト

■青年技術者のことば

建築ɬȾȩɥȭɂɁ何ȦɁȧɥɈ

ȥă私ɅɂȽɀȭɈ問いɈ先Ʌ

ɉĂĶ未来ķȦあɤɘȳă用途規

模ɉ様々ɁȳȦ建築ɬȾȩɥɂい

うȭɂɉĂ都市ɞ環境Ă私ȹȻɈ

生活ɞ社会ɬ少ȱȴȾ変えɥ力Ȧ

あɥɂ信ȲɀいɥȥɣɁȳă建築

単体Ɂɉ点Ɂ終わȽɀȱɘいɘȳ

ȦĂ社会Ʌ対ȱɀĶ気ȿȧķɬ与

えɥ建築ɬȾȩɥȭɂɁĂ外部Ʌ

発信ȱ面的Ʌ拡Ȧɤ未来ɬȾȩ

ɥăȷɈɢうɄ建築ɬĂ今後生ə

出ȱɀいȧȹいɁȳă

伝統ɂ革新ă私Ȧ設計者ɂȱɀĂ

常Ʌ意識ȱɀいɥȭɂɁȳă設計

者ɅɂȽɀɈ伝統ɂɉĶ人間性ķĂ

革新ɂɉĶ挑戦ķɁȳă建築ɂ

ɉĂ施主Ă構造・設備Ă現場・業

者Ă官公庁関係者ɄɃĂ人ɂɈȾ

ɄȦɤɅɢȽɀ初ɛɀ構築ȯɦĂ

ȷɈ関係性Ɉ中ȥɣ建築Ȧ生ɘɦ

ɘȳăȷɈ関係性ɬ築ȩɈɅ最ɜ

大事ɄȭɂȦ人間性ɁあɤĂ設計

者ɂȱɀɈ品格・資質Ȧ求ɛɣɦ

ɘȳăɘȹĂɃɈʯ˅ʐɿʇʠɅ

Ȥいɀɜ失敗ɬ恐ɦȴɅĂ勇気ɬ

持Ƚɀ何ȥじȾɁɜ新ȱいȭɂɅ

挑戦ȳɥă無限Ɉ可能性Ȧあɥ建

築ɂいうĶɜɈȿȩɤķɅ携わɦ

ɥȭɂɬ誇ɤɅĂȷȱɀ楽ȱəɄ

Ȧɣ邁進ȱɀいȧɘȳă

■すいせん者

小松啓一

鹿島建設㈱ā関西支店

建築設計部長

来訪者を導くホワイトスクリーン
■大塚製薬工場鳴門工場 守衛所（2016）
大塚グループ発祥の地である大塚製薬工場鳴門工場の新守衛所計画。緑色に塗られた古い既存工場群がみえる中で、
工場の顔である守衛所をいかに計画するかという課題に対し、古い工場群を包み、訪れる人々を導く 1枚の白い壁「ホ
ワイトスクリーン」をコンセプトに展開した。高さ3.5mの白いアール壁とアクセントとなる庇のみが表出し、事務室や
更衣室、工場内の受水槽といった機能は壁の背後に隠した平面構成としている。

農業を核としたまちづくり拠点
■K地域 地方創生プロジェクト（2018～）
「農業・流通・食」を伝える地方創生プロジェクト。農地（水田・畑）の購入や次世代型のビニルハウスの建設等、
地域資源と最先端技術を活かしたまちづくりを通じて、100歳時代に向けた多世代が働ける地方の在り方を目指す。
その中心となるプラットフォームとして、加工・販売・飲食の 6次産業施設を計画中。隣接するビニルハウスのモジュー
ルに合わせた80m×13.5mの平屋建の建物は、RC・S、そしてこの地域産の木材による混構造。2020年夏の開業予定。

交差点のシンボルタワー（2010）
■京橋創生館増築工事
中央通りと鍛冶橋通りが交わる京橋交差点に建つ事務所、店舗、展示場からなる中規模複合ビルである。銀座・日本橋か
らの視線を受けとめるアイストップとしての役割が求められ、アルミパネルによる外皮を纏ったファサードとした。この
外皮は環境負荷の低減だけでなく、上下方向の開口率に変化をつけており、時間や見る角度により様々な表情を見せる。



38

設計・計画部門

村
むら

田
た

真
しん

悟
ご

生 年 月　 1987年 4月米国イリノイ州
生まれ

最終学歴　 2014年京都大学大学院工
学研究科建築学専攻修了

業務経歴　2014年㈱大林組入社
　　　　　 現在、本社プロジェクト

設計部主任
●担当した主なプロジェクト
2016年　A社研究施設
2017年　Iビルディング
2018年　TS社研究・試験施設
2019年　伏見ミリオン座

■青年技術者のことば

建築ɉĂ多ȩɈ人Ɉ共感ɬ得ɥȭ

ɂȦ最ɜ大切Ɂあɥă建築ɬȾȩ

ɥȭɂɉĂ常Ʌ多ȩɈ要件ɞʧー

ʡ˃Ȧ複雑Ʌ絡ɘɤあうăȷɦɣ

ɬ乗ɤ越えɥɅɉĂ建築主Ă設計

者Ă施工者Ăɂ様々Ʉ関係者Ȧ共

感ȱあいĂɌɂȾɅɄɥȭɂȦ不

可欠Ɂあɥă共感ɬ得ɀɌɂȾɅ

ɄɥȹɛɅɉĂ設計者ɂȱɀ真摯

ȥȾ丁寧Ăȷȱɀ素直Ʌ向ȧ合う

姿勢ɞĂ魅力的Ʉ人間性ɜ重要Ɂ

あɤĂ多様Ʉ与件ɬ手ȦȥɤɅわ

ȥɤɞȳいʞーʶɞʋンʓʯʠɬ

掲Ȭɥ必要Ȧあɥăわȥɤɞȳい

ʞーʶɞʋンʓʯʠɅɢȽɀ共感

ȱあいĂɌɂȾɅɄɥȭɂɁ全ɀ

Ɉ関係者Ȧ当事者ɂɄɤĂ自ɣɈ

言葉ɂ想いȦ詰ɘȽȹ建築Ȧ生ɘ

ɦɥɂ考えɀいɥăȷうȱɀ生ɘ

ɦȹ建築ɉĂ多ȩɈ個人ɅɂȽɀ

Ɉ思い出ɂɄɤĂ唯一無二Ɉ場所

ɂɄɥă

ȭɦɘɁĂȷȱɀȭɦȥɣ私Ȧ携

わɥ建築ȦĂ関係者ɂ共感ȱあ

いɄȦɣȾȩɣɦĂ都市Ʌ共感ȯ

ɦĂ徐々Ʌ共感ȯɦɥ領域ɬ広Ȭ

ɀいȩȭɂɁ長ȩȷȭɅあɤ続

ȫĂɢɤ多ȩɈ人ɍɂɈ記憶Ɉ一

頁ɅɄɥɢうɄ建築ɂɄɥȭɂɬ

願Ƚɀいɥă

■すいせん者

近井ā務

㈱大林組ā名古屋支店

統括部長

伏見ミリオン座

Iビルディング
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設計・計画部門

柳
やなぎ

澤
さわ

　 隆
たかし

生 年 月　1983年10月北海道生まれ
最終学歴　 2009年法政大学大学院工

学研究科建設工学専攻修了
業務経歴　2009年㈱竹中工務店入社
　　　　　現在、名古屋支店設計部
●担当した主なプロジェクト
2011年　ココチホテル
2012年　ナゴヤドーム オープンデッキ
2012年　デンソー本社本館 役員エリア
2014年　熊野油脂本社ビル
2014年　瀬戸信用金庫中村支店
2015年　カトリック名古屋教区司教館
2016年　デンソー本社本館 役員室
2017年　 朝霧カントリークラブ クラブハウス
2017年　 名古屋プリンスホテルスカイタワー
2018年　 豊田自動織機シャインズ三河湾
2019年　 豊田自動織機シャインズ刈谷 中華
2019年　某迎賓館

■青年技術者のことば
Ķ建築ɉĨ機能ɂ体験ɬ備えȹĩ唯
一Ɉɺーʠķɂいう考えɬ学生Ɉ
頃ȥɣ常Ʌ持Ȼ続ȫɀいɘȳă
私ɉ大学Ɂ建築設計ɬ学ɭɁȧɘ
ȱȹă建築設計ɬ学ɭɁȧȹȥɣ
ȭȷĂɼンʞ˂ɺȦɢɤ直接的Ʌ
自身Ɉ考えɬ表現Ɂȧɥɂ判断ȱ
ɼンʞ˂ɺ設計Ɉ職ɬ選択ȱɘȱȹă
実務ɬ通ȲɀĂȭɈ考えɅ一本分岐
ȱȹ考えȦ現ɦɀいɘȳăȷɦɉ

Ķ建築ɉĨ多大Ʉ条件Ʌɢɤ生ɘ
ɦɥĩ唯一ɈɺーʠķɁȳă条件ɬ
持Ƚȹ箱Ɉ最適Ʉ仕上Ȭ方Ă条件
ɂȱɀȳɁɅ存在ȳɥʺʦȹȻȦ
一番喜ɐ手法ɬ考えɥȭɂȦ最ɜ
大切ɄȭɂȺɂ実感ȱɀいɘȳă
空箱Ʌɉ良ȩɜ悪ȩɜ必ȴ特徴Ȧ
潜ɭɁȤɤĂ設計者ɉȷɈ箱Ɉ潜在
的Ʉ力ɬ初期Ɉ段階Ɂ見Ⱦȫɣɦ
ɥȥɃうȥȦ大切Ɂあɥɂ考えɘȳă
例えɊ名古屋ʯ˂ンʑʳʞ˃Ɉ場合
Ɉ潜在力ɉĂずしMɈ吹抜ȫɂ一体
ɂɄȽȹ客室廊下Ɂȱȹă大面積
Ɉʄˁʑ面ɬĂ廊下側ɂ吹抜ȫ側
Ɉ双方ȥɣ成立ȳɥʟʎɼンɂȱĂ
ȯɣɅ表情Ȧ時間軸Ɂ変化ȳɥ
ɂいう空間ɬ創ɤɘȱȹăȭɈ箱Ɉ
潜在的Ʉ力Ɂあɥ圧倒的Ʉ気積ɂ
内外・表裏Ɂ成立ȯȵɥɓȧʄˁʑ
面ɬ最大限Ʌ尊重ȱȹʟʎɼンɂ
ȱɀいɘȳă

ɼンʞ˂ɺɈ印象ɉ利用者Ɉ感情
Ʌ強ȩ影響ȳɥɂ信Ȳɀいɘȳă
記憶Ʌ残ɤĂ感動ɂȱɀɈ体験ɬ
与えɣɦɥɢうɄ建築ɬȭɦȥɣ
ɜ社会Ʌ残ȱ続ȫɀいȧȹいɂ
思いɘȳă表面的Ʉ美ȱȯɢɤɜ
ȯɣɅ深い位置ɁɈ思考Ă試əĂ
設計ɬ行いĂ潜在的Ʉ力ɬ見逃ȯ
Ʉいɢう創作活動Ʌ励ɚ所存Ɂȳă

■すいせん者
市川健二
㈱竹中工務店 名古屋支店 設計部長

名古屋プリンスホテル　スカイタワー

某迎賓館

朝霧カントリークラブ　クラブハウス
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設計・計画部門

山
やま

口
ぐち

佳
よし

孝
たか

生 年 月　1983年 6月愛知県生まれ
最終学歴　2008年大阪大学大学院
　　　　　工学研究科建築工学科
業務経歴　 2008年㈱安井建築設計事

務所入社。現在、大阪事
務所設計部主任

●担当した主なプロジェクト
2009年　伊丹産業㈱　三田工場
2010年　奈良警察署整備工事
2012年　某戸建住宅新築工事
2013年　伊丹産業㈱　京都工場
　　　　 伊丹産業㈱　ボルボ・カー

神戸
2014年　大阪国際空港TB再整備

■青年技術者のことば

Ķ使わɦɥȭɂɁȾȩɣɦɥ建築ķ

建築ɉ多ȩɈ関係者ɅɢɤȾȩɣ

ɦɥȦĂ利用者Ʌ使わɦɥȭɂɁ

真Ɉ完成ɬ迎えĂȯɣɅȷɈ使わ

ɦ方Ʌɢɤ変化ȱĂ成長ȱɀいȩ

ɓȧɜɈɂ考えɀいɥăȷɈ変化

ɬいȥɅ許容ɁȧɥȥȦ建物Ɉ奥

深ȯɅȾɄȦɥɈɁɉɄいȥă

すしじた年Ʌ先行ʂーʯンȱĂ現在ɜ

改修工事Ȧ進ɚ大阪国際空港ʗー

ʷʢ˃ʫ˃ɉ空港機能Ăʳʞ˃Ă

商業施設等ȥɣɄɥ複合施設Ɂあ

ɤĂ様々Ʉ利用者Ɉ意思・動ȧȦ

組ə合わȯɦɀʘɼʢʷʛʇɄ空

港Ɉ表情ɬȾȩɤȺȱɀいɥăȷ

Ɉ動ȧɬ重要Ʉ要素ɂȱɀ積極的

Ʌ設計Ʌ取ɤ込ɚȭɂɁĂ人々Ɉ

ɺʇʞɻʫʞɻɅ応Ȳɀ変化ȱ続

ȫɥ空港Ɉ表情ɬ建築的Ʌ表現ȳ

ɥɢう意図ȱɀ設計ɬ行Ƚȹă

ȱȥȱ当然使わɦ方ɜ一定ɁɉɄ

いă想定外Ɉ使わɦ方ɞĂɼンʭ

ˁɞ社会情勢Ɉ変化・用途変更Ʉ

Ƀă建築ɅɉĂȷɦɣɈ想定Ɂȧ

Ʉい変化Ʌ対ȱɀɜʭ˄ʅʏʮ˃

Ʌ対応ȱĂ許容Ɂȧɥ柔軟性Ȧ求

ɛɣɦɥăȷɈȹɛɅɉĂ漠然ɂ

ȱȹ表現ɁɉあɥȦĂĶ空間ɈȤ

Ȥɣȥȯķɬ丁寧Ʌʟʎɼンȳɥ

ȭɂȦ一ȾɈ鍵ɂɄɥɈɁɉɄい

ȥĂɂ考えɀいɥă

少々Ɉ想定外Ɉ使わɦ方ɄɃ軽ȩ

乗ɤ越えɀȱɘう懐Ɉ深ȯɬ備

えĂ利用者Ʌ愛ȯɦ長ȩ使い尽ȩ

ȯɦɥĶȤȤɣȥɄ建築ķɬȾȩ

ɥȭɂɬ目指ȱɀĂ日々研鑽Ʌ励

ɭɁ行ȧȹいă

■すいせん者

小林直紀

㈱安井建築設計事務所 執行役員 

大阪事務所副所長兼設計部長

大阪国際空港ターミナルビル再整備

ボルボ・カー神戸
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設計・計画部門

吉
よし

田
だ

悠
ゆう

佑
すけ

生 年 月　1983年 7月京都府生まれ
最終学歴　 2009年立命館大学大学院

理工学研究科創造理工学
専攻修了

業務経歴　2009年㈱大林組入社
　　　　　 現在、大阪本店建築事業部

建築設計部副課長
●担当した主なプロジェクト
2012年　神宮会館講堂棟
2015年　日本合成化学工業先端研究棟
2016年　GSユアサ草津事業所
2017年　 大阪ソーダ総合研究開発セ

ンター
2020年　 GSユアサ京都事業所厚生棟

（予定）
2020年　 ホソカワミクロン新大阪工場

（予定）

■青年技術者のことば

建築ɉĂ風土ɞ環境ɂ調和ȱȹ社

会資産ɂȱɀɈ価値ɂ人々Ȧ心地

ɢȩ感ȲɥʟʎɼンɈ双方ɬ備え

ɄȫɦɊɄɤɘȵɭă

設計ȳɥ際ĂʇˁɼɺンʠɂɈ対

話ɞ˂ʍーʙɬ通ȱɀĂ建築ɞ空

間Ɉ使わɦ方Ă周辺環境ɂɈ関係

性ɬ大切Ʌȱɀいɘȳă

ȭɦɘɁ公共性Ɉ高い建築ɈəɄ

ɣȴ工場ɞ研究所ɄɃĂ建物内Ʌ

入ɦɥ生産設備ɞ実験機器ɬ稼働

ȯȵɥ為Ʌ必要Ʉ機能・性能Ʌ対

ȱɀ設計Ȧ必要ɂȯɦɥ建築Ʌ携

わɥ機会Ȧ幾Ⱦȥあɤɘȱȹă要

求ȯɦȹ機能・性能ɬ満足ȯȵɥ

ȺȫɈ建物ɬĶ造ɥķɈɁɉɄ

ȩĂ日々ȷȭɬ使う人々Ȧ活気ɞ

魅力ɬ感ȲĂ環境ɂȾɄȦɥ心地

ɢい空間ɬ想像ȱɀ建物ɬĶ創

ɥķȭɂɅ努ɛɀȧɘȱȹă

幸いɅɜ担当ȱȹʯ˅ʐɿʇʠɅ

ȤいɀĂ自分Ȧ思い描いȹ空間Ă

自分Ȧ創ɤ込ɭȺ建物Ȧ活ȧ活ȧ

ɂ使わɦɀいɥ情景ɬ見ɥȭɂȦ

出来ɘȱȹăȷɈɢうɄ豊ȥɄ体

験ɬ数多ȩ実現ɁȧɥɢうɅĂ今

後ɜ建築ɂ真摯Ʌ向ȧ合いĂʟɻ

ʞー˃ɘɁɈ各部位一Ⱦ一Ⱦɬ丁

寧Ʌ創ɤ込əȹいɂ思いɘȳă建

築ɞ空間ɬ使う人々Ă建Ⱦ街Ʌ喜

Ɋɦ愛ȯɦɥɢうɄĂĶ人ɞ街Ɉ

豊ȥȯɅ寄与Ɂȧɥ建築ķɬȭɦ

ȥɣɜ目指ȱɘȳă

■すいせん者

児玉克史

㈱大林組 大阪本店 建築事業部

建築設計部 部長

神宮会館講堂棟　－神宮にふさわしい「和」をデザインモチーフとした講堂棟－

大阪ソーダ総合研究開発センター　－中庭を核とした立体的な交流の仕掛け－

GSユアサ草津事業所　－最先端の電池の開発・製造を担う新拠点－
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設計・計画部門

吉
よし

本
もと

一
いつ

規
き

生 年 月　 1984年1月兵庫県生まれ
最終学歴　 2008年大阪大学大学院工  

学研究科地球総合工学専
攻修了

業務経歴　2008年㈱竹中工務店入社
　　　　　現在、大阪本店設計部
●担当した主なプロジェクト
2011年　TOTO滋賀工場新西棟
2012年　遠藤照明テクニカルセンター
2014年　 ダイキン オー･ド･シエル蓼科 

セミナーハウス
2015年　 大塚倉庫西日本ロジスティ

クスセンター
2018年　某社医薬品工場

■青年技術者のことば

Ķ異Ʉɥ価値観・意見ȦあȽȹ時Ă

妥協ȱɀ間ɬ見ȾȫɥɈɁɉɄ

ȩĂȷɦɣɬ統合ȱȹ概念ɞ提

案ɬ模索ȵɢķー学生Ɉ頃Ăあɥ

ワーʇʏʿʛʯɁ言わɦȹ言葉

ȦĂ仕事ɬȱɀいɥɂĂɢȩ頭ɬ

過ɤɘȳă

ȭɦɘɁ担当ȱȹ工場ɞ物流倉庫

ɉĂ一般的Ʌɉʟʎɼン要素Ɉ少

Ʉい建物Ⱥɂ思わɦȦȻɁȳȦĂ

実ɉʟʎɼン要素Ʌあɏɦȹʫ˃

ʟɻンʈʗɼʯȺɂ感ȲɘȳăȤ

客様＝ʾーʎーȺȥɣȭȷĂȷɦ

ȸɦɈ思想・哲学Ɉ裏ɅĂ普通ɉ

見ȾȫɣɦɄい本質的ɄʣーʒɞĂ

建築ȥɣ発掘ȳɓȧ新ȱい価値Ȧ

隠ȯɦɀいɘȳăȷɦɣɬĂ技術

ɬʶʛʙɺʛʯȯȵʃʗʙɅȱɀ

いȩȭɂȦĂȭういう建築Ɉ本質

的ɄʟʎɼンȺɂ感Ȳɀいɘȳă

表面ɉ機能重視ɁĂ建築的Ʉ要素

ɉ最小限ɁɘɂɛɥȥɣȭȷĂ中

身Ɉ本質的Ʉʟʎɼン＝美ȱȯȦ

表出ȱɀȩɥɉȴɄɈɁȳă

入社ȱɀじし年Ă運ɢȩ多ȩɈĂȷ

ȱɀ様々Ʉʯ˅ʐɿʇʠɅ関わɥ

ȭɂȦɁȧɘȱȹă建築・構造・

設備・施工・ȷȱɀĨ機能ĩăʯ

˅ʐɿʇʠɅ関わɥあɣゆɥ要素

ɬĨ止揚ĩȯȵĂȭɦȥɣɜĂ美

ȱȩĂȷȱɀȤ客様ɞ社会Ʌ新ȱ

い価値ɬɜȹɣȳ建築ɬ創Ƚɀい

ȧȹいɂ思いɘȳă

■すいせん者

小幡剛也

㈱竹中工務店ā大阪本店

設計部ā第ず設計部門長

大塚倉庫西日本ロジスティクスセンター

遠藤照明テクニカルセンター
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設計・計画部門

余
よ

田
だ

尚
なお

紀
き

生 年 月　1985年10月生まれ
最終学歴　 2010年立命館大学大学院

理工学研究科創造理工学
専攻修了

業務経歴　2010年㈱大林組入社
　　　　　 現在、大阪本店建築事業部

建築設計部主任
●担当した主なプロジェクト
2015年　 イワタニ水素ステーション 

関西国際空港
2016年　 イワタニ水素ステーション 

森之宮
　　　　 イワタニ水素ステーション 

住之江
2017年　㈱ダイセル　iCube
　　　　 イワタニ水素ステーション  

FCフォークリフト
2019年　 イワタニ水素ステーション 

伊丹空港
2022年　 大阪第 6地方合同庁舎　竣

工予定
　　　　＊共同設計：㈱日本設計
●受賞歴
㈱ダイセル　iCube
　・第30回日経ニューオフィス賞/
　　近畿ニューオフィス推進賞
　・第11回姫路市都市景観賞/
　　都市景観賞特別賞

■青年技術者のことば
Ķ対話ķɁ創ɤȭɚ建築
私ɉ設計ɅȤいɀĂĶ対話ķȳɥ
ȭɂɬ大切Ʌȱɀいɥă
対話Ʌɉ大ȧȩずȾあɥɂ考えɀ
いɥă じȾ目ɉ人Ī建築主ɞʯ
˅ʐɿʇʠɅ係ɥ人々īɂɈĶ対
話ķĂ すȾ目ɉʋンʞʇʑʠɂɈ

Ķ対話ķĂ ずȾ目ɉ素材Īʑʉʛ
ʙĂ図面Ăʶʞ˂ɺ˃Ăʟɻʞー
˃ɄɃīɂɈĶ対話ķɁあɥă
人ɂɈĶ対話ķɁɉĂʯ˅ʐɿʇ
ʠɅ関わɥ人ɈĶ想いķɬ汲ə
取ɤĂ本質ɬ見い出ȱĂ共有ɬ図
ɥăʋンʞʇʑʠɂɈĶ対話ķɁ
ɉĂĶ歴史性ķĂĶʵʞンʏʻ˃ķ
ɄɃɬ引ȧ出ȱĂ人ɞ社会ɂɈ繋
Ȧɤɬ探ɥă素材ɂɈĶ対話ķɁ
ɉĂ人ɞʋンʞʇʑʠɄɃɂɈ

Ķ対話ķɅɢɤ導ȧȺȱȹʋンʓ
ʯʠ・建築構成Ȧ内外部空間Ɉ細
部ɘɁ具現化ɁȧɥɢうɅʶʞ˂
ɺ˃・ʟɻʞー˃ɂɈĶ対話ķɜ
重ɇɀĂ様々Ʉ角度ȥɣ検討ȱĂ
図面Ʌ織ɤ込ɚă
ȭɦɣɈĶ対話ķɬ通ȱɀĂ重ɇ
合わȵɀ創ɤȭɚ建築ɉĂȷɈʯ
˅ʐɿʇʠɁȱȥ成ȱえɄい固有
Ɉ建築ɅɄɥɂ考えɀいɥă
ʯ˅ʐɿʇʠɅ関わɥ人Ɉ想いĂ
ʋンʞʇʑʠɄɃɬ建築ɂȱɀ代
弁Ɂȧɥ設計ɉĂ遣ɤ甲斐ɬ感Ȳɥ
反面Ă重責ɬ担うȦĂĶ対話ķɁ
創ɤȭɚ建築ɉĂȷɈ場所Ʌ根付
ȧĂ人ɞ社会ɂ繋Ȧɥ建築ɂɄɤĂ
輝ȧɬ放Ȼ続ȫɥɂ信Ȳɀいɥă

■すいせん者
東井嘉信
㈱大林組ā大阪本店ā建築事業部
建築設計部ā部長

株式会社ダイセル　iCube

外観

イワタニ水素ステーション　関西国際空港

大阪第6地方合同庁舎

2階吹抜け コミュニケーションステップ カフェテリア

ディスペンサー廻り アプローチ部 イベントスペース

外観

エントランスホール

エコテラス外観
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設計・計画部門

渡
わた

邊
なべ

有
ゆう

祐
すけ

生 年 月　1983年 6月長野県生まれ
最終学歴　 2009年日本大学大学院
　　　　　 理工学研究科建築学専攻

修了
業務経歴　 2009年㈱東畑建築事務所

入社
　　　　　 現在、本社オフィス東京

設計室　主任技師
●担当した主なプロジェクト
2012年　 堺市人権ふれあいセンター
2013年　 上京区総合庁舎
2014年～ 明石駅前南地区第一種
　2017年 市街地再開発事業
2015年　 エクセディ伊賀上野事業所
2016年～ 堺市原池公園野球場
　2019年

■青年技術者のことば
公共施設ȥɣ民間施設ɘɁĂ用途
ɜ様々ɁȳȦĂȭɦɘɁ多ȩɈʯ
˅ʐɿʇʠɅ携わȽɀȧɘȱȹă
建築Ī建物īɉȷɈ建築Ī建物ī
ɈəɁ完結ȳɥɈɁɉɄȩĂ都市
Ī社会īɅ対ȱɀĂɘȹɉ利用者Ă
ɉȹɘȹ私Ȧ設計ȱȹ建物ɬ通ɤ
ȳȦȽȹ街行ȩ人々Ʌ何Ȧ提案Ɂ
ȧɀĂ何Ȧ具現化ɁȧɥɈȥɬ追
及ȱɀȧȹɂ思Ƚɀいɘȳă
建設地ɒ訪ɦȹ際ĂȷɈ場所Ʌ
あȽȹ歴史ɞ文化ɂいȽȹɜɈɬ
大事Ʌȱȹいɂ思Ƚɀいɘȳă今
ɘɁ慣ɦ親ȱɘɦɀいȹɜɈȦ新
ȱȩ生ɘɦ変わɥ際Ă何ȥ今ɘɁ
蓄積ȯɦɀいȹɜɈɅ新ȱい息吹
ɬ与えĂ違うȥȹȻɁ次世代ɒ継
承ɁȧɄいȥɂ思Ƚɀいɘȳăʟ
ʎɼンɌɂȾɂȽɀɜĂ一過性Ɉ
時流Ʌ沿Ƚȹ意匠ɁɉɄȩĂ将来
ɅわȹȽɀ利用者ɞ街行ȩ人々Ʌ
親ȱɘɦɥ永続性Ɉあɥ普遍的Ʉ
ɜɈɬ提案ȱɀいȩȭɂɁĂ建築
Ɉ価値ɬ高ɛĂ都市Ī社会īɅ対
ȱɀ貢献Ɂȧɥɂ思Ƚɀいɘȳă
今後Ă人口減少ɞ超高齢化社会Ʌ
向ȫɀĶ陰ķɈɼʹーʐȦ強い日
本社会ɁȳȦĂほぶひむぶすしすしɞ万博
ɂいȽȹ明ɥいʣʽーʑɜ多々あ
ɤɘȳăȷɈ都度Ă古い概念Ʌ囚
わɦȴĂ新ȹɄ可能性ɬ模索ȱĂ「し
年後Ɉあɥɓȩ姿ɬ思い描ȧɄȦ
ɣĂ設計ɬ心掛ȫȹいɂ思いɘȳă
今回Ă青年技術者選考資料ɬ作成
ȳɥɅあȹɤĂ過去Ɉ私ɂɜ向ȧ
合うȭɂȦɁȧɘȱȹăɘȹĂ当
時Ɉ施主Ī担当者īɈ笑顔ɜ沢山
思い出ȳȭɂȦɁȧɘȱȹăȭɦ
ȥɣɜ沢山Ɉ笑顔ɬ増ɞȵɥɢうĂ
日々研鑽Ʌ励əȹいɂ思いɘȳă

■すいせん者
阿蘇品尚士
㈱東畑建築事務所
執行役員ā本社ʂʭɻʑā東京代表

明石駅前南地区第一種市街地再開発事業（施設棟）

2 階公共広場全景

上京区総合庁舎

エクセディ伊賀上野事業所

明石駅前広場より公共広場入口を望む 施設棟屋上を望む

前面通りより、庁舎全景を望む エントランス階段

エントランスホール 建物全景を望む
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構造部門

河
かわ

井
い

翔
しょう

太
た

郎
ろう

生 年 月　1986年 1月大阪府生まれ
最終学歴　 大阪大学大学院工学研究

科地球総合工学専攻
業務経歴　2011年㈱鴻池組入社
　　　　　2011年～本社設計本部
●担当した主なプロジェクト
2011年　JR高槻駅前集合住宅
2012年　鶴見 6丁目マンション計画
2014年　武蔵浦和駅第Ⅰ街区Ｂ3-1
2014年　京都造形芸術大学創々館
2015年　ユニバーサルシティ駅前PJ
2015年　 日本福祉大学美浜キャンパ

ススポーツ科学部棟
2017年　御堂筋北久宝寺町4丁目
2018年　大阪市中央区谷町2丁目PRJ

■青年技術者のことば

私ɉĂ構造設計ɅȤいɀ流ɦɬ読

ə取ɥ力Ȧ大事Ⱥɂ考えɀいɥă

地球上Ɉ重力ɂ稀Ʌ発生ȳɥ水平

力Ʌ対ȱɀĂ建物全体Ɉ構造的Ʉ

ʨˁンʑɬ考えɄȦɣĂ部材Ʌ力

ɬ割ɤ当ɀɀ地盤ɒ流ȱɀいȩă

ȯɣɅĂ建築主Ă意匠設計Ă設備

設計ɂɈ対話Ɉ中Ɂ創造性ɬ膨ɣ

ɘȵɀいȧĂ工夫ɬ重ɇɀいȩă

柱位置ɞ梁成Ȧ人Ɉ流ɦɞ空間Ʌ

影響ɬ与えɥȭɂɜ意識ȱɄȫɦ

ɊいȫɄいăȭɦɣɉ設計者ɂȱ

ɀɈ感性Ȧ試ȯɦɥă

近年Ɉ解析技術Ɉ発達ɅɢɤĂ構

造計算ɉ比較的簡便ɅɄȽɀȧ

ɀいɥȦĂȷɦɉあȩɘɁ構造計

算ɁあȽɀ構造設計ɁɉɄいăȹ

ɂえɊĂ応力図ɞ変形性状Ȧ想定

通ɤȥɬ常Ʌ意識ȱĂ不適切Ʉ結

果Ʌ対ȱɀɉ手計算Ʌɢɤ確認ȳ

ɥăȭɈ繰返ȱȦ感性ɬ磨ȧĂɢ

ɤ良い空間ɬ創出ȳɥă

構造設計職Ʌ就いɀた年Ȧ経過ȱ

ȹăじだだ「年Ă小学 ず年生Ɉ時Ʌ父

親ɂ見ȹ阪神大震災後Ɉ長田地区

Ȧ昨日ɈɢうɅ思い出ȯɦɥăあ

ɈɢうɄ惨事ɬ防Ȩȹい思いɁȭ

Ɉ道ɬ選ɭȺăȭɈ思いȦ根底Ʌ

あɥȥɣȭȷĂ防災Ʌ対ȳɥ意識

ɉ強いăȭɦɘɁ様々Ʉ用途Ɉ建

物Ʌ携わɤĂ経験ɂ感性ɬ磨いɀ

ȧȹăȭɦȥɣɜ技術者ɂȱɀ力

ɬ蓄えɀいȩȭɂɉɜȻɧɭĂȷ

Ɉ技術ɬɃɈɢうɅ社会Ɉ防災Ʌ

繋Ȭɀいȫɥȥɬ考えɀいȧȹいă

■すいせん者

神澤宏明

㈱鴻池組ā本社ā設計本部 

建築設計第１部長

1．建築概要
本建物ɉĂ大阪市内Ʌ計画ȯɦȹ地上

せす階建ɀɈ店舗付集合住宅ɁĂ一辺

すぞさせm×すぞさぞmĂ建物高ȯじ「じさし「mɈ

ʑ˄ンʘーɄ建物Ɂあɥă建物Ɉ中央

西側Ʌ立体駐車場ɬ内蔵ȱĂずじ階ɘɁ

吹ȧ抜ȫɂɄȽɀいɥă

2．構造計画
上部構造ɉべな造Ī一部鉄骨造īɂȱĂ

架構形式ɉみ方向Ʌ純ˁーʹン架構Ăむ

方向Ʌじ～ずす階ɘɁ連層耐震壁ɬ有ȳ

ɥ耐震壁付ȧˁーʹン架構ɂȱȹă

大地震ɒɈ安全性ɬ高ɛɥȹɛɅĂ基

礎免震構造ɬ採用ȱɀいɥă免震層

ɉĂ内周部Ʌ低摩擦系ɂ中摩擦系Ɉ弾

性ȳɓɤ支承Ă外周部Ʌ高減衰ʌʸ系

積層ʌʸĂ減衰材Ʌʂɼ˃ʘンʩーɁ

構成ȱȹă

ȳɓɤ支承ɉĂ低摩擦系弾性ȳɓɤ支

承ɬ基本ɂȱȹȦĂ風荷重Ȧ地震荷重

Ʌ匹敵ȳɥɕɃ大ȧȩɄɥ超高層免震

建物Ʌ対ȱɀĂ中摩擦系Ɉ弾性ȳɓɤ

支承ɬ用いɀ風荷重Ʌ対ȱɀɜ配慮ȱ

ȹă

基礎構造ɉĂ当初基礎梁Ɂ計画ȱɀい

ȹȦĂʶʛʠʑˁʮɂȳɥȭɂɁĂ基

礎ɬ浅ȩɁȧĂ仮設工事費抑制ɞ工期

短縮Ʌ貢献ȱȹă

3．課題と解決策
塔状比Ȧ大ȧい本建物ɉĂ大地震時Ă

免震装置Ʌ引抜耐力ɬ上回ɥ引抜力Ȧ

生ȲɀいȹăȷɈ力ɬ抑制ȳɥȹɛ

ɅĂ以下Ɉ工夫ɬ行Ƚȹă

3. 1　連層耐震壁の採用
中央ʋɺ部む方向Ʌ す枚Ɉ耐震壁ɬ入

ɦɥȭɂɁĂ耐震壁ʭ˄ーʸɈ剛性ɬ

向上ȯȵĂ地震力ɬ積極的Ʌ負担ȯȵ

ȹă各階Ī じ～ずす階īɈ地震力Ɉそじ

～たし％ɬ壁Ɂ負担ȱɀȤɤĂ耐震壁

Ɉ有用性ɬ確認ȱȹă各階Ɉ水平力分

担率ɬ軸組図Ɉ右横Ʌ示ȳă

耐震壁設置ɅɢɤĂむ方向Ʌȱȥ剛性

ɬ持ȹɄい柱せ本ɬ無ȩȳȭɂɁĂ免

震装置Ʌ軸力ɬ集中ȱĂ長周期化ɬ

図Ƚȹă

ȷɦɅ伴いĂ大地震時Ī「ししmm変形時ī

Ɉ固有周期Ȧみ方向Ɂじぞ％Ăむ方向ɉ

じし％上昇ȱȹȹɛĂ上町断層帯地震時

Ʌ隅角部Ʌ発生Ȧ予想ȯɦɥ引抜力ɬ

抑制ȱȹă

3. 2　耐震壁の回転剛性を最適化
弾性ȳɓɤ支承ɉĂ引抜耐力ɬ全ȩ期

待ɁȧɄいă連層耐震壁直下Ɉ免震

装置ɅɉĂ耐震壁架構Ɉ転倒ʺーʹン

ʠɅɢɥ変動軸力ɬ抑制ȳɥ必要Ȧあ

ɥă本物件ɁɉĂ建物Ɉ曲Ȭ変形Ʌɢ

ɥ耐震壁Ɉ負担率低下ɂ変動軸力ɂɈ

ʨˁンʑɬ鑑əɀずす階ɘɁɈ設置Ʌ

留ɛȹȦĂȷɦȺȫɁɉȳɓɤ支承ɒ

Ɉ引抜ȧɬ抑制ȳɥȭɂȦɁȧɄȥȽ

ȹăȭɈ問題Ʌ対ȱɀĂ弾性ȳɓɤ支

承Ɉʌʸ厚Ȧ厚いʗɼʯɬ採用ȳɥȭ

ɂɁ壁Ɉ回転剛性ɬ最適化ȱĂ耐震壁

Ɉ水平力分担率ɬ低下ȯȵȴɅ変動軸

力ɬ抑えɥ計画ɂȱȹă静的解析Ɉむ

方向加力時Ʌ約た％変動軸力Ȧ低下ȱ

ȹȭɂȦわȥɤĂȳɓɤ支承Ʌɜ引抜

ȧȦ生ȲɄいȭɂɬ確認ȱȹă

弾性すべり支承（中摩擦）"
風荷重対策"

弾性すべり支承（低摩擦）
耐震壁による変動軸力を 
ゴムの鉛直剛性により最適化 

■層間変形角（上町断層帯地震3A）
（左：ラーメン方向、右：耐震壁方向） 

■固有周期の変化（秒） 

X 4.10 6.06 6.56
Y 4.22 6.13 6.88

柱本数
28本

500mm
変形時

250mm
変形時

基礎固定

X 4.65 6.55 7.68
Y 4.39 6.37 7.53

柱本数
24本

500mm
変形時

250mm
変形時

基礎固定

巍

柱

柱4本無くすことで免震
層を長周期化"

  

図中の数字は kN を示す 
上段：ゴム厚（薄）
下段：ゴム厚（厚）

2"47"72"97"322⊠"

形状 径 摩擦係数 ゴム厚 形状 径 種別

φ1200 X4R

高減衰ゴム系積層ゴム

φ1400 X4R

φ1300 X4R

弾性すべり支承

18mm0.081
中摩擦

φ1200

96mm0.014
低摩擦

□1400
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連層耐震壁（1～32階）
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■軸組図と水平力分担率 ■免震伏図、基準階伏図 ■支点反力図 

引抜力を抑制した塔状比5.5の超高層免震集合住宅の設計

■外観パース
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構造部門

佐
さ

々
さ

木
き

淳
じゅん

一
いち

生 年 月　1985年 2月広島県生まれ
最終学歴　2009年神戸大学大学院
　　　　　工学研究科 建築学専攻
　　　　　修士課程修了
業務経歴　2009年㈱竹中工務店入社
　　　　　2011年～大阪本店設計部
●担当した主なプロジェクト
2011年　 関西国際空港第 2ターミナ

ルビル
2012年　京都ハトヤホテル
2013年　日亜化学工業新K-1棟
　　　　セントラルスクエア森ノ宮
2014年　アージ高槻ビル
2015年　日亜化学工業諏訪技術センター
2016年　某社医薬品工場
　　　　大鵬薬品工業北島工場
　　　　厚生・事務棟
2017年　京都スタジアム
2018年　某社大型物流倉庫

■青年技術者のことば

建築物Ɉ設計ɅȤいɀ構造技術者

Ʌ求ɛɣɦɥȭɂɉĂ建物Ɉ安全

性Ă経済性Ɉ追求Ȧ第一Ɂあɥă

ȷɦɅ加えɀĂ良い建築物ɬ実現

ȳɥ為ɅɉĂ他職能Ɉ職域ɘɁ踏

ə込əĂʯˁンɞʟʎɼンĂ施工

性ɅȾいɀɜĂ構造技術者ɄɣɁ

ɉɈɺɼʟɺɬ謙虚Ʌ提案ȱɀい

ȩȭɂȦ大切Ɂあɥɂ考えɥă

宮大工ɅɄɤȹいɂ思いĂ私ɉ建

築Ɉ道ɬ志ȱȹă宮大工ɉ自ɣ

木Ɉ組ə方ɬ考えĂȷɦɬ実際Ʌ

形ɅȱɀいȩăȷȭɅɉ意匠・構

造・施工Ɉ職能Ɉ隔ȹɤɉɄいă

今ɉ構造技術者Ɉ道ɬ歩ɭɁいɥ

ȦĂ構造Ɉ専門的Ʉ技術力Ɉ向

上Ă建築全体Ɉ知識・技術Ɉ会得

ȺȫɁɉɄȩĂ技術者ɂȱɀ他分

野ɒɜ幅広ȩ興味ɬ持ȻĂ多種多

様Ʉ技術ɞ情報Ʌ触ɦ続ȫɥȭɂ

Ȧ求ɛɣɦɀいɥɂ考えɥăȷう

ȱɀ初ɛɀĂ建築主Ă設計者Ă施

工者ĂȷɈ他多ȩɈ関係者ɂ対話

ȦɁȧĂ建築主Ɉ求ɛɥ良い建築

物Ɉ実現Ʌ繋Ȧɥɂ考えɥă

構造設計Ɉ実務Ʌ携わȽɀ た年Ă

周囲Ɉ方々Ɉ多大ɄȮ協力ɬ得ɀ

成長ȯȵɀ頂ȧĂ何ɂȥɞȽɀȭ

ɦȹă今後ɜ技術Ʌ対ȱɀ謙虚Ʉ

姿勢Ɂ挑əĂ人Ɉ命Ʌ係わɥ仕事ɂ

いう意識ɬ常Ʌ念頭Ʌ置いɀĂ良

い建築物Ɉ設計ɬ行Ƚɀいȧȹいă

■すいせん者

上田博之

㈱竹中工務店ā大阪本店

設計部構造部長

1．建築概要
諏訪湖ɬ一望Ɂȧɥ魅力的Ʉ執務空間

ɬ有ȳɥ技術ʓンʗーɁあɥă

開放的Ʉ執務室ɬ構造躯体Ɂ構築ȱȹ

人工大地Ɂ浮遊ȯȵɥȭɂɁĂ周囲

Ɉ豊ȥɄ自然環境ɬ室内Ʌ取ɤ入ɦɥ

ɂ同時ɅĂ先進的Ʉ企業ɼʹーʐɬɺ

ʬー˃Ɂȧɥ外観ʟʎɼンɂȱɀい

ɥăĪ図じ・写真じī

 
 
 
 浮かす

眺望 通風 採光

諏訪湖 山

人工大地

図 1　コンセプト図

2．構造設計概要
建物Ɉʹɼン機能Ɂあɥ執務ʑʲーʑ

ɬす階Ʌ集約ȱɀ開放的Ʉ空間ɂȳɥ

建築計画Ʌ合わȵɀĂ適材適所Ʌ構造

種別ɬ組ə合わȵȹă

下部躯体ɉべな造Ă上部躯体ɉぺ造ɂ

ȱĂべな躯体Ʌɉ部位ɞʑʩンɅɢȽɀ

Pなよ造ĂPなよPな造ɬ組合ȵȹăĪ図すī

どじ階Ȥɢɍじ階ɉ最小限Ɉ建築用途ɂ

ȱɀ東西 すȾɈʋɺɁ構成ȱɀいɥă

各ʋɺɉȷɦȸɦ た本ɈPなよべな柱ɂ

PなよPな大梁Ʌɢɥ純ˁーʹン構造ɂȳ

ɥȭɂɁĂ構造部材数ɜ最小限ɂȱĂ

ʭ˄ʅʏʫ˂ʞɻɂ耐力・剛性ɬ同時

Ʌ確保ȱȹăPなよ柱ĂPなよPな梁Ɉ採用

ɅɢɤĂ積雪ɞ労務職不足Ɉ影響ɜ最

小限ɂȳɥ計画ɂȱȹă

す階ぺ造部分ɉʮ˄ーʑ付ȧˁーʹン

構造ɂȳɥȭɂɁĂ部材断面Ɉ最小化

ɂ軽量化Ʌɢɤ下部躯体Ɉ負担荷重低

減ɬ図Ƚɀいɥă

3．人工大地の構築
執務ʑʲーʑɬ支えɥ人工大地ɉ東西

Ɉべなʋɺɂ˅ンʈʑʩンぺ梁Ɂ構築ȱ

ȹă建物長手方向Ɉ柱ʑʩンɉĂ執

務ʑʲーʑɈ柱配置ɞ人工大地Ʌ生Ȳ

ɥ応力状態ɬ考慮ȱɀĂʋɺ部分ɬ

じそmĂʋɺ間ɬすたさたmɂȱĂ柱本数ɬ

最小限ɂȱȹă

ʋɺ部分ɈじそmʑʩンɉPなよPな梁ɬ

採用ȳɥȭɂɁ梁成ɬ最小化ȱȹă

PなよPな梁ɉʋɺȥɣ両側Ʌ跳出ȱɀȤɤ

最長すじさせmɁあɥȦĂ ず分割ȱȹPなよ

部材ɬPな緊張時Ʌ圧着ȳɥȭɂɁĂ全

ɀPなよ化Ɂȧɥ計画ɂȱȹăPな緊張時

ɉPなよ柱ɂ梁Ɉ縁ɬ切ɤĂPな緊張後Ʌ

柱梁ɬʈˁɾʠɁ一体化ȳɥȭɂɁĂ

Pな緊張Ʌɢɥ不静定応力Ɉ影響ɬ受ȫ

Ʉい施工手順ɬ考案ȱȹă

ʋɺ間ɈすたさたmʑʩンɉPなよPな梁Ɉ跳

出ȱ梁ɂぺ梁ɬ組合ȵȹʊ˃ʨー梁ɂ

ȱĂˁーʹン架構Ɉ長期応力ɬʨˁン

ʑȯȵȹăĪ図ずī

˅ンʈʑʩン端部ɈPなよPな梁Ɉ剛性Ʌ

ɢɤ執務ʑʲーʑɈ居住性ɬ向上ȯȵ

ȾȾĂぺ梁Ɂ軽量化ɬ図Ƚȹă

す階外周部ɉ全ɀʧーʭPなよʴɼʡʑ

ˁʮɅɢɥ跳出ȱ構造ɂȱĂ東西面ɉ

PなよPな梁ɂʑˁʮɬ逆梁ɂȱɀ組ə合

わȵɥȭɂɁĂそさせmɈ跳出ȱ構造ɬ実

現ȱȹăĪ写真すī

4．開放的な執務スペース
開放的Ʉ執務ʑʲーʑɬ実現ȳɥ為

ɅĂ可能Ʉ限ɤ柱Ȧ目立ȹɄい計画ɂ

ȱȹă

水平ʮ˄ーʑɁ屋根面水平剛性ɬ確保

ȱĂ下部ʋɺ位置Ʌ合わȵɀ壁内Ʌ

配置ȱȹ鉛直ʮ˄ーʑɅ水平力ɬ集約

ȳɥȭɂɁĂ執務ʑʲーʑɈ柱径ɬ

ΦじずださたmmɅ統一ȱɀいɥăĪ写真ずī

外周部Ɉ屋根ɬ支持ȳɥ間柱ɉĂʍʛ

ʏʽɈ見付ȫ幅Ʌ合わȵȹねどごぞし×

じししɂȱɀ存在感ɬ消ȱĂ諏訪湖Ɉ眺

望ɬ最大限Ʌ執務ʑʲーʑɅ取ɤ入ɦ

ɣɦɥ架構計画ɂȱȹă
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図 3　長期応力図と架構計画図

写真 2　6.4ｍ跳出し見上げ

写真 3　執務室内観

図 2　架構計画
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ピン接合

ダイナミックに浮遊する開放的な執務スペースを実現する架構の設計
～日亜化学工業諏訪技術センター～

写真1　建物全景
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構造部門

正
しょう

野
の

和
かず

司
し

生 年 月　1983年10月福岡県生まれ
最終学歴　 鹿児島大学大学院理工学

研究科建築学専攻
業務経歴　 2008年㈱安井建築設計事

務所入社
　　　　　 現在、大阪事務所構造部

主任
●担当した主なプロジェクト
○・国際医療福祉大学 三田病院
○・国立科学博物館 自然史標本棟
・西武鉄道 西武立川駅
・相生会 福岡みらい病院
○・山辺広域行政事務組合天理消防署
・九州セキスイハイム工業 新工場
・大阪ガーデンパレス（耐震補強）
・淡路佐野運動公園 屋内練習場
・久光製薬ミュージアム
・那覇空港国際線TB増築（施工中）
※○印付きは免震構造建物

■青年技術者のことば

構造設計者ɂȱɀ自信ɬɜȾȭɂ

ɉ大切ɄȭɂȺȦĂĶ戒慎ķȾɘ

ɤĨ調子Ʌ乗ɣɄいĩĨ驕ɣɄいĩ

精神ɜ重要ɁあɥăȷɈ心ɬ失う

ɂĂ自分Ɉ価値観Ʌ閉Ȱȯɦɀȱ

ɘいĂ新ȹɄ発想ɞ柔軟Ʉ考えɬ

生ə出ȵɄい状況Ʌ陥ɥȥɣȺă

建築Ʌ合理性ɞ経済性Ȧ最優先Ɂ

求ɛɣɦɥ中ɁĂいȥɅ構造安全

性ɞ構造ʟʎɼンɬ見出ȵɥȥȦ

ʃʆɁあɤĂȷɦɉ各ʯ˅ʐɿʇ

ʠɒɈʺʙʱーʏʿンɒ繋Ȧɥă

ȷɈʃʆȦĂ結果的Ʌ良い建物Ɉ

竣工ɒȾɄȦɥɂ感Ȳɀいɥăȭ

Ɉ程Ă上司ɣɈĶ失敗Ʌ学ɐ構造

設計学ķɬ聞ȩȭɂȦɁȧȹă構

造設計ɉ過去Ɉ経験Ȧ活ȧɀȩɥ

ȭɂɬ実感ȱȹă

あɥʯ˅ʐɿʇʠɁɉĂ壁ʨˁン

ʑɞʄˁʑɈ納ɘɤɄɃĂ要ɂɄ

ɥ点ɬ押ȯえɀ構造計画ɘɂɛɀ

いȽȹăɘȹĂ応力ɞ変形性状ɬ

感覚的Ʌ把握Ɂȧɥʏンʯ˃Ʉɜ

Ɉɂȱɀ捉えɢうɂ努ɛȹă

結果的ɅɢȩɁȧȹɂ感Ȳɀいɥ

ȦĂ将来何Ȧ起ȭɥȥわȥɣɄ

いă今後ɜ初心Ʌ戻ɥ気持ȻɁ各

ʯ˅ʐɿʇʠɅ取ɤ組əĂ成長ɬ

続ȫɀいȧȹいă

■すいせん者

山浦晋弘

㈱安井建築設計事務所

理事 大阪事務所構造部長

1．建物概要
本建物ɉĂ創業じぞし周年ɬ記念ȱɀ久

光製薬Ɉ歴史ɞ経営理念ɬ未来ɒ継承

ȳɥȭɂɬ目的ɂȱɀ計画ȯɦȹă意

匠ʋンʓʯʠɉĂʄˁʑɈ箱Ȧ飛ɍ出

ȳ浮遊感ɂ御影石Ɉ外壁Ʌɢɥ重厚感

Ɉ対比Ɂあɥă

基本ʟʎɼンɅɉĂɼʗ˂ɺ人彫刻家

Ɉʙɿʛʋ・ʴʢʦʛʞ氏Ȧ携わȽɀ

ȤɤĂ彼ɈɼʹーʐȱȹĨ彫刻ĩɅ居

住性・機能性ɬ与えȹ建築ɂȳɥȭɂ

Ȧ前提条件ɁあȽȹă

2．構造計画概要
ʙɿʛʋ氏Ɉ初期ɼʹーʐɬ見ȹ際Ă

立方体Ɉ集合体Ɂあɥʅʽーʮʾʣʛʠ

ɬ思い浮ȥɓȹă基本ʈ˂ʛʡɜせm×

せmɁ構成ȱȹȹɛĂ建物全体Ʌʾʣʛ

ʠɬあɀɉɛĂȷɦȸɦɈ面Īねよりれī

ɬɃɈɢうɄ要素Ʌ構成ȱɀいȩȥɬ

ʋンʓʯʠɂȱɀ構造計画ɬ進ɛȹă

展示施設ɂいう特性上Ă壁ɉ十分Ʌ確

保ɁȧȹȹɛĂ構造種別ɬべな造ɂ定ɛ

ȹあɂɉĂ壁・床ʑˁʮ・ʄˁʑɄɃ

Ɉ各面Ɉ構成要素ɅȾいɀ詳細ɬ詰ɛ

ɀいȽȹă

Face1壁
当初Ɉʯˁンɉ壁Ȧ偏在ȱȹʨˁンʑ

Ɉ悪い計画ɂɄȽɀいȹă打Ȼ合わȵ

ɬ重ɇĂ壁Ɉ配置ɞ開口部位置Ɉ調整

ɬ行いĂʙɿʛʋ氏Ɉ同意ɬ得ɄȦɣ

平面計画ɬɘɂɛɀいȽȹă立面ʨˁ

ンʑɜ同様ɁĂ無理ɈɄい壁配置ɒ調

整ȱȹă

壁厚ɉずししmmɁ統一ȱĂ耐震要素ɂȱ

ɀɈ確保ɉɜȻɧɭɈȭɂĂPな鋼線端

部Ɉ定着具ɬ納ɛɥ余地ɬ確保ȱȹă

構造計算˃ーʠじɁɉあɥȦĂ跳ɇ出

ȱɈ多い重量ʨˁンʑȦ重要Ʉ建物Ɂ

あɥȭɂɬ考慮ȱɀĂ剛性率Ă偏心率

ɉȤȯえɢうɂ決ɛɀいȹă

Face2床
特徴ɉĂ最大せさ「m跳ɇ出ȱɬ持Ⱦ多

目的ʆʻˁ˂ーɂじすm×じすmɈ展示

˃ーʸɁあɥă

多目的ʆʻˁ˂ーɁɉĂす階ɂべ階Ɂ

片持ȻʑˁʮɈ支持方法ɬ変えɀい

ɥăす階床ɉĂ下面Ȧ屋外Ʌ面ȳɥȹ

ɛ梁型ɬ出ȯɄいɢうせ「しmm厚Ɉɺン

ʴンʡPなʑˁʮɂȱȹăɘȹ鋼線間Ʌ

ɉĂ中空ʴɼʡɬ配置ȱĂ躯体軽量化

ɬ図Ƚȹă

べ階ɅȾいɀɉĂ設備類ɬ配ȱɄい直

天井ɅȱɀĂʑˁʮɅ直接照明ɬ埋ɛ

込ɭȺʭˁʛʠɄ屋内面ɬ要求ȯɦ

ȹăPな鋼線ɞʴɼʡɂ照明設備ɂɈ

干渉Ȧ懸念ȯɦȹȹɛĂʑˁʮ自体ɉ

す「しmm厚Ɉ在来ʑˁʮɂȱĂ逆梁形式

Ɂ屋上部ɅPべな梁ɬ設ȫɀ支持ȱȹă

ȷɈ逆梁ɜɁȧɥȺȫ周囲ȥɣ見えɄ

いɢうĂ可能Ʉ限ɤʓʛʠʨʛʇȯȵ

ɀいɥă

Face3ガラス
窓面ɉĂ全面嵌ɛ殺ȱ窓ɂȳɥȹɛĂ

ʑˁʮɈȹわəɞ変形差ȦʄˁʑɅ与

えɥ悪影響Ɉ回避Ȧ課題ɁあȽȹăȷ

ɈȹɛĂ計画Ɉ初期段階ȥɣʄˁʑ

ʹーʃーɂ打Ȼ合わȵɬ重ɇȹă多目

的ʆʻˁ˂ーɈ跳ɇ出ȱ部Ɂɉ上下Ɉ

ʑˁʮ間ɈəɁʄˁʑɈ支持部材ɬ留

ɛɀいɥă

ȭȭɁɉĂねEM要素ɅɢɤʑˁʮɈȹ

わə・変形量ɬ把握ȱĂʍʛʏ部Ɉ

ʇ˂ɺˁンʑɬ精緻Ʌ決ɛɀいȽȹă

ɘȹĂʄˁʑɈ支持部材ɂ躯体ɂɉĂ

˃ーʒʳー˃Ʌɢɥʴ˃ʠ接合ɂȳɥ

ȭɂɁ十分Ʉ逃Ȭɬ用意ȱȹăȷɈ効

果ɉĂ数年～数十年ɂ時間ɬ経ɀあɣ

ȹɛɀ実感ɁȧɥȺɧうă

3．おわりに
壁・床・ʄˁʑĂȭɦɣɈ要素ɬ組ə

合わȵɀĂʅʽーʮɬ積ə重ɇĂ構成

ȱɀいȩȭɂɁȭɈ建物ɉ完成ȱȹă

建築主Ă施工者ɂɈ協働ɁĂʙɿʛ

ʋ氏Ɉɼʹーʐɬ具現化ȳɥȭɂȦɁ

ȧĂ庭園ɂ自然Ȧ眺望Ɂȧɥ開放的Ʉ

空間ɬ実現ȱȹă屋上Ʌɉ太陽光発電

ɬ設置ȱĂびowごれʄˁʑɞどEMぺɬ採用

ȳɥɄɃĂ佐賀県初ɈめEどĪʔ˅ʀʥ

˃ʆーʫ˃ī認証ɬ取得ȱȹă前述Ɉ

ʄˁʑɈ支持部Ɉ今後ɂあわȵĂ末永

ȩ見守ɤȹい建物ɂɄȽȹă

キューブユニット面で構成する構造　久光製薬ミュージアム

Face 1
スケッチによる
バランス調整 Face 2　2 階・R階床伏図 Face 3　ガラスサッシ部詳細
ス

キューブユニット構造モデル
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構造部門

中
なか

嶋
じま

　 拓
たく

生 年 月　1986年 6月三重県生まれ
最終学歴　京都大学大学院
　　　　　建築学専攻
業務経歴　2011年㈱大林組入社
　　　　　2012年大阪本店構造設計部
　　　　　2014年本社構造設計部
　　　　　2016年大阪本店構造設計部
●担当した主なプロジェクト
・淡路町3丁目マンション計画
・吹田市青葉丘南マンション計画
・北区同心地点計画
・北九州空港格納庫新築工事
・印西2データセンター新築工事
・ディスコ九州支店新築工事

■青年技術者のことば

建築Ɉ設計Ʌ携わɥɢうɅɄȽɀ

以来Ă構造設計者ɂȱɀ常ɅĶ問

いķɬ持Ⱦȭɂɬ大切Ʌȱɀいɘ

ȳă

Ķ問いķɬ持ȾȭɂɉĂ慎重Ʉ判

断Ʌ繋Ȧɤɘȳă構造設計ɉ様々

Ʉ外力Ʌɢɤ部材Ʌ生Ȳɥ応力・

変形ɬ把握ȱ必要Ʉ剛性・強度ɞ

靱性ɬ確保ȳɥȭɂȦ求ɛɣɦɘ

ȳă想定ȳɥ条件Ȧ適切ȥĂ剛床

仮定ɞ平面保持仮定等Ɉ計算仮定

Ȧ成立ȳɥȥĂ確認ȱɄȦɣ注意

深ȩ設計ȳɥ必要Ȧあɤɘȳă

ɘȹĶ問いķɬ持ȾȭɂɁĂ技術

Ʌ対ȳɥ理解ɬ深ɛɀいȧȹいɂ

ɜ考えɀいɘȳă科学技術ɉ日々

進歩ɬ続ȫɀȤɤĂ建築技術ɜ同

様Ɂあɥɂ感Ȳɘȳă社内ɁɈ意

見交換ɅɂɃɘɥȭɂɄȩĂ学会ɞ

社外委員会ɬ通ȱɀ新ȱい技術Ɉ

理解・習得Ʌ励ə続ȫɄȫɦɊɄ

ɣɄいɂ考えɀいɘȳă

ȯɣɅĶ問いķɬɜȾȭɂɁĂ新

ȱいɺɼʟɺɒɈʙʻ˄ンʐɅ繋

Ȧɤɘȳă先人Ɉ優ɦȹ設計ȥɣ

多ȩɬ学ɐȭɂɉ重要ɁȳȦĂȷ

ɦɅɂɣわɦɥȭɂɄȩĂ理論Ʌ

基ȿいɀ柔軟Ʌ思考ȳɥɢう心掛

ȫɀいɘȳă

Ķ問いķȥɣ得ɣɦȹ確ȥɄ技術

的根拠Ʌ基ȿいɀĂ自由Ʉ発想Ɂ

空間ɬʟʎɼンɁȧɥ構造設計者

ɬ理想ɂȱɀĂ今後ɜ日々研鑽ȱ

ɀいȧɘȳă

■すいせん者

大住和正

㈱大林組ā大阪本店ā建築事業部

構造設計部 部長

●建築計画
本建物ɉĂ精密機械ʹーʃーɈ営業・

ʍーʫʑ拠点ɁĂ市街地Ɉʂʭɻʑʫ˃

ȥɣ自然豊ȥɄ郊外ɒɈ移転事業ɂȱ

ɀ計画ȯɦȹă二ȾɈ片流ɦ大屋根ɬ

雁行ȯȵɀȾɄȬȹす階建ɀ建物Ɂあɥă

ʀンʠˁンʑɅ隣接ȳɥʴ˂ʽーʸɉ

じ層吹ȧ抜ȫɈ大空間ɁĂ自社製品Ʌ

ɢɥ試作品Ɉ製作ɞ加工ʍーʫʑɬ提

供Ɂȧɥʑʲーʑɂȱɀいɥă奥ɉす

層ɂɄȽɀȤɤĂす階Ʌɉ食堂ɬ中心

ɂȳɥ休憩ʑʲーʑɬ配置ȱɀいɥă

敷地Ɉ南東側Ʌɉじしmɬ優Ʌ超えɥ自

然保護林Ȧ残ȯɦɀȤɤĂいȴɦɈ部

屋ȥɣɜ大ȧɄʄˁʑ面ɬ通ȱɀ自然

ɬ感ȲɥȭɂȦɁȧɥă

●構造計画
ʑʩンじせさずｍɈ木造梁Ȧ架ȫɣɦȹ

木屋根直下ɉ全周ʄˁʑ開口部Ɂあ

ɤĂ耐震要素ɬ配置ȳɥ余地Ȧ無いă

木部材Ɉ剛接合ɉ難ȱいȭɂȥɣĂ鉄

骨ʋˁʸ柱Ɉ柱頭ɬʬン接合ɂȱȹ片

持Ȼ柱Ɂ水平力ɬ負担ȳɥ計画ɂȱ

ȹăʬン接合ɉ支承部ȥɣ細い鋼材ɬ

突ȧ出ȱɀ木造梁ɬ支持ȳɥʟʎɼン

ɂȱĂ屋根Ɉ浮遊感ɬ表現ȱȹăʬン

接合部Ɉ鋳造金物ɉ上下方向Ɉ地震

動・風荷重時Ɉ浮ȧ上ɤɅ対応ȱȹ形

状ɂȱȹă

木大梁ɅɉĶʂʹʄɾʛʡķɬ採用ȱĂ

高剛性単板積層材ĪびVびīɬ用いȹă両

端ʬンɈ木大梁ɉ曲ȬʺーʹンʠɈ大

ȧȯɅ合わȵɀĂ梁ȵいɬ膨ɣɘȵȹ

ʟʎɼンɂȱĂ鋼板挿入型Ɉ継手ɬ設

ȫɀ輸送Ʌɢɥ長ȯ制限ĪじすmīɅ対応

ȱȹă木屋根Ɉ下部Īじ階īɈ構造ɉ

べな耐震壁付ˁーʹン架構ɂȱɀ剛性ɬ

確保ȱ木屋根ɒɈ地震力増幅ɬ抑えȹă

●免震層の計画
設計当初ɉ耐震構造ɁあȽȹȦĂ確認

申請直前Ɉすしじそ年 せ月Ʌ熊本地震Ȧ

発生ȱĂ計画地付近Ɂ震度ぞɈ揺ɦȦ

す回観測ȯɦȹă計画地周辺Ɂɉ目

立Ƚȹ建物被害ɉ見受ȫɣɦɄȥȽȹ

ȦĂȭɈɢうɄ極大地震Ʌɜ耐えうɥ

構造ɬ目指ȱɀ免震構造Ʌ変更ȯɦȹă

低層ȥȾ木屋根ɬ採用ȱɀȤɤ上部構

造Ɉ重量Ȧ小ȯいȹɛĂ水平剛性Ɉ小

ȯい直動転Ȧɤ支承Īなびどīɬ主体ɂ

ȳɥ免震層ɂȳɥɂɂɜɅĂ外周部Ʌ

ɉ鉛ʯˁʈ入ɤ積層ʌʸ支承Īびべどī

ɬ配置ȱɀ免震層ɈɇȲɤ剛性ɬ高ɛ

ȹăなびどɈ採用Ʌɢɤ免震層ɬ長周期

化Īびす地震時Ɉ等価周期せさず秒īȱĂ

片持Ȼ柱Ʌɢɥ屋根Ɉ振動ɬ抑えɥ計

画ɂȱȹă

熊本地震ɈɢうɄ˄ʱ˃すɬ超えɥ極

大地震時Ʌɉ免震層Ɉ変形Ȧ非常Ʌ大

ȧȩɄɥȹɛĂ免震層Ɉ剛性ɬ高ɛɥ

必要Ȧあɥă一方Ɂ免震層Ɉ剛性増加

ɉ˄ʱ˃じ・˄ʱ˃す地震動Ʌ対ȳɥ

免震効果Ȧ損Ʉわɦɀȱɘうă

ȷȭɁĂ˄ʱ˃すɬ超えɥ極大地震Ʌ

対ȱɀ上部構造ɬ擁壁Ʌ衝突ȯȵɥ計

画ɂȱȹă衝突Ʌɢɥ衝撃力ɉĂ高減

衰ʌʸ製緩衝装置Ķ免震ʭɿンʘーķ

ɬ免震層上部ɈʭーʙンʈɅ設置ȱĂ

高減衰ʌʸɈ圧縮変形Ʌɢɤ吸収ȯȵ

ɥ計画ɂȱȹă

検討地震波ɉĂ震度ぞɬ観測ȱȹ本震

ɈひMMはじそ益城ɅȤȫɥ地中観測波ɬ

基盤波ɂȱĂ計画地Ɉ表層地盤特性ɬ

考慮ȱɀ作成ȱȹă

熊本地震ɂ同様Ɉ地震Ȧ計画地直下Ɂ

発生ȱȹ場合ɈĂ免震ʭɿンʘーɈ効

果ɬ確認ȳɥȹɛĂ免震ʭɿンʘー設

置時ɂ擁壁ɈəɈすʉーʑɅȾいɀ衝

突解析ɬ行Ƚȹă免震ʭɿンʘーɬ設

置ȳɥȭɂɁ最大加速度ɉじざ「以下ɂ

ɄɤĂ擁壁衝突Ʌɢɥ衝撃力Ȧ低減ȯ

ɦɥȭɂɬ確認ȱȹă

木造屋根を浮遊させた混合構造免震オフィスの構造設計と極大地震対応

大スパン木大梁による吹き抜け空間

木屋根

鉄骨柱

ＲＣ
架構

マット
基礎

免震層

RF

2F

1F
免震層

0 500 1000 1500 2000
最大絶対加速度[cm/s2]

緩衝材あり
擁壁衝突

応答加速度を低減

2F

1F

K f

Kw免震層

：免震フェンダー剛性

：擁壁剛性

RF

DC：クリアランス =500mm

クリアランス
Dc=500mm 上部躯体

下部基礎

免震層

▼1FL

免震
フェンダー

緩衝材により

構造計画概要

免震層配置計画 熊本地震に対する応答解析結果

擁壁への衝突を考慮した応答解析モデル

緩衝材位置

オイルダンパー

LRBCLB

建物外観パース
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構造部門

堀
ほり

本
もと

明
あき

伸
のぶ

生 年 月　1984年 6月大阪府生まれ
最終学歴　2009年大阪大学大学院
　　　　　工学部地球総合工学科
　　　　　建築工学科目
業務経歴　2009年日建設計入社
　　　　　東京事務所
　　　　　2010年大阪事務所
　　　　　2017年名古屋事務所
　　　　　現在　大阪事務所
　　　　　構造設計部
●担当した主なプロジェクト
・阿波銀行鴨島支店
・ 関西外国語大学穂谷キャンパス第
二セミナーハウス
・ザ・リッツ・カールトン京都
・グランフロント大阪駅前広場
・YANMAR FLYING-Y BUILDING
・ 山陰中央テレビジョン放送株式会
社新本社ビル
・高松サンポート合同（南館）
・国立京都国際会館ニューホール
・岡山県警察本部庁舎

■青年技術者のことば

私ɉ建物ɬ設計ȳɥ際ɅĂいȥɅ

安全性Ɉ高いʏʑʞʸɬ経済的

Ʌ実現ȳɥȥɂいうȭɂɬ念頭Ʌ

ɉ置いɀいɘȳȦĂȷɦȺȫɁɉ

良い建築ɉ作ɦȴĂ何ȥɌɂȾɈ

ʞーʶɬ持Ƚɀ設計ʙーʸɁ協働

ȱɀ設計ȳɥȭɂȦ構造設計者ɂ

ȱɀ必要Ʉ姿勢Ⱥɂ考えɀいɘ

ȳă新素材・新提案ɈɢうɄ目新

ȱい構造技術ɬ提案ȳɥȭɂɜ大

事Ɂあɥɂ思いɘȳȦĂ建築Ɉ質

ɬ高ɛɥȹɛɅɉʀンʐʣɺɂȱ

ɀĂ地道Ʌ知識・経験ɬ積ə重

ɇĂ建物ɅɂȽɀ最適Ʉ構造計画

ɬ提案ȳɥȭɂȦ重要Ⱥɂ思いɘ

ȳă最適Ʉ構造計画ɬ提案ȳɥȹ

ɛɈ裏付ȫɂɄɥ知識・経験ɉĂ

構造設計Ʌ関わɥɜɈȺȫɁɄ

ȩĂ意匠設備Ʌ関連ȳɥȭɂɞĂ

建築Ʌ関係ȱɄいȭɂȥɣɜ得ɣ

ɦɥɂ感Ȳɀいɘȳăȭɦȥɣɜ

ɢɤ良い建物ɬ設計ȱĂ社会Ʌ貢

献ȳɥȹɛɅ自分Ȧ出来ɥȭɂɬ

考え社内外Ʌɺンʞʢɬ張ɤĂ構

造設計者ɂȱɀ研鑽ȱɀいȧȹい

ɂ思いɘȳă

■すいせん者

田代靖彦

株式会社 日建設計 構造設計部長

建物概要
本建物ɉ日本初Ɉ国際会議場ɁあɤĂ

京都議定書Ȧ採択ȯɦȹ歴史あɥ建築

物Ɂあɥ国立京都国際会館Ʌ展示施設

Ɂあɥʣʽーʳー˃ɬ増築ȳɥ計画Ɂ

あɥăʣʽーʳー˃ɉせぞさそｍʑʩンɈ

展示ʳー˃ɬɜȾ建物ɁĂ展示ʳー˃

ɬ鉄骨ʠˁʑɁ構成ȱɀいɥȦĂ天井

Ȧ必要ɄȹɛĂ内部空間ȥɣɉ鉄骨ʠ

ˁʑɉ確認ɁȧɄいăʠˁʑɬ使Ƚȹ

ʘɼʢʷʛʇɄ構造ʟʎɼンɬ感Ȳȯ

ȵɥȹɛĂ下記Ɉ断面図Ʌ示ȳɢうɅ

ʠˁʑ端部ɬʄˁʑɈʘʮ˃ʑʅンɂ

ȱĂʠˁʑɬ外部Ʌ魅ȵɥȭɂɬ考え

ȹă

ガラスダブルスキン
ʄˁʑʘʮ˃ʑʅンɉĂ意匠的Ʌɉ周

囲Ɉ景観ɬĂʄˁʑɬ使Ƚɀ視線ɬ透

ȥȳȭɂɞ景色ɬ映ɤ込ɘȵɥ機能Ȧ

あɤĂ設備的Ʌɉʘʮ˃ʑʅンɂɄȽ

ȹ空間Ɂ空気・熱ɬ循環ȯȵ環境装置

ɂȱɀɈ機能ɬ持Ⱦăʄˁʑʘʮ˃ʑ

ʅンɬĂ意匠・構造・設備Ȧ三位一体

ɂɄȽȹ本建物Ɉ見ȵ場ɂȱɀ表現ȳ

ɥȭɂɬ考えȹă

構造計画概要
ʣʽーʳー˃ɉ下図Ɉ構造部材ʩーʑ

Ʌ示ȳɢうɅĂ建物基壇Ɉ部分ɬ耐震

壁付ȧɈぺべな造ɂȱĂ屋根ɉʑʩンȦ

せぞさそｍɈぺ造ʠˁʑɂȱȹăせぞさそｍʑ

ʩンɈʠˁʑɉĂʑʲーʏンʈȦ「さすm

ɁʠˁʑȵいȦずさす「ｍɈ一方向平行

弦ʠˁʑɁ計画ȱȹăʠˁʑɈ中央部

ɉĂʳー˃内部ȥɣɉ天井Ʌ隠ɦɀ

見えɄいȹɛĂ経済性ɬ重視ȱɀは形

鋼・なほ・ɺンʈ˃材ɬ組ə合わȵɀ構

成ȱȹăʠˁʑɈ端部ɈʟʎɼンɉĂ

ʄˁʑɈ納ɛ方ɬ中心Ʌ意匠設計者ɂ

密Ʌ連携ȱɀ取ɤ組ɭȺă

ガラスダブルスキンでトラス
を魅せる
ʄˁʑɁ視線ɬ透ȥȳȭɂĂ周ɤɈ景

観ɬ反射ȱɀ映ɤ込ɘȵɥȭɂɈ実現

ɈȹɛĂʄˁʑɈ面内Ʌɉʮ˄ーʑɉ

設ȫɄいȭɂĂʠˁʑ部材以外Ɉ余計

Ʉ部材Ȧ存在ȱɄいȭɂȦ必須ɁあȽ

ȹăȭɈ課題ɬ解決ȳɥȹɛɅĂʄˁ

ʑɬ鉛直方向Ʌ設ȫȹʄˁʑ˂ʮɅɢ

ɥす辺支持ɂȱĂȷɈʄˁʑ˂ʮɉʠ

ˁʑɈ斜材・弦材Ɂ直接支持ȱȹă下

記Ɉʠˁʑ端部Ɉ軸組図Ʌ示ȳɢうɅ

斜材ɬは形鋼ɂȱĂ強軸ɬʠˁʑ構面

外方向Ʌ向ȫɀĂʠˁʑ構面外Ʌ作用

ȳɥ地震力ɬは形鋼Ɉ片持Ȼ柱ɂȱɀ

処理ȳɥȭɂɁĂʄˁʑ面内Ʌʮ˄ー

ʑɬ配置ȱɄいɁ成立ȳɥ構造計画ɬ

提案ȱȹăʠˁʑ端部Ɉ部材Ʌɉʭ

ˁʛʠʨー・鋼棒・ʞンʏʿン˅ʛʡ

ɬ適材適所Ɂ使い分ȫĂ写真Ʌ示ȳɢ

うɅ透明感Ɉあɥʄˁʑʘʮ˃ʑʅン

ɬ実現ȳɥȭɂȦɁȧȹă

ガラスダブルスキンを支えるホールトラスの構造デザイン

トラス端部接合部写真 上部：ガラスダブルスキン、下部：エントランスの鉄骨無垢細柱

国立京都国際会館ニューホールの構造設計

構造部材パース

東西断面図

トラス端部軸組図

屋根をセットバック ガラスダブルスキン

ガラスダブルスキン既存高さ屋根

5.2m

ホワイエ
RC造

S造

ガラス

タイロッド60ϕ
存在を隠す

2PL-25×200

2PL-25×200
垂木をイメージ

H-300×300
強軸方向はトラス構面外方向

・水平ブレース・鉛直ブレースを
ガラス面に出さない工夫

SRC造

中央部弦材：H形鋼（H-294x200）
　ラチス材：CT・アングル材

47 .6m 10
m基壇 ・意匠：ガラスで視線を透かし

て周囲の景観に溶け込ませる
・設備：ダブルスキンを利用し
て環境技術を導入する
・構造：トラス端部を透かして
魅せる
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構造部門

三
み

谷
たに

　 淳
あつし

生 年 月　1984年 4月大阪府生まれ
最終学歴　2010年大阪大学大学院
　　　　　 工学研究科地球総合工学

専攻
業務経歴　2010年㈱大林組入社
　　　　　 2011年大阪本店構造設計部
　　　　　 2014年東京本社構造設計部
　　　　　 2016年大阪本店構造設計部
●担当した主なプロジェクト
・神鋼加古川新溶銑処理工場
・博労町3丁目プロジェクト
・KDDI大阪第 2ビル
・三井倉庫騎西城南第1倉庫
・THKビルディング
・ 摂津工場新施設構築プロジェクト
209棟
・ 三菱倉庫神戸支店西神配送セン
ター

■青年技術者のことば

約じし年Ɂ様々Ʉ規模Ɉ建築ɬ設計

ȳɥ機会ɬ頂ȧɘȱȹă設計ȱȹ

建物Ȧ使用ȯɦɥȭɂɈ喜ɍɬ感

ȲɥɂɂɜɅĂ設計者ɂȱɀɢɤ

価値Ɉあɥ建物ɬ後世Ʌ残ȱɀい

ȩ責務Ȧあɥɂ感Ȳɀいɘȳă

構造設計者ɂȱɀĂ建物Ʌ関わɥ

ȳɓɀɈ人ɂ創ɥ喜ɍɬ共有Ɂȧ

ɥɢうɅȱȹいɁȳă建物ɬ創ɤ

上Ȭ供用ȯɦɥ中ɁĂ建築主ɉɜ

ȻɧɭɈȭɂĂ設計者Ă施工者Ă

利用者Ȥɢɍ社会ȳɓɀɅ喜ɭɁ

ɜɣえɥȭɂɬ目標ɂȱɘȳăȷ

ɈȹɛɅĂ相手Ȧ何ɬ求ɛɀいɥ

Ɉȥɬ適切Ʌ把握ȱĂȳɓɀɈ関

係者Ȧ満足Ɂȧɥɢう最善Ɉ努力

ɬȱɘȳă皆Ʌ喜Ɋɦɥ建物ɬ創

出ȱĂȷɦɬ自ɣɈ喜ɍɂȱɀɘ

ȹ自己研鑚Ʌ励ɚĂȭɦɬ繰ɤ返

ȱ構造設計者ɂȱɀ一人前ɅɄɦ

ɥɢう精進ȱɀいȧɘȳă

■すいせん者

嶋﨑敦志

㈱大林組ā大阪本店

建築事業部構造設計第三部ā部長

●はじめに
本建物ɉĂ兵庫県神戸市須磨区Ʌ位置

ȳɥ免震構造Ɉ地上せ階建ɀ営業倉庫

Ī一類倉庫īĂ事務所Ɂあɥă 

建物形状ɉĂ東西方向ɬ長辺ɂȱȹ

じそしm×じだしmɈ長方形形状Ɂ両側Ʌˁ

ンʯɾɿɼȦ取ɤ付ȩ形状ɂɄȽɀい

ɥăじ期工事Ɂɉ東側Ɉ倉庫Ăʠˁʛ

ʇʨーʑĂ車路Ȥɢɍ両側Ɉˁンʯ

ɾɿɼɬ建設ȱĂ建物ɬ使用ȱɄȦɣ

西側Ɉ倉庫Ȥɢɍʠˁʛʇʨーʑɬ一

体増築ȳɥ計画ɂɄȽɀいɥă南側Ʌ

上ɤ専用Ă北側Ʌ下ɤ専用Ɉˁンʯ

ɾɿɼɬ設置ȱĂȷɦɣɬ南北Ʌ接続

ȳɥ車路ɬ各階Ʌ配置ȱɀいɥă各階

車路Ɉ両側Ʌʠˁʛʇʨーʑɬ配置

ȱĂ倉庫部分ɂʠˁʛʇʨーʑ部分ɉ

じさじmɈ段差ɬ設ȫɀいɥăˁンʯɾɿ

ɼɂ本体倉庫ɂɈ間ɅɉEみPさJɬ設ȫ

ȴɅ構造的Ʌ一体ɂȱɀ計画ȱȹă傾

斜ȱȹ支持地盤ȥɣɈ地震入力Ɉ評価

ɅȾいɀ力学的Ă工学的検討ɬ行いĂ

設計ɬ進ɛȹă

● 傾斜地盤を考慮した解析モ
デル

工学的基盤Ȧ傾斜ȱɀいɥȭɂĂ異種

基礎ɁあɥȭɂĂ建物長ȯȦじししmɬ

超えɥȭɂɄɃɈ影響Ʌɢɥ地震波Ɉ

位相差ɅɢɥɇȲɦɬ適切Ʌ評価ȳɥ

ȹɛɅ建物－杭－地盤連成ʺʟ˃ɂȱ

ȹă

上部構造Ɉʺʟ˃化ɅȾいɀɉĂˁン

ʯɾɿɼ部分ɉɣȵɭ状Ɉ架構Ɉ振動

性状ɬ適切Ʌ把握ȳɥȹɛ部材˄ʱ˃

Ɂʺʟ˃化ȱĂ倉庫部分ɉ各階床ɬじ

質点Ʌ集約ȱȹ「質点Ɉ等価ȵɭ断型

ʺʟ˃ɂȱȹă倉庫部分ɂˁンʯɾɿ

ɼ部分ɉĂ剛体連結ȳɥȭɂɁ相互Ɉ

影響ɬ振動解析Ʌ考慮ȱȹăɘȹĂ上

部構造ɈɇȲɦɬ適切Ʌ評価ȳɥȹ

ɛĂ各階Ɉ剛心Ʌ回転慣性ȤɢɍɇȲ

ɤ剛性ɬ考慮ȱĂ各層倉庫部Ɉ質量中

心く重心ぐɬ別Ʌ設ȫɥʺʟ˃化ɬ行Ƚ

ȹă免震層Ɉʺʟ˃化ɉĂ免震材料ɬ

平面的Ʌ配置ȱĂじ階床ɬ剛床ɂȳɥ

ȭɂɅɢɤ免震層全体Ɉ剛性Ȥɢɍ復

元力特性ɬ考慮Ɂȧɥʺʟ˃ɂȱȹă

下部構造ɉĂ支持地盤˄ʱ˃く地震動

Ɉ入力位置ぐȦ各杭Ʌɢɤ異ɄɥȹɛĂ

杭長ȮɂɅ地盤く土柱ぐʺʟ˃ɬ作成

ȱĂ地盤深ȯɅ応Ȳȹ地盤特性ɬ考慮

ȱȹă土柱ʺʟ˃ɉ地盤Ɉ非線形性ɬ

考慮ȱĂべごぶʺʟ˃ɬ採用ȱȹă土柱ʺ

ʟ˃ɂ杭ɬ水平地盤ɊɇɁ接続ȳɥȭɂ

Ʌɢɤ建物ご杭ご地盤連成ʺʟ˃ɂȱȹă

ɘȹ本ʺʟ˃Ɉ妥当性ɬ評価ȳɥȹ

ɛɅĂ汎用ʕʭʠぺoiんPんusĪすしじぞ版ī

ɬ用い三次元ねEMɅɢɥ手法Ɂɜ地震

波ɬ作成ȱĂ建物ご杭ご地盤連成ʺʟ˃

ɁɈ地震応答解析結果ɂ比較検討ȱ差

異ȦɄいȭɂɬ確認ȱȹă

外観パース

傾斜した支持地盤に建つ大型免震物流倉庫

基礎スラブ

基礎梁

杭

基盤層
加振方向

E
N

S W

A B
C D

EF
GH

I J
K L

M
OP
QR

123456 7 8 91011121314151617

R1

R9

R17

J1

J9

J17

A1

A9

B15

評価点

N

併用基礎
（杭、直接基礎、基礎梁、基礎スラブ）

（UD）
52m

方向
領域幅（m）

水平 鉛直
NS 488 50.9 
EW 411

方向
メッシュ幅（m）
水平

鉛直
基礎下 その他

NS 5.0 9.0 2.5 
EW 5.0 9.0 

地盤表層

地盤基盤層

E N

S W

振動解析モデル

振動解析モデル（三次元ＦEＭモデル）

振動解析モデル（三次元ＦEＭモデル）地盤概要

倉庫部：
等価せん断モデル

倉庫部剛心

倉庫部重心

ランプ部：立体モデル

杭モデル

計画建物 F
埋土

Ksu
　神戸層群白川累層上部
　（解放工学的基盤）

水平地盤ばね
（土柱モデルと杭を接続）

ランプ部：立体モデル 土柱モデル
（R-Oモデルにて
非線形性を考慮）

倉庫部
各層質点と
剛体連結

倉庫部
各層質点と
剛体連結

（EW
）41
1m （NS）488m（NS）200m（EW

）18
7m
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設備部門

今
いま

吉
よし

　 健
たけし

生 年 月　1985年 6月大阪府生まれ
最終学歴　2010年京都工芸繊維大学
　　　　　大学院工芸科学研究科
　　　　　機械システム工学専攻修了
業務経歴　2010年㈱竹中工務店入社
　　　　　2011年同京都支店設備部
　　　　　2015年同大阪本店設計部
　　　　　2016年同大阪本店設備部
●担当した主なプロジェクト
2011年　龍谷大学深草学舎22号館
2013年　龍谷大学深草学舎和顔館
2013年　尾池工業上鳥羽西館
2015年　ヴォーリズ学園新体育館
2015年　立命館茨木キャンパス
2015年　西武八尾特高改修
2016年　GLP吹田倉庫
2017年　デサントR&Dセンター
2017年　GLP寝屋川物流センター
2018年　日経大阪放出印刷工場
2018年　大阪電気通信大学
　　　　寝屋川キャンパス整備

■青年技術者のことば

今回Ɉʯ˅ʐɿʇʠɁɉĂ新ȱい

どばMɈ活用ɬ設計・施工ɬ一貫ȱ

ɀ行Ƚȹă建築主ɈʣーʒɅ応え

ȹ設備計画ɬ実施ȱɀいȩɈɉ設

備技術者ɂȱɀ当然Ɉ役割Ɂあɥ

ȦĂ加えɀ建設業界全体Ɉ作業員

不足ɂいう問題Ȧ顕在ȱɀいȩ中

ɁĂ今後一層求ɛɣɦɥ快適Ɂ知

的生産性Ɉ高い空間ɬɃう提供ȱ

ɀいȩȥɂいう課題ɅĂどばM活用

Ʌɢɥ効率的Ʉ合意形成ɂいう一

ȾɈ答えɬ出ȳȭɂȦɁȧȹă今

後Ɉ設備技術者ɂȱɀɈʅʻ˂ɺ

Ɉ中Ɂ非常Ʌ貴重Ʉ経験ɁあȽ

ȹă建築設備ɉ日進月歩Ɂ進化

ȱĂȷɈ内容ɉ複雑化・高度化・

専門化Ɉ一途ɬ辿ɥăȷɈ技術Ɉ

中ȥɣĂ建築主ɈʣーʒɅ合Ƚȹ

ɜɈɬ取捨選択ȱĂ品質ɬ確保

ȱĂ建築主Ʌ満足ȱɀɜɣえɥ建

物ɬ提供ȳɥȭɂɈɁȧɥ設備技

術者ɂȱɀĂȯɣɅɉĂ建設業界

全体Ɉ生産性ɅȾいɀɜ寄与Ɂȧ

ɥ設備技術者ɂȱɀĂ私ɉ成長ȱ

続ȫȹいă

■すいせん者

田中ā努

㈱竹中工務店

設備部āʈ˃ーʯ˂ーʘー

近年増加ȱɀいɥ大型ʶ˃ʙ物流施設

ɅȤいɀĂ事業主ɉʞʢンʠ誘致Ɉȹ

ɛɅĂʋンʓʯʠɬ持Ƚɀ建物ɬ計画

ȱɀいɥă今回担当ȱȹĶのびP吹田ʯ

˅ʐɿʇʠķɅȤいɀ新築工事着工時

ɅĂ入居者ɁあɥʃʑʗʶーȦ決定ȱ

じ社専用施設ɂȱɀɈどほぺĪどuiんる to 

ぺuitī化ɬ行いĂ大規模Ʉ変更ɬ約束

ȱȹăȷɦɅ伴いĂ建築計画Ɉ変更及

ɍ設備計画Ɉ変更Ȧ必須ɂɄȽȹăȯ

ɣɅĂʃʑʗʶーɈ事業ɬ成立ȯȵɥ

ȹɛɅĂ物流施設稼働時期Ɉ繰ɤ上Ȭ

＝ʃʑʗʶー工事Ɉ着手Ɉ前倒ȱɬ図

ɤȹいɂɈ強い要望Ȧ上ȦȽȹă私ɉ

設計施工ɬ一気通貫ȱɀ双方Ɉʣーʒ

Ɉ実現ɬ目指ȱȹă

写真1　建物外観

Ⅰ． 建築主及びカスタマー
ニーズの実現

　　 「物流施設稼働時期の繰
り上げ＝カスタマー工事
の着手前倒しの実現」

今回ʯ˅ʐɿʇʠɅȤいɀĂ建築主Ɉ

ʣーʒɉʃʑʗʶーɈʣーʒɅ対応

ȱĂȥȾ工期Ɉ順守ɁあȽȹăʃʑʗ

ʶーɈ一番Ɉʣーʒɉ事業収支Ʌɜ大

ȧȩ影響ȳɥ物流拠点Ɉ早期稼働Ɂあ

ɥăȷɈʣーʒɅȾいɀɉ建築主ɜ同

様ɁあȽȹă今回建物ɉʃʑʗʶーɈ

一棟専用施設ɂȱɀ大規模Ʉ搬送設備

Ɂあɥʶʞ˂ɺ˃ʧンʡ˂ンʈ機器

Ī以下ĂʶʞʧンīȦ設置ȯɦɥ計画

ɂɄȽȹăȷɦɅ伴いĂ建築・構造・

設備Ɉ大規模Ʉ変更ɬ行う必要Ȧ生Ȳ

ɥȭɂɂɄȽȹăɘȹĂʶʞʧンɈ設

置工事ɉ約だȥ月必要ɁあɤĂ建築主

ʣーʒɂɉ約 せȥ月Ɉ開ȧȦあȽȹă

ȭɦɬ実現ȳɥȹɛɅɉĂ新築工事中

Ɉʶʞʧン設置工事Ɉ着手Ȧ必須条件

ɁあɤĂ従来Ă建物竣工後Ʌ行Ƚɀȧ

ȹʶʞʧン設置工事ɬ新築工事中Ʌ行

うȹɛɈ問題点Ɉ洗い出ȱĂ解決策ɬ

検討ȱȹă

Ⅱ.  「各ステークホルダーとの
合意形成」

1．消防設備変更対応
従来竣工後Ɉʶʞʧン設置工事ɬ行

いĂȷɦɅ伴う各消防設備Ɉ遵法化Ɉ

工事Ī改修工事īɬ行いĂ消防検査ɬ

受ȫ建物使用開始可能ɂɄɥăȱȥȱ

ɄȦɣĂʶʞʧン工事Ɉ先行乗ɤ込ə

ɬ行えɊĂ新築工事Ɉ消防検査ɜʶʞ

ʧン工事完了ɘɁ受検ɁȧȴĂ建築主

ʣーʒɁあɥ工期順守ɬ達成ɁȧɄい

ȭɂɅɄɥăʶʞʧンɉ平面的Ʌɜ断

面的Ʌɜ重ɄɤあȽȹ複雑形状Ɉȹ

ɛĂす次元図面Ɂ立体的Ʌ形状ɬ理解

ȳɥȭɂɉĂ専門工事会社Ɂɜ難ȱい

Ī図 じīă

図 1　マテリアルハンドリング機器
（3Dパース）

ȯɣɅ設計者Ă施工者ɒɈ理解Ăȷȱɀ

関係諸官庁ɒɈ承認ɬ得ɥȭɂɉȯɣ

Ʌ困難Ɂあɥă複雑形状Ɂあɥʶʞʧ

ン設置後Ɉ改修工事ɉ非常Ʌ手間Ȧȥ

ȥɥȹɛĂ新築工事時点ȥɣĂȭɈɢ

うɄ竣工後Ɉ改修ɬ前提ɂȱȹ施工ɬ

行うȭɂɉĂ建築主及ɍ施工者ɅɂȽ

ɀʹ˂ʛʠɬ生ɘɄいă省人・省力化

ɜ踏ɘえʶʞʧン設置工事前Ʌʶʞʧ

ン設置ɬ考慮ȱȹ消防設備Ɉ設置工事

ɬ完了ȯȵĂ消防検査ɬ受検Ă引渡ȱ

ɬ行う計画ɬ立案ȱȹă双方Ɉʣーʒ

及ɍ省力化ɬ実現ȳɥȹɛɅɉĂ新築

工事時点ɅȤいɀĂʶʞʧン設備Ɉ最

終的Ʉ設置状況ɬ諸官庁等Ɉʑʞーʇ

ʳ˃ʘーɅ説明ȱĂ了承ɬ得ɥ必要Ȧ

あȽȹă

所轄消防署ɂɈ合意形成Ɉ手段Ɂ着目

ȱȹɈȦĂ近年普及Ȧ拡大ȱɀȧɀい

ɥどばMɁあȽȹăɘȴĂʶʞʧンɈどばM

ʺʟ˃ɬʃʑʗʶーȥɣ受領ȱĂどばM

ɬ用い建築Ă設備Ă構造Ăʶʞʧン

ɬ設備Ɉ重ɇ合わȵɬ行ȽȹăȷɈȭ

ɂɅɢɤ建築設備ɂɈ物理的Ʉ干渉Ɉ

確認ɜ可能ɂɄɤĂ事前Ʌʶʞʧン設

置Ʌɢɥ建築設備工事Ɉ対応Ȧ可能ɂ

ɄȽȹă重ɇ合わȵ確認ɅɢɤĂ消防

設備ɈうȻ屋内消火栓Ă連結送水管及

ɍ誘導灯ɅȾいɀʶʞʧン設置Ʌɢɥ

移設及ɍ追加設置Ȧ必要ɂɄɥȭɂȦ

分ȥȽȹă

検討ȱȹ屋内消火栓ɂ誘導灯Ɉ配置

ɉĂ所轄消防署ɅȤいɀどばMʺʟ˃ɬ

確認ȱɄȦɣĂ合意形成ɬ図ȽȹĪ写

真 す īă消防協議ɁɉどばMʺʟ˃ɬʯ

˅ʐɿʇʗーɅ投影ȱĂ見えɥ化ɬ

行Ƚȹăʺʟ˃Ɂ切断面ɬ高ȯ方向Ʌ

移動ȯȵɄȦɣ説明ȳɥȭɂɁĂʶʞ

ʧン機器Ɉ空間的Ʉ把握ɬ容易Ʌ行う

ȭɂȦɁȧȹăどばMʺʟ˃内ɬ歩行ȳ

ɥȭɂɁĂ屋内消火栓ɘɁɈ動線Ɉ確

認ɂĂ誘導灯Ɉ視認性Ɉ確認ɬ行Ƚ

ȹă消防隊員質疑ɉす次元平面図Ɂɉ

説明ȱ難いɜɈȦ多ȩĂずにʺʟ˃ɬ用

いȹ説明ɬ行うȭɂɁĂ空間把握Ȧ容

易ɂɄɤĂ合意形成Ȧ迅速ȥȾ活発Ʌ

行えȹăȯɣɅ高ȯɞ有効寸法Ɉ質疑

Ʌ対ȱɀȷɈ場Ɂ解答ȳɥȭɂȦ可能

ɂɄɤ合意形成Ȧ迅速ȥȾ活発Ʌ行え

ȹă

2．建築確認申請変更対応
建築確認申請Ɉ変更ɅȤいɀɜʶʞʧ

ン設備Ɉ設置Ʌ伴う防火区画免除ɞ異

種用途区画Ɉ説明ɅどばMʺʟ˃ɬ用い

効率的Ʉ合意形成ɬ図Ƚȹă

ȯɣɅ新築計画ɅȤȫɥどばMʺʟ˃Ɉ

確認申請上Ɉ優位性ɅȾいɀ理解ɬ深

ɛȹĪ写真ずī

上記Ɉ協議ɅɢɤĂ 4か月の工事着手
の前倒しɈ達成及ɍʶʞʧン設置後ɬ

考慮ȱȹʞʢンʠど工事ɬ新築工事中

Ʌȳɓɀ完了ȯȵ検査済証を受領ȱĂ

建築主及ɍʃʑʗʶーɈʣーʒɅ答え

ɥȭɂȦɁȧȹă

GLP吹田プロジェクトの設備計画
～BIM活用によるステークホルダーとの効率的な合意形成の取り組み～

写真 2　消防協議の様子（吹田市消防局にて）

写真 3　建築確認申請協議の様子（ERI京都にて）
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設備部門

古
こ

我
が

卓
たく

真
ま

生 年 月　1984年 3月滋賀県生まれ
最終学歴　京都大学大学院工学部
　　　　　都市環境工学専攻修了
業務経歴　2009年㈱竹中工務店入社
　　　　　2010年大阪本店設計部
　　　　　 2013年神戸支店設備施工

管理グループ
●担当した主なプロジェクト
2014年　ヒューリック神戸空調改修
2014年　三井倉庫神戸西倉庫2期
2015年　シスメックスR&Dタワー
　　　　 7階改修工事
2015年　キユーピー神戸工場
2017年　建隆磯上オフィスビル
2018年　シスメックス新診断薬拠点

■青年技術者のことば

私ɉʑ˅ーʄンɂȱɀĶ思いɞ

ɤķɬ掲Ȭɀいɥă建築主Ʌ対ȱ

ɀɉɜȻɧɭĂ各職種Ɉ協力会

社Ă作業員ĂȷɈ家族Ă竣工後

Ɉ利用者Ʌ至ɥɘɁĂĶ思いɞɤķ

ɬɜȽȹ施工管理ȦɁȧɥ技術者

ɬ目指ȱɀいɥă建築主Ă設計者

Ɉ想いĂ社会Ɉʣーʒɬ的確Ʌ把

握ȱĂȥȹȻɅȱɀいȩȭɂȦ施

工管理者Ɉ責任Ɂあɥɂ考えɥă

今回Ă新ȹɅどばMɬ活用ȱȹ施工

管理方法ɬ検討Ă実施ȳɥȭɂȦ

Ɂȧȹ経験ɉĂ技術者ɂȱɀ大変

有意義ɁあȽȹăどばMɬ活用ȳɥ

ȭɂɁĂ関係者Ʌわȥɤɞȳȩ説

明ȳɥȭɂɅɢɤĂ生産性向上ɬ

達成ȱȹă

ɘȹĂ建築設備ʏʑʞʸɜɢɤ高

度Ɂ複雑化ȱɀいɥăȷɈɢうɄ

複雑Ʉʏʑʞʸɬ関係者Ʌわȥɤ

ɞȳȩ説明ȱĂ共通認識ɬɜȽɀ

施工ȱɀいȩȭɂȦ設備技術者Ʌ

ɂȽɀ非常Ʌ重要Ɂあɥă今後ɜ

新ȱい技術Ă試əɬ憶ȳɥȭɂɄ

ȩ活用ȱĂĶ思いɞɤķɈ詰ɘȽ

ȹ建物ɬ造ɦɥɢうɅ設備技術者

ɂȱɀ一層Ɉ自己研鑽ɬ図Ƚɀい

ȧȹいɂ考えɀいɥă

■すいせん者

中村泰介

㈱竹中工務店ā神戸支店

設備施工管理ʈ˃ーʯ˂ーʘー

1．はじめに
近年Ă作業員ɬɉȲɛ建築業界Ɉ人員

不足Ȧ顕著ɁあɤĂ労働環境ɅȾいɀ

ɜ大ȧɄ問題ɂɄȽɀいɥă生産性向

上Ȧ強ȩ求ɛɣɦɥ中ĂどばMɈ活用Ȧ

様々Ʉ場面Ɂ検討ȯɦɀいɥă今回Ă

私Ȧ担当ȱȹ某食品工場新築工事ɅȤ

いɀĂ実践ȱȹどばMɬ活用ȱȹ施工管

理ɅȾいɀ報告ȳɥă

2．天井内設備の納まり検討
私Ȧ担当ȱȹ食品工場Ɂɉʇ˂ーン

˃ーʸ内Ɉ清掃性Ɉ向上ɈȹɛĂ空

調Ă衛生Ă電気Ɉ建築設備ȺȫɁɄȩ

生産設備ɜ天井内ɂȱȹいɂɈ要望ɬ

期中Ʌ受ȫȹă建築物Ɉ構造上Ă天井

内Ɉʑʲーʑɉ狭ȩĂ建築設備ɂ生産

設備ɂɈ細部ɅわȹȽɀɈ取ɤ合い調

整Ȧ必要ɂɄȽȹăすにɈ図面Ī図 じī

Ɂɉ各設備Ȧ縦横無尽ɅあɥȹɛĂ干

渉ȱɀいɥȥɈʙɿʛʇȯえĂ多大Ʉ

労力Ȧ必要Ɂあɥă

ȷȭɁĂ図面内Ɉ配管Ʌ大ȧȯɞĂ高

ȯɄɃɈ情報ɬ入力ȱĂずに化ȱɀ調整

ɬ行ȽȹăĪ図すīどばMɬ活用ȳɥȭɂ

ɁĂ配管類Ɉ情報Ȧ図面内Ʌȳɓɀ取

ɤ込ɛɀいɥȹɛĂ干渉部Ȧ自動的Ʌ

判定ɁȧɥɢうɅɄɤĂ干渉ʙɿʛʇ

Ʌȥȥɥ時間Ȧ大幅Ʌ削減ȳɥȭɂȦ

ɁȧȹăɘȹĂ関係者Ȧ集ɘɤずに画像

ɬ見ɄȦɣ調整ȳɥȭɂɁĂ対応方法

ɬȷɈ場ɁȳȪɅ決定ȳɥȭɂȦ可能

ɅɄȽȹă実際Ɉ施工ɅȤいɀɜĂ作

業員Ʌ完成形Ɉɼʹーʐɬわȥɤɞȳ

ȩ伝えɥȭɂȦɁȧĂ手戻ɤ作業ȦɄ

ȩɄɤ施工時Ɉ生産性ɬ向上ȳɥȭɂ

ȦɁȧȹă

3． 免震クリアランスの
品質確保

本建物ɅȤいɀɉ免震構造Ȧ採用ȯɦ

ɀȤɤĂ免震ʇ˂ɺˁンʑɈ確保Ȧ重

要ɁあȽȹăȱȥȱɄȦɣĂ設備配管

類Ȧ複雑Ʌ入ɤ組ɭɁȤɤĂɘȹĂ構

造体Ʌ段差Ȧ多ȩĂ計画段階Ă施工段

階ɁɈʙɿʛʇ箇所Ȧ多いȹɛĂ見落

ɂȱȦ発生ȱĂ手戻ɤȦ多ȩɄɥ˂ʑ

ʇȦ高いȭɂȦ懸念ȯɦȹăȷȭɁĂ

計画段階ɂ施工段階ɁどばMɬ活用ȱĂ

免震ʇ˂ɺˁンʑ確保Ɉʙɿʛʇ業務

ɬ実施ȱȹă

3. 1　計画段階
構造体Ă設備配管ɬ重ɇ合わȵɀĂ免

震ʇ˂ɺˁンʑɈ条件ɬ与えɀĂ自動

的Ʌ干渉箇所ɬ洗い出ȱȹăĪ図ずī

3. 2　施工段階
計画段階ɁɉどばMɬ活用ȱĂʇ˂ɺˁ

ンʑɬ確保ȳɥȭɂȦɁȧȹȦĂ施工

段階Ɂɉ要望ɞ現地Ɉ状況Ʌɢɤ計画

Ȧ変更ɂɄȽȹ部分ɜ発生ȱȹăȷȭ

ɁĂ現地Ɉ施工状況ɬずにʑʅʻʢɁ

用いɀʟーʗ化ȱĂ計画段階Ɉ図面ɂ

重ɇ合わȵɥȭɂɁ計画段階ɂ変更Ʌ

ɄȽȹɂȭɧɬ可視化ȱĂ問題Ɉあɥ

個所ɬ洗い出ȱĂ修正ȳɥȭɂɁ対応

ȱȹăĪ図せī

ȭɦɣ計画段階Ă施工段階ɁどばMɬ活

用ȳɥȭɂɅɢɤĂ免震ʇ˂ɺˁンʑ

Ȧ確保ɁȧɀいɄい可能性Ȧ高い場所

ɬ抽出ȳɥȭɂȦɁȧĂʙɿʛʇ業務

Ɉ労務削減ɬ行うȭɂȦɁȧȹăɘ

ȹĂ実際Ă竣工時Ʌɉ免震ʇ˂ɺˁン

ʑɬ確保ȳɥȭɂȦɁȧȹă

BIMを活用した施工管理への取り組み

"

構造体データ 設備データ 

検証結果 

重ね合わせ 

重ね合わせ 

"

警芽きる篇校なぬづとうろ苛曙"

図３

計画データ 3D スキャナデータ

図４

図２

図 1
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■ らせん大屋根を利用した照
明計画

旅客ʀ˂ɺɉ光庭ɬ中心Ʌ動線Ȧʏン

ʯ˃Ɂ見通ȱȦɢȩĂ出発客Ă到着

客Ă送迎者Ɉ誰ɜȦ迷うȭɂɄȩ利用

ɁȧɥわȥɤɞȳȯɅ加えɀĂ全体ɬ

ɣȵɭ状Ɉ大屋根Ɂ覆う開放的Ʉ空間

Ʌ合わȵɀ間接照明ɬ多用ȳɥȭɂ

ɁĂ照度ɬ抑えɀ省ʀʥ˃ʆーɬ図ɤ

ȾȾĂ明ɥȯ感Ɉ高い視環境ɬ提供ȱ

ɀいɥă

ɣȵɭ状Ɉ大屋根Ʌ対ȳɥ間接照明Ɉ

効果Ɉ想定ɉĂ従来Ɉ知見Ɂɉ容易Ʌ

想定ȳɥȭɂȦɁȧɄいȹɛĂ設計時

Ʌɉʭ˃ʺʟ˃ʏʷʽ˄ーʏʿンɅɢ

ɤ照度ɞ明ɥȯ感Ɉ効果ɅȾいɀ検討

ɬ行いĂ機器仕様及ɍ台数・配置ɬ決

定ȱȹă

施工後Ʌɉ実測ɬ通ȱɀ効果ɬ検証ȱ

ȹă

設備部門

迫
さこ

田
だ

裕
ひろ

之
ゆき

生 年 月　 1984年 7月兵庫県生まれ
最終学歴　 神戸大学大学院海事科学

研究科海事科学専攻修了
業務経歴　2009年㈱日建設計入社
　　　　　エンジニアリング部門
　　　　　設備設計グループ
　　　　　設備設計部
　　　　　2016年
　　　　　設計部門LCD設計部
　　　　　2018年
　　　　　 エンジニアリング部門設

備設計グループ
　　　　　設備設計部所属
●担当した主なプロジェクト
2010年　阪南大学/50周年記念館
2010年　岩国錦帯橋空港
2010年　関西国際空港改修
2012年　観音寺市/新市民会館
2013年　松山赤十字病院
2013年　ヤンマー本社ビル
2014年　周南市/市庁舎
2015年　梅田ダイビル改修
2015年　茶屋町17番地計画
2016年　ダイビル秋葉原計画
2016年　エクイニクスTY5Ⅱ期・Ⅲ期
2017年　HSBC日本橋ビル改修
2018年　建築学会/建築会館改修
2019年　（仮称）ヤンマー東京ビル

■青年技術者のことば

建築設備ɂɉĂ建物Ɉ機能ɬ左右

ȳɥ重要Ʉ役割ɬ担Ƚɀいɥăȷ

Ɉ設備設計ɬ行うɅあȹȽɀɉĂ

ʇˁɼɺンʠɈĶ思いķɈȯɣɅ

奥Ʌあɥ要望ɬ見Ⱦȫ出ȱĂ最適

解ɬ提案ȱɀいȩȭɂȦ重要Ɂあ

ɥăȭɈɢうɄ視点Ɂ分析ȳɥ思

考力Ȧ設備設計者Ʌ求ɛɣɦɀい

ɥɂ常々考えĂ円滑Ʉʋʷʽʣ

ʉーʏʿンɞ自由Ʉ発想Ɂ提案ɬ

行いĂ建築物Ʌ新ȹɄ価値ɬ創造

ȳɥȭɂɬ心掛ȫɀいɥăȭɦȥ

ɣɜ着実ɅĂ積極的Ʌ新ȱい価値

ɬ実現Ɂȧɥ設計者ɬ目指ȱȹいă

■すいせん者

向井文悟

㈱日建設計

ʀンʐʣɺ˂ンʈ部門

設備設計ʈ˃ーʯʘɼ˄ʇʗー

■ 複数の常用発電機を持つ
電源系統と制御システムの
開発

本ʯ˅ʐɿʇʠɁɉĂʇˁɼɺンʠɂ

共Ʌ長期的Ʉ視点ɁめEどɈ実現ɬ目指

ȳ˅ーʡʶʛʯɬ策定ȱȹă従来Ɉ技

術Ʌ加えɀĂ新技術Ɉ導入ɞ将来設置

機器ɒɈ対応ɄɃ詳細Ʌ協議ɬ重ɇĂ

設計方針ɬɘɂɛȹăʇˁɼɺンʠɈ

要望Ʌ加えɀĂ新ȹɄ価値創造ɅȾい

ɀ検討ɬ行い実現ȱȹăめEどɅ向ȫȹ

主力技術ɂ位置付ȫȹĂʄʑʀンʐン

発電機Ăʨɼʂʟɻーʔ˃発電機Ă太

陽光発電Ă風力発電機ɬ電源系統Ʌ連

系ȱĂȭɦɘɁɅɄい多種Ɉ常用発電

機ɬ組ə合わȵɀ様々Ʉ運転ʩʗーン

Ȧ可能ɄɢうɅ構築ȱȹă

常Ʌ変化ȳɥ受電容量Ʌ応Ȳɀ柔軟Ʌ

発電量ɬ制御ȳɥ必要Ȧあɥɂ考えĂ

発電出力制御機能ɂȱɀ受電電力ɬ

Ķʔ˅ķɅȳɥĶ受電電力ʔ˅制御ķ

ʺーʡĂ自然ʀʥ˃ʆーɬ利用ȳɥ発

電装置Ɉ出力変動ɬ内燃機関発電機Ɉ

発電出力ɬ調整ȳɥȭɂɁĂ発電設備

Ɉ出力合計ɬ一定Ʌ制御ȳɥĶ一定発

電電力制御ķʺーʡĂ熱Ɉ需要ɂ供給

状況ɬ把握ȱĂ廃熱Ȧ余剰ɂɄɥ場合

ɉ発電機Ɉ出力ɬ下ȬɀĂ廃熱ɬ減ɣ

ȳȭɂɁ総合効率ɬ高ȩ維持ȳɥĶ熱

主電従ķʺーʡɬ構築ȱȹă電力・ʄ

ʑɈ供給事情Ɉ変化Ȧ注目ȯɦɥ中

ɁĂʂンʍɼʠなのぺȦȷɈ有効性ɬ最

大限発揮ȳɥȹɛɅɉĂ運転ʺーʡɬ

柔軟Ʌ選択ɁȧɥȭɂȦ重要ɂɈ課題

認識Ʌ立Ƚȹ対応Ɂあɥă

■高いBCP性能
商用停電発生時Ʌɉ常用発電機ɬ自立

運転ȯȵɥȭɂɅɢɤ重要・保安負

荷ɒ無停電Ɂ電源供給ɬ可能ɂȱɀい

ɥă一般的Ʌ復電時ɉ通常一時停電ɬ

伴うȦĂ常用及ɍ非常用発電機ɬ商用

電源ɂ同期ȯȵɀ瞬時並列運転ȱĂȷ

Ɉ後発電機ɬ切ɤ離ȳȭɂɁ重要・保

安負荷ɉ無停電Ɂ商用電源Ʌ復電可能

ɂȱȹăɘȹ常用・非常用発電機ɬ同

期運転ȯȵɦɊʂンʍɼʠ発電Ʌɢɤ

建物全体Ɉ負荷Ʌ電源ɬ供給可能Ʉ高

いどなP性能ɬ確保ȱɀいɥă通常時Ɉ

電源供給状況Ă無停電復電時Ɉ電源供

給状況ɬ以下Ʌ示ȳă

ヤンマー本社ビル　－思いの実現と挑戦－

岩国錦帯橋空港　－建築・設備の融合－

図 1　電源供給（通常時）

CGSGT
本線

本線受電（通常時）

予備線

①ｵﾌｨｽ共用
保安・防災

②ｵﾌｨｽ共用
一般 ③商業一般 ④商業保安

：閉 ：開

：電源有
：電源無

VCB

図 2　電源供給（無停電復電時）

CGSGT
本線

瞬時並列運転時

予備線

①ｵﾌｨｽ共用
保安・防災

②ｵﾌｨｽ共用
一般 ③商業一般 ④商業保安

：閉 ：開

：電源有
：電源無

VCB

商用同期し
無停電復電

商用と同期し
無停電復電

無停電
復電後
解列

建物外観

基準階執務エリア

基準階執務室を貫通する
螺旋階段

建物外観

ロビーラウンジ

照度シミュレーション

バゲージクレイム写真

バゲージクレイム輝度写真
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安心・安全Ʉ建物環境Ɉ中ɁĂ文化財

ɬȱȽȥɤ守ɤȾȾĂ省ʀʥ˃ʆーĂ

維持管理性等Ʌ配慮ȱȹ計画ɬ行Ƚȹă

計画ɅあȹɤĂ完成後Ʌ公開承認施設

ɂȱɀ承認ɬ受ȫɥȭɂɬ見据えȹ建

築・設備計画ɂȱɀいɥă

■ 外乱の防止と自然エネル
ギーの有効利用

ʀンʠˁンʑ広場ɉĂ中間期Ʌ空調機

ɬ停止ȱɀ自然換気ɁɈ運用Ȧ可能Ʉ

ɢうɅ計画ȱɀいɥă屋外Ɂɉ打Ȼ水

Ʌɢɥ気化熱利用ɬ取ɤ入ɦȹ自然換

気Ȧ可能ɄɢうɅ計画ɬ行Ƚȹă

自然換気ɉ外部扉ɂʧɼʍɼʡˁɼʠ

Ɉ開閉Ʌɢɤ行う計画ɂȱĂ熱・気

流ʏʷʽ˄ーʏʿンɅɢɤ開口部Ɉ配

置ɞ寸法等Ɉ計画ɬ行ȽȹăȯɣɅ室

内・室外Ɉʀンʗ˃ʬー差等Ʌɢɤ自

然換気Ȧ有効Ɂあɥȭɂɬ照明等Ʌɀ

知ɣȵɥ機構ɬ設ȫɥȭɂɁ運用Ʌ配

慮ȱȹăɘȹĂ日射Ʌɢɥ空調負荷ɬ

抑えɥȹɛĂ建屋周囲Ʌɉ庇ɬ設ȫ

ȹă日射遮蔽Ʌ十分Ʉ効果ɬ期待ȱȹ

庇形状ɬ検討ȱĂ日射ʏʷʽ˄ーʏʿ

ンɬ踏ɘえĂ庇Ɉ有効性ɬ確認ȱȹă

■最適空調風量の検討
収蔵庫内ɉ室全体ɬ淀əɄȩすす± す℃

Ɉ恒温恒湿空調ɂȳɥȹɛĂ制気口

配置Ȥɢɍ換気回数Ɉ検討ɬ行Ƚȹă

熱・気流ʏʷʽ˄ーʏʿンɁɉ再現性

ɬ高ɛɥȹɛ美術品ɬ並ɓȹ収蔵棚ɬ

配置ȱȹă制気口ɉ室Ʌ均等Ʌ分散配

置ȱĂ気流Ʌɢɥ美術品ɒɈ影響Ʌ配

慮ȱɀĂ吹出口ɉʩンʙンʈ形状ɂ

ȱĂ収納棚直上ɬ避ȫɀ配置ȱȹă吸

込口ɉ収納棚ɬ避ȫȹ壁面下部Ʌ配置

ȱȹăすす℃±す℃Ɉ範囲内ɂɄɥ換気

回数ɬ確認ȱĂȭɈ結果ɬ考慮ȱȹ上

ɁĂ適正Ʉ風量等Ɉ設定ɬ行Ƚȹă

設備部門

永
なが

吉
よし

敬
たか

行
ゆき

生 年 月　1984年 9月埼玉県生まれ
最終学歴　 芝浦工業大学大学院工学

研究科建設工学専攻修了
業務経歴　2009年大成建設㈱入社
　　　　　 2009年設計本部設備設計
　　　　　第一部
　　　　　2016年～現在　関西支店
　　　　　設計部設計室（設備）
●担当した主なプロジェクト
2010年　京都水族館
2011年　医療法人博仁会共済病院
2011年　千葉メディカルセンター
2012年　コクーン2商業棟・駐車場棟
2013年　 神田外語学院本館・アネッ

クス棟改修
2013年　 電気通信大学100周年キャ

ンパス
2015年　 豊島岡女子学園百周年記念

館改修
2016年　近畿産業信用組合新本店
2017年　 神戸製鋼所加古川工場ス

ケール乾燥設備操作室
2017年　 日本精工石部工場食堂棟改

修
2017年　都市クリエイト新社屋
2017年　京都駅南ホテル
2017年　A美術館

■青年技術者のことば

私ɉĂ施主Ɉʣーʒɉ同用途Ɉ建

築ɁɜĂ建築ȮɂɅ時代ɞ運用Ʌ

ɢɤ異ɄɥȹɛĂ状況Ʌ合わȵȹ

ʣーʒɞ使い勝手ɬ想定ȱȹ対話

ɬ行いĂ具現化ȳɥȭɂɬ意識ȱ

ɀいɥă施主ɈʣーʒɅ適合ȳɥ

ȭɂɁ長ȩ利用ȱɀ頂ȫɥ建築Ʌ

繋Ȧɥɂ考えɥă技術Ɉ多岐・高

度化Ȧ進ɚ中ĂʣーʒɅ対ȳɥ解

ɬ出ȳ上ɁĂ一ȾɈ技術ȺȫɁɄ

ȩĂ建築部材ɞ他Ɉ技術ɂ組ə合

わȵĂ建築計画ɂ融合ȱȹ最適解

ɬ導ȩȭɂɬ意識ȱɀいɥă私ɉ

ɘȴĂ建築設備ɅɉĂ特Ʌ温冷

感Ă臭いĂ騒音Ă結露ɄɃɅɢɤ

利用者Ʌ不快ɬ意識ȯȵɄい空間

ȿȩɤɬȳɥȭɂɁ建物本来Ɉ価

値ɬȱȽȥɤ引ȧ出ȳ役割Ȧあɥ

ɂ考えɀいɥă建築環境工学ɅȤ

ȫɥ基本的Ʉ役割ɬ果ȹȱȹ上

ɁĂȯɣɅ各案件Ʌ特有Ɉ環境負

荷低減Ă省ʀʥ˃ʆーĂ安心・安

全ĂどなPĂ健康・快適性技術等Ɉ

施主ɈʣーʒɅ対ȱɀĂ＋じɈ付

加価値ɬ創造ȱĂ永ȩ地図Ʌ残ɥ

建築ȿȩɤɅ挑戦ȱɀいȧȹいă

■すいせん者

平井浩之

大成建設㈱ā関西支店ā設計部

設計部長

持続可能Ʉ都市型高層めEどɈ実現ɬʋ

ンʓʯʠɅĂ具体的Ʉ取ɤ組əɂȱɀĂ

Īじī ʭɹʍーʡɈ高機能化ɂ外気導

入Ɉ最適化

Īすī 設備Ɉ高効率化Ʌɢɥ快適性ɂ

省ʀʥ˃ʆ―Ɉ両立

Īずī 自然ʀʥ˃ʆーɈ有効活用

ɬ計画ʞーʶɂȱȹă

■ ファサードの高機能化と外
気導入の最適化

外乱Ɉ対策ɂȱɀĂϱʘʮ˃ʑʅン構

造ɅɢɥʭɹʍーʡɈ高機能化Ăϲɼ

ンʢーʑʅンɅびowごれ複層ʄˁʑɈ採

用Ăϳʅʻʫʞɻ内Ʌ太陽追尾型電動

ʮˁɼンʡɈ設置等ɬ行ȽȹăȯɣɅ

なぶすʓンʍーɂVとVĪ変風量制御īɅɢ

ɥ最小外気量制御等ɬ導入ȱĂ外気負

荷Ɉ低減ɬ図Ƚȹă

■ 設備の高効率化による快適
性と省エネルギーの両立

高効率ʺʐʽー˃ʙˁーĂ潜顕分離空

調方式Ī外調機＋高顕熱型ʫ˃ʶ˃Ă

顕熱交換器Ʌɢɥ再熱等īĂ人検知ʓ

ンʍー照明制御Ī当社技術：ほごめonれ 

ぺよvれrī等Ɉ高効率設備ɬ積極的Ʌ採

用ȱȹă

■自然エネルギーの有効活用
ʘʮ˃ʑʅン内Ɉ熱利用ɬ行うȹɛĂ

ʘʮ˃ʑʅン内熱利用ʘンʩɬ開発ȱ

ȹă冬期Ɉ冷ȹい外気ɬʘʮ˃ʑʅン

内Ɂ太陽光Ʌɢɤ加温ȱĂ外調機外

気取入ɦɈ予熱Ʌ利用ȳɥȭɂɁ外気

負荷Ɉ低減Ʌɢɤ省ʀʥ˃ʆーɬ図Ƚ

ȹă

■ZEBの実現と性能検証
従来Ɉ事務所ʫ˃Ʌ比ɓɀ約そじ％Ɉʀ

ʥ˃ʆーɬ削減ȱĂ金融機関本店ʫ˃

ɁĂ国内初ɈめEど べれよるアɬ実現ȱȹă

ȭɦɅɢɤ発注者ɉĪ一社ī環境共

創ɼʣʏɺʙʮɅɢɥめEど˂ーʟɻン

ʈ・ʂーʢーɈ登録ɬ行うȭɂȦɁȧ

ȹă今後ɉ運用段階ɁɈめEど実現Ɉȹ

ɛɅ継続的Ʌʭʁ˅ーɬ行うȭɂɁĂ

めEど化向上ɬ目指ȱɀいȩă

近畿産業信用組合本店　～都市型高層ZEB Readyの実現～

A美術館における設備計画　～文化財を守る空調システム～

建物外観

ダブルスキン概念図

太陽追尾型
電動ブラインド

内皮
Low-eペアガラス

MPG +
外皮合わせ
ガラス

ダブルスキン

外調機 ダブルスキン内
熱利用ダンパ

高負荷・外気高温時に
空気熱交換器に散水

一次ポンプ
変流量制御

高効率モジュールチラー
（散水装置付）

ダ
ブ
ル
ス
キ
ン
よ
り

ダブルスキン内異常
高温時緊急排気ファン

ダブルスキン内
熱利用ダンパ

顕熱交換器
（冷房時のみ運転）

全熱交換器

オゾン
脱臭装置

カスケード
換気

CO2
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系統へ
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日射シミュレーション（夏期午前10時）

収蔵庫内の温熱シミュレーションエントランス広場の自然換気シミュレーション

空調設備計画概念図（収蔵庫） 収蔵庫の空調方式（収蔵庫内）
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設備部門

宮
みや

崎
ざき

亜
あ

由
ゆ

美
み

生 年 月　1984年 3月岡山県生まれ
最終学歴　神戸大学大学院
　　　　　自然科学研究科
　　　　　建設学専攻修了
業務経歴　 2008年㈱日建アクトデザ

イン入社
　　　　　2014年㈱日建設計入社
　　　　　エンジニアリング部門
　　　　　設備設計グループ
●担当した主なプロジェクト
2009年　六甲学院新校舎整備計画
2011年　大阪市城東区複合施設
2011年　土佐病院改築工事
2012年　 大阪ガス北部事務所低炭素

化改修
2013年　羽衣学園新校舎計画 
2014年　山陰中央テレビ新社屋
2016年　三井住友銀行大阪銀行会館

■青年技術者のことば

設備設計者ɂȱɀɘȴĂ利用者Ɉ

特性ɅあȽȹ空間・設備ɬ提供

ȱȹいɂ思ȽɀいɥăȷɈȹɛɅ

ɉɁȧɥȺȫ利用者Ķ個ķɈ特性

Ʌ基ȿいɀĶ可変ķ性ɬ持Ƚȹ

設備ʏʑʞʸȦ必要ɁあɥăĶ可

変ķ性ɉ設定・操作Ɉ自由度Ʌ限

ɣȴĂ一度作ɤあȬȹʏʑʞʸɅ

対ȱɀɉ可能Ʉ限ɤ後ȥɣ設定変

更・追加・修正ȦɁȧɥɢうɄɜ

ɈɅȳɥȭɂɅɢɤĂ多様Ʉ使わ

ɦ方Ʌ対応ȱɀいȫɥɂ考えɥă

ɜうɌɂȾɉĂ建物Ɉ建設～解体

ɘɁɈ生涯ɬ通Ȳɀ最適化ɬ目指

ȳˁɼʭʍɼʇ˃ʟʎɼンくびなにぐ

Ɉ視点ɬ持Ƚȹ設計ɬ通Ȳɀ環境

負荷低減Ʌ貢献ȱȹいɂ思Ƚɀい

ɥă保全計画ɈəɄɣȴĂ時代Ʌ

合Ƚȹʨ˂ʽーɺʛʯɬ加えĂ建

物Ɉ魅力ɬ維持ȯȵɥăȷɈ結果

ɂȱɀ建物Ɉ生涯ɬ通Ȳȹ環境負

荷低減Ʌ貢献ȱɀいȩȭɂɅĂ設

計者ɂȱɀ尽力ȵɇɊɄɣɄいɂ

考えɀいɥă

以上Ɉ視点ȥɣ右記す件Ɉ改修ʯ

˅ʐɿʇʠɅ取ɤ組ɭȺă既存建

物ɂȷɈ運用状況ɂ向ȧ合うȭɂ

Ʌɢɤ得ɣɦȹ多ȩɈ知見ɬ今後

新築ʯ˅ʐɿʇʠɅɜ活ȥȱɀい

ȧȹいɂ思うă

■すいせん者

田中宏昌

㈱日建設計ʀンʐʣɺ˂ンʈ部門

設備設計ʈ˃ーʯ

ʘɼ˄ʇʗー

現状分析と改修方針
設計ɅあȹȽɀɘȴɉ既存Ɉ用途別ʀ

ʥ˃ʆー使用量ɬ分析ȱĂ大ȧɄ割

合ɬ占ɛɥ熱源ɬ中心ɂȱȹ手法ɂĂ

Ķ行動観察ķɬ用いɀ入居者Ɉ特性ɬ

反映Ɂȧɥ手法Ɉ採用ɬ大ȧɄʞーʶ

ɂȱȹă

上記Ʌɢɤ改修項目ɅȾいɀɉĂ比較

的大ȧɄ効果Ȧ期待ɁȧĂ実績ɜ多い

ĶʱーʑɂɄɥ省ʀʥ手法ķĂ入居者Ɉ

日常行動ȥɣ省ʀʥ行動ɬ阻害ȳɥ要

因ɬ明確化ȱĂ快適性ɂɈʨˁンʑɈ

上Ɂ省ʀʥ・低炭素化ɬ図ɥĶ行動観

察Ʌ基ȿȩ手法ķĂ熱利用ɞ発電設備

Ɉ導入ɅɢɥĶʂンʍɼʠ発電設備ɬ

有効Ʌ利用ȱȹ電力・熱ʀʥ˃ʆーʏ

ʑʞʸķɬ柱ɂȱȹăĪ図じī

改修項目概要
■在室検知による温度設定制御
入居者Ɉ行動観察Ʌɢɤ得ȹ在室率ɞ

在室者Ɉ属性Ɉ特徴ɬ設定温度Ʌ変更

ȳɥ仕組əɂȱɀĂ温度設定変更制御

ɬ導入ȱȹă

じȾ目ɉ既存ɼンʭˁɁあɥばP電話

ɬ利用ȱĂɺンʞʢɁ検知ȱȹ在室情

報ɂあɣȥȲɛ登録ȱɀȤいȹ所有者

Ɉ属性情報ɬ集計ȱĂ各制御ʖーʣン

ʈ内Ʌ属性ȮɂɈ人数ɬ算出ȱĂVとV

設定温度ɬ変更ȳɥʏʑʞʸɂȱȹă

Ī図すī

ベースとなる省エネ手法
　①　空調搬送動力の低減
　②　外気冷房・ナイトパージ
　③　シーリングファン
　④　高効率照明器具・調光制御
　　　（明るさセンサー）
　⑤　ポンプの変流量化
　⑥　高性能ガラスへ入替

行動観察に基づく手法
　⑦　在室者検知による温度設定制御
　⑧　温冷感申告による温度設定制御
　⑨　クーリングルーム
　⑩　BEICS

オンサイト発電設備を有効に利用した
電力・熱エネルギーシステム
　⑪　ガスコジェネレーションシステム
　⑫　太陽光発電
　⑬　燃料電池（エネファーム）
　⑭　発電機搭載型GHP（ハイパワーエクセル）
　⑮　太陽熱集熱器利用空調システム
　　　（ソーラークーリング）
　⑯　排熱投入型吸収式冷温水機（ジェネリンク）

図 1　改修項目

■温冷感申告による温度設定制御
前述Ȧ在席者Ʌ応Ȳɀ自動的Ʌ設定温

度Ȧ決定ȯɦɥ受動的Ʉ制御ɁあȽȹ

ɈɅ対ȱĂɜう一ȾɈ制御ɂȱɀĂ居

住者ȥɣɈ温冷感ɄɃɬ申告Ɂȧɥ機

能ɬ持ȻĂȷɈ集計値Ī申告値īɬ提

示ȳɥȭɂɁ納得感ɬ持ȻɄȦɣ温度

設定ɬ行うʏʑʞʸɬ導入ȱȹăĪ図すī

■BEICS（拡張型クラウドBEMS）
どEばなぺɉʇˁɾʡどEMぺɈ機能ɬ拡張ȯ

ȵĂ先述ɈすȾɈ温度設定制御Ʌ関ȳ

ɥʟーʗ取得・演算・設定ɘɁɈ一連

Ɉ制御ɬ実行ȳɥ機能ɬ併ȵ持Ⱦăɘ

ȹĂ省ʀʥ行動ɒɈ誘導ɬ目的ɂȱȹ

入居者ɒ省ʀʥɅ関ȳɥ様々Ʉ情報ɬ

提供ȳɥ専用Ɉwれら画面ɬ付加ȱĂ入

居者Ɉʋʷʽʣʉーʏʿンʜー˃ɂȱ

ȹăĪ図せī

■クーリングルーム
ʇー˂ンʈ˃ーʸɉ外勤者Ȧ帰社ȱȹ

際Ʌ入室ȱ体内蓄熱ɬ効率的Ʌ除去ȳ

ɥȭɂɁĂ執務室ɁɈ生理的Ʉ定常状

態Ʌ早ȩ近ȿȫɥȭɂɬ目的ɂȱȹă

Ī図すī

■ オンサイト発電設備を有効に利用し
た電力・熱エネルギーシステム

熱源ʏʑʞʸɅ関ȱɀɉĂ太陽光発

電Ă太陽熱集熱器ɄɃɈ再生可能ʀʥ

˃ʆーɞ省ʀʥ˃ʆー機器ɬ導入ȱĂ

既設なのぺɂ組ə合わȵɥȭɂɅɢɤ

熱・電気ȷɦȸɦɈʥʛʠワーʇɬ形

成ȳɥȭɂɂȱȹăĪ図ずī

運転実績・検証
すしじず～すしじ「年度Ɉ実績値ɉ計画時

Ɉ目標じこだ「せMJざmすĪごすせさ「％īɅ対

ȱ実績値ɉじこだしせMJざmすĪごすそさせ％īĂ

じこぞそたMJざmすĪごずじさぞ％īĂじこたそだMJざmす

Īごすぞさた％īɂɄȽȹă

月別Ɉ基準ɂ実績値Ɉ比較ɬ図「Ʌ示

ȳăĪ竣工後すしじす年 ぞ月～ī削減率ɉ

夏期Ă冬期Ɂすし～ずし％Ă中間期ɉじし

～す「％ɁあɤĂ改修直後ȥɣ運用改善

Ɉ検討ɬ継続的Ʌ行い実施ȱȹ効果ɜ

あɤĂ全体的Ʉ傾向ɂȱɀ前年同月ɬ

上回ɥ結果ɬ出ȳȭɂȦɁȧɀいɥă

大阪ガス北部事業所低炭素化改修工事 －入居者の特性を考慮した設備システム－

広島県庁舎耐震補強工事・維持保全工事 －LCD改修プロジェクトにおける取り組み－

プロジェクト概要
本ʯ˅ʐɿʇʠɉĂ県庁耐震化支援業

務ĪはすせīɅȤいɀ決定ȯɦȹ耐震補

強方針Ʌ基ȿȧĂ適切Ʉ耐震改修工法

ɬ選定ȳɥɂɂɜɅĂ津波等Ʌɢɥ浸

水対策ɞ地盤Ɉ液状化Ʌɢɥ建物ɒɈ

影響ɬ想定ȱȭɦɣɈ対策ɜ合わȵɀ

検討ȱȹă

ȯɣɅĂ中長期保全計画Ʌ基ȿȧĂ建

物外装ɞ設備幹線ɄɃ修繕実施Ȧ必要

Ʉ工事Ʌ加えĂʨ˂ʽーɺʛʯɈ観点

ȥɣ大部屋化改修・給水方式改修等Ă

耐震化工事ɂ同時Ʌ施工ȳɥȭɂȦ望

ɘȱい工事ɬ計画ȱȹă

3Dスキャンの活用
耐震補強Ɉ検討ɉ既存図面ɬʱーʑɂ

ȱɀ行うȭɂɂɄȽɀいȹȦĂ既存

図面及ɍ改修履歴Ȧ十分Ʌ残ȽɀȤɣ

ȴĂ部分改修ɬ繰ɤ返ȱȹ既存配管・

ʘʇʠɈ状況Ɉ把握ɉ非常Ʌ困難ɬ極

ɛȹăɘȹĂ配管類Ȧ多重ɅɄȽɀȤ

ɤ目視調査ɈəɁɉ現況Ɉ把握Ʌ限界

ȦあȽȹăȷȭɁĂずにʑʅʻンɬ用い

ȹず次元ʟーʗɬ用いɀ耐震補強箇所

Ɉ検討Ʌ活用ȱȹă耐震補強Ɉ検討Ɉ

əɄɣȴĂ既存図面Ɂ不足ȱɀいɥ情

報ɬ補足ȳɥɈɅ非常Ʌ有効ɁあɤĂ

今後ɜ同様改修ʯ˅ʐɿʇʠɁɈ活用

ɬ期待Ɂȧɥă

機械室：配管・ダクト状況

機械室：3Dスキャン（断面）

図 4　BEICS画面例

図 5　月別一次エネルギー消費量（基準/実績）

図 2　行動観察に基づく手法 概念図

図 3　電気と熱のネットワーク "

在室者検知と温冷感申告は
属性（青年/壮年/男/女）
による割合に応じて設定温
度を調整 
※属性設定は変更可能
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設備部門

吉
よし

田
だ

　 淳
じゅん

生 年 月　1983年 4月兵庫県生まれ
最終学歴　2008年広島大学大学院
　　　　　 工学研究科社会環境シス

テム専攻卒
業務経歴　2008年㈱竹中工務店入社
　　　　　2009年大阪本店設計部
　　　　　2014年大阪本店設備部
　　　　　2016年大阪本店設計部
●担当した主なプロジェクト
2010年　神戸トヨペット御影店
2010年　吉野石膏神戸研修センター
2011年　ケントク本社ビル
2011年　明治安田生命京都空調改修
2012年　アマダ小野第一工場
2013年　三社電機滋賀工場3期棟増築
2014年　 ダイキンオードシエル蓼科

Ⅱ期増築
2017年　明星産商高知本社第二工場
2018年　ダイキンアレス青谷Ⅱ期

■青年技術者のことば

私ɉĂ設備設計者ɂȱɀ建物ɬ計

画ȳɥɅ当ȹɤĂ建築主Ɉ想いɬ

代弁ȳɥɜɈɂȱɀĂ建物Ɉ利便

性ɞ快適性ɈəɁɉɄȩĂȷɈ建

物Ʌ求ɛɣɦɥ企業Ɉʣーʒɞ社

会的ʣーʒɬ抽出ȱĂ設備Ɉ視点

ȥɣɁȧɥ解ɬ探求ȱɀいɥăɘ

ȹȷɈ解Ȧ他ɅɉɄいĂĸ個別解Ĺ

ɂɄɥɢうĂ常Ʌʙʻ˄ンʐ精神

ɬɜȻĂ関係者ɂɂɜɅ新ȱい技

術Ɉ導入ɄɃɬ通ȲɀĂ建築主Ɉ

想いɅ向ȧ合Ƚɀいɥă本計画Ʌ

取ɤ組ɚɅあȹɤĂ建築主Ȧ置ȥ

ɦɥ社会的ɄʵʐʏʿンɞĂȭɈ

建物Ɉ持Ⱦ発信性Ɉ強ȯɅ着目

ȱĂ既往技術ɬ応用ȱȹɺɼʟɺ

商品ɞĂ社会ɈʣーʒɁあɥʈ

˅ーʨ˃化・ばほ化Ʌ対応ȳɥ設備

計画ɬ行いĂ利用ȳɥ社員Ɉĸ気

ȿȧɈ場ĹɂɄɥɢう計画行Ƚȹă

今後ɜȷɈ時代Ɉ流ɦɞ建物Ɉ

ʣーʒɅ合ȽȹĂ省ʀʥ˃ʆーʏ

ʑʞʸɞ快適Ʉ空間ɬ創造ȱɀĂ

建築主Ɉ想いɅ答えɀいȩɂɂɜ

ɅĂ目ɘȪɥȱȩ発展ȱɀいȩばほ

技術ɄɃɬ関係者ɂ協業ȱɄȦɣ

建築設備Ʌ取ɤ入ɦĂ技術開発ɬ

通Ȳɀ設備技術Ɉ発展Ʌ臨ɭɁゆ

ȧȹいă

■すいせん者

椎葉隆代

㈱竹中工務店ā大阪本店

設計部ā設備部長

1．設備計画のコンセプト
本計画ɉĂ周辺環境ɬ生ȥȱȹ施設ɂ

ȱɀĂ塩害地ɅȤȫɥĸ環境ɂɈ融

合・調和ĹɂいうʞーʶɅʙʻ˄ンʐ

ȱȹʯ˅ʐɿʇʠɁあɥăȯɣɅĂʈ

˅ーʨ˃研修所ɂいう施設特性Ʌ配慮

ȱȹĨ多様性Ʌ適合ȳɥ空間ȿȩɤĩ

ɬ目指ȱɀいɥă設備計画ɉ下記ɬ主

要Ʉ基本ʋンʓʯʠɂȱȹă

ϱ 寒冷地・塩害地ɅȤȫɥ空調設備Ɉ

機能性ɂ省ʀʥ˃ʆー性Ɉ両立

ϲ 半外部ɅȤȫɥ空間Ɉ多様性ɬ創出

ȳɥ設備計画

ϳ 宿泊室Ɉ快適性ɬ向上ȳɥ設備計画

ϴ施設ねM管理ɒɈどばM利用

建物外観

2．具体的な取り組み
2. 1　 寒冷地・塩害地における空調設

備の機能性と省エネルギー性の
両立

寒冷地・塩害地Ɂあɥ厳ȱい外部環境

Ʌ曝ȯɦɥ機器ɬ最小限ɂȱĂ安定

ȱȹ継続運転ɬ図ɥȹɛĂ水冷式ʩʛ

ʉーʐʀɺʋンɬ主体ɂȱȹ個別空調

方式ɂȱĂ熱源水Ɉ冷熱源ɬ密閉式冷

却塔ʭ˂ーʇー˂ンʈĂ温熱源ɬ高効

率空冷ʪーʠʵンʯʙˁーɂȱĂ水蓄

熱槽ɬ組ə合わȵɥȭɂɁ運転時間帯

Ɉ選択ɬ可能ɂȱȾȾĂʙˁーɈ冷房

ʨʛʇɺʛʯ運転ɅɢɤĂʏʑʞʸɈ

安定化ɬ図ȽȹăȯɣɅɉ建物Ɉ用途

別Ʌɢɥ空調吸放熱ɞĂ研修用ʋンʯ

˄ʛʍー廃熱Ă井水熱利用ɄɃɅɢɤ

建物内Ɉ熱循環ɬ行いĂ環境Ʌɞȯȱい

高効率Ʉʏʑʞʸɬ導入ȱȹăĪ図じī

2. 2　 半外部における空間の多様性を
創出する設備計画

宿泊棟ɂ研修棟ɬ結ɐʮ˂ʛʐ空間Ɂ

あɥʳワɼʀɬĂ自然Ɉ香ɤɬ感ȲĂ

多様Ʉ空間ɬ創出ȳɥ半外部ɂ位置ȿ

ȫĂ様々Ʉ工夫ɬ行Ƚȹă

2. 2. 1　自然換気システム
各種ʓンʍーɅ連動ȱɀ自律駆動ȳɥ

自然換気ʏʑʞʸɬ導入ȱȹă当該ʏ

ʑʞʸɉ屋内外Ɉʀンʗ˃ʬー差及ɍ

外部風向風速ɄɃɈ情報ɅɢɤĂ塩害

ɄɃɈ˂ʑʇɬ排除ȱɀ選択的Ʌ外気

ɬ取ɤ込ɚȭɂɬ可能Ʌȱȹă

2. 2. 2　照明制御システム
照明ɉ自然ɂɈ調和ɬ意識ȱɀ日Ɉ出

ȥɣ日Ɉ入ɤɘɁɈ太陽光色温度時刻

変化Ʌ合わȵȹĂʘɾンˁɼʠɈ調光

調色ʏーン制御ɬ行ȽɀいɥăɘȹĂ

日照ʏʷʽ˄ーʏʿンɅɢɤ計画ȱȹ

軒Ɉ深い庇Ɂ直射光ɬ抑制ȱĂ落Ȼ着

いȹ空間ɬ演出ȱɀいɥă

2. 2. 3　スポット空調システム
温冷感Ɉ異Ʉɥ多国籍Ɉ研修者Ȧ好ə

Ɉ空間ɬ選択ɁȧɥɢうĂ個人感覚Ʌ

対応ȱɀ変化ȳɥʑʵʛʠ空調ɬ内蔵

ȱȹ家具ɬ開発ȱɀ各所Ʌ配置ȱĂ多

様Ʉ空間ɬ形成ȳɥ空気空間作ɤɬ目

指ȱȹă具体例ɬ以下Ʌ示ȳă

2. 2. 3 - 1： 研修後の発汗した体を急
速冷却するクーリングス
ポット

研修後Ɉ急速冷却ɬ目的ɂȱɀʇー˂

ンʈʑʵʛʠɬ導入ȱȹă表面ɈずȾ

ɈʴʗンɅɢɤĂ個人Ɉ発汗状態Ʌ対

応可能Ʉず段階Ɉʺーʡɬ選択ȱĂ冷

風ɂ循環気流Ɉ出力ɬ変更ȱĂ急速冷

却ȳɥʏʑʞʸɁあɥăく図す ぐ

2. 2. 3 - 2　 個別の温冷感に対応した
円形空調ベンチ

気流ɅȾȾɘɦĂ安ɣȪ空間ȿȩɤɬ

目的ɂȱɀ製作ȱȹ円形空調ʱンʙɬ

導入ȱȹă通気性ɬ高ɛɀ内部ɬʙʻ

ンʨー化ȱȹ穴あȧɾ˄ʗンʱンʙ

ɅĂ隠蔽ʘʇʠ型ʀɺʋンɂ循環ʭɹ

ンɈ気流ɬ吹込əĂ空気Ȧ均一Ʌ漏ɦ

出ȳ仕組əɁあɥăすʾʣʛʠɁ構成

ȯɦĂ座面及ɍ背面ȥɣ包ə込ɚɢう

Ʌ吹ȧ出ȱĂ還気ɬ中央Ɉ床面ʑ˂ʛʠ

ɅɂȽɀ循環ȯȵɥȭɂɁĂʑʵʛʠ

空調ɬ成立ȯȵɀ冷却効果ɬ高ɛɀ

いɥăĪ図ずī

2. 3　 宿泊室の快適性を向上する設備
計画

ʏンʈ˃˃ーʸɁ構成ȯɦɥ宿泊室Ʌ

ȤいɀĂ個人Ɉ趣味嗜好及ɍ使用ʏー

ンɅ応Ȳɀ空間Ȧ調整ɁȧɥɢうɅĂ

照明調光調色・空調ʺーʡ変更・ɺ˅

ʶ選択ɄɃ多機能化ɬ図ȽȹăɘȹĂ

ȭɦɣɬ一括制御ȳɥ˃ーʸʋンʠ

˅ー˃ʾʣʛʠɬ導入ȱĂ開発ȱȹɺ

ʯ˂ɬɼンʑʠー˃ȱȹʗʮ˄ʛʠɁ

制御ȳɥȭɂɁ多言語化ɬ図ɥɄɃĂ

使いɞȳȯɅ配慮ȱȹăɘȹĂ利用

ʏーンɅ応Ȳȹ適切Ʉ環境ɬ提供ȳɥ

ȭɂɬ目的ɅĂ推奨ʏーン設定ɬ複数

登録ȱĂ利用者自身Ȧ求ɛɥ利用ʏー

ンɬ選択ɁȧɥɢうɅȱɀいɥăɘ

ȹĂȷɈʏーンȥɣɈ変更操作履歴

Ī差分ʟーʗīɬ蓄積ȱĂʏーン設定

ȿȩɤɈ基礎研究Ʌ活ȥȳ統計ʟーʗ

ɬ提供Ɂȧɥ仕組əɂȱɀいɥă

2. 4　施設FM管理へのBIM利用
今回Ă設計・施工ɬ通Ȳɀ構築ȯɦȹ

建物情報ʺʟ˃ĪどばMごねMʺʟ˃īɬ

活用ȱȹ施設Ɉ運営・管理ɬ行う取

ɤ組əɬ行ȽȹăどばMごねMʺʟ˃ɂɉĂ

設計施工ʺʟ˃ɅʹンʞʢンʑɅ必

要ɄĂ属性情報・故障履歴等ɬ入力ȱ

ȹʺʟ˃Ɂあɥă有効Ʉʺʟ˃ɂȳɥ

ȹɛĂ以下せ点Ʌ着目ȱɀĂ開発ɬ行

いĂ運用時Ɉ利便性Ɉ向上ɬ図Ƚȹă

Ī図せī

Īじī空調設備系統毎Ɉ見えɥ化

Īすī取扱説明書・完成図Ɉ˂ンʇ

Īずī 設備機器台帳ɂどばMʺʟ˃Ɉ˂ン

ʇ

Īせī ʗʮ˄ʛʠɅɢɥ現地ɁɈ見え

ɥ化

ȭɈ取ɤ組əɉ建築主・設計施工・ʫ

˃管理Ɉず者Ɂ協業ȱĂ運用ȱɄȦɣ

ʑʩɼˁ˃ɺʛʯɬ継続ȱɀいɥă

図 4　BIM-FMモデル
（空調系統見える化）

ダイキンアレス青谷Ⅱ期における設備計画

図 1　熱幹線概念図

③ 水冷式
　 コンプレッサー

① 水冷式パッケージエアコン

⑤ 密閉式冷却塔

④ 空冷モジュールチラー

② 地熱(井水)

⑥ 水蓄熱槽

加熱
冷却

冷却蓄熱・放熱

熱利用

室内

加熱冷却

①ブース
（表面パンチング）

②吹出ノズル

③モード選択ＳＷ

チャンバ範囲

③足元スリット

②床ガラリ

①ベンチ
④手元SW

1ユニット

図 2　クーリングスポット 図 3　円形空調ベンチ
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設備部門

吉
よし

田
だ

裕
ひろ

紀
き

生 年 月　1983年11月奈良県生まれ
最終学歴　九州大学芸術工学府
　　　　　音響工学専攻修了
業務経歴　2009年㈱大林組入社
　　　　　大阪本店設備設計部
　　　　　所属
●担当した主なプロジェクト
2010　シティタワー宇都宮新築
2011　アステラス製薬研究所改修
2012　本田技術研究所震災復旧
2012　オリックス錦ビル新築
2015　祥水園新築
2016　大林組大阪機械工場新築
2016　長浜キヤノンA棟建屋再編
2017　済生会吹田病院改修
2018　京都四條南座耐震改修工事
2019　元清水小学校跡地活用計画

■青年技術者のことば

近年Ă社会ɈʣーʒȦĂʑʇˁʛ

ʯɺンʡʫ˃ʡȥɣ既存ʑʠʛʇ

Ɉ活用Ʌ移ȳɥ中Ă入社以来Ă多

ȩɈ˂ʣʽーɺ˃物件Ʌ携わȽɀ

ȧȹă˂ʣʽーɺ˃物件ɉĂ新築

物件ɂ違い施設ɬ実際Ʌ使用ȱɀ

いɥ人ȥɣ生Ɉ声ɬ聞ȫɥʹ˂ʛ

ʠȦあɥăɘȹĂ時代Ɉ流ɦɅɢ

ɤĂ災害対策ĪどなPīɞ長寿命化Ă

省ʀʥ˃ʆー化及ɍばぶほɈ導入等

Ɉ新ȹɄ設備的要求ɜ求ɛɣɦɀ

ȧɀいɥă

˂ʣʽーɺ˃物件ɉĂ先人ȹȻȦ

築ȧ上Ȭɀȧȹ設備技術Ʌ触ɦ

ɥ機会Ȧ多ȩĂȷȭɅ新ȹɄ要求

ɞ新技術ɬ盛ɤ込əĂ発展ȯȵɀ

いȩ検討Ȧ必要ɅɄȽɀȩɥăȭ

ɦɉĂϱ設備的Ʉ技術力Ăϲ創造

力Ăϳ建築的Ʉ知識Ăϴ経験Ȧ必

要ɂɄɥȭɂɁĂ設備設計者ɂȱ

ɀɈ醍醐味Ȧ増ȳɂ考えɥă

ȭɦȥɣɜ新築Ă˂ʣʽーɺ˃Ʌ

関わɣȴĂ様々Ʉ視点ȥɣ物事

ɬ捉えĂ施主Ʌ寄ɤ添Ƚȹ設計ɬ

行Ƚɀいȧȹいă

■すいせん者

西脇 里志

㈱大林組ā大阪本店

建築事業部設備工事部ā部長

昭和 せ年Īじだすだ年īɅ竣工ȱĂ歌舞
伎発祥Ɉ地Ɂあɥ京都四条河原Ʌ建Ⱦ
南座Ī写真じīɈ耐震工事Ɉ基本設計
ȥɣ竣工ɘɁ空調衛生設備設計者ɂȱ
ɀ携わȽȹă改修Ɉʋンʓʯʠɉ建物
Ɉ強度ɬ高ɛɥɂɂɜɅĂ脈々ɂ引ȧ
継ȦɦɀȧȹĶ桃山風Ɉ外観ķɂĂ古
来Ɉ伝統ɬ受ȫ継いȺ内装ɅɢɤĶ華
麓Ɂ典雅Ʉ内部空間ķɬ保存再生ȳɥ
ȭɂɁあȽȹă
設備計画Ɉɺʯ˅ーʙɉĂ平成 ず年
Īじだだじ年īɅ大改修工事Ȧ実施ȯɦȹ
時ɅĂ設備機器Ȧ更新ȯɦɀいȹȹ
ɛĂ既存設備ʏʑʞʸɬ踏襲ȳɥȭɂ
ȥɣ始ɛȹăȱȥȱĂ改修ȥɣ約ずし年
Ȧ経過ȱɀȤɤĂ様々Ʉ検討事項ɞ要
望事項Ȧ提示ȯɦĂȭɦɣɈ項目ɬ解
決ȳɥȹɛɅĂ空調ʏʑʞʸɈ変更ɞ
客席空間Ɉ快適性向上ɬ目指ȱȹ設備
計画Ɉ提案ɬ行Ƚȹă

●空調計画
南座ɉ創建当時Ă空調設備ɉ設置ȯɦ
ɀȤɣȴĂȭɦɘɁɈ˂ʣʽーɺ˃工
事Ʌɀ段階的Ʌ空調設備ɬ導入ȱɀȧ
ȹăȷɈȹɛĂʘʇʠɈ納ɘɤȦ非常
Ʌ厳ȱȩĂ各所Ɉʘʇʠ˃ーʠɬ確保
ȳɥ必要ȦあȽȹă特ɅĂ大空間Ɂあɥ
客席Ī写真すīɈ空調機ɉĂ興行場法
Ʌɢɤ「しこしししmずざh以上Ɉ風量Ȧ通過
ȳɥʘʇʠɬ納ɛɥ必要ȦあȽȹăȷ
ȭɁĂ近年Ɉ劇場Ɂ多ȩ採用ȯɦɀい
ɥ快適性Ʌ優ɦȹ床吹出空調Ɉ検討ɬ
行ȽȹăȱȥȱĂ納ɘɤ上難ȱȩĂ既
設ɂ同様Ʌ単一ʘʇʠ方式Ī天井吹
出Ă壁床吸込īɬ最終的Ʌ採用ȱȹă

写真 2　舞台から客席を望む

● 点群データを利用した空調
気流解析

今回Ă˂ʣʽーɺ˃前Ɉ状態ɬ保存Ă
鉄骨補強Ɉ施工検討ȳɥȹɛĂず次元
ʑʅʻʢーɬ使用ȱĂ ず次元座標及
ɍ点群ʟーʗɈ計測ɬ行ȽȹăĪ図じī
点群ʟーʗɉĂ近年˂ʣʽーɺ˃工事
Ɉ現場調査Ʌɢȩ利用ȯɦɀȤɤĂ現
況ɬ正確Ʌ把握ȳɥȭɂȦɁȧĂ˂
ʣʽーɺ˃計画ɞ仮設計画Ʌ活ȥȯɦ
ɀいɥă南座ɉ創建当時Ɉ図面Ȧ実在
ȵȴĂ平成３年Ʌ行Ƚȹ˂ʣʽーɺ˃
工事時Ʌ実施ȱȹ実測ɬ基Ʌ作成ȱȹ
図面ȱȥ残ȽɀいɄȥȽȹăȷɈȹ
ɛĂ建築Ɂɉ鉄骨部材製作ɈȹɛĂ点
群ʟーʗɅ実測図面ɬ重ɇ合わȵĂ現
状ɂɈȴɦɬ確認ȱĂ無駄Ʉ手戻ɤȦ
ɄいɢうɅ検討ȱȹă今回ĂȭɈ点群
ʟーʗɬ設備計画Ɂɜ利用ɁȧɄいȥ
ɂ主体的Ʌ検討ɬ進ɛĂ点群ʟーʗȥ
ɣ取得ȱȹどばMずにʺʟ˃Ī図すīɬ利
用ȱĂ客席空間Ɉ気流解析ɬ行Ƚȹă
Ī図ずīȷɈ結果Ăɢɤ実態Ʌ近い解析
結果ɬ得ɥȭɂȦɁȧĂ制気口Ɉ配置
ɞ適正Ʉ風量設定Ɉ検討Ʌ使用ȱȹă

●舞台部へ置換空調の導入
舞台ɉ歌舞伎役者Ȧ非常Ʌ重い衣装ɬ
身ɅɘɂいĂʑʵʛʠˁɼʠɈ中ɬ縦
横無尽Ʌ動ȧ回ɥȹɛĂ常時冷房Ȧ必
要Ʉ空間ɂɄɥă一方ɁĂ緞帳Ɉ揺ɦ
ɞ演出Ʌɢɥ紙ɏɐȧĂʡˁɼɺɼʑ
Ɉ乱ɦ等ɬ懸念ȱĂ気流ɬ発生ȯȵɥ
機器Ɉ使用Ȧ難ȱい場所Ɂɜあɥăɘ
ȹĂ舞台ɉ高ȯじ「mɬ超えɥ大空間Ɉ
ȹɛĂ通常Ɉ空調機Ɂɉ空調効率Ȧ悪
ȩɄȽɀȱɘうă既設ɁɉĂ舞台袖Ɂ
舞台役者Ʌ直接気流ɬ当ɀɥʑʵʛʠ
空調機ɬ設置ȱɀいȹȦĂ舞台中央部
Ʌ対ȳɥ空調機ɉ設置ȱɀいɄȥȽ
ȹă今回Ă舞台中央部分Ʌ対ȱɀɜ何
ȥ空調設備ɬ設置ɁȧɄいȥɂいう要
望ȦあɤĂ過去Ɉ物件ɅȤいɀ導入
ȱĂ竣工時Ʌ温度測定ɬ行いĂ一定Ɉ
評価ɬ得ȹ置換空調ʏʑʞ Īy写真ずī
Ɉ導入ɬ検討ȱȹă

置換空調ʏʑʞʸɉĂ室内Ɉ発熱物体
ȥɣ発生ȳɥ熱上昇気流ɬ利用ȳɥ
ȭɂɅɢɤĂ室内温度ɢɤɞɞ低い温
度Ɉ空気ɬ低速Ɂ吹出ȳȭɂɁĂ気流
ɬ感ȲȯȵȴĂ居住域Ʌ良好Ʉ空気質
ɬ提供ȳɥ換気ノ空調ʏʑʞʸɁあɥă
低速Ɂ吹出ȳȹɛĂ緞帳Ɉ揺ɦɞ演出
Ʌ悪影響ɬ及ɖȳȭɂɄȩĂ舞台全体
ɬ効率的Ʌ空調ȳɥȭɂȦɁȧɥăɘ
ȹĂ居住域Ɉəɬ空調Ɉ対象ɂȱɀい
ɥȹɛĂ空調機Ɉ風量Ȧ抑えɥȭɂȦ
ɁȧĂ一般ʏʑʞʸɢɤ吹出温度ɬ高
ȩ設定ɁȧɥȹɛĂ省ʀʥ˃ʆー性Ȧ
高いʏʑʞʸɁあɥă
今回ɉĂ気流解析Ɉ結果Ī図 せīȥ
ɣĂʑʵʛʠˁɼʠ等Ʌɢɥ舞台上Ɉ
輻射熱ɅɢɤĂ温度成層Ȧ形成ȯɦɥ
ɂ考えĂ上手下手Ɉ舞台袖Ʌす台置換
空調吹出口ɬ設置ȳɥȭɂɂȱȹă熱
源ɉ客席用ɈのはPʙˁーɬ流用ȱĂ空
調機ɉʭɹンʋɼ˃ʾʣʛʠɅɢɥ二
方弁制御ɁɈ温度管理ɂȱȹăȭɈ置
換空調ʏʑʞʸɬ導入ȳɥȭɂɁĂ演
出Ɉ邪魔ɬȵȴɅĂ舞台ɬ空調ȱ快適
空間ɬ形成ȳɥȭɂȦɁȧȹă

京都四條南座における設備改修計画

写真1　建物外観

図 4　舞台空調気流解析

居住域空調

温度成層温度成層

居住域空調

写真 3　置換空調吹出口

図 3　3Dモデルを利用した気流解析結果

図 2　点群データ3Dモデル

図 1　取得した点群データ
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・工事概要と課題
本建物ɉĂ建築物Ɉ環境性能Ɉ総合評

価指標ĶなとぺどEEķɈ大阪市版Ɂあɥ

ĶなとぺどEE 大阪əɣいķɅȤいɀ最高

ˁンʇɂɄɥぺˁンʇɈ取得ɈȹɛɈ

取ɤ組əɈ一ȾɂȱɀĂ幅すずさぞmĂ高

ȯ「すmɈ壁面緑化Ʌɢɥ環境性能向上

Ȧ計画ȯɦɀȤɤĂ高層ȥȾ建物Ɉ外

装ɬ形成ȳɥɺ˃ʷʩɼʯ˃ーʨーɂ

調和ȱȹ壁面緑化Ɉ実現Ȧ求ɛɣɦɀ

いȹă原設計ɁɉĂ直径じししφɈɺ˃

ʷʩɼʯ˃ーʨーɈ中Ʌʯˁンʗーɬ

配ȱȹ水耕栽培Ʌɢɥ壁面緑化Ȧ計画

ȯɦɀいȹȦĂ水耕栽培Ɂɉ細菌ɞ根

腐ɦɅɢɥ枯木ɞ漏水Ʌɢɥ第三者被

害Ɉ˂ʑʇȦ非常Ʌ高ȩĂ土耕栽培ɒ

Ɉ変更Ȧ必須ɁあȽȹăɘȹ土耕栽培

ɬ採用ȳɥ上ɁɉĂ高層特有Ɉ強風Ʌ

ɢɥ客土ɞ植栽Ɉ飛散Ă溜水Ʌɢɥ根

腐ɦĂ植栽Ɉ夏季・冬季Ɉ温度変動ɒ

Ɉ耐久性Ʌ課題ȦあȽȹă

・計画と実施
私ɉ生産設計Ɉʈ˃ーʯ˂ーʘーɂȱ

ɀ課題解決ɬ図ɥȹɛĂ設計者及ɍ社

内技術研究所Ɉ専門家Ă専門工事会社

Ʌɢɥ定例会議ɬ主催ȱĂ以下Ɉ対策

ɬ行い新ȱい壁面緑化ʏʑʞʸĪ緑化

˃ーʨーīɬ考案ȱȹă

ϱ 強風対策：軽量土ɬ不織布Ɉ防草ʏー

ʠɁ包ɭȺ植栽ʾʣʛʠɬ考案ȱĂ

ʯ˄ʭɹʮ化ȱȹ植栽ʾʣʛʠɬ屋

外Ʌɀ成育ȱĂ十分Ʌ根ɬ張ɣȵɥ

ȭɂɁ客土ɞ植栽Ɉ飛散ɬ防止ȱȹă

ϲ 根腐ɦ対策：溜水Ʌɢɥ根腐ɦɬ防

止ȳɥȹɛĂɺ˃ʷʩɼʯ˃ーʨー

ɂ植栽ʾʣʛʠɈ間Ʌ排水層・空気

層ɬ設ȫɥ工夫ɬ行Ƚȹă

ϳ 温度変動Ʌɢɥ耐久性確認：空気層

Ʌɢɥ温度変動ɬ最小限Ʌ抑えɥɂ

共ɅĂ新築建物ɂ条件Ɉ近い建物Ɉ

屋上Ʌɀʺʛʇɺʛʯɬ製作ȱĂ夏

季・冬季ɬ通ȱȹ温度変動ɞ生育状

況Ɉ確認ɬ行いĂ実現性ɬ確認ȱȹă

・成果
本取ɤ組əɅȤいɀĂ関係者ɂ協力ȱ

外装ɺ˃ʷʩɼʯ˃ーʨーɬ利用ȱȹ

新ȱい壁面緑化ʏʑʞʸɬ考案ȳɥȭ

ɂɁĂ高層ɁɈ壁面緑化ɬ実現ȱĂ環

境性能Ɉ向上Ʌ大ȧȩ貢献ȳɥȭɂȦ

Ɂȧȹă当建物ɉĶなとぺどEE 大阪əɣ

いķぺˁンʇɬ取得ȱĂ環境性能Ɉ高

い建物竣工引ȧ渡ȱȥɣせ年以上Ȧ経

過ȱȹ現在ɜ壁面緑化ɉ良好Ʉ生育状

況ɬ保Ƚɀいɥă

施工部門

赤
あか

尾
お

悟
さと

史
し

生 年 月　1983年 8月大阪府生まれ
最終学歴　2008年京都大学大学院
　　　　　 工学研究科都市環境工学

専攻修了
業務履歴　2008年㈱竹中工務店入社
　　　　　2009年大阪本店作業所
　　　　　2011年大阪本店設計部
　　　　　プロダクト建築
　　　　　施工グループ
　　　　　2011年大阪本店作業所
　　　　　2018年大阪本店技術部
　　　　　計画2グループ
●担当した主なプロジェクト
2009年　アクティ大阪増築
2011年　灘中高新校舎
2013年　ヤンマー新本社ビル
2015年　河合塾大阪校医進館
2015年　ダイキン工業淀川TIC
2015年　塩野義杭瀬CMC研究棟
2016年　GLP吹田倉庫
2018年　GLP寝屋川物流センター

■青年技術者のことば

建築ɅȤȫɥ環境配慮設計ɉȷɈ

技術革新Ȧ著ȱȩĂȷɦɣɬ実現

ȳɥȹɛɅɉ施工分野ɅȤいɀɜ

新工法Ɉ開発Ȧ必須Ɂあɥă私ɉ

ɃɈɢうɄ設計Ʌ対ȱɀɜĂ課題

ɬ解決ȱɄȦɣȷɦɣɬ実現Ɂȧ

ɥ高い施工技術力ɬ持ȾȭɂȦ施

工技術者ɂȱɀɈあɥɓȧ姿Ⱥɂ

考えɀいɥă

ɘȹĂ行政ɅɢɥĶ働ȧ方改革ķ

ɅɢɤĂ建設業ɅȤいɀɜ完全週

休二日制Ɉ導入ɬ目指ȱɀȤɤĂ

ȭɦɘɁ以上Ʌ生産性ɬ向上ȯȵ

ɥȭɂȦ強ȩ求ɛɣɦɀいɥă私

ɉȭɦɘɁɈ経験Ɂ身Ʌ付ȫȹ専

門知識・技術・ʦɾʧɾɬ最大限

Ʌ活用ȳɥɂ共ɅĂʟʐʗ˃ʋン

ʑʠˁʇʏʿンɄɃɈ推進Ʌɢɤ

ȯɣɄɥ生産性向上ɬ目指ȱȹ工

事計画Ɉ立案Ă実施Ʌ強い意志ɬ

持Ƚɀ挑戦ȱĂ今後Ɉ未来ɬ担う

若年層Ȧ建設業Ʌ携わɤɞȳい環

境ȿȩɤɬ行いĂ魅力Ɉあɥ建設

業Ɉ実現ɬ目指ȳă

■すいせん者

永野浩一

㈱竹中工務店ā大阪本店

技術部ā部長

建築生産における環境負荷低減と生産性向上への挑戦

写真1　全体竣工写真

●短工期大型物流倉庫における生産性向上の取り組み

●外装アルミパイプルーバーを利用した高層壁面緑化への挑戦

・工事概要と課題
本工事ɉ建築面積約せしこししし㎡Ă延床

面積約じそしこししし㎡ɂいう広大ȥȾ全体

工期じたʃ月Ɉ短工期ʯ˅ʐɿʇʠɁあ

ɤĂ以下Ɉ大ȧɄ課題ȦあȽȹă

ϱ期中Ɉ作業人員不足Ȧ懸念ȯɦɀȤ

ɤĂ限ɣɦȹ人員Ɉ中Ɂ膨大Ʉ工事量

ɬ消化ȳɥ必要ȦあȽȹăϲ工事期間

中Ʌ建築主Ɉ直営工事Ɂあɥʶʞ˂ɺ

˃ʧンʡ˂ンʈ機器工事ɞ自動ˁʛʇ

機器工事Ȧ予定ȯɦɀȤɤĂ倉庫稼働

Ʌ向ȫɀ少ȱɁɜ早ȩ直営工事Ʌ作業

ʀ˂ɺɬ引ȧ渡ȳȭɂȦ建築主Ɉ強い

要望ɁあȽȹă

・計画と実施
私ɉ躯体工事及ɍ内装工事Ɉ˂ーʘー

ɂȱɀ施工管理業務ɬ行いĂ課題ɬ解

決ȳɥȹɛĂ

ϱ 躯体工事ɅȤȫɥ鉄筋ʋンʇ˂ーʠ

Ɉʯ˄ʅʻʑʠ化Ă鉄筋Ă型枠Ăʟʛ

ʅ工事Ɉʾʣʛʠ化ɬ可能Ʉ限ɤ多

ȩɈ部位Ɂ実施ȱ省人化ɬ図Ƚȹă

ϲ 防火区画工事Ɉ内Ăʏʻʛʗー工事

ɅȾいɀʾʣʛʠ化ɬ行いĂ仕上Ȭ

工事ɬ効率的Ʌ行Ƚȹă

・成果
本取ɤ組əɅɢȽɀ限ɣɦȹ作業員Ɂ

作業Ɉ平準化ɬ図ɥȭɂȦɁȧĂ大幅

Ʉ省人化ɬ達成ȳɥȭɂȦɁȧȹăɘ

ȹĂ安全確保Ă品質確保Ă工期短縮Ʌ

ɜ大ȧȩ貢献ȳɥȭɂȦɁȧȹă

ɘȹĂ仕上工事ɈうȻ防火区画工事ɬ

効率的Ʌ行うȭɂɁ直営工事Ɉ乗ɤ込

əɬ竣工引ȧ渡ȱ前Ʌ建築主Ɉ要望通

ɤ行うȭɂȦɁȧĂ建築主Ɉ高評価ɬ

得ȹă

写真 2　緑化ルーバー

防革シート

植栽
アルミパイプルーバー

写真 3　緑化ルーバー外観

写真 6　スラブ筋のユニット化 写真 8　シャッターユニット現場据付

写真 5　基礎大梁のPC化 写真 7　シャッターユニット工場組立

図 1　PC化・ユニット化部材（基礎）

写真 4　全体竣工写真
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●工事概要と課題
建設業界Ɉ現場Ɂ活躍Ȧ期待ȯɦɥずし
～せし歳代Ɉ労働者人口Ȧ不足ȱɀいɥ
現在Ă我々世代Ɉ建設技術者Ȧ先輩ȥ
ɣɈ教えɬ基ɅĶ受ȫ継Ȫ技術ķĂȷ
ȱɀ我々自身Ȧ生ə出ȳĶ新ȱい技
術ķĂɈ双方ɬ習得ȳɥȭɂɉ一個人Ă
一企業ȺȫɁɄȩ建設業界全体Ɉ課題
Ⱥɂ捉えɀいɥăɘȹĂ建設工事ɉ殆
ɃȦ請負業ɁあɥȭɂȥɣĂ求ɛɣɦ
ȹ建物ɁɄȫɦɊ造ɥȭɂɈɄい単品
生産ɁあɤĂ我々建設技術者ɉ自ɣɈ
好əɁ工事ɬ選ɐʙʻンʑɉ少Ʉいă
ˁンʡʶーʇɂɄȽȹɤĂ高度Ʉ技術
力ɞ解析ɬ必要ɂȳɥ工事ɬ担当ȳɥ
機会ɉȮȩ限ɣɦȹ技術者Ʌ与えɣɦ
ɥɂ言Ƚɀɜ過言ɁɉɄいă
今回私Ȧ担当ȱȹ工事ɉĂ建物規模Ă
工期Ă技術的難易度ɅȤいɀ言うɄɦ
Ɋ一般的ɄɜɈɁあɥăȱȥȱĂȭɈ
一般的Ʉ工事ȭȷĂ青年技術者Ȧ最
ɜ多ȩ携わɥ工事Ɂɜあɥă一般的ɂ
言わɦɥ工事ɁĂ改善ɞ工夫Ɉ眼ɬ養
うȭɂȦ建設業全体Ɉ技術˄ʱ˃ɬ向
上ȯȵɥ事Ʌ繋Ȧɥă工事Ɉ規模Ȧ小
ȯいȭɂȥɣĂ一Ⱦ一ȾɈ効果ɉ数値
ɂȱɀ現ɦ難いȦĂ建設技術Ɉ˄ʱ˃
ɺʛʯɞ地球環境保護Ʌ対ȱɀ取ɤ組
ɭȺ事例ɬ報告ȳɥă

● 防音パネルを用いた騒音対
策と採光確保

病院Ɉ増築工事ɁあɥȭɂȥɣĂ既設
病棟ɒɈ騒音対策ɂȱɀ防音ʩʥ˃
ɬ採用ȱȹă一般的Ʌ用いɣɦɥ防音
ʏーʠɂɈ大ȧɄ違いɉ採光ɂ衝撃Ɉ
吸収Ɂあɥă元ȥɣあɥ環境Ʌ建設工
事Ȧ与えɥ影響Īʑʠ˄ʑīɬ最小限
Ʌ抑えɥ環境配慮ɜ建設技術Ɂあɥă
入院患者ɒɈʑʠ˄ʑ˂ʑʇɬ着工前
Ʌ抽出ȱ新築工事着手前Ʌ仮設防音壁
ɬ設置ȳɥȭɂɁ工事期間中Ɉ苦情ɬ
いȹȺȩȭɂɄȩ竣工ȯȵȹă

防音パネル取付後全景

● 工程短縮に向けた鉄骨建方
計画の立案

完成ȱȹ建物Ɉ形ɉ同ȲɁあȽɀɜĂ
造ɥ過程・工法ɉ千差万別Ɂあɥɂȭ
ɧȦ我々現場施工Ʌ携わɥ者ɅɂȽɀ
Ɉ醍醐味Ɂあɥă じ節 す層Ɉ鉄骨建
方計画ɂȱɀĂ移動式ʇ˄ーンɬ使用
ȳɥ建方工法ɂȱȹăじ階床躯体工事
ɬ早期Ʌ着手ȯȵɥȹɛĂ建屋内Ʌʇ
˄ーンɬ配置ȱɄい計画ɬ模索ȱȹă
ȭɦɣɈ条件ɬ優先ȯȵɥɂ予定ȱɀ
いȹ能力Ɉʇ˄ーンɁɉ揚重ɁȧɄい
柱Ȧあɥă施工方法ɉ幾通ɤɜ検討ȱ
ȹȦĂ鉄骨柱ɬ分割ȱɀ建ɀɥȭɂ
ɁĂ揚重能力ɬʃʨーȱĂじ階床Ɉ躯
体工程ɬ計画通ɤ早期Ʌ着手ȱȹă設
計変更Ʌ係ɥ協議Ă工法比較Ʌ係ɥʋ
ʑʠ検証Ă一ȾɈ設計図ȥɣĂ複数Ɉ
施工方法ɬ検討ȱĂ最適Ʉ選択ɬ積ə
重ɇɥ経験Ȧ得ɣɦȹă

●品質（納まり・改善）
■BIMの活用
着工初期Ɉ段階ȥɣどばMɬ最大限Ʌ活
用ȱĂ外壁止水ˁɼンɂ干渉ȱɀいȹ
庇鉄骨Ɉ納ɘɤɬ改善ȱȹăどばMɉĂ
今あɥ情報ɬ正確Ʌ組ə立ɀĂ色々Ʉ
角度ȥɣ見ȵɀȩɦɥ大変便利Ʉʜー
˃ɁɉあɥȦĂ見Ⱦȫ出ȱȹ干渉ʵɼ
ンʠɄɃɬɃう解決ȳɥȥɬ決ɛɥɈ
ɉ我々建設技術者Ɂあɥă便利Ʉʜー
˃Ʌ頼ȽɀɊȥɤいɀɉ技術力Ɉ向上
ɉ望ɛɄいă時間ɬ掛ȫɀいȹ作業ɬ
短時間Ɂȱȥɜ正確ɅɞȽɀȩɦɥ
ʜー˃Ɂあɥȭɂɬ認識ȱĂȯɣɅ技
術˄ʱ˃ɬ高ɛɥ努力ɬ続ȫȹいă

検討図- 1

検討図- 2

■RC外壁をサイトPCa化
決ȱɀ広いɂɉ言えɄい敷地Ɉ一角ɬ
利用ȱɀĂべな外壁Ɉ一部ɬʍɼʠPなよ
化ȱȹă工程短縮ɞ労務削減Ɉ効果ɬ
期待ȱɀɈ挑戦ɁあȽȹȦĂ垂直方向
Ɉ部材ɬ水平方向Ʌ変えɀ施工ȳɥ事
ɉĂɢɤ精度Ɉ高いĪ精度ɬ確保ȱɞ
ȳいī施工方法ɂ言えɥă当初期待ȱ
ɀいȹ型枠工Ă鉄筋工Ɉ労務ɅȾいɀ
ɜ「割Ɉ削減ɬ達成ȱȹă

PCa材（コンクリート打設前）

PCa材（吊込み、設置）

PCa材（設置後全景）

●安全訓練とフェールセーフ
Ɍɂ度発生ȳɥɂ重症度Ɉ高い墜落災
害ɬ当現場Ɂɉ絶対Ʌ出ȯɄい対策
ɂȱɀ新規入場者ɒɈ安全帯使用訓練
ɬ実施ȱȹă敢えɀʨˁンʑɈ悪い仮
設通路ɬ設置ȱĂ安全帯ɬ使用ȳɥ重
要性ɬ再認識ȯȵȹăɘȹ二丁掛ȫ安
全帯Ɉ訓練ɬȯȵɥȹɛɅ安全帯Ɉ掛
ȫ替えȦ必要ɂɄɥ手摺ɬ設ȫĂ朝礼
時Ʌ実施ȱȹă訓練ɬ終えȹ作業員Ʌ
ɉĂʰ˃ʹʛʠɅ貼ɥ現場独自Ɉʑ
ʞʛʃーɬ配布ȱ達成感ɜ持ȹȵɥȭ
ɂɁ安全意識Ɉ向上ɜ計Ƚȹă

安全帯訓練場

ɘȹ万一Ɉ場合ɜ想定ȱɀĂ車輌Ɉ荷
台ȥɣ転落ȱɀɜ重大災害Ʌ繋ȦɣɄ
い様Ă衝撃吸収ʶʛʠɬ設置ȱȹă荷
台上Ɂ親綱ɬ張ɤ安全帯ɬ使用ȱɀ作
業ȱɀいɀɜ安全帯Ȧ利ȩɘɁɅ着床
ȱɀȱɘう場合Ȧあɥ˂ʑʇɬɜ排
除ȳɥȹɛĂʭɿー˃ʓーʭɂȱɀ採
用ȱȹɜɈɁあɥă写真ɉ設置状況Ɂ
あɥăȭɈ取ɤ組əɜあɤĂ工事期間
中Ɉ無事故無災害ɬ達成ȱȹă墜落災
害防止Ʌ係ɥ安全設備ɬ整備ȱɀいɀ
ɜĂȷȭɁ作業ȳɥ者Ȧ安全˃ー˃ɬ
守ɣɄȫɦɊ意味ɬ成ȯɄいăȷȭɁ
安全設備ɬ充実ȯȵɥɂɂɜɅ作業員
Ɉ行動心理ĪʪʽーʶンʀˁーɈ防
止īɅ訴えɥ手段Ʌ出ɥȭɂɂȱȹă
ȭɦɣɈ取ɤ組əɬ通ȱɀ作業員Ɉ安
全意識Ȧ高ɛɥȭɂȦ無事故無災害ɬ
達成ȯȵɥȭɂɅ大ȧȩ貢献ȱȹă

荷台作業転落災害対策マット

●まとめ
今回Ɉ取ɤ組əɬ通ȱɀĂ周辺環境ɞ
ȷɈ背景ɘɁɜ考慮ȱȹ施工方法ɬ選
択ȳɥȭɂɉĂ生産性Ɉ向上Ă工程Ɉ
短縮ĂȷȱɀʋʑʠɈ縮減Ʌ繋ȦɤĂ
施工ʍɼʇ˃ɬ好循環ȯȵɥ非常Ʌ大
切Ʉ要素Ɂあɥɂ体感ȱȹă
我々青年技術者ɈȭɦȥɣɈ課題ɉĂ
働ȧ方改革Ʌɢɥ時短ɒɈ取ɤ組ə
ɂĂ短い時間Ɂɢɤ精度Ɉ高い成果ɬ
要求ȯɦɥ時代ɂɄɥăいȥɅどばMɄ
ɃɈばほɬ活用ȱ一人Ɉ力Ɂ今ɘɁɈ二
人三人分Ɉ働ȧȦɁȧɥȥ現場Ɉ規模
Ʌ関係Ʉȩ問わɦɥȭɂɂɄɥă働ȧ
方改革Ʌ向ȫȹ取ɤ組əɉ今後ɜ大ȧ
Ʉ課題ɂɄɥȭɂɉ間違いɄȩĂ我々
技術者Ʌ課ȵɣɦȹ試練Ⱥɂ捉えĂ先
駆的Ʉ働ȧ方ɬ示ȳ建設技術者ɂȱɀ
邁進ȱ続ȫɥă

施工部門

荒
あら

木
き

秀
ひで

樹
き

生 年 月　1983年 6月大阪府生まれ
最終学歴　 2002年大阪府立西野田工

業高校卒業
業務経歴　2002年鹿島クレス㈱入社
　　　　　2018年鹿島建設㈱入社
●担当した主なプロジェクト
2002年　 住之江スポーツビレッジ新

築工事
2004年　阪神春日野道駅改良工事
2005年　 ポルシェセンター西宮新築工事
2007年　 住友ゴム工業新技研棟関連

工事
2010年　小松製作所開発棟他新築工事
2011年　 エクセディ本社ビル新築工事
2013年　カン研究所PI新築工事
2015年　阿波銀行神戸支店新築工事
2016年　大室整形外科入院棟増築工事
2017年　ホテルモントレ姫路新築工事
2018年　ヨドバシ本社ビル新築工事

■青年技術者のことば

子供Ɉ頃ȥɣ建物ɬ造ɥ事Ʌ憧ɦ

建設Ɉ道Ʌ進ɭȺă職人ȯɭ一人

一人Ȧ手間暇ɬȥȫ建物ɬ造ɥ技

術ɉɞɉɤ日本ɄɣɁɉɈ職人技

ɂ言えɥă

昨今Ăばなほ化ɞ˅ʴʛʠ化Ɉ進歩

ɅɢɤĂ生産性Ȧ向上ȱȹ反面Ă

職人Ɉ技Ȧ減ȽɀȧȹɢうɅɜ思

わɦɥă労務不足ɂいう大ȧɄ問

題ɬ抱えɀいɥ今Ă機械Ʌ頼ɣȰ

ɥɬ得Ʉい状況ɁɉあɥȦĂ日本

伝統Ɉ技術Ă職人ȯɭɈ手先Ă指

先Ʌ込ɛɣɦȹ想いɬ継承ȱɀい

ȩ義務ɬ我々ɉ担Ƚɀいɥăȭɦ

ȥɣ何十年ɂ物ȿȩɤɅ携わȽɀ

いȩ中Ă技術Ɉ伝承ɂ働ȧ方Ɉ改

革ɬ青年技術者ɂȱɀ努ɛɀいȧ

ȹいă

■すいせん者

河原慎治

鹿島建設㈱ā関西支店ā建築部

建築工事管理部長

働き方改革に向けた取り組み～小さな事からコツコツと～
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施工部門

熊
くま

田
だ

健
けん

太
た

生 年 月　1992年12月埼玉県生まれ
最終学歴　日本大学大学院理工学
　　　　　研究科建築学専攻修了
業務経歴　2017年西松建設㈱入社
　　　　　2017年本社　建築設計部
　　　　　2018年関東建築支社
　　　　　麹町五丁目工事事務所
　　　　　2019年本社　技術研究所
●担当した主なプロジェクト
2017年　恵比寿南二丁目計画
2018年　麹町五丁目新築計画

■青年技術者のことば

近年Ă都市部Ɂɉ隣地Ʌ近接ȱȹ

条件下Ɂ山留ɛ工事ɬ行う場合Ȧ

多ȩĂ周辺環境Ʌ与えɥ影響Ʌ対

ȱɀ適切Ʉ設計・施工管理Ȧ必要

ɁあɤĂ技術者Ɉ責任ɉ大ȧいɂ

考えɣɦɥă

私ɉĂ入社じ年目Ɂ建築設計部Ɉ

構造課Ʌ配属ȯɦĂす年目Ɂ現場

Ʌ配属ȯɦȹă現場ɉĂ既存躯体

Ɉ解体ɞ鉄骨建方工事ɄɃ様々Ʉ

工事Ȧ行わɦɀいɥ状況ɁあȽȹă

今回Ă構造検討ɬ含ɛȹ山留ɛ工

事Ɉ計画ȥɣ実際Ɉ施工管理ɘɁ

ɬ行う貴重Ʉ経験ɬȱȹăȷɈ中

ɁĂ山留ɛ計画ɅɉĂ構造的Ʉ条件

ȺȫɁɄȩ材料ɞ施工重機Ɉ選定

等Ɉ施工的Ʉ条件ɬ踏ɘえȹ総合

的Ʉ判断Ȧ必要Ɂあɥȭɂɬ実感

ȱȹăɘȹ山留ɛɉ仮設構造物Ʉ

ɈɁ建築設計Ʌ関わɥ制限Ʌ比ɓ

ɀ山留ɛɈ設計Ʌ関わɥ制限ɉ少

ɄいȹɛĂ柔軟Ʉ発想Ɂ計画ȳɥ

必要Ȧあɥȭɂɬ実感ȱȹă

今後ɉĂ研究職ɂȱɀ技術開発Ʌ

携わɥ予定Ɂあɥă現場Ɂ経験

ȱȹȭɂɬ活ȥȱɀ技術開発ɬ行

いĂȷȭɁ得ɣɦȹ成果ɞʦɾʧ

ɾɬ現場Ʌ還元ȱɀ役立ɀɥ取ɤ

組əɬ続ȫɀいȩȭɂȦ自身Ɉ役

割Ɂあɥɂ考えɀいɥă

■すいせん者

橋佐古敬次

西松建設株式会社

関東建築支社ā支社長代理

本設躯体を利用する大深度の根切り山留め工事の施工計画について
―アイランド工法に伴う鉄骨躯体の検証―

図 4　解析モデルの概要

図 2　施工ステップ

写真1　本設躯体と切梁

（建方中）

後行工区の切梁

図 1　計画上の課題とアイランド工法の概要

写真 2　切梁架設状況

切梁 2段目

東側 

東側 

STEP-1 STEP-2
計画敷地

鉄骨建方 先行工区 後行
工区

1～4段目:地盤アンカー工法
5段目:水平切梁工法

山留め支保工の種類 

掘削

ｱﾝｶｰ撤去 

切梁解体 

鉄骨建方 擁壁工事 

掘削

▽1SL

▽2SL

▽3SL

▽1SL

▽2SL

▽3SL

▽1SL

▽2SL

▽3SL

地盤アンカーと本設躯体で土圧を受ける 

STEP-3 STEP-4
切梁を架設して本設躯体で
土圧を受けながら掘削を行う

 

▽床付け面 

▽3SL

▽2SL

▽1SL

計画敷地 隣地

隣地境界線  ▷
鉄骨躯体 ①新築躯体と隣地境界線が近接

しており，地盤アンカーが境
界を越境してしまう. 

②地盤アンカーを打設できる所
まで地盤を残し，先行工区を
掘削した. 

③後行工区の掘削は，先行工区 
の鉄骨躯体を3Fまで構築した 
後，躯体に切梁を架設する 
アイランド工法を採用した. 

越境

2段目/H-400

3段目/H-400

東側

仮スラブ 

図 3　山留め支保工計画図

 

3F床スラブ
仮スラブ 

集中切梁 

切梁

 1段目支保工 

腹起し 
掘削背面側 

31.9m 仮スラブ 
N

 

 集中切梁の反力

2SL
1SL

3SL

MSL

 切梁反力

鉄骨躯体

●工事概要と課題
計画建物ɉĂ地上すす階Ă最高高ȯ

じずしmɈ事務所ʫ˃Īぺ造Ă柱なねほ造īɁ

あɥă計画敷地ɉ崖地部ɁあɤĂ地盤ɉ

既存建物Ɉ一部ɬ利用ȱɀ支持ȯɦɀい

ȹă本工事ɁɉĂ崖地部Ɉ地盤ɬ支持ȱ

ɄȦɣ約じだmɈ根切ɤ工事Ȧ必要Ɂあ

ɤĂ山留ɛ支保工ɉ偏土圧Ȧ作用ȳɥ

ȹɛ主Ʌ地盤ɺンʃー工法Ɂ計画ȱȹă

ȱȥȱĂ計画敷地Ɉ東側ɁɉĂ山留ɛ

壁ɂ隣地躯体Ȧ近接ȱɀȤɤĂ山留

ɛ背面側Ʌ地盤ɺンʃーɈ必要Ʉ定着

長ɬ確保ɁȧɄい課題ȦあȽȹă一方

ɁĂ西側Ʌɉ残置ȯɦȹ既存躯体Ȧあ

ɤĂ東西方向Ʌ切梁ɬ架設ȳɥȭɂȦ

ɁȧɄいȹɛĂ山留ɛ計画ɉ困難ɬ極

ɛȹă私ɉĂ建築設計部Ɉ構造課ȥɣ

本現場ɒ異動ȱɀĂ主Ʌ山留ɛ工事Ɉ

施工計画ɂȷɦɅ伴う構造検討Ʌ携

わȽȹă本稿ɁɉĂ本工事Ɉ山留ɛ工

事Ɉ施工計画ɂ私Ȧ担当ȱȹ構造検討

ɅȾいɀ報告ȳɥă

●アイランド工法の計画
上述Ɉ課題Ʌ対ȱĂ施工範囲ɬ先行・

後行工区Ʌ分ȫĂ図じɅ示ȳɺɼˁン

ʡ工法Ʌɢɥ根切ɤ山留ɛ工事ɂȳɥ

ȭɂɁ解決ȱȹă図すɅĂ施工ʑʞʛ

ʯɬ示ȳă

ぺほEPごじ：山留ɛ壁ɬ二重Ʌ設ȫɀ地

盤ɺンʃーɬ打設ɁȧɥȺȫ地盤ɬ

残ȱĂ先行工区ɬ掘削ă

ぺほEPごす：先行工区Ɉ鉄骨建方Ȥɢɍ

地盤ɺンʃーɈ撤去ă

ぺほEPごず：切梁ɬ本設躯体Ʌ架設ȱɀ

山留ɛ壁ɬ支持ȱɄȦɣĂ後行工区

Ɉ掘削ă

ぺほEPごせ：床付ȫ後Ă擁壁躯体工事ɬ

進ɛɄȦɣ切梁ɬ解体ȱɀĂ後行工

区Ɉ鉄骨建方ɬ行い完了ă

地盤Ɉ高低差Ȧ約じだmɂ大ȧいȹɛĂ

大ȧɄ土圧Ȧ作用ȳɥȭɂȦ想定ȯ

ɦĂ山留ɛ支保工Ɉ安全ɬ確保ȳɥɅ

ɉĂ本設躯体Ʌ確実Ʌ反力ɬ負担ȯȵ

ɥ必要ȦあȽȹăȷȭɁ切梁ず段ɬ本

設ʑˁʮɂ同Ȳ˄ʱ˃Ʌ設置ȳɥȭɂ

ɁĂʑˁʮɅ作用ȳɥ切梁反力ɬ鉄骨

架構全体Ɂ負担ȯȵȹă

図ずɅ山留ɛ支保工計画図Ɉ一例ɬ示

ȳă本設ʑˁʮɂ腹起ȱɈ間Ʌ仮ʑˁ

ʮɬ設ȫɥȭɂɁĂ荷重ɬ本設ʑˁʮ

Ʌ直接作用ȯȵȴɅ分散ȯȵɥ計画ɂ

ȱȹăɘȹじ段目支保工Ɉ最ɜ南側Ɉ

切梁ɅȾいɀɉĂ山留ɛ壁ȥɣʑˁʮ

ɘɁɈ距離ĪずじさだmīȦ長いȹɛ集中

切梁ɂȱȹă

●本設躯体の構造解析
切梁反力ɬ本設躯体Ʌ作用ȯȵɥȹ

ɛĂ構造解析ɬ実施ȱɀ施工時Ɉ安全

ɬ確認ȱȹă

現場Ɂ行わɦȹĶ山留ɛ施工検討会ķ

Ɂ提案ȯɦȹ切梁Ɉ位置ɞ荷重Ʌ基ȿ

いɀĂ汎用構造解析ʯ˅ʈˁʸɬ用い

ɀ解析ʺʟ˃ɬ作成ȱɀĂ応力ɬ算出

ȱȹă切梁反力ɉĂ計画部門ɂ連携ȱ

ɀ山留ɛ弾塑性解析ʯ˅ʈˁʸɬ用い

ɀ計算ȱȹ値ɬĂ水平方向Ɉ等分布荷

重ɂȱɀ設定ȱȹĪ図せīă

解析結果Ʌ基ȿȧĂ柱・大梁・ʑˁʮ

Ʌ発生ȳɥ応力ɉĂ部材Ɉ長期許容応

力度以下ɁあɤĂ切梁反力ɬ本設躯体

Ȧ負担Ɂȧɥȭɂɬ確認ȱȹă

●まとめ
本工事ɁɉĂɺɼˁンʡ工法ɬ採用ȳ

ɥȭɂɁĂ根切ɤ平面Ɉ全長Ʌ渡ɤ水

平切梁ɬ架設ȳɥ場合ɂ比較ȱɀĂ切

梁数量ɬ削減ȳɥȭɂȦɁȧȹăɘȹ

構造解析ɬ実施ȳɥȭɂɁ事前Ʌ安全

ɬ確認ȱɀ工事ɬ進ɛɥȭɂȦɁȧȹă
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施工部門

 

 

 

 

図 3　旧ごみ前室計画

図 5　手払し解体計画図 2　除染水流出防止状況

図 1　既設建屋

図 4　現ごみ前室計画
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●概要
本稿ɉĂȮə処理施設整備事業Ʌ伴う
既存Ȯə焼却施設解体工事Ɉ内Ăʘ
ɼʂʅʏン除染工事計画Ʌ関ȳɥ報告
Ɂあɥă焼却施設ɉす棟Ī旧Ȯə焼却
施設：旧ȮəĂ現Ȯə焼却施設：現Ȯ
əīあɤĂ調査結果Ɂ比較的高いʘɼ
ʂʅʏン類濃度Ȧ検出ȯɦȹă大規模
Ʉʘɼʂʅʏン除染工事ɉ初ɛɀ携わ
ɥ工事内容ɁあɥȹɛĂ調査計画ɞ施
工計画ɄɃ関係行政ɞ監理者ɅɃう立
案ȳɓȧȥ手探ɤɈ状態ɁあȽȹăɘ
ȹĂ監理者Ɉ高い要求ɜあɤ苦心ȱȹ
ȦĂ関係法令ɬ読ə解いȹ上Ɂ下記Ɉ
項目ɅȤいɀĂĶ作業効率向上ɬ目指
ȱȹ合理的ȥȾ安全Ʉ除染計画ķɬ提
案・実施ȱȹă
◆解体対象設備Ɉ事前調査
◆解体ʀ˂ɺɈ作業前計画
◆除染計画
ɄȤĂ案件Ɉ建物概要ɉ下記Ʌɢɥă
Ī既存建屋写真：図じī
工事名称：某Ȯə処理施設整備事業Ʌ
伴うʘɼʂʅʏン除染工事
住所：兵庫県某市
元請：某ʯˁンʠʹーʃー
す次：㈱大林組

●解体対象設備の事前調査
調査項目ɉ大気中及ɍ付着物等Ɉʘɼ
ʂʅʏン類濃度測定Ɂあɥă今回ɉ
Ķ廃棄物焼却施設内作業ɅȤȫɥʘɼ
ʂʅʏン類Ɋȩ露防止対策ɅȾいɀķ
ɂいう要綱及ɍ厚生労働省通達Ɉ内容
ɬ用いɀ調査項目・測定箇所ɬ適切Ʌ
抽出ȱȹă結果Ă大気中ɉ両施設共Ă
再測定ɬȳɥ必要ȦɄȩɄɤĂ付着物
等ɉ旧ȮəɁ半数以上測定箇所ɬ削減
ȱȹ計画ɬ労働基準監督署Ʌ提案ȱĂ
了承ɬ得ɥȭɂȦɁȧȹȹɛ調査期間
短縮及ɍ調査ʋʑʠɈ削減ɬ図ɥȭɂ
ȦɁȧȹă

●解体エリアの作業前計画
 除染工事前計画ɂȱɀĂĶ飛散˂ʑʇ
Ɉ確実Ʉ排除ķĶ作業環境改善ɂ作業
員Ɉ安全確保ķɅ重点ɬ置ȧĂ下記提
案ɬ行Ƚȹă
地下ʬʛʠ流用：じ階床Ʌ仮設排水溝
ɬ設置ȱĂ除染Ʌ使用ȱȹ汚染水ɬ地
下ʬʛʠɁ集約ă汚染水流出防止ɂȱ
ɀ床面Ɉʇˁʛʇ調査ɬ行いĂ適時補
修・防水材ɬ先行塗布ȳɥȭɂɁ仮設
ʋʑʠ削減及ɍ˂ʑʇ排除ɬ図Ƚȹă
Ī図すī
作業足場：既設床等ɬ使用ȱĂ必要Ʌ
応Ȳɀ枠組・単管足場ɬ敷設ă敷設作
業時Ɉ保護具˄ʱ˃ɉ事前調査結果Ʌ
ɢɤĂʀɺˁɼンʶʑʇɬ使用ȱȹ˄
ʱ˃ずɂɄȽɀいȹȦĂɊȩ露防止対
策要綱Ɉ特例措置ɬ用いɀ˄ʱ˃すɂ
ȳɥ提案ɬ行いĂ作業効率向上ɬ図Ƚ
ȹă

●除染計画
本案件ɉ一次除染後Ă完全Ʌ除染不可
能ɂȯɦɥ機器及ɍ継手・ʴ˃ʠ等
Ɉ除染ɂȱɀ二次除染ɬȳɥ必要Ȧ
あȽȹă二次除染ɉ機器細部Ɉ除染Ɂ
あɤĂ機器Ɉ小払いȦ必須ȥȾ工程Ʌ
多大Ʉ影響ɬ及ɖȳȹɛĂ負圧状態ɬ
保持ȱȾȾ解体重機ɬ稼動ȱɄȦɣ除
染・搬出ȦɁȧɥ様Ă前室ɬ設ȫɥ計
画ɬ提案ȱĂ工期短縮ɬ図ȽȹăĪ旧
Ȯə前室計画ī建屋内部Ʌʑʲーʑ
ȦɄȩĂ建屋外部Ʌ枠組足場下地Ɉ
仮設ʞンʠĪじしｍ×じ「ｍīɬ設置ă
しさぞmずどはȦ動ȩ大空間ɁĂ自立ず段ɬ
超ȳ高ȯɂɄɤĂ壁繋ȨɁ風荷重Ʌ耐
えɥȭɂȦ不可能ɄȹɛĂʞンʠ入口
ɬ除ȩ す方向Ʌ枠組足場ɬʨʛʠ˄
ʑ形状Ɂ補強ȳɥ計画ɂȱȹăĪ図ずī
Ī現Ȯə前室計画ī隔離ʀ˂ɺ手前Ʌ
風除室ȦあɤĂʋʑʠ・工期ɬ考慮
ȱĂ既存利用ȳɥ計画ɂȱȹă構造的

Ʉʯˁン上Ă重機稼動範囲Ʌぺべな柱Ȧ
す本配置ȯɦɀいȹȹɛĂ仮設補強ɬ
行いĂ当該柱ɬ抜ȩ提案ɬȱȹăĪ図
せīȭɦɣɈ提案ɅɢɤĂ解体重機ɬ
利用ȱȹ合理的Ʉ計画ɂɄȽȹȦĂ風
除室流用Ɉ現ȮəɁɉĂ投入Ɂȧɥ重
機ʍɼʒȦ限定ȯɦɀȱɘいĂ機器全
ɀɬ重機解体ɁȧɄい問題Ȧ発生ȱ
ȹă重機解体不可部分ɉ手払ȱ解体ɂ
ɄɤĂ大ȧȩ作業効率Ȧ低下ȳɥ可能
性ȦあɥȹɛĂȷɈ対策ɂȱɀĂ機器
配置状況ɬ把握ȱȹ上ɁĂ溶断作業下
部及ɍ除染ʼーʡɅʩʠˁンʯɬ設置
ȱĂ人払いɬȱȾȾ機器内部Ʌ解体材
ɬ直接投下ȱɀじ階Ʌɀ回収ȳɥ方法
ɬ提案ă直接機器内部Ʌ投下ɁȧɄい
解体材ɉ仮設Ɂ門型˄ー˃ɬ作成後Ă
ʳɼʑʠɬ設置ȱɀ解体材ɬ投下可能
Ʉ機器ɘɁ水平移動Ɂȧɥ提案ɬȱ
ȹăĪ図「ī

●まとめ
ā関係法令ɬ読ə解ȧɄȦɣĂ様々Ʉ
計画提案ɬ行ȽȹăȷɈ中Ɂɜ外郭躯
体ɬ残ȱĂ隔離空間ɬ確保ȱɄȦɣĂ
構造的Ʉ根拠ɬ持ȻȾȾ本体構造ɬ撤
去ȱĂいȥɅ重機ɬ稼動ȯȵĂ作業効
率ɬ向上ȯȵɥȥȦ非常Ʌ苦心ȱȹă
仮設等Ɉʋʑʠ・工程ɬ考慮ȳɥɂ既
設建屋利用計画ȦʱʗーɁあɥɂ推測
ȱȹȦĂ現場Ɉ規模ɞ機器Ɉ配置等Ʌ
起因ȳɥ部分ɜあɥɈɁĂ一概Ʌ正解
ɂ判断ȳɥɈɜ難ȱいɂ考えɣɦɥă
同様案件Ɉ計画Ɉ一助ɂɄɦɥ様Ă本
案件計画Ɉ水平展開ɂ実績Ɉ収集・分
析Ʌɢɥ計画Ɉ深度化Ʌ努ɛɀ行ȧȹ
いɂ考えɀいɥăɘȹĂ実施ȥɣĂ過
酷Ʉ作業ɁあɥȭɂȦ十分認識Ɂȧȹ
ɈɁĂとばɞばぶほɬ用いȹ省力化対策Ʌ
ɜ尽力ȱɀいȧȹいɂ考えɀいɥă

廃棄物焼却施設解体に伴うダイオキシン除染工事の計画について

櫻 井
い

勇
ゆう

輔
すけ

生 年 月　1986年 3月生まれ
最終学歴　2009年名古屋大学工学部
　　　　　 社会環境学科建築学コー

ス修了
業務経歴　 2009年㈱大林組入社
　　　　　 同年東京本社東京建築事

業部
　　　　　 2015年大阪本店建築事業

部生産技術部計画第三課
　　　　　現在に至る
●担当した主なプロジェクト
2010年　 （仮称）赤羽 2丁目計画新

築工事
2011年　 （仮称）毎日放送本社新館建

設工事
2013年　 （仮称）大阪市中央区博労

町 3丁目開発プロジェクト
新築工事

■青年技術者のことば

昨今Ă建設業界ɉ都心Ɉ再開発ɞ

ʂ˂ンʬʛʇ関連施設建設ɬɉ

Ȳɛɂȱɀ建設投資Ȧ拡大ȱɀい

ɥă大阪Ɂɜすしす「年Ʌ万博開催Ȧ

決定ȱĂ加えɀばべɈ誘致Ȧ実現ȳ

ɦɊĂ大規模建設投資ȦȯɣɅ期

待Ɂȧɥă一方ɁĂ労務人口ɉ減

少傾向ɬ辿ȽɀいɥĂȥȾ働ȧ方

改革Ɉ推進ɂいうȭɂɁĂ元請者

ɉĶいȥɅ限ɣɦȹ労務Ɉ中Ɂ生

産性ɬ上Ȭɥȥķɂいう課題Ʌ対

ȱĂ頭ɬ悩ɘȵɀいɥă

ȭɈ様Ʉ状況下Ɂ本案件ɉĶʘɼ

ʂʅʏン除染ķɂいȽȹ特殊要因

Ȧʯˁʑȯɦȹ工事ɁあɥȦĂ私

ɉ当初計画ȥɣ参画ȱĂ現場Ɉ

方々ɂĶ作業効率Ɉ向上ɂ作業員

Ɉ安全ķɬ第一Ʌ考えɄȦɣ様々

Ʉ提案ɬ行Ƚȹăʘɼʂʅʏン除

染ɉ実績ɞ経験Ȧ少ɄȩĂ関係行

政ɜ確実Ʉ見解ɬ持ȽɀいɄいĂ

手探ɤ状態Ɉ中ɁあȽȹȦĂ関係

法令ɬ読ə解ȧĂȷɈ内容ɬ関係

者Ʌ展開ȱȹ上ɁĂ個々Ȧ持Ƚɀ

いɥ知識ɬ結集Ă提案ȳɥȭɂɁ

困難Ʉ課題ɬじȾȴȾʇ˂ɺȳɥ

ȭɂȦɁȧȹă私ɅɂȽɀ非常Ʌ

有益Ʉ経験ɁあȽȹȱĂȯɣɅ飛

躍ȱɀいȩ上Ɂ間違いɄȩ必要Ʉ

ʑʅ˃Ɂあɥɂ考えɀいɥɈɁĂ

今後ɜȭɈ経験ɬ活ȥȱĂɃɭɄ

課題Ʌɜ挑戦ȱɀいȧȹいɂ思

うă

■すいせん者

山口紀宏

㈱大林組大阪本店

建築事業部生産技術部

計画第三課ā課長

さくら
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●工事概要
京都経済ʓンʗー建設工事Ɉ発注者

ɉĂ地元Ɉ経済・産業団体ɄɃɁ構成

ȯɦɥăĶ京都経済百年Ɉ計ķɬ掲Ȭ

ɀ地元経済及ɍ中小企業支援Ɉ拠点Ɉ

場Ɉ創設Ă及ɍ四条室町ʀ˂ɺɈȯɣ

Ʉɥ魅了向上ɂ活性化ɬ図ɥȭɂɬ目

的ɂȱɀ計画ȯɦȹ工事Ɂあɥă建設

工事ɉĂすしじそ年 せ月Ʌ旧京都産業会館

Īぺべな造īɂ市営駐車場Īべな造īɈ解

体工事ȥɣ始ɘɤĂ地下既存躯体Ɉ一

部ɬ残存ȱ新築建物ɬ施工ȱすしじだ年

じ月Ʌ竣工ȱȹă

設計ʯ˅ʵーʎ˃Ɂ入手ȱȹ物件Ɂあ

ɤĂ設計施工Ɉ特性ɬ生ȥȱ計画初期

段階ȥɣ詳細Ɉ納ɘɤ検討ɞ解体工事

ȥɣ建設工事ɘɁ一貫ȱȹ工事計画ɬ

行Ƚȹʯ˅ʐɿʇʠɁあɥă内外装工

事Ɉʙーʸ˂ーʘーɂȱɀ全ɀɈʯ˅

ʓʑɅ参画ȱĂ作業所Ɉ牽引役ɂȱɀ

ʯ˅ʐɿʇʠɅ携わȽȹă

●地下工事の課題と施策
・課題
市街地ɁɈ大規模Ʉ既設建物Ɉ解体工

事ȥɣ地下工事Ɉ合理化ɞ安全確保

・施策
すȾɈ異Ʉɥ既設建物Ɉ山留工事ʭ

˅ー計画

既設建物ɉ旧京都産業会館Īぺべな造ī

ɂ市営駐車場Īべな造īɈ異Ʉɥ構造Ă

異Ʉɥ階数ȥɣɄɥă

本体工事ɉȷɈすȾɈ構造体ɬ山留ɂ

ȱɀ使用ȳɥ計画ɂȱȹă

すȾɈ異Ʉɥ計画ɬ実現ȯȵɥȹɛɅ

ʭ˅ー図Ʌɀ作業ɬ整理ȱĂʑʞʛʯ図

ɬ作成ȳɥȭɂɁ工程ɬ可視化ȱ手順

Ɉ不具合防止ɞ工程Ɉ整理Ʌ活用ȱȹă

施工部門

橋
はし

本
もと

真
まさ

彰
あき

生 年 月　1984年 8月兵庫県生まれ
最終学歴　2007年大阪芸術大学
　　　　　芸術学部建築学科卒業
業務経歴　2007年大成建設㈱入社
　　　　　2007年関西支店建築部
●担当した主なプロジェクト
2007年　 キリンガーデンシティ新築工事
2010年　東中学校改築工事
2011年　 大津駅西地区再開発事業新

築工事
2014年　 学校法人龍谷大学瀬田学舎

農学部新棟建設工事
2015年　日東電工茨木事業所建設工事
2016年　 京都経済センター整備事業

工事

■青年技術者のことば

私ɉ幼い頃Ʌ阪神淡路大震災Ɂ被

災ȱȹ経験Ȧあɥă本来Ă人ɬ守

ɥɓȧ建物Ȧ変貌ȳɥ姿ɬ目Ɉ当

ȹɤɅȱĂ半壊ȱȹ自ɣɈ家Ʌ恐

怖Ɂ入ɥȭɂȦɁȧɄȥȽȹȭɂ

ɬ鮮明Ʌ覚えɀいɥă

ȷɈȭɂȥɣ建物ɂɉ何Ⱥɧうɂ

考えɥɢうɅɄɤĂ父親ɂ一緒Ʌ

自宅ɬ修繕ȱĂ同時Ʌ街Ȧ復興ȱ

ɀいȩ姿ɬ目Ɉ当ȹɤɅȱĶ人ķ

ɂĶ建築ķɅ強い関心ɬ持Ⱦɢう

ɅɄȽȹă今ɁɉĶ建築ķɬ学ɐ

ȭɂȦˁɼʭワーʇɁあɥăȷɈ

建築ɒɈ考え方Ɉ根幹Ʌɉ常Ʌ

Ķ人ɬ魅了ȱĂ人ɬ守ɥ存在ķɂ

ȱɀɈ建築ɬ意識ȱɀいɥă技術

者ɂȱɀ品質ɬ確保ȱĂɢɤ良い

ʟʎɼンɬ実現ȳɓȩ日々ʺʦȿ

ȩɤɅ挑戦ȱɀいɥă

私Ɉ生涯Ɉ目標ɉĶ新ȱいȭɂɬ

創造ȱ人Ʌ感動ɬ与えɥķɁあ

ɥă建築ɉ創意工夫Ɉ集合体Ɂあ

ɤĂ多ȩɈ人Ɉ思いɬȾɛȭəɄ

ȦɣĂ多ȩɈ人Ɉ力Ɂ作ɤ上Ȭ

ɥăȭɈʯ˅ʓʑɈ中Ɂ技術者ɂ

ȱɀ固定観念ɅɂɣわɦɥȭɂɄ

ȩ柔軟Ʌ様々Ʉɺɼʟɺɬ複合的

Ʌɘɂɛɥ役割ɬ担いĂ新ȱいȭ

ɂɬ創造ȱɀいȧȹいɂ考えɀい

ɥăȭɦȥɣɜ人Ʌ感動ɬ与えɥ

技術者ɂȱɀȯɣɄɥ高əɬ目指

ȱ挑戦ɬ続ȫȹいă

■すいせん者

西本伸男

大成建設㈱ā関西支店

副支店長

伝統と革新を結び付ける　～地下工事と外装工事～

●外装工事の課題と施策
・課題
意匠性Ɉ高い外装ʟʎɼンɬ実現ȳɥ

ȹɛɈĂ意匠性Ă施工性Ă耐久性Ăʋ

ʑʠɈʨˁンʑ

・施策
Īじī 縦格子Ɉ特徴把握ɂ技術上Ɉ検

討項目Ɉ˂ʑʠ化

原設計ɉʑʙー˃製Ɉほ型部材Ʌ杉Ɉ

集成材ɬ取ɤ付ȫɥ納ɘɤɁあȽȹă

構造的Ʌɉʍʛʏɂɉ縁Ȧ切ɦɀȤɤ

hずさたたｍɈ部材Ȧ上部吊ɤ支持Ă下部

振ɦ止ɛ支持ɂいう納ɘɤɁあȽȹă

～検討項目～

じ．下地Ɉ種類

āāʑʙー˃製Ăɺ˃ʷ製Ă木製

す．台形Ɉ形状

āā下地部Ă木材部

ず．下地Ɉ二次部材Ɉ有無

āāʬーʑɈ数Ă製作手順

せ．木材Ɉ厚ə

āāʋʑʠĂ耐久性

「．ʫʑ頭Ɉ処理

āā施工手順Ă意匠性

そ．木材Ɉ接着

āā全面接着Ă小口接着

ぞ．木材Ɉ耐久性

āā水対策Ă劣色対策

た．ʋʑʠɂɈʨˁンʑ

āā工場製作Ă現場施工

縦格子パース

Īすī検討Ɉ中ɁɈʑʞʛʯɺʛʯ

原設計 第 3 案 

最終案 
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アルミ型材
(嵌合式)

Īずī多角的Ʌ隙ɈɄい納ɘɤɒ

よ． 片面ɺ˃ʷ型材ɂ木ɬ固定後嵌合

ȱȹ後Ʌ背面ʫʑ止ɛ

ら． 杉板Ɉ裏側ȥɣɈʫʑ止ɛɅɢɤ

意匠性向上

り． ɺ˃ʷ型材ɂ杉板材Ɉ間Ʌ隙間ɬ

取ɤĂ排水経路ɬ確保

る． ʫʑ固定部Ʌ外部用Ɉ接着剤ɬ使

用ȱ強度ɬ向上

れ． 板厚ɬじた㎜ɂȱĂʭ˅ー˂ンʈ

同様Ʌ木表Ʌɀ取付

ろ． ʍʥ部Ɉɺ˃ʷ側Ī隠ɔい側īɅ

ʇ˂ɺɬ設ȫ施工性向上

g． 天端ɉɺ˃ʷ製蓋ɬ取付Ă笠木ɂ

ȱɀ機能ȯȵ劣色防止

h． 下端ɜ蓋ɬ設ȫĂずし㎜程度浮ȥȳ

ȭɂɁ劣色防止

i． 万Ȧ一Ɉ水Ɉ侵入Ʌ備えɀ蓋Ʌɉ

水抜ȧɬ設ȫȹ

●まとめ
ʯ˅ʐɿʇʠɬ通ȱɀ得ȹ成果ɉ

ϱ品質Ɉ向上āϲ工期Ɉ短縮ā

ϳ無事故無災害Ɉ達成āɁあɥă

私Ɉ課題Ʌ対ȱɀɈɺʯ˅ーʙɉ固定

観念ɅɂɣわɦɥȭɂɄȩĂ伝統的Ʉ

工法ɞ伝統的Ʉ意匠形状ɬいȥɅうɘ

ȩ組合ȵɀĂ集大成ɁあɥĶ施工ķɬ

安全ȥȾ無事Ʌ迎えɥȥɈ検討ɬ重ɇ

ɥȭɂɁȱȹă検討ȳɥɓȧ項目ɬ事

前Ʌ洗い出ȱĂ解決ȳɥɂいう強い意

志ɬ持Ȼ作業所ɬ牽引ȱȹȭɂɁ技術

革新Ȧ実現Ɂȧȹɂ確信ȱɀいɥă

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ステップ図（抜粋）

切梁

京都産業会館四条烏丸市営駐車場解体中
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 背景

　2000年代に入り循環型、低炭素、自然共生
などの持続可能な社会の構築へ向けた様々な
取り組みが始まり、（2003年（H15）：第一次
循環型社会形成推進基本計画など）「グリー
ンツーリズム」、「田舎暮らし」といったキー
ワードのもと、ゆとりのある暮らしを求める
人々による地方創生の動きが始まった。
　その後、美しい景観を作るために美しい自
然を守る、美しい町並みのために歴史的建築
物を保全し活用する（2006年（H18）：美しい
国づくり→日本の文化・地域の文化、国際的
観光資源、観光立国など）という観点から、
観光まちづくりと歴史的建築物の関係が深
まってくることになるが、実際に歴史的建築
物を保全しようとすると建築基準法等、現行
法規への適合が難しく、やり方によっては歴
史的価値を失う恐れもあり、安全確保との両
立が難しいケースも出てきた。
■条例整備ガイドラインの策定
　そこで国は2014年（H26）に建築基準法第
3条第1項第3号の規定「条例により、現状
変更の規制及び保存のための措置が講じられ
た歴史的建築物については建築基準法の適用
を除外する仕組み」の運用に関する技術的助
言を出した。しかし「内容の自由度が高い独
自条例の制定など、文化財保護条例以外の仕
組みにより適用を除外している取り組みは限
定的」であったことから、国は独自条例の制
定等の取り組みを促進するため、条例制定の
プロセスや留意点、安全性確保のための代替
処置の事例などを盛り込んだ条例制定のため
のガイドラインを策定した（2018年（H30））。

 岡山県歴史的建造物委員会の活動

　岡山県建築士会は、全国に先駆けて「岡山
県歴史的建造物委員会」をガイドラインが策
定される4年前の2014年（H26）に設立した。
当時、参考になるものもほとんどないなか、

国による適用除外に関する技術的助言の内容
を基本として、代替措置の検討が可能な専門
家からなる組織を立ち上げ、受け入れ態勢を
整えたばかりのところに旧吹屋小学校の審査
依頼があった。
■高梁市立旧吹屋小学校の概要
　旧吹屋小学校（写真1）は、先ごろ国宝に
指定された旧開智学校と同じ1873年（M6）の
開校である。現校舎は明治33年の東校舎、西
校舎と明治42年建築の本館からなる。平成15、
16年に県指定重要文化財となった。規模は本
館が木造 2階建て766㎡。西校舎、東校舎が
木造平屋で、計499㎡である。

写真１　旧吹屋小学校本館

■建築基準法適用除外に関する審査フロー
【審査依頼】
　高梁市から岡山県歴史的建造物委員会に審
査依頼（意匠・防火・避難規定等は検討済み
のため、構造耐力の審査のみ依頼を受ける）
【予備審査（物件概要の把握）】
　各委員は委員会開催までに申請内容を事前
チェックし、問題点等を予め事務局に返送
（主なチェックポイントの例）
　□現況性能の評価（耐震診断結果について）
　□計算方法について（限界耐力計算）
　　→文化庁診断指針に沿う
　□計算の入力、設定の誤り等のチェック

　□目標性能の設定など（補強計画について）
【委員会開催（議題：現況性能の評価と補強計
画について）】
・ 構造耐力規定（現況の耐震性能の評価、補
強計画の妥当性）を審議。委員会閉会後、
岡山県建築審査会委員と共に現地視察

【物件の課題、問題点の検討及び審査の論点】
・設計者からの説明事項（概要）
　□物件概要説明（本館、東館、西館など）
　□ 計算方法（限界耐力計算）の説明と文化
庁指針（層間変形角1/30rad）に基づく目
標性能の説明

　□ 変形角の出し方、疑似立体モデルで増分
解析した際に使用した代表変位など

・構造担当委員からの指摘事項等（概要）
　□ 伝統工法の設計法及び性能検証実験検討
委員会の最新マニュアル等も参照

　□ 計算に当たっては、モデル化、入力、設
定に誤りがないか慎重に精査すること

　□ 荒壁補強を基本に限界耐力計算、或いは
筋交い補強を基本に許容応力度計算で検
討するなどの考え方もある・・・　等

【指摘事項の審議】
・設計者の回答について審査を行う（数回）
・ 全委員の確認を得たのち、設計者から最終
案が提出され、確定とする

【委員会の審査回答】
・高梁市へ構造適合通知
【建築審査会の決定内容】
・岡山県建築審査会開催
　決定内容→同意
【適用除外指定】
・岡山県が建築基準法適用除外の指定をする
　（※高梁市は特定行政庁ではないため）
 （なかむら　ようじ）

5 8 3

法 令
コーナー

全国に先駆けて歴史的建
造物委員会を設立

中村陽二
一般社団法人岡山県建築士会 副会長

特定行政庁（活用検討委員会、保存修理委員会）

一般社団法人岡山県建築士会
「岡山県歴史的建造物委員会」

公益社団法人日本建築士会連合会
「歴史的建造物の防災計画等相談室」
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　猪名川霊園は兵庫県川辺郡猪名川町の山間
に位置する墓園である。
　本建物は墓園のゲートウェイとして、受付、
事務室、礼拝堂、ビジターラウンジ等、実務
的機能とスピリチュアルな機能を、共通した
コンセプトのもと複雑に構成させ、かつラン
ドスケープと一体化した、さながら岩のよう
にも見える作品として計画された。
　2013年～2016年の3年あまりの設計期間を
費やし創造した本建物は、建築主、設計者、
施工者の思いのこもった作品となっている。

 構造計画
　建物構造は、ひな壇状の連続した斜面地の
勾配に合わせてデザインされた片流れの屋根
を持つ鉄筋コンクリート造である（写真1）。
　コンクリートには赤土色のカラーコンクリー
トを使い、壁や天井は内外部共にサンドブラ
スト仕上げ、内部床には磨き仕上げを施し、
素材の特性を充分に生かしている。さらに設
計基準強度を30N/mm2以上、計画共用期間を
長期とする事で、自然と共にエイジングする
建物というデザインコンセプトに応えている。
　デザインエレメントであり、構造体でもある
コンクリート躯体部分は、柱を壁に内包させ、
柱型の出ないすっきりとしたデザイン、梁型
を見せない屋根の工夫、壁を利用した架構形
成等を織り交ぜながら、構造的にも緊張感の
ある美しい計画となるように配慮している。

写真1　礼拝堂エリア側より撮影

 無柱空間の実現
　本建物は壁の多い構造でありながら、中庭
と一体化させるための解放感のある無柱空間
が存在する（ビジターラウンジ、礼拝堂）。
　その実現のために、勾配により高さの変化
する壁を梁として機能させ、ロングスパン架
構を形成させた（図1）。
　設計においては構造体をFEMで解析し、立
体的な応力伝達機構の確認や変形の把握を
行っている（図2）。

図 2　FEMモデルによる検証

 屋根、庇の工夫

　礼拝堂屋根、回廊庇は、見付厚800mmの板
状で、表裏にコンクリート素材、かつ断熱防
水層を内包させる必要があった。
　そこで、天井面を構造スラブとし、小梁を
等間隔・逆梁として配置、防水・押さえコン
クリート下地に、軽量気泡コンクリートを使
用した中空構造を構成する事で、デザイン上、
機能上の必要項目を満足させ、あわせて建物
の軽量化を実現した（図3）。

押さえコンクリート（t＝105）
断熱材・防水（t＝95）
軽量気泡コンクリート（t＝100）

スラブ　t＝160
小梁

小梁

340

図 3　礼拝堂屋根

 エキスパンションジョイント
　地震や四季の温度変化等による収縮に配慮
し、構造体に設けたエキスパンションジョイ
ントは、底面・側面の目地を揃え、載せ掛
け・はめ込み式の形状とする事で、デザイン
に溶け込むディテールとした（写真2）。

写真 2　エキスパンションジョイント

 おわりに

　本建物は、コンクリート躯体をデザインエ
レメントとして魅せるという要素が、コンセ
プトの中に織り込まれている。
　実現に向けて、多くのスタディを繰り返し
構造設計を行ったが、施工段階においても
コンセプトに応えるテクスチャーを実現する
ため、配合、型枠そして工事アイテムに至る
まで細心の注意を払い完成させたことで、デ
ザインエレメントとしての構造体を実現する
ことができたと考える。
〈建築概要〉
　建築面積：631.08m2，延床面積：493.08m2

　階　　数：地上1階，最高高さ：9.059m
　Design Architect：David Chipperfi eld
　Associate Architect：Key Operation
　実施設計：株式会社大林組
 （いちかわ　ゆきひろ）

●市川幸弘 
1969年生まれ。1993年大阪市立大学工学部建築学
科卒業。1993年株式会社大林組入社。
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図 1　屋根伏図および軸組図



坂本勝比古先生特別インタビュー 
日　時：2019年 4月10日
場　所：安井建築設計事務所本社・大阪事務所
聞き手：山形政昭、石田潤一郎、橋寺知子、
　　　　玉田浩之、安田徹也

■インタビュー趣旨
橋寺：本日は「神戸での西洋館保存とその頃 
坂本勝比古先生に聴く」と題しまして、当時
のご様子などをお聞きしたいと思っておりま
す。異人館の保存や西洋館のご研究について
は文献で拝見しているところですが、当時の
様子をもう少し詳しくお聞きしたいと思いま
す。先生のご経験そのものが貴重で、大変な
歴史的意義を持っていると思います。どうぞ
よろしくお願いいたします。

山形：神戸北野の西洋館は1960年代に遡り、
近代建築保存の先駆けとして知られています。
なかでもハッサム邸、ハンター邸は初期の著
名な事例で、早くに重要文化財となり神戸に
おける明治西洋館の代表的なものとなってお
ります。そこで、こうした西洋館の評価と保
存に当時尽力された坂本勝比古先生に、当時
の神戸の様子と、西洋館の調査から保存に
至った時期のことをお聞きし、記録に残した
いと考えておりました。それから、先生が西
洋館に関心を持たれた背景や神戸市役所ご勤
務の頃についても、この機会にぜひお聞きし
たいと思います。

■建築の道へ
玉田：まずご経歴についてお伺いします。先
生は中国・青島にお生まれになって、上海や
京城などにお住まいになった後に、戦後に神
戸工業専門学校（現・神戸大学工学部）に入
学され、神戸市に就職されています。建築の
道に進もうと思われた経緯や市に就職される
までのいきさつ、当時の印象などをお聞かせ
ください。
坂本：生まれたのは青島ですが、すぐに上海
へ引っ越し、 7歳まで上海で暮らしました。
昭和 7年に上海事変があって、その時に日本
に引き揚げたのですが、その後、また青島に
戻りました。これが私が青島で住んでいた洋
館です（図2）。ハーフティンバーと煉瓦の外
観が印象的な洋館でした。設計者はドイツ人
か日本人かちょっとわからないのですが、応
接間や食堂は洋間で、 2階に畳の間がありま
した。昭和初期の青島も上海も電気やガスが
整っていました。
　父の仕事の関係で、外地での暮らしが長く
続きました。京城（現在のソウル市）では、
日本人街で暮らしていました。私は昭和20年
に京城工業専門学校（旧京城高等工業学校）
の建築学科に入学しましたが、すぐに終戦を
迎え、 9月に再び日本に引き揚げることにな
りました。波乱万丈というと大げさだけれど
も、外地に生まれて育っているので、日本の
対外政策などに振り回されたと言ってもいい
かもしれません。いわゆる引き揚げ者の一人
でした。
　建築の道に進んだのは、建築は割合、美術
や歴史的な要素もあってバラエティに富んで
いますし、構造計算などが少なくて、ややこ
しくないところがいいかと思って選びました
（笑）。それと、当時の都市というのは、空襲
によって一面焼け野原の状況でした。まさに
廃墟だったわけです。建築というのは、都市
を再建する上で欠かせないものだったし、や
らなければならないという使命感のようなも

のも感じていました。
　終戦後、京城工専がなくなるというので、
文部省が日本の学校への編入を認めてくれま
した。どこに行こうかと考えました。東京で
暮らしたこともあるので、東京に行こうかと
思ったのですけれど、父の郷里は土佐で、そ
こに両親がいましたので、神戸の方が近くて
いいだろうと思って、神戸工専の建築科に編
入しました。当時は著名な滝沢真弓先生がお
られて、ご指導を受けていました。京城工専
の同期生が神戸工専に行くというので、一緒
に通ったこともありました。それ以降、ずっ
と神戸です。いま考えると、神戸に来たこと
が良かったのかどうか（笑）。

坂本勝比古　略歴

1926（大正15）年 8月21日　中国青島市生まれ

1949（昭和24）年　旧制神戸工業高等専門学校（現

神戸大学工学部）卒、神戸市復興局勤務

1950（昭和30年代）～　神戸山手異人館保存対策

1958（昭和33）年～　重要文化財旧ハッサム住宅、

ハンター住宅保存修理工事報告書作成

1960（昭和35）年「神戸居留地の成立過程と現存す

る洋館について」（日本建築学会大会論文集）

1961（昭和36）年「英人建築家Alex. N. Hansell 

（F.R.I.B.A）の経歴と作品について」（日本建

築学会大会論文集）

1965（昭和40）年『明治の異人館』(朝日新聞社刊)

1966（昭和41）年　工学博士（東京大学）「開港場

居留地建築の研究」による。

1970（昭和45）年　「関西建築界における大正とそ

の建築」（建築雑誌）

1972（昭和48～54）年　大阪芸術大学非常勤講師

1973（昭和49～50）年 ICOMOS文化財保存修復セ

ンター　ローマ留学（イタリア政府給費）

1977（昭和52）年　『西洋館』（小学館刊）

1979（昭和54）年　『横浜山手』（横浜市教委刊）

1980（昭和55）年　千葉大学工学部工業意匠学科教

授 その間、東京都都市美対策専門委員会委員

長、日本建築学会歴史意匠委員会委員長、横

浜市文化財保護審議会委員、松戸市文化財保

護委員会委員などを歴任

1980（昭和55）年　『日本の建築 明治大正昭和 商

都のデザイン』（三省堂刊）

1991（平成3）年　神戸芸術工科大学教授

1993（平成 5）年　神戸旧外国人居留地復元模型製

作監修（神戸市立博物館展示）

1996（平成8）年　第22回明治村賞受賞

1997（平成 9）年　『阪神間モダニズム』（共著、

淡交社刊）

1998（平成10）年　神戸市文化賞受賞

1999（平成11）年　「日本建築協会の遺産と功績」

（日本建築協会80年史）

2000（平成12）年　『異人館のある街並、北野・

山本』（神戸市教委刊）『近代日本の郊外住宅

地』（共著、鹿島出版会刊）

2007（平成19）年　『大正から昭和へ、日本建築協

会が果たした役割の一断面』

現在　神戸芸術工科大学名誉教授
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「再読 関西の建築」
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【特別インタビュー】

神戸での西洋館保存と
その頃－坂本勝比古先生
に聴く（前編）

坂本勝比古
神戸芸術工科大学名誉教授

記録・構成

玉田浩之
大手前大学准教授

図 1　 インタビュー風景、安井建築設計事務所
本社にて



■西洋館への興味
玉田：西洋館に興味を持たれるようになった
のはいつ頃からでしょうか。異人館の保存に
携わる前までに、西洋館に触れた経験などが
ございましたら、お聞かせください。
坂本：青島では、ドイツ人の設計した西洋館
の小学校に通いました。日本に戻った時は、
東京の四谷第五小学校に通いました。鉄筋コ
ンクリート造のモダニズム建築ということで、
有名な小学校でした（図3）。この頃に「建築
というものはこういうものか」と子供なりに
感じていたように思います。青島はドイツ人
が作った街で、いまでもかなり多くのものが
残っているので、機会があったら、是非行か
れるといいです。青島では、私は西洋館に暮
らしていましたが、お隣はバウハウス風のモ
ダニズムの住宅で、設計は日本人建築家の三
井幸次郎でした。その住宅に、のちに建築家
になられた高橋 一先生が住んでいらしたの
を覚えています。

■ 神戸の異人館に対する関心
玉田：先生は北野の異人館の保存修理活動に
長く携わってこられました。保存活動に取り
組まれるようになったきっかけは何だったの
でしょうか。保存に関わられた住宅の様子な
どをお聞かせください。
坂本：北野界隈を歩いていると、西洋館が嫌
でも目に入ってきます。建築をやる人間なら、
これらがどういう経緯でできてきたのかとい
うことが気になるもので、興味を持つのは自
然のことだったように思います。
　ある西洋館を調べていると、設計者が
A.N.ハンセルというイギリス人建築家である
ということがわかってきたりしました。彼の
経歴について調べたのは、私が最初だと思い
ます。彼は明治21（1888）年に来日していま
す。その後、30年ほど神戸を中心に活躍し、
代表作に神戸クラブ（1890）、同志社のハリ
ス理化学館（1890）や平安女学院の明治館
（1895）などがあります。また、彼は王立英国

建築家協会のフェローの資格を持っていまし
た。当時の日本で同じフェローだったのはイ
ギリス人建築家のジョサイア・コンドルくら
いです。このことから、ハンセルは非常に優
れた技術を持った建築家で、神戸の居留地や
山手の西洋館に大きな影響を与えたとみて良
いでしょう。
　異人館の調査を通して、ハンセルの意匠の
特徴がよくわかってくると、なるほど、神戸
なりの街の魅力があるんだなと理解するよう
になりました。学生時代は西洋館の調査ばか
りに関わるわけにはいきませんでしたが、所
在調査については私がやらないと誰もやらな
いので、少しずつ継続してやっていたという
ことでございます。
　異人館の調査を始めた頃で強く印象に残っ
ているのは、北野町にあった旧ストロヴィー
邸です。昭和35（1960）年 6月に突然取り
壊されました（図 4、図 5）。非常にショッ
クな出来事でした。これから調査しようと考
えていたので、本当に驚きました。建物の解
体は避けられませんでしたが、幸いにも解体
中に記録を取ることができました。こちらも
A.N.ハンセルによる設計だということが調査
からわかってきました。出窓がつき、ハーフ
ティンバーのモチーフでつけた妻飾りがあり、
小屋組にはキングポストトラスが用いられ、
ベランダの柱にはフルーティングがありまし
た。今考えると、神戸の西洋館の特色を備え
ていて注目すべき建物でした。このままでは、
神戸の街を特色づけている西洋館が次々と取
り壊されてしまう。この状況を見過ごすわけ
にはいかないと考えていました。
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図 2　 坂本家が住んでいた青島の西洋館、昭和12
年頃撮影（個人蔵）

図 4　旧ストロヴィー邸のベランダと出窓
（撮影：坂本勝比古）

図5　 旧ストロヴィー邸　上：解体中の様子、
キングポストトラスが載る（撮影：坂本
勝比古）、下：南立面（画：坂本勝比古）

図 3　 新宿区立旧四谷第五小学校（出典『建築の東京』都市美協会発行1935年刊、不二出版復刻版
より転載）



■旧ハッサム邸の保存運動
坂本：同じ頃に、神戸女子短期大学北野寮
（旧ハッサム邸）（図 6）の取り壊しの話が出
てきました。たくさん新聞にも取り上げられ
ましたが、保存まではスムーズにいきません
でした。寮として使っていた神戸女子短期大
学は建物の調査には非常に協力的だったので
すが、保存するとなると、なかなか難しかっ
た。最終的には、関係者の努力によって、神
戸市がその価値を認め、市が譲り受けて相楽
園に移築保存することになりました。当時の
建物の所有者である神戸回教寺院が市に無償
で譲渡してくれたので実現しました。私が保
存を訴えていなかったら、そのまま取り壊さ
れていたように思います。当時は女子大の寮
でしたので、若い男が入るような場所ではな
かったのですが、協力を得て調べてみると、
ディテールがしっかりしていることがわかっ
てきました。当時のそのような非常にきめの
細かい意匠を実現できた人物は少なかったと
思うので、こちらもA.N.ハンセルの設計だと
推定しています。
石田：異人館の保存修理の調査は単独でな
さっていたのでしょうか。
坂本：旧ハッサム邸の保存のための活動は最
初は一人でしたが、現況図面の作成は神戸大
学の島田勝次先生や学生さんに協力をお願い
しました。個人的に建築技術協会の方にもお
願いしたこともありました。
安田：旧ハッサム邸の保存修理報告書を拝見
しますと、飾りの職人にも聞き取り調査を
行ったと書かれています。この点について詳
しくお聞かせください。
坂本：明治期の建物に関わった職人に直接話
を聞くことはなかなかできませんけれども、
どのようにして装飾の技術が伝承されてきた
のかに関心がありました。ちょうど良い機会

なので、誰から技術を引き継いだのかについ
て職人に聞き取り調査を行いました。装飾の
技術的な特徴を研究すると、棟梁の技術力を
確認することもできます。神戸の西洋館に携
わった棟梁は腕が良かったように思います。

■保存要望書
玉田：先生は旧ハッサム邸の保存に動き出し、
昭和35（1960）年 7月に関係者が神戸市長に
対して保存要望書を書いておられます。保存
要望書の早い例ではないかと思いますが、こ
うした手法を用いることになった背景などお
聞かせください。
坂本：神戸にとって大事な文化遺産であるこ
とを伝えるためには、何をしたら良いのかと
いうことを考える中で出てきたように思いま
す。私が個人で市長に掛け合うだけでは、な
かなかその価値を理解してもらえません。そ
こで東京大学の関野克先生、早稲田大学の渡
辺保忠先生、東京大学の著名な稲垣栄三先
生、東京都立大学の桐敷真次郎先生に保存要
望書を書いていただいたわけです。東京の先
生方は神戸の西洋館に大変関心を持ってくだ
さっていたので、ご協力していただけたのだ
と思います。建物を移築した翌年には重要文
化財にもなりました。F.L.ライトの帝国ホテ
ルなど、日本建築学会から保存要望書を出す
ようになるのは1960年代半ばからですので、
旧ハッサム邸は保存要望書が出された早い例
だったと思います。そのおかげもあって、旧
ハッサム邸は1963年に移築保存が実現し、重
要文化財に指定されました。旧ハッサム邸に
続いて、旧ハンター邸（図 7）も王子動物園
内に移築し保存されることになりました。

■東京の研究者との交流
石田：保存運動の中で東京の先生方との交流

があったということですが、どのような交流
をされていたのでしょうか。
坂本：東京の研究者たちは神戸に洋館が残っ
ていることをあまり知らなかったようです。
東大の稲垣栄三先生や都立大で西洋建築史の
権威であられた桐敷真次郎先生は、私が神戸
の西洋館を案内すると、大変な関心を寄せら
れ、私のやろうとしていたことに対して理解
を示してくださいました。桐敷先生は西洋館
のベランダに関心がおありで、とても親しく
させていただきました。当時の建築史学を代
表する先生方との交流は大変得難いことでし
た。両先生には『建築と社会』（1961年 2月
号）の神戸居留地特集にも寄稿していただき
ました。
　その後、東大生産技術研究所の村松貞次郎
先生とも交流させていただき、その関係で
『明治の異人館』（1965）を出版することにな
りました。西洋館に関する論文を博士論文に
するように提案してくださったのも村松先生
だったように思います。のちに村松先生や藤
森照信先生と一緒に青島に調査に出かけたこ
ともありました。千葉大学に勤めてからは、
伊藤延男先生とも親しくお付き合いをさせて
いただきました。

■移築保存と現地保存
玉田：北野にあった旧ハッサム邸、旧ハン
ター邸、旧ブルム邸は移築することによって
保存が実現しました。これはどのような経緯
で移築されることになったのでしょうか。一
方、旧トーマス邸（風見鶏の館）はなぜ現地
保存を実現できたのでしょうか。
坂本：現地で保存することが望ましいのです
が、どうしても現地保存が難しい場合は移築
を検討せざるを得ませんでした。旧ハッサム
邸と旧ハンター邸は前者を神戸市が譲り受け、
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図 6　 神戸女子短期大学北野寮（旧
ハッサム邸）現在は相楽園に
移築保存

図 7　 旧ハンター邸　王子動物園内
に移築保存

図 8　旧ブルム邸　明治村に移築保存



後者を兵庫県が譲り受け、神戸市所有の土地
に移築することで保存が実現しました。旧ブ
ルム邸（図 8）は、かつて神戸女学院のあっ
た諏訪山付近にあって、現地に残したかった
のですが、やむなく明治村に移築をお願いし
ました。当時の明治村には関野克先生や谷口
吉郎先生がおられまして、ご協力いただきま
した。異人館の現地保存が実現したのは、保
存に対する認識が深まったことが大きいと思
います。
　旧ハッサム邸、旧ハンター邸、旧ブルム邸
は木造でしたが、旧トーマス邸は煉瓦造でし
た。煉瓦造は木造に比べて解体がやりにくい。
構造の違いが幸いして、現地保存が実現した
のかもしれません。

■神戸市職員の頃
玉田：神戸市の建築局に在籍しながら異人館
の保存活動に携わっておられています。その
頃はまだ神戸市に文化財課はありませんでし
た。保存活動で市の職員または部局との連携
などはあったのでしょうか。また、当時の神
戸市の様子はいかがでしたでしょうか。
坂本：私は建築局で営繕の仕事に携わってい
ました。当時の建築局の人間は、行政が手が
ける公共の建物以外にはあまり関心を持って
いませんでした。営繕課では、建物が古いか
ら保存するということにならなくて。逆に、
戦後復興の時代だったので、古いものを残し
てどうするんだという雰囲気もありました。
一方、保存活動に関しては、神戸市企画局で
局長をしていた宮田芳彦さんが理解を示して、
協力してくれました。彼は台湾からの引き揚
げ者で、私の活動に関心を持ってくれていま
した。外地で暮らした経験があったから、神
戸の西洋館保存の動きに関心を持ってくれた
ように思います。神戸市は現在それぞれの専
門の部署に分かれていますが、文化財課がな
かった頃は、比較的に自由な関係で活動して
いました。私が営繕課の課長をしていた頃は、
ヨーロッパ各地に調査に行かせてもらってい
ましたけれど、今はなかなか難しいのかもし
れません。
山形：坂本先生は神戸市在職時に『明治の異
人館』を出版されています。外国人建築家の
経歴を相当詳しく書かれています。大変なこ
とだったと想像しますが、当時はどのような
過ごされ方をしていたのでしょうか。
坂本：平日は役所の仕事がありましたから、
調査は週末に行っていました。明治の異人館
を書くために、函館から長崎まで各地を回っ
ていました。通勤中のバスの中など、時間を
見つけては原稿を書くような生活をしていま
した。

■重要伝統的建造物群保存地区
玉田：北野町山本通の異人館は1980年に重要
伝統的建造物群保存地区に選定されます。歴
史的環境の保存、町並み保存運動の機運が高
まり始めた時代です。西洋館の街並み保存と
しては最初の例となりますが、何か選定に向
けて活動されていたのでしょうか。
坂本：1970年代にイコモスのローマセンター
に留学したのをきっかけに町並み保存活動に
関心を深めました。イタリアでは歴史的な街
並みを保存するのは当然のことで、建物を工
夫して活用していました。日本でも早くその
ような状態になることを願っていました。し
かし、当時は明治期よりも古く歴史あるもの
を大事にする時代でしたので、比較的新しい
明治建築にはなかなか関心を持ってもらえま
せんでした。西洋館をひとつでも残せるよう
に地道な活動を続けていたところ、異人館の
保存に関するニュースが新聞などで取り上げ
ていただくようになり、神戸の文化遺産とし
て少しずつ認知されるようになりました。異
人館の存在が広く知られるようになったこと
が重伝建地区の選定の後押しをしたように思
います。歴史ある洋館の街並みを後世に残し
たいという思いから、北野町の町並み保存の
条例づくりにも参加したこともありました。
引き続き、神戸らしい街並みが残っていくこ
とを願っています。

■異人館保存の現状
玉田：神戸の異人館街は重伝建地区に選定さ
れて、まもなく40年が経ちます。北野は神戸
を代表する観光名所になっていますが、空き
家も見られるようになり、以前のような活気
が失われているようにも思います。神戸らし
い町並みを維持していくためには、現在どの
ような取り組みが求められているのでしょう
か。
坂本：神戸らしさを求めるとしたら、いろん
な見方があるでしょうけれど、北野や居留地
は大事な場所であると思います。観光地化し
ないほうがある意味ではいいのだけれど、経
済的な問題もあって仕方ない面もあります。
北野町は都心に近いところなのに開発に呑み
込まれないでいることは奇跡的な気がします。
その価値を理解してもらって、現状を維持し
てもらえるとありがたいですね。シュウエケ
邸のように住宅として利用して街並みが守ら
れるようにしていただきたいですが、利用の
仕方も工夫がいるでしょうね。（次号、後編に
続く。）

図版出典： 特記なきものは『建築と社会』1961年 2月
号による。
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図 9　神戸北野町の街並み（出典：坂本勝比古著『明治の異人館』1965年より転載）
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　2019年5月15日（水）、TOTOテクニカルセ

ンター大阪において、＜第4回建築セミナー＞

が開催されました。

　まず第1部の「建築と設備の接点はここだ」

では、仲本氏がテキストのタイトルにも取っ

ている「接点」を、建築と設備の「取り合い」

と定義し、接点は「建物のライフサイクル

（計画、設計、施工、維持保全の各段階）での

接点」と「建物部位との接点」の2つに大別

されるとしました。

　建物のライフサイクルの接点では、4つの

段階全てで、打ち合わせ、調整を十分に行い

未決事項をなくしておくことの重要性を強調

されました。建物部位との接点では、外壁へ

の設備配管の打ち込み等の躯体関連、天井・

床などの仕上げ関連、昇降機設備などに整理

して押さえるべきポイントを解説しました。

赤澤正治氏

　第2部の「トラブル予防のツボ100」では、

赤澤氏が「設備・性能に関する事例」を紹介

されました。

　築後 1年ほどの研修センターから「シャ

ワーのお湯の出が悪くなった」「暖房が効か

なくなった」等の苦情が出た例では、事前に

チェックリストを作り、要求品質について譲

れないもの、譲れるものを明確に建築主から

聞き出しておくことの大切さを説かれました。

　また誰もが犯しやすいミスとして、自ら設

計した施設の厨房からの排気臭で近隣へ迷惑

をかけ、結局、排気ダクトを外壁に沿って立

ち上げたため、外壁デザインを台無しにした

失敗例も紹介されました。

　最後に登壇した馬渡氏は「漏水・騒音に関

する事例」を紹介。電気室への漏水対策では、

電気室は建物の心臓部であることから、水配

管を通さないことが原則である、と強調。上

階に水配管がある場合は、上階床を防水し、

水を使用する隣室がある場合は、界壁の切付

け部を防水するよう注意を促しました。

　馬渡氏は「建築と設備が一緒になって考え

れば、トラブルを未然に防げる例も多い」と

互いに協調することの大切さを訴えました。

　会場からは、最近の受発注形式の多様化を

反映して「PFI事業などが増えているが、設

備面での課題は？」との質問もあり、赤澤氏

が「いろんなケースを想定して、パートナー

とコミュニケーションを取り、情報収集しな

がらノウハウを蓄積することが大事ではない

か」と答えられました。

　まとめとして仲本氏は、トラブルを予知す

る能力を磨くには、失敗した証拠を残してお

き教訓として共有する、現地現物の対応がマ

ニュアルより大事なケースもあるとしました。

　さらに技術の伝承も大事だが、「モノづく

り」の心こそ後輩たちに引き継いでいってほ

しいと語りかけ、セミナーを締めくくりまし

た。

　最後に、参加いただいた皆様に御礼を申し

上げますと共に、関係各位、会場を提供いた

だいたTOTO様に改めて感謝申し上げます。

当日、ご参加いただけなかった方にも、ぜひ

本書を手に取っていただければと存じます。

M e m b e r ’ s 　 F o r u m

会員投稿の頁

〈第4回建築セミナー〉

建築と設備の接点
トラブル予防のツボ
講師　仲本尚志
　atelier UNI-SUPPORT主宰

　　　馬渡勝昭
　一級建築士事務所Atelier・YOU代表

　　　赤澤正治
　TAKシステムズ大阪支店設備担当

司会進行　西博康
　日本建築協会出版委員会委員長

記録　入谷明宏　日本建築協会事務局

仲本尚志氏

アンケート集計結果
　参加者の年齢層は20代か
ら70代までまんべんなく広
がっている。所属では今回、
設計事務所の割合が高く
50％に迫った。セミナーを
知ったきっかけでは、友人・
知人等の紹介が前回と同様
に半数を超え、メール・イ
ンターネット等を大きく上
回った。

年齢 セミナーを知ったきっかけ 所属

20代
4
16％

70代
3
12％

30代
5
20％

40代
4
16％

50代
5
20％

60代
2
8％

紹介（友人・
知人・上司等）

13
52％

「建築と社会」
3
12％メール・

インター
ネット等
8
32％

設計事務所
12
48％施工会社

7
28％

その他
6
24％

その他
（エネルギー会社、
設備メーカー
各1など）

馬渡勝昭氏
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　現在我が国では「働き方改革」が進捗して

おり、みなさまもさまざまな感情を伴いなが

ら「働き方改革」に邁進していることでしょ

う。今回その働き方を取りあげるが、健常者

ではなく障害者の働き方について紹介する。

障害者の働き方から近隣住区の課題解決とな

る一助があると考えている。

　現在、近隣住区には数多くの課題があると

言われている。そのなかでも買い物難民と言

われるように徒歩圏に購買施設がなくなるこ

とは大きな課題である。近くの商店街は廃れ

てしまって、購買は週末に車でショッピング

モールに出かけるという人もいるだろう。購

買施設は消費としての利便性や経営の合理

化・効率化が進み、近隣住区の購買施設は商売

として成立することが難しくなっている。近隣

住区における購買施設で障害者が「働く」こと

には近隣住区の維持と障害者がふつうの生活を

送ることの2つの点で大きな意味がある。

■障害者福祉と建築
　まずは障害者福祉とその建築について紹介

する。2013年施行の障害者総合支援法では日

中に活動する（過ごす）場とグループホームと

いった夜間に過ごす場（住まいの場）を分けて

いる。かつての入所施設のように日中活動の場

と住まいの場が一体であることは現在でも「障

害者支援施設」として存在するが、国は地域移

行を進めており、今後建て替えはあっても増え

ることはない。地域移行とは、施設や病院で障

害者が一定期間入所や入院して、地域社会から

隔離された「閉じられた生活」から退所や退

院をし、地域社会のなかで住まいを持ち、健

常者と同様のふつうの生活を送ることである。

　日中に活動する事業として自立訓練、就労

移行支援、就労継続支援A型、就労継続支援B

型、生活介護などがある。就労移行支援が一

般就労を目指す人の事業、就労継続支援A型

は雇用契約を結び、支援を受けながら働くた

めの訓練を受ける事業。就労継続支援B型は

働くための訓練を受けるだけでなく創作活動

も行う事業であり、雇用契約を結ばない。本

人の希望もあるが一般的に上述の事業の順に

障害者支援区分が重くなる傾向にある。

　障害者総合支援法は社会福祉法人、NPO法

人や株式会社といった事業者が事業として障

害者にサービスを提供する仕組みである。逆

に言えば障害者本人（や家族）が自分に合っ

たサービスを探す仕組みである。事業者は収

益を確保する必要があり、特定の障害種別に

特化して障害特性に配慮した事業を行うこと

や、地域に不足しているサービスを障害者の

就労支援事業として行うように地域の課題解

決を担う事業を行っている。事業者によって

さまざまな取り組みを日中活動の事業で行う

ことができ、日中活動の事業に多様性が生ま

れることとなった。

　このように地域移行という社会の変化や制

度の変化により従来の障害者福祉施設は事業

を担う障害者福祉「施設」に変容していった。

なお今回紹介する事例は地域の課題解決を担

う事業である。

■障害者福祉「施設」の設計と計画
　これまで障害者福祉施設は施設種別として

建物と国・自治体によって定められた機能と

が一対一に対応していた。極言すればそれに

基づいて障害者福祉施設を設計するだけでよ

かった。障害者総合支援法の施行後、「障害者

支援施設」のように一部例外もあるが、障害

者福祉施設はその標準型としての建物と機能

の一対一対応が崩れてしまった。 

　障害者福祉「施設」では利用者の障害特性

や事業の内容によって求められる機能が異な

る。さらに地域の課題解決を担う事業を行う

場合その機能も異なる。そのため障害者福祉

「施設」の設計は個別に機能を解いていく必要

が生じた。たとえば筆者が見てきた事業を列

挙すると、飲食店（パン、喫茶店、惣菜屋、

レストラン他）、工場（洗濯工場、食品加工工

場、機械工場）、購買店、農業など多岐にわた

る。その上で、それぞれの障害（知的障害、

自閉症・発達障害、精神障害、重度心身障害

など）の障害特性に配慮した空間の要件も満

たさなければならない。

　従来の障害者福祉施設の建築計画ではある

ひとつのモデルが存在していたが、上述の通

り障害者総合支援法の下では施設の 1つの型

を示すことが困難であり、多様性を生み出す

ことができる建築計画が求められている。

　それではこれより 2つの事例を紹介する。

両者とも近隣住区にある商店街の空き店舗を

近隣住区の維持に
寄与する障害者福祉

「施設」
障害者の「働く」に着目して

大阪大学大学院工学研究科准教授

松原茂樹

1998年大阪大学卒業。2003年大阪大学大学
院工学研究科建築工学専攻博士後期課程修
了、博士（工学）。一級建築士。専門は建築
計画、環境行動研究。主な著書に「まちの居
場所まちの居場所をみつける/つくる」（日本
建築学会編、東洋書店、2011）、「利用者本
位の建築デザイン事例でわかる住宅・地域
施設・病院・学校」（日本建築学会編、彰国
社、2017）、「福祉転用による建築・地域のリ
ノベーション：成功事例で読みとく企画・設
計・運営」（共著、学芸出版社、2018）。
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活用している。かつての賑わいを取り戻せて

いない商店街に社会福祉系の法人が障害者福

祉「施設」を立ち上げた。

■ 事例1）みんなのマーケットる
ぴなす

●高倉台の近隣センターの現状

　みんなのマーケットるぴなすは堺市の泉北

ニュータウン高倉台の近隣センターの一角にあ

る。泉北ニュータウンは2017年にまちびらき

50年を迎えたニュータウンである。各住区は

近隣住区の考え方に基づいて近隣センターが

設けられている。ご存じの通り近隣住区では

徒歩圏の範囲を住区の基本単位とし、日常生

活を送る上で必要な購買施設を近隣センターと

して計画している。当初の計画では住民は日

常的な買い物やささやかな住民同士のふれあい

を近隣センターで行うことを想定していたが、

近隣センターは当初の計画通り購買施設として

の機能を十分に果たせず寂しいところが多い。

　みんなのマーケットるぴなすは社会福祉法

人ライフサポート協会が運営する障害者総

合支援法の就労継続支援B型の事業であり、

2015年にオープンしたスーパーマーケットで

ある。この場所ではこれまで何度もいくつも

のスーパーマーケットの開店と閉店を繰り返

してきた。その一方で住民からスーパーマー

ケットがなくなることに反対の声もあり、有

料老人ホームの新築時には 1階にスーパー

マーケットが入ることとなったが、またして

も閉店した。高倉台は一般企業によるビジネ

スとしてスーパーマーケットが成立しない場

所であると言える。高倉台の高齢化率は30％

を越えており、独居高齢者や要介護等の認定

を受けている割合も20%を越えている。高齢

者にとって近隣センターにスーパーマーケッ

トがなくなることは死活問題であり、買い物

難民に陥る可能性があった。

●みんなのマーケットるぴなすの取り組み

　そうした状況のなか、社会福祉法人ライフ

サポート協会は地元NPO法人などの協力を得

て買い物弱者の支援と障害者の就労支援を目

的として高倉台でスーパーマーケットを行う

こととなった。居抜きで事業を始めたため前

のスーパーマーケットが残していった設備を

使っている。また単に買い物で終わるのでは

なくここで購入した弁当などを食べて住民同

士交流できるスペースも設けている。

　みんなのマーケットるぴなすの特徴は大き

く 6つある。 1つ目が食品や日用品の販売物

は基本的に近くのスーパーマーケットの協力

を得て、そのスーパーマーケットが仕入れた

物を販売している。 2つ目が惣菜品は有名料

理店で腕を振るったシェフにレシピを頂戴し

低価格で提供している。 3つ目が新鮮な魚の

販売である。大阪府最南端の町・岬町の高齢

の漁師からその日とれた魚を仕入れて手頃な

価格で提供していたが、現在はスタッフの知り

合いの仲卸から仕入れている。 4つ目が泉北

ニュータウンに近接する農園からスーパーマー

ケットの趣旨に賛同し、減農薬や低農薬・無農

薬の野菜を配達してくれている。 5つ目が同

じ泉北ニュータウンの槇塚台にある槇塚台レ

ストランからできたての弁当を仕入れている。

6つ目が配達も行っていることである。

　エレベーターのない集合住宅に住む高齢者

にとって重い荷物を運ぶことは困難で障害者

とスタッフがともに配達を行っている。高齢

者が多く買い物の支援が必要なこと、障害者

が働く場であることを理由に多くの個人・団

体からこれらの取り組みの協力が得られて商

売が展開している。

　イベントも定期的にいくつか行っており、

マルシェ、子ども食堂改めみんなの食堂、夏

祭りやハロウィンやイースターなど自治会、

商店会やNPOなどと協力して取り組んでい

る。みんなのマーケットるぴなすができたこ

とによって高倉台の近隣センターに新しい活

動の展開がでてきた。

●忙しくないスーパーマーケット

　みんなのマーケットるぴなすでの障害者の

働き方をみていこう。現在10名ほどの障害者

が「働い」ている。精神障害を抱える人や知

的障害かつ自閉症を抱える人がそれぞれ 5名

ほどいる（毎月登録人数に変動がある）。精神

障害の方は一般企業に勤めていたがその環境

が合わず不調をきたした方もいる。

　この場所で何度もスーパーマーケットが閉店

してきたように、みんなのマーケットるぴなす

は日中多くの客で賑わう光景からほど遠く、ぱ

らぱらと客がやってくる程度である。しかしな

がらこの状況が比較的障害支援区分が重い障

害者にとって働きやすいものとなる。客が少

ないのでスピードを求める必要がなく、たと

えばゆっくりとレジ打ちをすることや、商品

の品だしや値付けをすることができる。障害

特性や希望に応じて役割分担を決めているの

で単純な作業を繰り返す作業を担う人もいる。

これらの作業を行う上でコミュニケーションの

方法や物理的環境の配慮が何より必要であり、

スタッフは彼らの支援・指導を行いつつスー

パーマーケットとしての業務も担っている。

　障害を抱える人にとってこうしたことを何

年も積み重ねることで自信をもち、次のス

テップに進むことを目指している。

写真1　高倉台の近隣センター全景

写真2　みんなのマーケットるぴなす全景

写真3　店内の様子

写真4　店内の交流スペース
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■事例2）Cafeここいま
●浅香山地区の特徴

　南海電鉄高野線「浅香山」駅から徒歩 5分

足らずのところにCafeここいま・リサイクル

ショップぜろ・多機能事業所おめでたいがあ

る。これらは小さな商店街の駅側からの「入

り口」に位置し、床面積30㎡程度の空き店舗

を活用している。これらを運営するNPO法人

kokoimaは近隣の浅香山病院の看護部長であっ

た看護師が立ち上げた法人である。

　浅香山病院の精神科医療は西日本で有数の

歴史と規模を持っていて、1970年代初頭から

精神障害者の地域移行を進めていき、現在多

くの精神障害を抱える／抱えていた人が浅香

山地区の文化住宅などに住んでいる。浅香山

地区は商店街に隣接して多くの文化住宅があ

る一方で、その外側には住宅地として開発さ

れたエリアがあり規模の大きい戸建て住宅が

ある、大きく 2つの住まいのタイプが混在し

ている。

●精神障害を抱える人の地域移行

　地域移行とは、施設や病院で障害者や患者

が一定期間入所や入院して、地域社会から隔

離された「閉じられた生活」から退所や退院

をして、地域社会のなかで住まいを持ち、健

常者と同様のふつうの生活を送ることである。

日本では他国に比べ精神病院の入院期間が長

いことや病床数が多いという事実があり、地

域移行が遅れていると言われている。たとえ

ばイタリアでは1978年に通称バザリア法（注 1）

によって精神病院を廃止し地域社会で生活し

ている。日本でも精神障害を抱える人が地域

社会で普通の生活を送る地域移行が少しずつ

進んでいるが、まだ途上であり今後も進展が

望まれる状況である。

　入院患者の中には10年や20年も長期に入院

している人がいる。炊事・洗濯など家事を身

につけずに入院した人がいきなり地域生活で

1人暮らしを始めても満足に家事ができない。

また入院前と社会が変わっていて、たとえば

今から10年前をさかのぼるとスマホが普及し

た時期であり、20年前をさかのぼるとイン

ターネットが普及した時期である。スマホは

おろかインターネットもしたことがない人が

今の社会に適応するには多くの困難が待ち受

けることが予想される。長期入院していた人

にとっていきなり地域生活を始めることは難

しく、住まいや就労だけでなくさまざまな場

面で支援を必要としている。

●「ボーダレスタウン」に向けたまちづくり

　NPO法人の代表は浅香山病院に勤めていた

とき、各地の精神病院で患者の撮影をしてい

た写真家と出会ったことをきっかけに浅香山

病院の入院患者とともに2012年にナラティブ

写真展を病院で開催した。それを契機に精神

障害を抱える人も社会の一員として地域で普

通に生活し誰かの役に立ちたいという思いの

実現に向けて、地域移行に向けての取り組み

を開始した。他での写真展の開催や病院内に患

者やボランティアなどさまざまな人が集えるク

ラブ室のような事務所のオープンなど病院とい

う枠の中で取り組めることを3年間行った。

　その後代表は定年の前に退職して、NPO法

人kokoimaを立ち上げて2015年12月にCafeこ

こいまの取り組みを始めることとなった。カ

フェを始めた動機は、住まいの場や就労の場

の提供ではなく、まずは精神障害を抱える人

の地域の中での居場所となることを目指した

ことである。カフェで地域の人と日常的に関

わることを端緒に精神障害を抱える人にとっ

て住みやすい地域になることを目指している。

　精神障害を抱える人が地域で暮らして行く

にはさまざまな人の支えが不可欠であり、地

域住民との関係を築く必要がある。 さらに

NPO法人kokoimaがユニークなことは、精神

障害を抱える人だけでなく、誰にとっても暮

らしやすい地域となることを目指しているこ

とである。NPO法人kokoimaのホームページ

をみると、その理念に「豊かな共生社会の実

現を理念に、地域に開かれた事業運営に邁進

し、精神障がい者のみならず、社会的弱者と

なりやすい高齢者、子ども、女性、その他の

障がい者とその家族の方たちにとっても暮ら

しやすいまちづくりに、寄与したいと考えて

ます。」と記されていて、さらには「ボーダレ

スタウン」を謳っている（注2）。

　Cafeここいまは結局浅香山病院の近くの

商店街の空き店舗を活用することになった

が、ここに至る経緯に紆余曲折があった（注3）。

Cafeここいまがある商店街は元公設市場で

あった小さなスーパーマーケットと数軒のお

店が営業しているだけの小さな商店街である。

しかしながらこのスーパーマーケットがなく

なると買い物難民に陥る高齢者もいて、小さ

い商店街ながら浅香山地区にとって不可欠な

商店街である。

● 精神障害を抱える人の仕事をつくる－Cafe

ここいまから、リサイクルショップぜろ、

多機能事業所おめでたいの展開

　2015年12月にオープンしたCafeここいまは

精神障害を抱える人の居場所となることを目

指してきた。一方で誰かの役に立ちたいとい

う声を受け、代表は精神障害を抱える人ひと

りひとりの希望や適正をもとに、地域にない

仕事を作っていった。こうしてCafeここいま

の隣の空き店舗にリサイクルショップぜろを

2017年夏にオープンした。リサイクルショッ

プぜろは障害者総合支援法の就労継続支援B

型の事業であり、50代の男性が店長として働

いている。商店街の近隣に高齢者が多く住み、

家の物の処理に困っていることが多いようで

あり不要な物を引き取る機会に恵まれている。

引き取りに行った物をクリーニングし安価で

売り出すと近所の人が購入していく。こうし

て浅香山地区の人が使っていた物が再び浅香

山地区のなかで循環していく。精神障害を抱

える人が店長であることもあり、話しをしに

くる精神障害を抱える人もいる。

　また接客が丁寧なことから固定の客がいる。

店長に任せられているので商品の管理など責

任持って行い、徐々に働くことの自信を取り

戻している。リサイクルショップぜろは浅香

山地区の特徴と 1人の精神障害を抱える人の

性格をうまくマッチングすることに成功して

いるが、最低賃金を支払うまでに至っていな

いことが課題である。

　さらに2017年夏にCafeここいまの向かいに

就労継続支援B型事業と生活介護事業の複合

である多機能事業所おめでたいを立ち上げた

が、何か特定の仕事・作業を用意することな

く、ここに登録してきた人に応じて仕事・作

業をつくる方針であり、リサイクルショップ

ぜろと同様に精神障害を抱える人ひとりひと

りに仕事・作業を作っていった。現在利用し

ている精神障害を抱える人に配慮し、心の状

態が安定せず日々の障害の状態に応じて、自

分のペースでゆっくりと作業ができるように

一人で物を作る仕事を用意している。ある人
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は猫つぐらを作り、別の人はハンガーにさま

ざまな布を巻いて「滑らないハンガー」の製

作に取り組んでいる。さらにある人はさおり

織りで織物を作っている。 

●Cafeここいまの利用状況

　2015年12月にオープンしたCafeここいま

は早速スーパーマーケットの帰りにコーヒー

を飲みに立ち寄る人や、昼食を食べに来る人

など地域住民にも受け入れられた。地域に住

む精神障害を抱える人だけでなく、浅香山病

院に入院している人が病院の許可を得て日課

としてCafeここいまにやってくる。そこで出

会った人同士、スタッフの気配りにより言葉

が交わされる。またオープンしてしばらく

経ってから精神障害を抱える人がコーヒーを

入れることや給仕をする仕事に取り組み始め、

Cafeここいまは障害者福祉事業を行う障害者

福祉「施設」にもなった。

　昨年度研究室の学生が卒業論文としてCafe

ここいまで行動観察調査を実施した（注 4）。会

話の内容をみると、看護系の会話としてカ

フェに訪れた人（近隣の住民が多い）の健康

相談やメンバー（おめでたいなどで「働く」

精神障害を抱える人）の健康相談・生活相談

（地域でどう生活していけばいいのか、どのよ

うな制度を利用できるのか）が多い（図 1）。

スタッフは看護師でもあるので精神障害を抱

える人だけでなく近隣の高齢者にとってもよ

い相談相手となっていると言える。また精神

障害を抱える人からカフェに訪れた人に話し

かけることは少ないが、スタッフの気配りも

ありカフェに訪れた人が精神障害を抱える人

に話かける機会が見られた。

　またスタッフ、理事や住民などにインタ

ビュー調査を行った。2015年12月のオープン

から2018年秋までの変化をみると、「街の人と

一緒に様々な問題を乗り越えている」という

発言や「色々な人が関わるようになり助け合

いながら今のここいまを作り上げている」と

いう発言がみられた。

　このようにCafeここいまは当初の目的通り

に精神障害を抱える人と住民との関係をつく

る役割を担っている。さらに誰が来ても良い

コミュニティカフェを看護師が運営すること

で、高齢者が気軽に相談できるインフォーマ

ルな場という役割も担っている。Cafeここい

まは障害者福祉「施設」という枠を越えて近

隣住区のコミュニティ施設でもあり、一言で

説明しにくい場となっている。

■まとめ
　障害者福祉「施設」が近隣住区の商店街に

生まれたことで商店街に新たな展開が生まれ

た事例を紹介した。大阪に限らず全国各地の

ニュータウンや郊外住宅地でも同じような実

践が見られる。住民だけが近隣住区の活性化

を担うだけでなく障害者も「働く」ことを通

して十分に貢献できる。障害者自身にとって

「働く」ことを通して住民から「ありがとう」

というシンプルな言葉をもらうことは「働く」

ことの自信にもなる。何より地域でふつうの

生活を送る足がかりになる。 

　本稿で取りあげた障害者の多様な「働く」

姿のように障害者は自分のペースで「働く」

ことができれば十分に能力を発揮できる。本

稿では詳しく紹介できなかったが、ゆっくり

だが細かすぎるほどの丁寧さ・正確さという

価値、あるいはその人がそこにいるから買い

に来るという評価も必要であろう。障害者が

能力を発揮するために障害者ひとりひとりの

個性や障害特性を把握し、物理的・人的な環

境を整えることが必要である。

　国は地域包括ケアシステムの面で「自助・

互助・共助・公助」を実践することを求めて

いる。近所の人がお互いに助け合う「互助」

において、日常的に人と人とが顔を合わせる

機会を提供する近隣住区のお店は購買以上の

価値がある。

　近隣住区の障害者福祉「施設」で障害者が

「働く」姿を見ていると、「働く」ことや「互

助」の基本に気づかされる。

（まつばら　しげき）

注釈
1） イタリアで精神科病院を廃絶し，医療等は地域精
神保健サービス機関で行う。通称はこの運動を牽
引した精神科医にちなむ。

2）http://kokoima.com/index.html
3） https://medium.com/fraze-craze/kokoima実践レポー
ト－精神看護と居場所づくりのハザマで－第四回
－いざ－地域へ－822688493196

4） 豊原大瑛、看護師が作るコミュニティの「つなが
り」に関する研究－堺市浅香山にあるコミュニ
ティカフェを観て－、平成30年度大阪大学工学部
卒業論文

写真5　 商店街全景：写真手前左が多機能事業
所おめでたい、手前右がCafeここいま

写真6　Caféここいまとぜろの全景

写真7　Caféここいまの室内

写真8　 夏祭り：商店街店主、地域住民。近く
の関西大学の学生が店を出す
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図1　Caféここいまの会話内容



建築と社会■2019.774

日本板硝子ビルディングプロダクツ（株）
●超高断熱真空ガラス「スーパースペーシア」という性能
　ガラス中央部の熱貫率：Ug＝0.65W／㎡K
　「スーパースペーシア」は、従来の真空ガラス「スペーシア」を更
に進化させています。真空層を保持するマイクロスペーサーを半減さ
せることで、熱橋による断熱ロスを大幅に削減しています。「スーパー
スペーシア」が、外皮性能を飛躍的に高め、ZEBやLCCM建築を具現
化する重要なファクターになります。
●ビル用アルミサッシに組み合わせた断熱性能
　窓の熱貫流率：Uw＝2.0W／㎡K…注
　「スーパースペーシア」を採用することで、従来のビル用アルミ
サッシがJIS断熱等級H-5にグレードアップ！窓の剛性と省エネ性能を
両立させます。
注： 2018/4 建築研究所「窓等の大部分がガラスで構成される開口部の簡易的評価／
住宅・建築物の省エネルギー基準及び低炭素建築物の認定基準に関する技術情報
(住宅)http://www.kenken.go.jp/becc/house.html」より。

●真空ガラスの遮音性能
　透過損失測定値：JIS 等級 T-2（30等級）をクリア…注
　「スーパースペーシア」は、利便性の高い都市開発物件が持つ騒音
問題にも対応できる、遮音性と断熱性を高次元で融合したガラスです。
ZEBなどの省エネ建築物の性能向上と、静かさによるオフィス生産性
の向上の実現をお手伝い致します。
注：JIS A 4706 1/3 Oct.

"マイクロスペーサー
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日本板硝子ビルディングプロダクツ（株）
●本社
千葉県市原市姉崎海岸6
日本板硝子（株）千葉事業所内
TEL 0120-498-023

●大阪支店
大阪府大阪市中央区北浜4-5-33

TEL 06-6222-7534

NSGインテリア（株）
●「映す」と「書く」を1つにする「ライティングボード」という性能
　ホワイトボード、プロジェクター・スクリーンを 1つにして壁に取
り付けると、会議室が広く活用できます。それがガラス製黒板「ライ
ティングボード」！
　豊富なカラーバリエーションにより、インテリアとしての機能も発
揮します。マット仕様でギラツキを防止し、プロジェクター映写と水
性ホワイトボードマーカー・専用マグネットの使用が可能です。

NSGインテリア（株）
●本社
東京都台東区松が谷3-13-5
TEL 03-3843-6906

●大阪支店
大阪府東大阪市角田1-5-5
TEL 072-967-0901

企画広告
新製品レヴュー ■更なる機能付加で攻めるガラス建材■
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日本板硝子ディー・アンド・ジー・システム（株）
●透明な耐火間仕切壁「パイロストップ」という性能
　けい酸ソーダ入積層ガラス「パイロストップ」を独自の技術でフ
レームと一体で組み合わせた「パイロストップウォール」は 1時間耐
火間仕切壁でありながら、透明な視界と空間の広がりを演出します。
●遮音性能はT－3（TS－35等級　ガラス単体）
　 6枚のガラスを多層合わせ構造にすることで優れた遮音性能を発揮
します。
●視界はクリア
　高透過ガラスの採用により、「ワイヤレス」で「クリア」な大開口壁
面が得られます。

日本板硝子D&Gシステム（株）
●本社
東京都台東区松が谷3-14-3
TEL 03-5827-4771

●大阪支店
大阪府大阪市中央区北浜4-5-33
TEL 06-6222-3567

日昌グラシス（株）
●クラシックな溝型ガラス「プロフィリット」ダブル施工という性能
　ガラス中央部の熱貫率：Ug＝2.7W／㎡K
　溝型ガラス「プロフィリット」は長くご愛顧頂いているガラスです。
これをダブル施工にすることで断熱性はUg値＝2.7W／㎡K、日射熱
カット率28％の断熱ガラスとしてご利用いただけます。
●プロフィリット・ダブル施工の遮音性能
　透過損失測定値：JIS 等級 T-2（30等級）をクリア
　ダブル施工にすることで、遮音性能性がT－2になります。
●サッシレスカーテンウォール
　独自のデザイン性により、「コ」の字形状のガラスが、サッシレス
カーテンウォールを実現します。また構成の自由性により、上下二辺
支持のみで耐風圧性能が得られ、タワミの少ない連続的な壁面構成が
可能であり、ZEBなどの省エネ建築物では制約を受けやすいデザイン
性の選択肢を広げることが可能です。

ダブル施工イメージ

安佐南福祉センター（ダブル施工：乳白系フィルム貼り）

みなとパーク芝浦（ダブル施工）

日昌グラシス（株）
●本社
東京都中央区日本橋人形町2-14-6
TEL 03-3667-3096

●大阪営業所
大阪府大阪市中央区平野町1-7-3
TEL 06-6202-6100

■日本板硝子グループ　４社合同企画■
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令和元年盛夏

ダイダン  株式会社
代表取締役社長

藤　澤　一　郎

〒550-8520　大阪市西区江戸堀1－9－25 TEL（06）6447-8000

〒531-0072　大阪市北区豊崎4－12－10　TEL（06）7174-8787

千　種　幹　雄

亀　井　忠　夫

米　井　　　寛
副会長

高麗橋2－6－10

理事

会長

監査役

理事

顧問
日建設計コンストラクション・マネジメント

〒112-0004　東京都文京区後楽1－4－27　TEL（03）5803-9770

康　之

代表取締役社長
東リ 株式会社

〒664-8610　兵庫県伊丹市東有岡5－125　TEL（06）6492-1331

永　嶋　元　博

理事

取締役社長
栗原工業 株式会社

〒530-0054　大阪市北区南森町1－4－24　TEL（06）4709-2300

栗　原　信　英

常任理事

理事 設計部門 設計部長
日　建　設　計

〒541-8528　大阪市中央区高麗橋4－6－2　TEL（06）6203-2361

勝　山　太　郎

理事

執行役員 設計部門 設計代表
日　建　設　計

〒541-8528　大阪市中央区高麗橋4－6－2　TEL（06）6203-2361

児　玉　　　謙
副会長

取締役常務執行役員技術本部長
株式会社 きんでん

〒531-8550　大阪市北区本庄東2－3－41　TEL（06）6375-6229

田　中　日出男

理事

常務執行役員支社長
西松建設 株式会社 西日本支社

〒540-8515　大阪市中央区釣鐘町2－4－7　TEL（06）6942-1173

酒　井　祥　三
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令和元年盛夏
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令和元年盛夏

三宅 正人今井 雅則 常務

本社　　　東京都新宿区西新宿 1-25-1
　　　　　電話　03-3348-1111
関西支店　大阪市中央区南船場 1-14-10
　　　　　電話　06-6265-4504
http://www.taisei.co.jp/

代表取締役社長　　　　　村田　誉之
常務執行役員関西支店長　加賀田健司

取締役副社長関西支店長 池田  耕二
東 京 都 中 央 区 京 橋 二 丁 目 1 6 番 1 号104-8370

関西支店

井上  和幸

佐々木正人
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令和元年盛夏

都 窯 業 株 式 会 社
夢のレンガを積みあげよう

〒530-0047  大阪市北区西天満 2-8-1 大江ビル
Tel（06）6367-0389　Fax（06）6367-5567　
工房　三重県伊賀市西山 伊州窯 伊州觀白樓　
http://www.miyakoyogyo.com　E-mail：info＠miyakoyogyo.com

〒 - 　大阪市北区天満 丁目 番 号 - - https://www.oct.ac.jp/ Tel. - -

O S A K A C O L L E G E  O F  T E C H N O L O G Y
建築学科（設計専攻・施工専攻・設備専攻）・インテリアデザイン学科・大工技能学科・建築設計学科（リカレント生対象）
建築学科Ⅱ部（夜間）・フレックス建築学科（夜間・単位制）・建築士専科（二級建築士受験資格取得者対象）

江戸堀１－４－２３　撞木橋ビル４階

松　本　　　將

一般社団法人
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令和元年盛夏

会　　　長 設　楽　貞　樹

一般社団法人

一般社団法人

長　瀬　博　一

橘町641

篠　原　佳　則

一般社団法人

2－10－19（名古屋商工会議所ビル9階）TEL（052）201-2201

髙　松 隆 夫

〒732-0805　広島市中区十日市町1-1-9（相生通り鷹匠ビル4階山陽工業㈱内）　TEL（082）232-6471

一般社団法人
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PIXARのひみつ展
いのちを生みだすサイエンス1

本展は、2015年にボストンサ

イエンスミュージアムにて初

めて開催されてから、アメリ

カやカナダの 8か所で合計150

万人以上を動員。東京シティ

ビューでの開催がアジア初上

陸となる。

普段見ることができない

PIXARアニメーション制作の

裏側が、制作のカギとなる 8

つの工程を通して紹介される。

『トイ・ストーリー』や『モ

ンスターズ・インク』など誰

もがきっと 1つはお気に入り

の作品があるPIXARアニメー

ション。数々の魅力的なキャ

ラクターや作品の世界観が、どのように生みだされ、作られてい

くのか、実際のアニメーションづくりを体験しながらひみつを解

き明かすハンズオン展示である。また、展望台の窓一面に展示さ

れたピクサーのキャラクターたちと景色との融合を楽しめるのは

東京展ならではである。

＜展示内容＞

PIXARアニメーション作品を支える科学について、実際のアニ

メーション制作のカギとなる 8つの工程を体験しながら学べる

ハンズオン展示である。

3階のイントロダクションシアターを観てから展覧会会場とな

る52階へ。そこからは展望台から臨むダイナミックな景色とと

もに、好きな順番で展示を楽しむことができる。PIXARアニ

メーション作品がどのように生み出され、いのちが吹き込まれて

いったのか。これまで明らかにされてこなかったPIXARの作品

づくりのひみつを、人気作品の制作工程を実際に体験しながら紐

解いてゆく。また、各エリアでキャラクターとの写真撮影も楽し

むことができる。

期　　　間　9月16日（月・祝）まで
　　　　　　10：00～22：00
　　　　　　※入場は閉館の30分前まで
休　館　日　会期中無休
会　　　場　六本木ヒルズ展望台 東京シティビュー
　　　　　　東京都港区六本木6-10-1
　　　　　　六本木ヒルズ森タワー52階
　　　　　　TEL.03-6406-6652
観　覧　料　一般1,800円、高大生1,200円、
　　　　　　 4歳～中学生600円、65歳以上1,500円

特別展　～国芳、広重、国貞、豊国、英泉…
江戸・明治の浮世絵師たちが描く～
ニャンダフル　浮世絵ねこの世界展

2

歌川国芳「たとゑ尽の内」
嘉永 5年（1852）個人蔵

月岡芳年「古今比売鑑　薄雲」
明治 8～ 9年（1875～76）個人蔵

ネズミ除けとして大陸から持ち込まれたとされる猫は、江戸時代

の頃にはすでに多くの人々の懐に潜り込み、広く親しまれるよう

になっていた。浮世絵の題材にもしばしば取り上げられ、当時一

大ジャンルであった美人画の片隅に登場してからは、擬人化され

役者絵やおもちゃ絵の登場人物となって愛されたり、おどろおど

ろしい化け猫として人々を震えさせたりと多彩な活躍を見せる。

本展では、無類の猫好きで知られる歌川国芳をはじめ広重、国

貞、豊国、英泉ら浮世絵師の作風の個性を楽しむとともに、人々

が猫とどう関わってきたのか、また人が猫にどのようなイメージ

をもっていたのかを読み解く。また、大阪会場特設コーナーとし

て、飼い猫の取り扱いに関する古文書や江戸時代の土人形といっ

た資料なども紹介する。

期　　　間　7月27日（土）～9月8日（日）
　　　　　　9：30～17：00
　　　　　　（会期中の金曜日は20：00まで）
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　火曜日（ただし8/13は開館）
会　　　場　大阪歴史博物館　6階　特別展示室
　　　　　　大阪市中央区大手前4-1-32
　　　　　　TEL.06-6946-5728
観　覧　料　［特別展のみ］
　　　　　　一般800円、高大生600円
　　　　　　［常設展との共通券］
　　　　　　一般1,320円、高大生940円
　　　　　　＊中学生以下無料
　　　　　　＊障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者1名は無料

「PIXARのひみつ展」はボストンサ
イエンスミュージアムがPIXARと
の協力により開発したものです。

ⒸDisney/Pixar.
 All Rights Reserved.

 Used Under Authorization.

i n f o r m a t i o n
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太田喜二郎と藤井厚二
－日本の光を追い求めた画家と建築家3

京都を代表する洋画家、太

田喜二郎（1883～1951）

は、点描表現や印象派を日

本にもたらした画家とし

て、紹介、研究されてきた

が、1917年頃より、点描

を棄て平明な洋画へと画風

を変貌させて以後のことに

ついては、従来、十分な研

究がされてきたとはいえな

かった。しかし近年、太田の幅広い人間関係を評価し、太田と他

分野との深い関係の研究が進められている。

2017年には、太田と京都帝国大学の考古学者、濱田耕作の関係

を取り上げた京都文化博物館による「京都の画家と考古学－太田

喜二郎と濱田耕作－」展が開催された。そのほか、東洋史学者の

内藤湖南や羽田亨など、大正期の太田がさまざまな研究者と密接

な交流を持っていたことが徐々に紐解かれている。さらに京都大

学工学部講師として建築学科で太田がデッサンを教えていたこと

により武田五一や藤井厚二（1888～1938）などの建築家とも親

しい関係にあったことが明らかになってきた。

広島県福山市に生まれた藤井は、東京帝国大学の建築科を卒業

後、竹中工務店を経て京都帝国大学建築学科に着任する。海外視

察の時に見聞した西洋の様式と日本の気候風土を融合させた環境

工学を研究し、「日本の住宅」を追求した。その究極が、何度も

実験を繰り返した京都大山崎にある自邸《聴竹居》（重要文化財）

である。日本の住宅にモダンな要素が加わった上に、構成が斬新

なこの自邸は、自然の環境をとりこんだ空間として、近年話題に

なっている建築である。

本展は、太田研究を進めている京都文化博物館と、収集方針の一

つに日本人美術家の滞欧米作をあげ、太田の滞ベルギー作品を収

集し、さらに建築やデザインに関する展覧会を積極的に開催して

いる目黒区美術館との共同研究により開催される。

期　　　間　7月13日（土）～9月8日（日）
　　　　　　10：00～18：00
　　　　　　※入館は17：30まで
休　館　日　月曜日（ただし7/15、8/12は開館）、7/16、8/13
会　　　場　目黒区美術館
　　　　　　東京都目黒区目黒2-4-36
　　　　　　TEL.03-3714-1201
観　覧　料　一般1,000円、高大生・65歳以上800円
　　　　　　＊中学生以下無料
　　　　　　＊障がいのある方とその付添者 1名は無料

富本憲吉入門－
彼はなぜ日本近代陶芸の巨匠なのか4

奈良県が生んだ日本近代

陶芸の巨匠・富本憲吉

（1886－1963）。没して半

世紀以上過ぎてなお、その

作品は高く評価されてい

る。では富本はなぜ「日本

近代陶芸の巨匠」と呼ばれ

るのだろうか。そして富本

の美の感性はいかにして育

まれたのだろうか。

富本は楽焼制作に始まり、

土焼・白磁・染付と多様な創作活動を展開し、色絵磁器へと作域

を広げていった。その陶業は独自の模様の探求、造形を通した美

の表現、量産の試みといった課題に取り組んだ道のりでもあっ

た。

本展では、初公開となる新収蔵品ほか寄託品も加えた展示を通し

て、富本の生涯と彼が生きた時代、その作品の特徴や独自性を知

るとともに、奈良の歴史・文化を知る機会が得られることだろ

う。

◆富本憲吉プロフィール

1886（明治19）年、現在の奈良県生駒郡安堵町に生まれる。

1904（明治37）年に東京美術学校（現・東京藝術大学）図案科

に入学し、1908（明治41）年からはロンドンに留学。帰国後に

親交を結んだバーナード・リーチの影響で、1913（大正 2）年

に楽焼の制作を始め、ほぼ独学で陶芸の道を歩み始めた。1926

（大正15）年、東京に転居。白磁や染付を中心に充実した作陶を

続け、1936（昭和11）年の九谷滞在以後は華麗な色絵磁器の作

品を次々と発表する。終戦後は安堵への一時帰郷を経て京都に拠

点を移し、金銀を同時に焼き付ける色絵金銀彩の技法を完成させ

た。1955（昭和30）年、「色絵磁器」で重要無形文化財技術保持

者（いわゆる人間国宝）に認定され、1961（昭和36）年には文

化勲章を受章。1963（昭和38）年逝去。

期　　　間　9月1日（日）まで
　　　　　　9：00～17：00
　　　　　　※入館は16：30まで
休　館　日　月曜日（ただし7/15、8/12は開館）、7/16、8/13
会　　　場　奈良県立美術館
　　　　　　奈良市登大路町10-6
　　　　　　TEL.0742-23-3968
観　覧　料　一般400円、高大生250円、小中生150円
　　　　　　＊障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者1名は無料
　　　　　　＊65歳以上の方は無料

藤井厚二《聴竹居》重要文化財 1928年
写真：古川泰造／写真提供：竹中工務店

色絵四弁花模様 香炉
奈良県立美術館蔵
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ヒグチユウコ展
CIRCUS5

《Circus》2018年 ⒸYuko Higuchi

空想と現実を行き交う自由な発想とタッチで、作品制作のみなら

ず絵本の刊行など幅広い活躍をみせる画家ヒグチユウコ。本展で

は、自身初となる大規模個展として、約20年の画業の中で描か

れた700点以上の作品が公開される。

ヒグチユウコが描く猫や少女、キノコ、この世ならぬ不思議な

いきものたちが繰り広げる、楽しくもどこか切ないサーカス

（CIRCUS）の世界をお楽しみいただきたい。

ヒグチユウコ　プロフィール

画家・絵本作家。東京都在住。東京を中心に定期的に作品を

発表。近作は『ほんやのねこ』（白泉社）、『ヒグチユウコ画集 

CIRCUS』（グラフィック社）。ほかにも、『ふたりのねこ』（祥伝

社）、『せかいいちのねこ』『ギュスターヴくん』（白泉社）、『ヒ

グチユウコ作品集』（グラフィック社）『BABEL Higuchi Yuko 

Artworks』（グラフィック社）など、多数の著書を出版。

期　　　間　9月1日（日）まで
　　　　　　10：00～17：00
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　月曜日（ただし7/15、8/12は開館）、7/16、8/13
会　　　場　神戸ゆかりの美術館
　　　　　　神戸市東灘区向洋町中2-9-1
　　　　　　TEL.078-858-1520
観　覧　料　一般1,000円、大学生500円
　　　　　　神戸市居住の65歳以上500円
　　　　　　＊高校生以下無料

▶ 第26回　空間デザイン・コンペティション

●課題
『2050年のガラス空間』

●審査委員
委員長　千葉　学 
　　　　（東京大学大学院教授、千葉学建築計画事務所主宰）
委　員　原田　真宏 
　　　　 （芝浦工業大学教授、MOUNT FUJI ARCHITECTS 

STUDIO主宰）
委　員　羽鳥　達也 
　　　　（株式会社日建設計 設計部門 ダイレクター）
委　員　岸本　暁
　　　　（日本電気硝子株式会社　常務執行役員
　　　　コンシューマーガラス事業本部　本部長）

コーディネーター　五十嵐　太郎（東北大学大学院教授）

●賞金
総　　額 170万円
最優秀賞　　 1点 100万円
優 秀 賞　　 1点 30万円
入　　選　　 8点 各5万円

●応募・登録締切日
10月 7 日（月）　16：00まで
コンペ特設サイト
〈https://kenchiku.co.jp/neg2019〉より登録

●発表
審査の結果は応募者に通知すると共に、「新建築」2020年 1 月号
にて発表

●問合せ先
空間デザイン・コンペティション事務局
E-mail：info-sd-compe@kenchiku.co.jp
TEL：03-5244-9335

主催　日本電気硝子株式会社
共催　電気硝子建材株式会社
協賛　株式会社新建築社

本欄掲載の1～5の美術館等の招待券ご希望の方は、電話等で申し
込み後、招待券送付用の切手（82円）を日本建築協会事務局まで
お送りください。

i n f o r m a t i o n
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日本建築協会
月間の動き  2019年 5月

編集委員会（2019年度）
■副会長
　米井　　寛
■編集担当理事
◎勝山　太郎
　佐藤　榮一
　竹中　統一
　西　　博康
　松崎　公一
　船越　淳久
　吉村　英祐
■副委員長
○戸川　勝之
■特集小委員会
■計画分科会
★計画系
　飯田　　匡
　鈴木　克彦
△田中　直人
　松田奈緒子
　守井　　辰
　吉村　英祐
★建築計画系
　神戸　嘉也
　桑原　悠樹
　下坂　浩和
　中辻　浩介
　東　　拓郎
　樋口　展寛
△松岡　英緯
　三谷　帯介
　米山　剛史
　渡部　　剛
★インテリア・住宅系
　赤川貴世友
　今井　充彦
　岩田　圭司
　川合　隆之
　河西　孝平
△黒栁　　亮
　塚口　洋之
　ペリー史子
■構造分科会
△宇野　綾真
　岡田　　健
　岸本　光平
　古島　正博
　瀧野　敦夫
　萩原　　学
　松本　裕之
　宮久保秀樹
　向井　洋一

■設備分科会
　有尾清二郎
　木谷　晃之
　北野　勝也
　佐々木章二
　寺井　千佳
　夏井　重行
△橋本　直樹
　桝井　貴廣
　宮﨑ひろ志
　森山　正和
　山本　雅洋
■施工材料分科会
　門野　　陽
　桜井　和男
　髙橋　秀一
　藤丸　啓一
　山口　紀宏
　河合　智寛
　吉田　正友
△吉居　　哲
■法令分科会
　岡田　耕介
　垣内　　明
　河野　　学
　高田　大輔
△福岡　誉顕
■作品作風小委員会
▲東井　嘉信
　居内　章夫
　池上　　明
　稲垣　和江
　太田　栄治
　加嶋　章博
　菊池　浩輔
　倉渕奈千子
　澤田　純一
　髙木　秀晃
　鞆野　淳司
　西田　佳代
　芳谷　晴彦
　平野　尉仁
　増田　敬彦
■広告企画小委員会
　小川　雄介
　金築　　雄
　小山　　昭
　野山　将男
　藤田　昌宏
▲前田　　衛
　山辻　直樹

（順不同）

◎委員長
○副委員長
▲小委員会委員長
△幹事

印　　刷　2 0 1 9 年 6 月 26 日
発　　行　2 0 1 9 年 7 月 1 日
発 行 人　一般社団法人日本建築協会
　　　　　大阪市中央区大手前1-7-31
　　　　　電　　話　　06-6946-6981
印 刷 所　㈱ 中 島 弘 文 堂 印 刷 所
定　　価　1230円（税込）

Ⓒ「建築と社会」誌の記事の無断転載を禁じます

常任理事会
第 2回常任理事会
5 月22日（水） 16：00～17：05
日本建築協会会議室
出席者　設楽会長ほか 8名
議　事（ 1）平成30年度事業報告（案）
　　　（ 2）平成30年度決算報告（案）
　　　（ 3）令和元年度事業計画（案）
　　　（ 4）令和元年度収支予算（案）
　　　（ 5） 6 月 4 日評議員会・通常理事会、

6月20日総会・講演会・表彰式・
会員交流懇親会

　　　（ 6） 「KENTEN2019」レセプションの
出席依頼

　　　（ 7）改元に伴う西暦和暦の運用
　　　（ 8） 10月26日、27日「イケフェス大

阪」関連事業
　　　（ 9）個人会員の会員証の最終版
　　　（10） 「建築と社会」誌日仏会館・フラン

ス国立日本研究所学術雑誌「エビ
ス」への仏訳許可依頼

　　　（11） ARCHI－ 4 関西「まちづくり提言
シンポジウム」

　　　（12）「建築と社会」誌の収支改善

編集委員会
第 2回広告企画・編集合同委員会
5 月15日（水） 18：00～19：00
日本建築協会会議室
出席者　勝山委員長ほか 3名
議　事（ 1） 6 月号特集　片岡安賞（日本建築

協会論考コンクール）
　　　（ 2） 7月号特集　青年技術者
　　　（ 3） 8月号特集　建築の仮設性と恒久性
　　　（ 4） 9月号特集　災害。逃げる
　　　（ 5） 10月号特集 第 1案「新素材」　第

2案「モノをはこぶ」
　　　（ 6）その他
第 1回インテリア・住宅系分科会
5 月13日（月） 19：30～21：00
日本建築協会会議室
出席者　黒栁幹事ほか 2名
議　事（ 1）2019年特集
第 2回構造分科会
5 月21日（火） 18：30～19：50
日本建築協会会議室
出席者　宇野幹事ほか 3名
議　事（ 1）構造の頁の企画
　　　（ 2） 2019年度特集の企画
第 2回施工材料分科会
5 月17日（金） 17：00～18：00
日本建築協会会議室
出席者　吉居幹事ほか 4名
議　事（ 1）2019年度特集
第 2回法令分科会
5 月22日（水） 10：00～11：40
日本建築協会会議室
出席者　福岡幹事ほか 6名
議　事（ 1）法令コーナーの企画
　　　（ 2）2019年度特集の企画

事業委員会
第 2回情報見学小委員会
5 月 9 日（木） 18：00～18：50
日本建築協会会議室
出席者　中尾委員長ほか 6名
議　事（ 1）本年度事業の検討

出版委員会
第 2回出版委員会
5 月28日（火） 18：00～19：25
日本建築協会会議室
出席者　西委員長ほか 7名
議　事（ 1）既刊書籍経過報告
　　　（ 2）制作進行中の書籍
　　　（ 3）今後の出版テーマ
　　　（ 4）建築セミナー

教育委員会
第 1回講習会小委員会
5 月27日（月） 18：00～19：10
日本建築協会会議室
出席者　東委員ほか 6名
議　事（ 1）審査委員の紹介
　　　（ 2）建築実務講習会テキスト改定の検討
　　　（ 3） 令和元年度の建築実務講習会開催

日時検討
大阪府住まい・まちづくり普及協議会全体会議
5 月17日（金） 10：30～12：00
大阪建築会館会議室
報告・議題
　　　（ 1）出前講座
　　　（ 2）補助金
　　　（ 3）安全チェック･ボランティア
　　　（ 4）通常総会
　　　（ 5）その他
第 2回史料研究会
5 月29日（水） 18：00～19：40
日本建築協会会議室
出席者　橋寺委員長ほか 4名
議　事（ 1）協会誌での連載
　　　（ 2）街歩きイベント

未来創生プロジェクト
第 2回建築次世代委員会
5 月16日（木） 18：30～19：30
日本建築協会会議室
出席者　菅原小委員長ほか 7名
議　事（ 1）学生のための見学会の検討
　　　（ 2） 学生のための建築に関わる会社見

学会
　　　（ 3）新委員紹介
第 2回2040委員会
5 月20日（月） 19：30～
日本建築協会会議室
出席者　駒井リーダーほか 5名
議　事（ 1）企画内容
　　　（ 2）今後の委員会活動
第 2回Ｕ-35委員会
5 月13日（月） 19：30～
大成建設会議室
出席者　鬼頭リーダーほか13名
議　事（ 1）活動／予定
　　　（ 2）次回予定／その他

講演会
「第 4回建築セミナー」建築と設備の接点
トラブル予防のツボ
5 月15日（水） 18：00～20：00
TOTOテクニカルセンター
講　師　仲本尚志　馬渡勝昭　赤澤正治各氏
参加者　30名
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年間広告のご案内
会誌「建築と社会」では、後付部分に
広告スペースを設けております。

1年を通じて、社名広告を掲載されませんか？

掲載期間：4月号～翌年3月号までの1年間
掲 載 料：48,000円（消費税込み）
サ イ ズ：1/12頁（タテ40mm╳ヨコ90mm）
　※毎月掲載誌をご送付します。
　※原稿は1年間同じ原稿を使用します。

お問い合わせ先
一般社団法人　日本建築協会　内山・井筒

TEL：06-6946-6981　FAX：06-6946-6984　E-mail：koukoku@aaj.or.jp
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